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I. 沿革と概要

1. 沿革

東京大学生産技術研究所は，昭和 24年5月 31日公布の国立学校設四法に悲づき，生

産［こ閃する技術的諸問題の科学的総合研究と，研究成果の実用化試験を行なうことを目的

として同日付で千葉県千葉市に設四された．

その後，研究所の東京移転が実現し，昭和 37年度より東京都浩区六本木 7-22ー1に

本部および各研究部位置を変更した なお， 千葉市には，千葉実験所として 101,490m2 

（約 30,700坪）が同敷地内に設けられた．

部門数は，設立当初 15部門で，以後昭和 25年度に 10部門， 26年度に 10部門，計

35部門となり，その後，部門増として， 32年度1部門， 35年度1部門， 36年度2部門，

37年度2部門， 38年度1部門が認められたが， 39年4月1日宇宙航空研究所設四に伴な

い， 39年度中に2部門を同研究所に移し， 40年度に 1部門， 41年度に 1部門増が認めら

れ，さらに 42年度には 1部門が追加され，現在 43部門となっている．

本研究所は次表に示すような 5部に分かれ，それぞれの部において表示されたような専

門分野を担当している．

所長は，瀬藤象二，兼璽露九郎，星合正治，谷安正，福田武雄，藤高周平，岡本舜三

に続いて，昭和 42年3月 31日より菊池買ーが就任している．

第1部（韮 礎）—-応用数学・応用光学・音匹工学· 固体材料学・流体物理学・応

用電子物狸学・放射線工学・ 材料力学・応用弾性学・ 励的材料

強弱学

第 2 部（搬枝• 船舶）ー――搬械力学・機構学・伝熱工学・ 熟原勁機学・流体檄械学・ 化学

様械学・ 切削工作学・ 非切削工学・ 桁密加工学・ 溶接工学・ 板

金および船体構造学・船体連動学・耐震模械構造学

第 3 部（霞カ・通信）—-電気回路学· 霞力授諮学・電力工学・電気制卸工学・電子管工

学・通信搬僻学・超短波工学・応用電子工学・ 屯子演鍔工学・

マイクロ波工学・情報処四工学

第4部（化学・ • 応屑心気化学および光化学・有歳工業化学第

ー・有殷工業化学第ニ・有懐工業化学第三・化学工学・無機工

業分折学・ 有搬工業分折学・ 鉄鋼製錬工学・非鉄金屈製錬工

学・金属加工学・金屈材料学・放射性同位元素工学

第 5 部（土大・建築）—-土質工学・土木構造学· 交通路工学・ 水工学・ 測証学・建築構

逃学・建築環境学・建築装備学・建築生庄学•生産施設防災エ

学・廷策配置および搬能学・生産技術史

1 



2. 研究所の位置・敷地・建物・配置図

A. 東京大学生産技術研究所（麻布庁舎）

a. 位置

京京都湛区六本木7丁目 22番 1号

国霞信i農町駅下車，都電 33番線 竜土町下車，西南へ約 10!:m

b. 敷地・建物（面積）・配置図（凸版参照）

敷地総面紐 48, 122 rn2 (14,557坪 ただし物性研と共用）

建物数本館1棟，別棟 13棟

建物延面砧 27, 428 rn2 (8,297坪）

叶こ 在点 24,926 m2 (7,540坪）

別棟 2,502 m2 (757坪）

本館面積の使用区分は次表の通りである

I地階 cm')I 1階cm')I 2階cm')I 3階cm')I屋上 cm')I 

第 1部 871 1,880 916 686 

第 2部 1,954 817 945 930 

第 3部 418 998 881 641 

第 4部 632 1,556 1,541 1,149 

第 5部 1,500 1,048 795 795 

試作工場 184 

事務部 588 727 1,897 486 

共 通 91 

計 I 6, 147 I __ 7, 026 I 6, 975 I_ 4,687 I 91 I 

c. 主な建物とその用途

建物名 I 構 担‘’七 i鸞胴 I所属部 I 主 な 用

計 (m')

4,353 

4,646 

2,938 

4,878 

4,138 

184 

3,698 

91 

24,926 

塩、ノ‘

本 餡 鉄地下筋コンクリート1, 地上3階
24,926 各部 所場長，居室室，会，談事室務室，各，部図研書究室室，電，実話験室室，受，試電室作工等

別棟1 鉄骨スレート 355 第1部 材料実験室

// 2 鉄筋コンクリー 387 第2部 水動力力実機験械棟）（自動車， 内燃機関， ガスタービン，
ト平屋廷

" 3 鉄骨平屋建 142 第3部 高電圧実験室

"" 4 5 I 鉄ト筋平屋コン”クリー

179 第第34 部部 暖房実験室，発酵実験室

179 第4部 RI実験室

II 6 プロッ建ク平屋建 113 第第54 部部 高圧化学実験室，サッシ実験室

'I 7 II 186 第5部 音恕実験室（無菩室，残菩室，測定室）

II 8 II 48 II 送風様

2 



建物名 I構 造 I利用而禎
(m') 

， 鉄筋コンクリー
ト平屋建

10 " 

11 鉄骨平屋建
I 
12 i鉄訂造平犀建

13 I 
！ 

I所属部 主 な 用 途

52 

102 

／／ 29 

664 

66 

第5部 防火実験室（地下）

床版試験室

門誓所

試作工ぢ試作工均

第3部 i応用霞巳流体丈弦宝
I 

事務部

d. 水道・電気・ガス・電話

水道は現在慇営水道ならびに自家袷水を行なっており，使用足は月平均 13,000m3であ

る．

霞気は東京氾力株式会社と自家用の契約をし第 1変霞所 400kVA, 第 2変霞所 600

kVA, 屋外変霞所 435kVAの設偏を有し， 各部に送霞している． 霞力使用鼠は月平均

100,000 kWHである．

ガスは東京瓦斯株式会社と契約，消費賊月平均 24,000m3である．

電話は青山局に 50回線加入し，私設交換装四はA型自励交換概で 500回線の容凪をも

ち，物性研究所と共用している．なおそのうち本所は内線300回線を使川している．

B. 生産技術研究所千葉実験所

a. 位置

千葉市弥生町 1番8号

国軍西千葉駅東口下車，約 250m

b. 敷地・建物（面積）・配置図（凸版参照）

敷地而款 約 101,490m2 (約 30,700坪）

建物数 26 計 9,876m2 

c. 主な建物とその用途

下表の遥りである．

レート・］

造

// 

” 
ノ／

／／ 

II 

” 
// 

2 

3 I睾却蔚コンクリート

4

5

6

 

鉄骨• 平犀建. 
フロック造• 平
屋建

9 Iプロック造平屋建

7
 
8
 

延而戟
(m') 

476 

352 

13 

39 

39 

40 

48 

19 

54 

Ii直村研，山田研，岡本研，大井研，鈴木研
I大型振勁台実験室

I忍兒実検裟四控苓
計測室

主 な 用 途

小型テストスタンド

推業製造室

工作室

危険物倉庫

レーザおよびミリ波実験施設

旧 名 称

試険工楊

3
 



建地物区所1番在号I構 造 延面戟
主 な 用 途 I旧名称(mう

B 1 木造・ニ階建 1,291 江研研岡上研事研河務，村，室北研岡本川研， 久保研， 北川研， 山田 東 10号誼

” 
2 木造・ニ階建 1,017 ， 本 研，山田研，丸安研，三木

東9号館， 

’’ 3 木造・三階建 719 倉庫 ,, 8 ,, 

,, 4 木造・ニ階建 511 河添研，野崎研 ! II 7 II 

5 木造•平屋建 194 菊池研，野崎研
i 

” I 】f 11 ll II 

C 1 木造・ニ階建 1,208 池辺研，餡•中根研 II 6 II 

” 
2 木巡•平家建 356 餡• 中根研 " ,1 " 

II 3 鉄骨， 鉄筋平屋コ建ン 317 " 特殊吹精実験室クリート
II 4 木造・ニ階建 1,215 宿舎 東5号舘

D 1 鉄平骨屋，建スレート 38 受電室

E 1 木造•平屋建 194 野綺研，井口研 1112 II 

” 
2 II 129 ポンプ室

” 
3 プロック造• 平 38 野崎研犀建

” 
4 ‘’ 63 

” 

” 5 
鉄平屋骨，建スレート 26 2次元造波水梢測定室

II 6 鉄骨• 平屋建 1,349 津波高潮水桔実験室

” 
7 プロック造• 平 35 同上観測室

I 屋建

4
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II. 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

わが国における工学と工業とは，その発逹経路において，必ずしも相互に密接に連絡さ

れていたとはいいがたいこの欠陥にかんがみ，本研究所は，生産に関する技術的諸問題

の科学的総合研究に重点をおき，研究成果の実用化試験を行なうことによって，工学とエ

業とを結びつけ，わが国工業生産技術の水準を高め，批界文化の進展に寄与しようとする

ものである．このため生産の現場と緊密な連絡を保ち，生産技術の実態を知って，適切な

研究計画を立てるとともに現場から寄せられる技術的諸問題に対しても，実際的な解決

を図ることを重要な使命としている．

本所の研究員は，それぞれ自己の属する専門分野の進歩発逹のために研究を進めている

が，研究所としてもある具体的な問題を採り上げたり，あるいは適当と認める外部からの

研究委託を引き受けたりする．これらは問題によって関係のあるいくつかの専門分野の人

人で，研究班を組織するしくみになっている．本所がほとんど工学全般にわたる恵門分野

を持つため，このような総合研究態勢をとりうることが容易であり，また常務委員会の議

を経て決定するのでその搬会が常に機動的に用意される．

詰礎研究の成果が打ち出されると，一歩前進して，技術上，経済上の而から工業生産化

への可能性を立証しようとしてこれを別個の研究組徽に移し，中間規校の試作または試験

をも行なっている．中間試険研究として行なう研究は，受北研究によって行なわれる場合

と，所内に設けられた特別研究審議委員会が，紺年特別にいくつかの研究課図を，所内各

研究部から印請を受けて決定する方法とがある．後者は，先年から砧礎的研究でその発展

が十分期待される研究も同時に採り上げて特別の研究費を注ぎこむようになり，昭和 42

年までにその件数329を数え，その研究成呆は，工業界への寄与の動脈となっている．

本所の受託研究は，本所の自主的計圃をさまたげない範囲で行ない，また短期間に結果

を求める目先のことばかりに力を注ぐことにならないよう注意されている．また，受託研

究の研究成果の公表，発明特許の生じた楊合の処四等については，国立研究所としての立

楊と，委詑者俣関の利書的立場とが互いに考応されねばならないので，話し合いの上研究

成呆の公表を2カ年以内待つ約東をしたり，発明特許の実施は，委詑者に優先的に許諾す

ることができるようにする一方，委託者外の第三者に利用させる余地を失なわないよう取

扱いの方針を定めている．

本所は教育活動についても，大学附四研究所の使命の一環として重視し，禎極的な協力

をしている．また大学院学生の教育のほかに，各種の教育制度による学外からの研究員，

研究生．その他を受け入れ，これらの教育，指尊についても力を入れている．詳細につい

ては，教育活動の項 (129ページ）を参照されたい．

行政組繊は後窄に記すとおり，所内に，教授会，教授総会のほか，所長の諮問機関と

5 



しての常務委員会を設け，また各種の運営委員会を設置し，相当数の教授• 助教授がこの

委員に選ばれている．そのほか所外に対しては生産現場と提掠し，生産妓術の実態をは握

して研究の使命を達成するため，昭和28年以来財団法人生産技術研究奨励会が設立され，

その評議員として160余名の学識経験者，産業界代表技術者に参加を願い，定期会合は毎

年2回行なっている．また宇宙航空研究所とは連絡会議をもち，窓見の交換を行なうこと

になっている．

2. 昭和 42年度の研究の現状

研究の形態と特色

基礎研究，実用化研究，共同研究と各部における研究について

大学の研究が，研究室を単位とする各部における研究の方法で学問の品靡研究を行なう

ことは，長い歴史に見られるとおりである．戦後は，科学の進歩に伴ない一つの問題をい

くつかの研究室が共同して総会研究的に行なうことが多くなったことも局知のとおりであ

る．このような研究傾向に対し一研究所に各恵門分野があって総合研究の想努をとりうる

ことが容易である機関は少ない． この点本所には特色があって， たとえば微分解折概の

試作研究に，応用数学と機械工学とが協同し，試険溶鉱炉の研究に，高周波加熱やアイソ

トープ技術を投入したり，テレメータ用大パラボラ・アンテナの製作に，屯子工学と構造

力学が専門を分担したり， レーザの研究に霞気と光学との両面から閲発を進めたり，ロケ

ット製作に高張力鋼の研究から始まり，構造力学と推菜エンジンおよび空気力学の諸分野

が合体して作り上げるまで，問題に対して縦貫的にあるいは多面的に研究が行なわれてき

ているのである．総合研究態涜の実施には，単にいろいろな導門分野があるというだけで

はなく，所内に常務委員会や各種運営委員会があって，これらを結びつける模構が備わっ

ていることによって，より特色的となる．

実用化研究は，初代所長がとくに強調され，本所の設立趣意魯にも記されている研究所

の使命の一つで，大学の研究が工業技術として役立つために極めて重要なものの一つであ

る．基礎研究と工業生産との間を満たすものが戦前の多くの大学研究では欠けていたので，

本所では， これを中間試験研究あるいは中間試作研究という名のもとに設立以来実施して

いる．この研究の送定は，所内の委員会で毎年選定し，経常的研究費とは別に特別研究費を

支出している．それらの中には， 2年あるいは 3年以上継続実施して完成する研究もある．

近年は，特別研究として，上記の中間的研究以外の研究で，韮礎研究が相当進み，その

完成が近く期待される段階にあるものを，同様に毎年選定し，特別の研究費をつぎこんで

逹成させることも行なっている． この他，総会研究ないし共同研究を活発化するため各研

究グ）レープに研究費を交付する共同計画推進制度を設け 39年度から実施している．

また，各研究課題の設定は研究成呆進展の背骨をなすものであるから，各研究者は最初

にも述べたように，それぞれ，その着想と開発に努力を傾けて広汎多種な研究をなしつつ

あり，その期待は大きい．
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A. 特別研究
（中間試験研究）

1. 精密X線回折実験装置

数長一色貞文

X線回折法による固体物性の研究は，近年ますます紡密な測定が要求されるようになっ

てきた． このため，正確な回折曲線および積分叉射強度の測定を目的として，新たに諮密

ゴニオメータと高分解能計数記録装置が設四された．今年度は，わん曲紘畠モノクロメー

タを併用して，イタビライト鉄鉱石の認剖れ搬構の結晶学的研究を行なった．続いてX線

検出部分をシンチレーション検出器に換え，パJレス波高分析器を付屈させて研究を行なう

計画である．

2. プリュアン散乱測定装置

助敦叉根岸勝雄

広範囲の周i皮数域にわたって液体の音辿と吸収を知ることば液体の構造を調べる有力な

手段であるが，特にギガヘルツ帯での測定にはプリユアン散乱法がほとんど唯一の方法で

ある．本装置は光源としての He-Neレーザと気圧掃引型ファプリペロ千渉計とで構成さ

れ，試料からの徽弱な散乱光のスペクトル構造の測定から，音速と吸収が求められる．本

年度は装四の組立てと調賂を行なった．

3. 試験台による人ー自動車系の研究（継続）

教授平尾 収

自動車の操縦性能，安定性能，保舵性能など，自動車が実燦路上で走行する状態を再現

して自動車の走行時の如尉的な資料を得るための実険を行なっている．道路上を走行する

楊合との力学的相似性も得ることができたので人間鳴支械系としての自動車の応答特性試

験，また徽分ハンドルを用いる楊合の最適条件をきめるための実敦を行なっている．

4. 機械加工面よりの電子放射の研究

教及松永正久

楓械的に変形を受けた面よりは通常の雷子放射の条件よりはるかに低いエネルギによっ

て電子放射を起こす現象が知られており，これは Kramer効果と呼ばれている． この実険

においては，ガイガー管方式および霞子倍増器方式による 2種の測定法によってこのよう

な雷子を測定し，加工に使用した研摩材が放射に最も大きな影唇をおよぽし，加工方式に

はあまり関係しないことを見出した．
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5. 船舶の波浪荷重頻度の計測に関する研究

教授高桐幸伯・助手小畑和彦・技官能勢義昭

船舶が航走中に受ける波浪荷重は，海象・気象・船種・船型・積荷条件・船速・波浪と

の出合角度など，きわめて多数の因子に影唇されて不規則変動するものである．あらゆる

揚合について長期の実測を行なうことは不可能であるが，代表的なものについてできるた

け多くのデータを密積することが切望されている．本研究はできるだけ多くの船でなるべ

く簡便に多数の実測資料を得るための各種計測・記録・処理方法などの研究を目的とする

ものである．本年度は変動現象を記録しないで，直接に変励分の rootmean squareを読

取ることのできる筒易アナログ計邸機を試作して好結果を得た．

6. 光電式無接触型動変位測定装置の試作（継続）

助教授柴田 碧

この動変位測定装四は振動体の動的変位をテレビジョン振像器を利用し画面上に指定し

た垂直線に沿った物体の画像の変位として捉え，電圧に変換し検出するものであるが，本

年度試作の高速データ処理装四のように，デジタル符号処理の能力を有する装置と連絡す

るため，デジタル出力回路を設けた．本装四の計測方法はデジタル方式であるので，この

ようにデータを直送する形式をとる方が誤差の入る余地がすくない．主要特往は変更なく

次のとおりである．

走査線数： 500本 (525本） ：サンプル・ライン数： 3本

画像数（サンプル回数）： 25, 100 frame/sec : 最大追随画像速度： 300 line・rad/sec

出力電圧： p-p 10 V ! (像術 10本， 25frame/secにて）
直線性： 0.5% i餃正位置： 0-200-250-300-500 line 

最小像幅： 3本 • (椋準レンズ：ニコンF用

最小コントラスト：チャート 2段 j 500 mm, F2. 0) 

7. パターン認識による人工の指の自動制御研究（継続）

助教授森 政弘・請師梅谷陽ニ・助手合田周平

当研究室にて昭和 36年より行なっている人工の指の研究をもとに生体の神経系よりヒ

ントを得た情報処珪系(IMICー系）を用いて指搬構の自励制御をする研究を行なっている

IMICTRONによる情報処理装四を試作し，これの情報処理機構や制御系における Mod1.1-

latorとして使用法を研究した． また，パターン認識を迫入し， これらの一体となった装

置の自動制御はもとより，他の自動制御への応用についても具体例とともに研究中で空気

圧作動のゴム筋肉によって駆動できる指をそなえた人工の手 AH-2の試作を完了した

また人工の手の制御に不可欠な人工触覚の開発も行なっている．
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8. パルスサーボ技術の計量への応用

教授沢井善三郎・助手横田和丸・助手稲葉 博

技官里 和武

パルスサーボにおいて用いられている技術を，自動送筵式計且装匝に応用し，応答速度

などの特性を改善することを目的として研究を行なっている．現在，小形の計屈装置を試

作し，さらに，コンベアスケールヘの応用を検討している．

. 9. マイクロ波プリント回路の研究

教授浜崎襄ニ・助手岡田三男・助手赤尾宗一

研究員角 翌三・教務員座間知之

マイクロ設回路の広粧域化，小型軽紐化を目的とし，プリント方式によるマイクロ波回

路の研究を行なっている．本年度は，直径 800mm,長さ緒度 0.02mm, 角度梢度30秒

の直角・極座椋共用のプリント板紡密原図製作装四を購入し，これを用いて最平坦通過特

性を有する特域遮断炉波謡の設計• 製作を行なう所期の結果を得た．また同様の目的の，

フェライト砧心を利用した VHF帯広拙域goo位相推移方向性結合器，高辿制御用の VHF

帯ダイオード可変移相器の開発を行ない，何れも所期の結果を得ている．

10. 高速度高電圧現象測定装置の試作研究

助教授河村逹雄・教授大井光四郎・教技浜崎瞑二

助教授高羽禎雄

ナノ秒程度の急しゅん設頭を有するインパルス霞圧の粕密測定装四に関する研究を巡め

ている. 50kVの設高値に対する装闘の経険を翡にして 2MVまで測定ができる装置を

試作し，かつ試険mのステップ波を高気圧ガスを利用するスイッチ素子によって実呪し
た．かような測定系においてはコロナによるステップ波の変歪に起因する誤差が直要な課

四となる．装置についてレスポンス時間の解折を行ない，その軽減対策について研究を進

め，性能の検証を行なった．

11. ピコ秒領域における時間計測に関する研究

助敦技高羽禎雄

核物理学，物理化学などの分野で璽要な意義をもつピコ秒領域 (10-10-10-12秒）にお

ける時間計測を可能とするために，時間分析器の開発ならびにこれに用いる超高速パ）レス

回路の研究を行なっている．本年度ではステップ・リカバリ・ダイオードを用いた 3種の

パ）レス発生回路について検討し，半値幅250ヒ°コ秒，立上り時間 170ビコ秒のパ）レスを得，

さらにその波形安定度の向上による時間分解能の向上について研究をすすめている．
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12. データ伝送における歪補償方式に関する研究（継続）

助教授高木幹雄

ディジタル情報の伝送において伝送速度を高速化することが望まれているが，現状では

符号間の干渉により速度を上げることができないこの点に沿目し符号間の干渉を除去

し，伝送速度を上げるための研究を行なっている．ディジタル涅廷線を用いた装置の論理

設計を行ない，試作を進めると共に，計冥機を用いて各方式のシミュレーションを行なっ

ている．

13. 試験溶鉱炉の自動化設備の研究

教授故雀部高雄・教授餡充・謁師中恨千富外16名

高炉製銑プロセスの総合自勁化の前提として，装入原料処迎，貯蔵設備，原料装入の自

動化設備と関連して，送風中水分の調節，風鼠の連続記録および炉内ガス試料自動採取装

置を新設した．

14. ジアゾ写真法の感度増加の研究

教授菊池腱ー・助教授本多健一・助手（特別研究員）鋤柄光則

基本的な構造を持ついくつかの芳香族ジアゾニウム塩の電子状態および霞子スペクト Jレ

等の諸性質を理論的に導き，また ESRおよび蟄燐光の測定と上記の迎論的結果とをあわ

せて，ジアゾニウム塩の光分解機構を明らかにした，一方，ボーラログラフおよび比色法

により，光分解の速度および鼠子収率を測定し，増感に関する定足的解析法を確立した．

以上の結果より，長波長側に光分解感度を有するべきジアゾ化合物の構造を推定し，そ

のいくつかの合成を試み，その吸収域がレッドシフトすることを確めた．

15. メスバワー効果を用いた合金構造の解析

教扱加藤正夫・助教授石田洋ー・助手佐藤乙丸

大学院三島良治

主に鉄を含む合金について短範囲規則格子やクラスター形式など徽細な構造変化を個々

の原子の結合状態の面から検出する手段として，結晶中の原子核のァ線無反跳共嗚吸収す

なわちメスパワー効果の応用を試みている．

手はじめとして鉄ー20%アルミニウム合金の時効の際あらわれる氾気抵抗筐の異常い

わゆるK状態の分折を行なった．この現象は退移金屈を含む合金系の規則ー不規則変慈近

傍の不規則部分に生じ金属強度にもある程度彩曹する重要な現象であるが，これが短箇団

規則格子相成長の途中にあらわれるものであることが判明した．

B. 共同研究

1. 長大つり橋の橋脚の地霙時のロッキングに関する研究

研究代表者教授岡本舜三・教授久保疫三郎・助敦授田村重四郎
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餡師岡田恒男・助手加藍肪行・助手森地重暉

長大スパンつり相の相脚の地戸時挙勁とくに，ロッキング扱動について，弾性係数や減

衰の詞査研究を行なって，動的設計法を作るのを目的としている．ダムのロッキングに関

する資料の解折，岩盤上での地震動の研究並びに構造の動力学的研究を行なっている．

（文部省科学研究喪）

2. 非定常確率過程に関する研究（継続）

教授亘理 厚• 助教授柴田 碧・ 助教授佐胚壽芳

様械系に多く経験される非定常不規則振動について，その分散およびパワースペクト Jレ

の時間的変励を求める計邸法，それらに対する檬械系の応答の解折などの研究を行なって

いる．

3. 大型機械構造物の耐霙に関する研究（継続）

教技亘理 厚• 助教授柴田 碧・助教授佐藤壽芳

様械および配管類を合む梢造物の耐震設計のため，茄雛地こ力の決定，槻械構迦物の振

動特性の解折ならびに動的な観点からする設計法の確立などを目椋とした研究である．な

おこれに関連して不規則振動を受けるi幾械系の振動解析ならびにその統計的処理法の研究
をも行なっている．

4. 操縦された自動車の特性の研究（継続）

教扱平尾 収・教授亘鯉 厚・教授大島康次郎

教授石原智男・助教授森 政弘

自動車試験台により，人間—搬械系としての自動車の応答の研究， すなわち進路を維持

するための投舵を加えた場合の安定性の問題，外乱のあった楊合に授舵を行なったときの

安定性の問四などについて悲礎的実験を行なっている．

5. マトリックス法による複雑な3次元構造体の静的・動的

挙動の解析と結果の自動設計法への応用についての研究

助教扱柴田 碧・助教授川井忠彦・助教授川股爪也

助教技佐藤壽芳・助教授田村菫四郎・助手重田逹也

助手吉村信敏・助手鈴木浩平

大型霞子計算組紋によって始めて可能となったマトリックス構造解析法の実用面への応

用手段の屈開を目的とする研究である．とくに計邸手段の発辻により処理される数値梵が

増大すると，その解の表示法が問題となる．本研究は解表示法にその璽点を四き，本年~芝

X-Yプロッタを購入し， FACOM-270ー/30の完成を待って， online表示の実険を行なう

予定である． （文部省搬関研究費）
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6. 大電力系統の信頼度に関する研究（継続）

教授故藤高周平・助教授河村逹雄・所外 11名

電力粛要の上昇に伴い 50万Vの超高圧送電幹線が計画されている．本研究はかかる大

系統の安定性に関する構成各部の信頼性の基礎的研究である．すなわち事故発生状況のは

掘それに伴う信頭度の考察など各方面からの研究を他大学の分担研究者と協同して総合

的に推進している． （文部省科学研究費）

7. グラフィック・デイスプレイの研究

助教授山口楠雄・助教授高木幹雄・教授渡辺 勝

技官桜井正郎

計抑機等の情報処理装四から発生する大紐の情報を人間に高能率で伝逹するためのグラ

フィック・デイスプレイについて悲礎的な実験装四を製作し，回路構成，パタンの性質お

よび人間工学面等について研究を行っている．

8. 高炉の総合自動化に関する基礎的研究（継続）

教 授江上一郎・教 授沢井善三郎

” 一色貞文• II 故 雀部高雄

”（工学部）吾妻潔• II (工学部）五弓勇雄

／， 加藤正夫• II (工学部）松下幸雄

II 武藤義ー・// (工学部）餡 充

助教授森 政弘• 助教授河添邦太朗

講 師中根千富・研究員大野博教

高炉製銑プロセスの自勁化の蒻靡的諸問題．すなわち装入原料の水分の管理と測定，炉

頂ガス成分の連続分折および熱籾冥の連続化とこれによる炉熱の安定化などに関すろ基礎

研究を行ない，かつ試験高炉の操業のさいその適用に関する諸問四を検討した．

高炉製銑プロセスの自動化の翡礎的諸問題，すなわち一方では装入原料の水分の管理と

測定法炉頂ガス成分の連続分析に関する研究，また他方では出銑凪やコークス比の送風箪

による変化のような静特性の調査を行ない，原料の半臼砂処刑貯政設僻，中性子水分計・

赤外線ガス分折計などの新鋭設価を整えた．

9. カラー電子写真方式の基礎的研究

教長菊池員ー・助教授本多健一・研究旦坂田俊文

所外 2名

カラー霞子写真方式の技術的確立を目的として酸化亜鉛感光屈の圃像特性，現像効果，
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繰り返し露光の影曹，現像液分散媒の影唇について研究し，その結果カラー現像液の試作

をおこない，実用化に近ずきつつある．

10. 放射性同位元素の工業への応用（継続）

教授加藤正夫・教授松永正久

II 森詔義雄・ // 菊池飼一

II 浅原照三・ II 一色貞文

” 安逹芳夫・
I/ 山辺武郎

II 宮永五郎・助教授後藤信行

助教授河添邦太郎・ ／／ 河 村辻雄

II 高羽禎雄・ II 竹内 菰

” 石田洋ー・議師中根千富

助手井上 健•助手佐藤乙丸

研究員大野博教・研究員小林昌敏

本年度行なった研究は次のとおりである．

1. 多チャンネル型波高分析器に関する研究（継続）（森脇• 河村・高羽）

2. 時間分析器の高速化に関する研究（継続）（高羽）

:J. 小型溶鉱炉への RIの応用（継続）（加藤・中根・大野）

4. 高分子化合物への RIの応用（継続）（浅原・後藤）

5. 鉄鉱石の辺元反応機構の研究（加藤•松下）

6. イオン交換操作研究への RI の応用（河添• 竹内）

7. アイソトープ利用電池に関する研究（加胚• 松永• 安辻• 宮永• 河添• 河村・竹内・

石田• 明石• 佐藤）

8. 放射化トレーサ法ないし放射化分析法による金屈の腐食の研究（加膝• 小林• 井上）

9. 活性炭吸許法による放射性廃棄物の処理（河添• 竹内）

10. RI 利用による多孔質体内の有効拡散係数の測定（河添• 竹内）

11. イオン交換）炭透過搬構の研究（山辺）

12. メスバウア効果の金属への応用（加藤• 石田・佐蔚）

11. アイソトープをエネルギ源とした電池の開発研究

教投加麻正夫・教投松永正久・敦授宮永五郎

教投安逹芳夫・助教授河添邦太朗・助敦授明石和夫

助敦投竹内 菰・助教長河村逹雄・ 助教授棚沢一郎

助教授石田洋一・助手佐藤乙丸

アイソトープを照源とする電池の設計に伴なう詔間題を解決する目的で始められ，今年

度は熱電変換素子 Pb-Te合金の製造に関する研究， 使用済核燃料からの 9osrの分離と
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SrTiOsの製造に関する研究，熱出力 200W, 電気出力 5Wの照電変換装置の概念設計

と変換部の試作，熱電子変換方式の将来性に関する検討などを行なった．

12. アクリロニトリルの電解二量化反応（継続）

教授浅原照三・助教授早野茂夫・助教授妹尾 学

助手（特別研究員）篠塚則子・技官佐応和子

本反応の生成物であるアジボニトリルは，合成緞維ならびに合成樹脂原料として有用で

あるので，本法の径済性が保証されるとすれば， これは工業上高い価値を持つことにな

る．反応の基靡的問題を明らかにするために電解条件の検討ばかりでなく，物理化学的な

らびに分光学的方法によって原料ならびに反応の広汎な研究を行なった．

13. テロメル化反応の反応機構および速度論的研究（継続）

主任教授浅原照三・教授山辺武郎・教授中村亦夫

助教授後藤信行・助教授妹尾 学

テロメル化反応は窃分子物質の中間体を生成する反応としてきわめて重要であるが，生

成物の重合度分布のコントロールを行なうことが困鐙なため，工業的利用が遅れている．

本研究はこの問題を解決するため，種々の開始剤，連鎖移動剤，および添加剤を用いて反

応をイオン的， ラジカル的に巡行させ，反応機構および反応の励力学を明らかにし，これ

により反応条件の規制を行なうものである． （文部省科学研究費）

14. 設計方法のシステム工学的研究

教授池辺 陽・教授勝田高司・教授平尾 収

助教授川股璽也・ 助教授河添邦太朗・助教授山口楠雄

助教狡河村逹雄・ 助教授森 政弘・助教授柴田 碧

工学部陀業搬械学科講師川畑正大

システム工学は工学の多くの分野で現在急辿に発展してきており，従来個別に発逹して

きた工学の総合的な一つの方法論としての慇味を持ってきた．そして特にそれは学問的に

解明することのむづかしかった設計というプロセスに対して璽要な役判を持つと考えられ

る． この共同研究は工学における設計法の一般化を目的として組檄し，その手掛として共

同のインフォメーションシステムを確立しようとする．

15. 土砂のせん断試験法の研究（継続）

教授星埜 和・ほか 10名

粘土および砂のせん断抵抗を測定する方法のうち，従来広く用いられている直接せん断
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試験法と三軸せん断試険法について，大がかりな比校試験を実施し， これら試験法の得失

と問題点を研究した． （土質工学会せん断試験法委員会）

16. 首都圏周辺における水収支に影響する諸要因の研究

教授（代表者）井口昌平・研究担当高柄 裕

研究員木下良作・所外 17名

この研究は，文部省科学研究費による特定研究<水文学>のひとっとして9 昭和屹年

度から 3年間の予定で行なわれるものである．昭和 42年度には，山地小流域からの流出，

平地河川流域からの沢出，水文現象の長期変動，沖積河川の流れと流路の形状の形成に関

する力学的特性，水而からの蒸発，海岸付近の地下水流出，河口付近における塩分の没入

などについて研究を行なった．

17. アイマークレコーダの応用による交通工学の基礎的研究

教授星埜 和・助教授越 正毅・所外2名

アイマークレコーダを用いて，道路椋識の視認特性の研究を行なった usタイプとイ
ンターナショナルタイプの2つの案内椋識の視認性について検討し，案内方向数と地名配

位順序によって両者に特徴的な差があることが知られた．

18. 鋼構造仕口の力学的挙動に関する研究

助教授田中 尚・研究嘱託青木 繁・研究嘱託•矢代秀雄

研究嘱託末永保美・講 師高梨晃ー・助 手• 福島暁男

水平力を受ける銅構造の柱はり接合部，主として箱形断面柱とH形断面ばりとの接合部

の力学的挙動を一連の研究計画のもとに実験的，理論的研究を行なっており，接合部の設

計法を確立しようとしている． （一部文部省科学試験研究費）

19. ダクト系統における流れに伴う騒音に関する研究（継続）

教授勝田高司・助教授石井聖光

助手（特別研究員）板本守正・大学院生寺尾道仁

ダクト系統において流れに伴って発生する騒音の発生機構を究明し，防止対策の研究を

行なう．すなわち，ダクトの形状，流れの状態，それに伴う乱れ，ダクト構造体の振動な

どと騒音の閃係について検討をしている．
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C. 各部における研究

第 1 部

1・1 電磁流体力学の研究（継続）

助教授成瀬文雄・技官西島勝一

前年度に引続き， Hall効果があるときの電離気体の流れに現われる方程式およびその

解法の研究を行っている．今年度は一様な磁場をもつ電離気体中を進行する円柱• 球のま

わりの流れに対し，とくに磁気レイノルヅ数が小さい場合を研究した．

1・2 Navier-Stokes方程式の数値解法の研究（継続）

助教授成瀬文雄・助手金子幸臣

前年度に引続き， Navier-Stokes方程式の外部問屈の数値解法， 具体的には非圧縮性粘

性流体の一様流中に鈍い静止物体があるときの流れについて，物体の直径に関するレイノ

ルヅ数が数十以上のときも，なるべく早く収東するような数俯解法を研究している．

1・3 情報理論の光学への応用（継続）

教授久保田広• 助教授小瀬輝次

助教授小倉磐夫・助手山ロ一郎・助手故鈴木恒子

光学系の結像理論に通信情報理論を迎入すると，光学系は空間周設数の伝送系と考える

ことができるこの新しい観点に立って光学系の性能評価の研究を行なっている．

1・4 光学情報の処理（継続）

教授久保田広・助教授小瀬輝次

助教授小倉磐夫・助手山ロ一郎

情報の光学的処理法の研究の一環としてホログラフィの研究を行なっている．

1) ホログラムの結像性能の研究

2) ホログラフィ干渉法の研究

3) レンズ像ホログラフィの研究

1・5 レーザ光の光学的性質に関する研究（継続）

教授久保田広• 助教授小瀬輝次・ 助教授小倉磐夫

助手山ロ一郎・技官門田 清
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新しいレーザ開発の研究とレーザ光の光学的性質，光学機械への応用の研究を行なって

し，ヽる．

1) レーザ光の空間的コヒーレンスの研究とホログラフィヘの応用

2) リングレーザの研究

3) 気体レーザのコヒーレンスおよび出力の向上の研究

1・6 超音波音場に閃する研究（継続）

敦只鳥伺安生

前年度に引き続き，円形ヒ°ストン音涼に閃する理論的研究を行ない，さらに桁円形音源

による音場に閃する研究を開始した．

1・7 強力超音波の作用とその応用に関する研究（継続）

教授烏飼安生・助手藤森聰雄

技官小久保旭・研究生朴鎮黙

強力超音波の作用と応用に関する研究として，前年度に引続き金屈凝固時における超音

波の作用ならびに超音波分散の研究を行ない，さらに材料の機械的強度におよぽす超音波

作用の研究をすすめた．

1・8 超音波工業計測に関する研究（継続）

教授鳥飼安生・助手歯森聰雄・技官李 孝雄

超音波を用いた応力解折に関する研究，および超音波を用いた溶融金属の測定に関する

研究を行なった．

1・9 プリユアン散乱による超高周波超音設に関する研究（終続）

教授鳥飼安生・助教授根岸勝雄

助手山綺正之・大学院学生伊藤 捷

Qスイッチルピーレーザによる誘迎ブリユアン散乱，および He-Neガスレーザによる

プリユアン散乱の方法によって， 4-7GHz帯におけるエタノール水溶液の音速の温度依

存性を測定し，新しい音速分散を見出した． （一部科学研究喪）
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1・10 レーザで誘起される衝撃音圧に関する研究

助教授根岸勝雄・助手山綺正之

Qスイッチルビーレーザからの強力なパルス光を物体に照射すると，瞬間的な熱応力に

韮ずく衝撃音圧が発生し，物体内を伝搬して行く．このような衝撃音圧の性質と応用に関

する研究を進めている．

1・11 音曹｝レミネッセンスに関する研究

助教授根岸勝雄

水およびJレミノール溶液の超音波による発光現象の温度依存性を調べ，発光特性と試料

の前腿との関係を明らかにした．

1・12 極超音速気流の実験的研究（継続）

教授圭木章夫

ガン・タンネルによって極超音辿気流を作り，この中に諸稲の軸対称物体において，そ

のまわりの流れの測定および物体にはたらく空気力の測定などを行なっている．

（一部科学研究喪）

1・13 油分子の吸着の研究（継続）

教授宮永五郎

超高真空装骰の排気にさいしては，器壁に残っているわずかな有機物の排気効率が到逹

真空度や排気時間を決定する直要な因子である．また有機物分子の固体表面に対する吸脱

着は，多自由度分子の吸脱着の問題として，吸舒機構一般を考察する上に大切な手がかり

の一つである． この研究はこのような観点から，超高真空領域における油分子の固体表面

における吸着状態をしらべ，真空技術に関する甚礎資料をうると同時に，実際の固体表而

における吸舒現象の研究開発を目的としている．

1・14 極高頁空における圧力測定

教授宮永五郎・技官金 文沢

極高真空(10-11Torr以下）領域での圧力測定法の一つとして，モジュレータ付き B-A

型電離真空計による方法を検討しているこの方法は比較的筒単かつ有効であるが，気体

のイオン化による吸収，電極よりの電子衝撃によるイオンの脱離など，感圧部の真空雰囲

気への相互作用と巽常イオン電流とに関して多くの問題を含んでいる．現在，マスフィ｝レ

夕真空分析叶によって雰囲気を監視しながら，特にモジュレーション係数と感度との安定
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度について研究している．

1・15 袖拡散ポンプによる超高真空の作成

教授宮永五郎・助手木下時重

超高真空の作成には，クライオボンプ，サブリメーションポンプなど気体の吸許現象を

利用するボンプが主体となっているかのように考えられているが，排気する気体の鼠が多

い場合には，油拡散ボンプの利用も拾てがたい．

油拡散ボンプで到逹しうる圧力の下限を決める原囚の分折をすすめた結呆，作勁油の熱

分解が相当重要な因子となっている可能性がでて来た．そこで，本研究では，高真空下に

おける油(DC705)の熱分解を均一反応として測定する方法をとりあげ，装殴を作成した．

1・16 冷却チタン蒸着朕への水索の吸着

教授宮永五郎・助教長辻 泰

10-11 Torr以下の極高真空を作成するには，チタンのサプリメーションポンプを液体窒

索で冷却することが非常に有効である．その原因は冷却による水素に対する吸許能力の増

加と，メタンの発生辿度の低下とにあると考えられているが，詳細は明らかでない．そこ

で，超高真空下においてチタンの蒸荘膜を作り，その表而への気体の吸許を流鼠法によっ

て測定している．蒸許膜生成時の圧力上昇を防止するためには，ダプルヘアビン法を使用

した．

1・17 超高真空における吸粧現象の研究

助教授辻 泰・技官岡田 怜

真空技術の観点からは，吸着現象のうち分子の動的な挙勁を理解することが必要であ

る．その目的で， 10-sTorr以下の圧力において， 立ち上りの辿い圧力のパ｝レスを作り，

77°1くに冷却したガラス表面での気体分子の凝縮係数の測定をおこなった． 使用気体とし

て窒索を選んだため，タングステンのフラッシュ・フィラメント法によって圧カパ｝レスを

作った．

1・18 超高真空における活性気体の圧力測定

助教授辻 泰• 技官岡田 怜

超高真空領域において，最後に残留する気体は水索，メタン，一酸化炭索である．これ

らの気体の圧力を精度良く測定するためには，霞離真空計の陰極の温度を下げる必要があ

るので，酸化ナトリウム陰極を持った真空叶を試作した． この試作真空計と気体との反応

をマスフィルタ真空分折計で監視しながら最適使用条件を検討している．
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1・19 微小部X線分析法の応用に関する研究（継続）

教授一色貞文・助教授本間禎ー・技官米岡俊明

応用研究の一つとして，表面化学反応の形態学的不均一性と表面構造との関係について

研究を行なった．原子番号効呆を利用した吸収軍子測定法の検討に続いて，霞子線の回折

効果を利用した測定法について研究を行なった．これは，霞子線によって励起される特性X

線の強度が入射冗子の回折効果の影密を受けることを利用して，多結晶物質の表面にエピ

タクシー的に不均ーに形成する反応生成物の成長挙励を形態学的に観察する方法である．

この方法を利用して，銅多結晶について酸化速度のエプタクシャル効果を研究している．

1・20 X線透過写真に関する研究（継続）

教授一色貞文• 助手片岡邦郎

助手山沢宮雄・研究生高 正植

X線透過写真における被写体散乱線のフィルムコントラストに与える彩轡のうち， X線

透過写真の金屈組織による異常像に注目して，ア）レミニィム合金鋳物のX線透過写真にお

ける異常模様と偏析，異状樹枝状晶，加工，焼鈍組織との関連および金屈フィルタによる

異常像除去について研究している．

1・21 酸化鉄の高温物性に関する研究（継続）

教授一色貞文• 助教授本間禎ー・助手山沢宮雄

天然肥ヘマタイト鉱石（イタビライト）の熱割れ檄構を明らかにするため，高温X線回

折法によって熱割れ前後の応力発生挙動と熱膨脹の異方性および構造変化との間の関係を

結晶学的に研究した．その結果，特定指数の回折線について相対強度の変化が観察され，

これは原子配列の変化に対応するものと考えられた．一方，磁気的性質の測定によれば，

Xも応も異常が認められなかった．これらの観察事実を矛盾なく説明できるモデルを現

在検討している．

1・22 金属の凝固機構における溶質元索の影啓の研究

教授一色貞文•助手片岡邦郎

助手山沢富雄・研究生高 正l直

金屈の凝固機構において，溶質元索は固体と融体における溶解度に差があるため，構造

的過冷却を生じ，金屈の結晶組織の決定に大きな彩密をおよぼし，またミクロ偏析の原因

となる.Al-Cu稀薄合金を， 凝固速度， 温度こう配を変えて，ー側凝固させ，セルやセ

ルラーデンドライト組織をつくり，試料断面を電解研磨および腸極酸化させて，溶質濃度

分布を可視状態にして， X線マイクロアナライザで定凪し，凝固条件と金屈凝固組織，溶
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質濃度との関連を研究している．

1・23 塑性接触と摩擦に関する研究（継続）

教授山田嘉昭

塑趾体の接触を力学的に研究し，金屈の凝許の機構，塑性加工における摩擦と潤滑の特

性，潤滑の効果などを明らかにしようとするものである．接触圧力におよぼすせん断力の

影唇，突起間の相互干渉を理論的に研究するとともに，潤滑の速度効果，高分子被膜の潤

滑特性などについて研究を計圃中である．本研究は日本機械学会の塑性加工研究会におい

ても課題となっており，山田がその主査を委嘱されている．

1・24 金腐板材の成形性に閃する研究（継続）

教授山田嘉昭

“泌板深咬り試験械”および“高速深校り試険搬”を主体とし，材料の異方性の影唇，瀾

滑の速度効果などに重点をおいて研究を進めている．理論的研究においては，ひずみ増分

理論による成形注の間題の解折，加工における塑性不安定問題，切欠き引張り試験片の応

用などを重要な諜図としている．本年度においては，とくに液圧バルジ試験のひずみ増分

理論による数値解折に成功を収めた．

1・25 マトリックス法による弾塑性問題の研究

教技山田嘉明

マトリックス有限要素法を応用して，連続体ならびに骨組構造の弾塑性問題を解析しよ

うとする一連の研究である． 連続体については Reussの方程式を逆変換した形の箇単な

間性マトリックスを見出し，切欠き引張験片の弾塑性変形の取扱いに成功した．骨組構造

では，従来のリミット・アナリシスに代わる新しい弾塑性解折の手法を開発中である．

1・26 材料の高速試験に関する研究（継続）

教投山田嘉昭• 助手輪竹千三郎

高速度•高エネルギの全ガス圧式試検機，ガス油圧式の高速引張り試険搬の試作と，菰i

辿度のもとにおける材料の力学的特性，衝撃強さ，塑性波の伝ぱ，摩擦の速度依存性など

を研究の目的としている， Hopkinson 棒法によって金厨• 高分子材料， ゴムの圧縮試験

を実施し，正弦波・インパルス入力に対する材料の応答，および定ひずみ速度の高速引張

試険結呆と比絞することを計画している，
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1・27 塑性ひずみの測定に関する研究（継続）

教授山田嘉昭• 助手輪竹千三郎

主としてモアレ法による塑性ひずみの測定に関する研究である． ピッチ 0.02mmまで

の格子線を試料表面に焼付け， ランクホードの r値，切欠き試験片の弾塑性変形，液圧バ

）レジ試険における板曲面の曲率半径などを測定した．ひずみ増分の測定結呆から，塑性域

における応力増分を邸出する方法についても検討し，またモアレ撮彩用の特別なカメラを

試作した．

1・28 材料の変形抵抗におよぼす超音波の効果

教授山田嘉昭• 技官山本昌孝

超音波の照射が，材料の変形抵抗や磨擦と洞滑の状態におよぼす影密を研究し，塑性加

工における加工性の向上に資することを目的としている．試作した超音波材料試験機によ

って圧縮および引張試験を行ない，力学的ならびに金屈学的な面から，超音波の効果につ

いて拡本的な検討を加えている段階である．本研究は，鳥飼研究定との共同研究である．

1・29 疲れき裂に関する研究（継続）

教授北川英夫・大学院学生三角正明・大学院学生西山晟人

研究補助員水野康ー・研究補助員何川雅之

疲れき裂の発生・成長などの挙動を各種の方法によって調べると同時に，これらのき裂

の挙動と材料の力学的諸特性との関係を求めるための研究を行なっている．昭和 42年度

は (1)疲れき裂特性におよぼす残留応力の影密の研究と， (2)不規則変動荷重下の疲

れき裂特性の研究を行なった． （一部，鉄道技術研究所よりの受託研究費による）

1・30 X線応力測定の研究

教授北川英夫・助手三松本年男

対称性の悪く拡散した回折線プロファイルを情報理論の停留原理とフーリエ解析により

処理してX線応力測定の精度を向上する方法を提案した．

1・31 超遠心分離機の強度に関する材料力学的研究（継続）

教授北川英夫• 技官大平寿昭・研究補助員‘丹 利正

強く腐食を受ける高速の遠心分離機の強度と，かかる機械に適する材料の聞発の研究を

している．昭和 42年度は前年度製作使用した勁クリープ試験材とひずみ測定装骰を改良

改造して，軟鋼とオースラナイト系ステンレス鋼について断続荷重勁クリープ特性を求め
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たなお，バネ式クリープ試険様の改良も継続実施した．

1・32 抵抗線ひずみ計の疲れに関する研究（継続）

教狡北川英夫・研究生相良博文・研究補助旦福岡 敬

繰返し長時間変勁するひずみを受ける材料に貼った抵抗線ひずみ計の特性の変化を求め

る研究を行なう．昭和 42年度は，平面曲げひずみ計専用疲れ試験殷を完成させ， これを

用いて市販の箔ゲージの疲れ試険を行ない，特性変化，測定紡度に関する S-N曲線，

ゲージの破壊厄式の分布などを求めた．

1・33 大容絨荷重計に関する研究

教授大井光四郎・技官平野八州男・大学院学生川崎禎男

大型圧延機のローラの圧下力を測定するような場合に，背たけの低い大容凪の荷重計を

必要とすることがある． このような荷重叶を聞発するために理論的並びに実験的研究を

行って，その一部は機械学会の溝演会で発表したさらに数種類の荷直計の校型について

検討し，砧礎研究を終了した．

1・34 熱応力の測定法に関する研究（継続）

教授大井光四郎・助手小倉公逹・大学院学生原田 稔

熱応力を測定するために新しい抵抗型ひずみ計を試作し，熱応力の測定技術に関する研

究を行った．その結呆現在の最大の問題点はゲージの索線の熱的特性のばらつきにあるこ

とが判った．そこで索線の特性と，それをゲージにしたときの特性との関係を調べ，実用

上十分な紡度で熱応力の測定が可能なことを確めた．

1・35 構造物の振勁に関する研究（継続）

教授森大吉郎

軽構造物の振勁特性について理論と実験の両方面より研究を行なっており， また起振

器，振励測定装置などの各種測定器の試作研究を行なっている．また，アナログ計算機お

よびディジクル計鉢機を用いて，航空機・飛しょう休・塔状構造物などの構造の振動と強

度の研究を行なっている．

1・36 塔状構造物の強度と振動の研究（継続）

教授森大吉郎

煙突・ロケットなどの塔状構造物が，横風・推力の偏心・点火および切離しの衝撃・エ
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ンジンの振動・スピン開頭などの各種の荷筐条件におかれた際の塔状構造物の縦方向およ

び曲げに関する強度と振勁につき，理論と解折，模型および実物を用いた実険による研究

を行なっている．

1・37 耐震工学の研究（継続）

教授岡本舜三・助教授田村重四郎・語師岡田恒男

耐震を目的とする振励工学とくに岩盤の振動特性，ならびに軟弱地盤の地震時における

振動性状その他土木構造物，例えば栂脚井筒や地下坑道など地下構造物の地震時性状に関

する研究を行なっている．

1・38 アーチダムの動的性状に関する研究（継続）

教授岡本舜三・助手加藤勝行

同ーダムサイトで設計された円孤アーチ形式および放物線アーチ形式のアーチダムにつ

いて，耐震性研究のため双方の模型を製作し，生研式振動試験装四で実験を行なうと共

に，両者の動的特性について研究を行なっている．

1・39 アースダムの地震時における動的性状に関する研究（継続）

教授岡本舜三・助教授田村重四郎・助手加藤勝行

実在のアースダムについて，耐震研究のため地虞計を設四して地震時での性状を観測し

固有振動数，振動モードならびに減衰定数などの腿礎資料を求め，また大きな地震におけ

る振動性状についての資料を得ている．

1・40 大型光弾性装饂を用いてのゼラチン模型の実験（継続）

教授岡本舜三・助手森地重暉

光弾性材料としてのゼラチンゲルは超高光弾性感度，低弾性率，加工性の容易など普通

の光弾性材料にはない特質があり，特異な光弾性実険に適している，

これらの性質を構造物とくにダムの地震時の応力解折に利用し研究を行なっている，

1・41 鉄筋コンクリート構造物の塑性性状に関する研究

教授岡本舜三・講師岡田恒男

鉄筋コンクリート造建築の塑性性状，とくに変形性状を明らかにする目的で，定軸圧を

うける柱に交番繰返し曲げおよびせん断力が作用した時のたわみの検討および溶接金網コ

ンクリートの定舒性能の検討などを行なった．
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1・42 段違いラーメンの耐震設計に関する研究

講師岡田恒男

段迩いラーメンが水平力をうけた際の変形性状，とくに段迩い部分の性状をモワレ法に

より測定・解祈した． （受託研究費）

1・43 矩形板の挫屈に閃する研究

助敦狡中桐 滋

薄肉構造物の最終強度を知るために，その構成部材である平板等の挫屈後の挙動に閃す

る知識が必要である．初期抵みの存在が挫屈現象におよぼす彩密を，剪断力をうける矩形

平板の楊合について有限変位理論を用いて解折した．また組合せ荷重をうける場合，曲面

板の挫屈についても研究を行なっている．

1・44 管伸縮継手のり菰度，剛性に関する研究

助敦技中桐 滋

合理的な管伸縮継手の形状を求めるため，各腫管継手の flexbilityfactorおよび応力分

布に関する研究を行なっている．殻理論による解折的な計邸と finiteelement method 1こ

よる数値計卵の両而から検討を加えている．

第 2 部

2・1 非線型振励の研究（継続）

教授亘理 厚・研究員杉本隆尚

板械振勁系において非線型復原力および非線型減衰力などが作用する楊合の迎論および

実検的屏折を行なっており，主として『祖擦振砿工作機械のびびり振勁，回転庫』系の自励

的ふれ回り連勁などの研究を行なっている．

2・2 吸振ならびに防振の研究（継続）

教扱亘理 厚・ 助手立石泰三

工場に発生する振勁問題の対策として，吸振ならびに防振の理論および実験的解祈を行

なっている．このため現場における振勁問題の調査診断のほか，対策としての機械の防振

支持あるいは吸振器，緩衝器などの特性の解折ならびに設計を行なっている．
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2・3 自動車の高速における安定および振動問題の研究（継続）

教授亘理 厚・研究員黒田道雄・助手西山正一

自動車の高速化にともなって発生する安定性および高次振勁の問題の解折を行なってお

り， これに関追して騒音の解折および対策の研究，乗心地向上のための懸架概構の制御方

法の研究などを行なっている．

2・4 ばねの設計および理論の研究（継続）

教授亘理 厚

重ね板ばねやコイルばねなどの静的および動的特性とそれらに対する非線型性の影曹を

解析し，とくに自動車用サスベンションばねの設計資料を求めるとともに，自動車の乗心

地によい影密を与えるばねの設計法ならびに制御機構の研究を行なっている．

2・5 耐震機械構造の研究

教授亘理 厚

機械構造物の耐震設計を目的として，地震に対する機械構造の動的応答などの解折，耐

震および防振のため設計法の研究を行なっている．

2・6 高性能空気圧サーボ機構に関する研究（継続）

教授大島康次郎・講師荒木獣次

空気圧サーボ機構は従来も各所に利用されていたが，これらは応答が遅く，油圧サーボ

機構の応答と比べると造かに劣っていた．本研究は空気圧サーボ機構の性能向上を目標と

して，それに適した空気圧サーボ弁，空気圧モータなどの制御索子の開発を当而の目的と

している．将来はガス圧サーボ機構まで研究を展開する予定である．現在，空気圧サーボ

弁，案内弁サーボモータ，空気圧管路の特性について蒻礎的研究を実施している．

2・7 微小位囮決めサーボ機構に関する研究（継続）

教授大島康次郎・助手葉山梢也

トランジスタや ICの組立て用微小位置決めサーボ機構の実用的方式を開発すべく韮礎

的ならびに中間試険的研究を実施している．光電顕微鏡を利用した徽小位四決めサーボ搬

構については基礎研究を完了し，目下レーザ利用のパターン認識方式について韮礎的研究

を行なっている．また大型工作機スビンドルの自重による撓みを補正するのにレーザ光を

基準とした梢密油圧サーボ機構を応用すべく， レーザ利用光学式変位検出器および圧力制

御サーボ弁の閲発研究を行なっている．
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2・8 流体増幅器に関する研究

教技大島康次郎・助手葉山籾也

サーボ搬構その他への応用を目的として流体増幅器の韮礎研究ならびに応用研究を実施

している．すなわち感光性樹脂ダイクリルのフォトエッチング設備を完備し，アナログ，

ディジタルのビーム偏光形素子の最良のパターンを決定すべく払礎研究を行ない，ディジ

タル素子についてはスイッチング槻構を解明すべく解折的ならびに実験的研究を行なって

いる．応用に関しては，寸法自動選別機のシーケンス制御および工作機浮上テープルの制

御について研究を行なっており，また流体増幅器用アクチェータについても開発研究を行

なっている．

2・9 工作機械の数俯制御に関する研究（継続）

教授大島康次郎・研究旦木村浩哉

ディジタル・アナログ結合方式によるネジ検出利用の工作機自動位四決め数値制御装四

を試作，完成し，その横中ぐり盤への応用を目椋として実用化研究を実施している．

2・10 軟体機械とその制御方法の悲礎研究（継続）

助教授森 政弘・請師梅谷囮ニ・大学院生多々良腸一

助教授妹尾学（第4部）

塩濃度， pHなどの変化による高分子雷解質ゲルの伸縮効果を利用する，小型強力で応

答速度のはやい機械的操作装四を作るための基礎研究として，高分子電解質ゲルの伸縮機

構の研究を行なっている．とくにメカノケミカルヒ°ストンの特性をほぼ明らかにすること

ができた．

2・11 汎用シーケンス自動制御装岡の研究（継続）

助教授森 政弘

シーケンス自動制御装四は，現状では，単能機であって，一品一品異なった仕様に応じ

て受注生産されているが，近年シーケンス制御の規膜が大となるにつれて，その制御装四

も大型化し，このままではシーケンス制御装置の生産性にゆきづまりをきたすおそれが生

じてきた． これを打開するためプログラム記岱方式を採用してシーケンス制御装置の汎用

化をはかり，その設計を完成したまた専用ディジタル電子計邸槻のシーケンス制御への

応用を実際に行なったまた中小企業向けのシーケンス制御装四設計のキーポイントとし

て，椋準化とユニット化をとりあげ，工業デザインの手法を迎入して研究中である・
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2・12 回分式晶析プラントの制御と特性に関する研究（継続）

助教授森 政弘・講師梅谷陽二

結晶化プロセスの自励制御とそれに必要なプロセス特性に関する研究である．なかでも

回分式の結品プラントは化学工場全体の自動化を大きく妨げているので，高い次元に立っ

て研究を進めねばならない我々はすでに回分式真空結晶缶を用いて大規校な実険を行な

い，その特性と制御方法に関する重要な知見を得たが，工場全体の総合的な管迎という見

地からさらに高級な制御方式を研究中である．

2・13 制御素子としての IMICTRONの研究（継続）

助教授森 政弘・助手合田周平

生体の情報伝逹および処理をもとに工学的な TimeInterval Modulation Information 

Coding(TIMICまたは IMIC)定義し， この系を満足する素子 IMICTRONを開発しこ

れについての諸解祈はすでに行なった．本研究はこれをフィード・バック制仰系の制御装

置(Controller)として用いた IMICTRONModulated Feedback Control Systemの研究

を行なったまた，アナログ計冥機によるシミュレーションをもとに他の制御系との比校

検討を行ない，生体の搬能をもった新しい工学的制御系の確立を目的としている．

2・14 プロセス工業製品中の微小じんあい検出の研究

助教授森 政弘・助手合田周平

化学調味料粉末中の微小な黒色のごみ，各種乳剤中のごみ，板ガラス中の徽小気泡，反

物の各謹きず，などは現在人間の眼によって工場の最終工程で検査されているが，この能

率を向上させるための装四を研究し， とくに IMICTRONの応用をねらいとしている．

（一部科学研究費）

2・15 プロセス特性の熱力学的解析法（継続）

講師槌谷陽二

化学プラントの動的な特性を解析する手段として非可逆熱力学の適用を試みている． こ

の手法は，複雑な反応系および流動系を含むプロセス解折に有効であり，プロセス制御の

一つの手法的韮礎を与えるものである．

2・16 非線形素子 IMICTRONによる学習槻構の研究（継続）

助手合田周平

非線形索子として，閾値が過去の状態により復元性をもって変化する索子 IMICTRON
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を用い， すでに行なった「IMICTRONの理諭と応用」についての研究をもとに， 目様

値としての入力と閻値制御入力を相互に時間的空間的に結合することにより，学習機能を

もった制御系の確立を検討したまよパターン認識においても同様な考えから，ある程度

“あいまいさ”をそなえた IMICTRONによるパターン認識搬構を開発し， これを研究

中である．

2・17 制御理論とその連動制御系への応用（継続）

助手合田周平

生体の神経系における生理学的データを検討し，新しい工学的な情報処理系 TIMICを

提案し，この解折に制御理論における状態ベクトルを迎入し，生体の運動制御系のモデJレ

にTIMIC系を用いた場合の系の安定性の問題などを検討し，工学的な制御理論を生体の

連動制御系に適応する韮礎的研究と，それによる生体機構のモデル化について TIMIC系

をもとに検討中である．（文部省特定研究分担）

2・18 超高速度写真撮影装置に関する研究（継続）

教授植村恒義・助手山本芳孝

超高速度現象の解折研究のため各種の撮影装置の設計試作研究を行なっているが， ドラ

ム式超高速度カメラとしては先に M-3型， M-4型カメラを完成したなお回転反射鏡方

式とドラム式を組み合わせたカメラを研究中であるが，本格的カメラとして毎秒 50万コ

マないし 100万コマ以上の性能を有する MLD-3,4型カメラを設計試作した. 4型カメ

ラは新技術開発事業団で閲発テーマに選ばれ， 日本光学工業 KKにより製品化された．

また毎秒600万コマ以上の性能を有する MLD-7型超高速度カメラをほぽ完成した． こ

のカメラは毎秒600万コマ以上の振彩速度で辿続1.800コマ振影され光学的総分明るさは

f: 10. 5. 1コマの最少露出時間は， 17n sec圃面の大きさは 4.5x8mmである．

核融合反応，放電現象などの解折に使用する流しカメラとして SP-1型超高速度流し写

真扱影装四を設計製作した． この装四は8面体反射鋭を使用し，最高掃引辿度毎秒 5,000

m の性能を有する．

また，露出時間 1ないし数μ秒の Faraday効果を利用した時間写真用軍気的シャッタ

装四，各種閃光放霞管式瞬間写真装四ならびに各種付屈装四の研究を行なっている．

2・19 高速度写真の応用に関する研究（継続）

教授樅村恒義・助手山本芳孝

技官田中勝也・大学院学生米村元喜

前記の各種高速度写真装四を単独または数種併用して工業界における種々の高速度現象
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を扱影解析し，その改良研究を行なっている．たとえば，電気雷管の爆発搬構，甜爆線の

伝爆機構，時計の説進機構，流体の空胴現象，電話機用電気機器作動機構，猟銃弾の運動

解祈，材料の破壊機構，繊維機械の糸の高速運動，印刷機械の連動機構，各種写真用シャ

ッタの作動特性，高霞圧用遮断器の作励特性，避雷器の放電機構，ガラスの破壊様構，電

気雷管によるメタンガス着火搬構，輪転槻の運動機構，電子計邸機用カード分類搬の連動

解析，液体窒素および液体酸累の振動解折，楽器の弦の振動解析，犬の咽咳部の連動解析

その他である．また高速度写真用ホログラフイの拡礎的研究を行っている．

2・20 材料の破壊槻構に関する研究（継続）

教授植村恒義・ 助手山本芳孝・大学院学生宮崎俊行

シャルピー，アイゾット衝撃曲げ試験の破壊機構を究明するため瞬間写真，高速度映画

扱影装四を使用し軟鋼，硬鋼，黄銅などの金屈材料の破壊状況を撮影解折し，その破壊過

程の相迎を究明研究している．

また， MLD-3,4型超高速度カメラを使用し，爆発成形の変形機構の解折研究を行なっ

ている．その他金属高速切削機構の解折研究を軟鋼，硬鋼，ステンレス鋼，鋳鉄の 4種に

つき，切削速度 20m, 50 m, 200 m/分についての切削機構を各種高速度写真装四ならび

に切削抵抗測定装四を用いて，撮影解析し種々の賞重な成果を得た．

また，｝レビー・レーザによる加工機構ならびにエレクトロン・ビームによる加工機構の

解折研究を日本電気 KK翡礎研究所と共同で行なっている． その他， 竹の切削機構の解

析研究を鹿児島大学工学部中島繁氏と共同研究で行ないつつある．

原子炉要素の安全性に関する研究は原子燃料公社，プルトニウム燃料開発室との共同研

究で行なっている.TV用プラウン管の破壊機構の解析研究は旭ガラスと共同研究で進め

ている．

2・21 高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究（継続）

教授植村恒義・研究員菅谷勝彦・ 助手山本芳孝

技官田中勝也•技官金沢和夫

技官癌久里既（宇宙研）ほか2名

ロケットなどの高速飛しょう体の運動特性を各種光学的追跡装骰，高速度カメラ，扇形

画面特殊カメラ，ロケット・ボート・カメラなどを使用して解析研究する．これらの研究

は観測ロケット研究班の一員として行なっており，昭和 30年度より引き続き， 42年度は

ラムダ 4S型などの光学的追跡と地上試験の高速度写真的解折を行ない，所期の成果をお

さめたまた高性能の光学的追跡装四としてサーボ機構を用いた本格的シネセオドライト

を開発した． この装骰は焦点距離 2,000mmの超望遠レンズと 70mmフィルム使用の追

跡カメラと赤外線 I.T. V 装置とビデオコーダによる磁気録画装置を搭載し，現在赤外

線 I.T. V 装四を用いた自動追尾方式を開発テスト中である．
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2・22 光学搬罪の性能に関する研究（継続）

教授植村恒義・研究員菅谷膀彦・助手山本芳孝

映両用撮影鼠映写様の運動槻構の解折研究，振影機と電気露出計の連勁機構の研究，

高速度写真用露出計の研究，写真用陰両を直接阻画に反転する投影装四の研究，シャッタ

の作勁特性の研究プリズム式高速度カメラの光学系に関する研究などを行なっている．ま

た，宇宙開発用光学搬界の開発研究を行なっている．またシュミレータ用映写機の韮礎的

研究を行っている．

2・23 超高速回転体に関する研究（継続）

教授植村恒義・助手山本芳孝・大学院学生吉沢 徹

怒高速度カメラ用回転反射鐙や超遠心分謡機などの超高速回転体の砧礎的諸問題をとり

あげ，いろいろの実険ならびに解析を行なっている．反射鐙用タービンとしては 30万rpm

以上の同転に成功しており，また超高感度バランシグ・マシンの研究，回転抵抗の測定，

駆動方式，潤滑方式，捩勁などの問題の究明を行なっている．

2・24 高速度写真によるスポーツの運動解析に関する研究（継続）

教授植村恒義・ほか2名

高速度カメラ，翌り返し閃光放電管装置などを使用して各阿スボーツの一流選手のフォ

ームを撮影解折し，個々の差違，特徴を分析し，記録向上を計ることを目的とする．現在

までに水泳，ゴルフ，スキーのジャンプなどの解析研究を行なった．

2・25 唄流を受ける而の沸腔を伴う熱伝逹（継続）

教授栢 藤雄・大学院学生謝 批明

高温物体に液体明流を吹きつけたときの熱伝逹の研究の一部として，面上で柳腑を生じ

る均合の研究を行なっている．

2・26 焼入れ液の研究（継続）

教授橘 藤雄・技能員六川 清

焼入れ液の伝熱特性について研究を行なっている．

2・27 滴状凝結の研究（継続）

教校橘 藤雄・大学院学生岩瀬敏彦

摘状凝結発生の条件，その熱伝逹特性について研究している．
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2・28 小型熱交換器の研究（継続）

助教授棚沢一郎

小型の熱交換器特に回転密熱型熟交換器を実際に設計するために必要な悲礎計節を行

ない，同時に熱的・ 流体力学的特性を知るための実験を行なっている．

2・29 多孔材および粉・粒体における熱および物質伝逹に閃する研究（継涜)

助教授棚沢一郎・ 助手永m 頁一

小型の密熟型熱交換器のマトリックス材として用いられるような，非常に紺かい流路を

もった物質（多孔材・粉・粒体）における熟および物打伝逹を理論的・実験的に解明し，

各種の機器への応用を目指すものである．

2・30 ディーゼル機関の性能に関する研究（継続）

教授平尾 収・研究揺託徐 錫洪

ディーゼル機関では大気状態が出力におよぽす影唇は現在でも合理的な結論が得られて

おらず，標準状態における性能を求める場合に種々の問題が生ずる．最大負荷と排気煙濃

度燃料消費率の関係，またこれにおよぽす大気状態の影菩なども統一的な立楊から議論す

ることも困難な状誼である．これらの問題はシリンダ内の燃焼の状態と密接な関係にある

はずのものであるから，この方面から検討を加えていく必要がある． ことに副室を有する

燃焼室においてガス流励と関連して燃焼の問題はなお解明しなければならないものがた＜

さんある． このような考えから副室付燃焼室内のガス流動を含めた燃焼の問題の研究を行

なっている．

2・31 自動車用ガソリン歳関の研究（継続）

教授平尾 収・助手嵯峨定夫・研究生金 英吉

自動車用ガソリン機関の性能を支配する諸要索のうちガス交換と燃焼の問題が特に重要

であるが， これらを統計的な問題として測定し，取り扱っていくことが必要となっている．

すなわち一つのシリンダについてはサイクル毎の諸現象の変勁，多気筒槻関については気

筒毎の統計的なバラッキの問題として研究を進め，さらにこれが排気ガスの組成におよぽ

す影轡についても実険を進めている．

2・32 大型気球に関する研究（継続）

教授平尾 収。助手岡本 智

本所が SR研究班の一部門としてロクーン班を設けて研究の中心となったのが昭和 33
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年の秋であるが，それ以来気球の設計• 取り扱いに関する研究を続けてきたが，現在は高

性能大型気球の製作および新しい放球方法の開発に閃する基礎的訪問四の研究に璽点を置

き，宇宙航空研究所との緊密な協力のもとに研究を進めていろ．

2・33 高速自動車の研完（継続）

自動車研究グループ

教授平尼 収・教授亘狸 厚・教長石原狩男

自勁章の実用速度向上につれ，低速度のときは間四にならないかまたほ菫要でなかった

問四に閃して解決すべきことがたくさん出てくる．たとえば機関や勁力矢逹槻構からの振

助，店音，タイヤの不均合力やノイズ，また舵のすわりや章体の尻振りなど操縦性，安定

性に関すること，あるいは走行抵抗，勁力性能に閃し検吋すべき問四が多い． これらの検

討には高速で走れる試険賂や広いスキッドパンが必要となるが，自勁車試験台を使用し

て，実険宝内にて解明することも可能である．生研においては昭和 27,38, 39年度の機

閃研究既によって，自動車の運勁性能研究のための独特の設計の自動車試験台を設備し

て，これによって上記の問題に関する研究を行なっている．

2・34 ラジアルタービン用高膨張比ノズ）レの研究（継続）

教授水町長生・助手述藤敏彦

技官吉田義章•技官水野 収

ラジアルガスタービンに用いられる円周ノズ）レ内の流勁状況を明らかにし，ノズルの縦

横比， ビッチ，買型などが，ノズ）レからのガス流の偏向角や損失などにおよぼす影菩を明

らかにするものであって，比較的に低膨張比の場合についてはすでに研究を行ない，その

成果は発表したので，引き続き高膨張比の場合について•目下研究中である．

2・35 ターボ過給機の研究（継続）

教授水町長生・助手辿藤敏彦

技官吉田義翠•技官水野 収

往復型内燃機関に用いられるターボ過給機のタービンは従来軸流タービンが用いられて

おり，最近ラジアルタービンが用いられ始めた．当研究室で今までに得られたラジアルガ

スタービンに閃する研究成果を用いてラジアルタービンを使用する高性能ターボ過給槻に

ついて，その設計方式を確立すぺく研究中である．

2・36 ラジアルタービンの非定常流特性の研究（継続）

教授水町長生・助手迫茄敏彦

技官吉田義章・受託研究員北野正夫

内燃機関の排気ラジアルタービン内におこる非定常流を理論的および実験的に解析し，
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排気タービン用のラジアルタービンの設計資料を求めつつある．

2・37 ラジアルガスタービンの研究（継続）

教授水町長生・ 助手遠藤敏彦

技官吉田義章•技官水野 収

ラジアルタービンのノズ）レおよび動閃の流体力学的特性を各種の幾何学的形状の場合に

ついて明らかにするために実険用ラジアルタービンを試作し，主として実険的に研究中

である．

2・38 膨張タービンの研究（継続）

教授水町長生・助手遠藤敏彦

技官吉田義章•技官水野 収

窓冷空気発生用膨張タービンにラジアルタービンを用いる場合について研究中である．

2・39 高性能トルクコンバータおよび流体継手の研究（継続）

教授石原智男・助手古屋七郎・技官森 恒

トルクコンバータおよび流休継手の性能向上に関する資料をうるため，回路形状，羽根

形状などを系統的に変化させたものの試作実験を行なっている．これに関連して内部流動

状態の実験的解析を行なっている． さらにトルクコンバータおよび流体継手の非定常特性

に関する狸論解折ならびに実験を行ない，その結呆からこれを合む軸系の捩り振動の解明

に寄与する資料をまとめつつある．

2・40 油圧バルプの研究（継続）

教授石原智男・大学院学生小l翡英ー・大学院学生斎藤治彦

油圧回路の動特性をは掘するためには，その構成要素である油圧バルプの動特性を知る

必要がある．そこで各祠バルプの過渡性能試験装附を完成させ，ポペット・バルプならび

にスプー）レ・バルプの詳細な性能試験を行ない，振動，騒音の主因を調査している．つい

で油を使用した純流体索子の実験を計圃中である．

2・41 油圧伝動装筐の研究（継続）

教授石原智男・研究旦山口 惇

主勁力の伝勁装置として用いられる差励型油圧伝励装四の理論解析を行ない，設計方法

を確立した．その結果を確認する実験研究を行ない，性能におよぼす諸因子の影密を明ら
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かにした．さらに，高性能化をはかるため，プランジャ・ポンプ，同モークの高圧，高速

化の悲礎研究，ならびに変速コントロールの研究を行なっている．

2・42 切削理論に関する研究（継続）

教狡竹中規雄・ほか1名

金属材料の切削機構を解明する一つの方法として，二次元切削の楊合の切削抵抗の2分

力と切削温度を測定し，これらと金属材料の性買とを関係づける研究を迎めてきたが，さ

らに各種の切削剖を用いた場合の切屑と刃物間の見掛の摩咲係故を測走して，その切削減

構における役割について検討を行なったまたエ具摩託，とくに樟界摩託について実険的

研究を行なっている

2・43 研削温度に恨lする研究〈継続）

教技竹中規雄・ほか1名

研削作用に伴う工作物仕上面の諸欠陥，とくに表面の焼け，研削割れなどの現象を屈詭

的に研究するために，円筒研削における研削抵抗，工作物表屈の温度分布などにおよぼす

砥石の性質，研削条件の影曹を実験的に研究している．

2・44 油膜すべり面上のテーブJレの連動に伐lする研究（継続）

教授竹中規雄・助教授佐蔽壽芳

油膜すべり面上のテープルが摺動する際の連動について焔礎的な研究をすすめている．

2・45 工作機械の勁剛性に関する研究（継続）

助敦授佐脳壽芳

工作機械の構造体としての各種振勁特性を知ることは，その性能向上をはかるために重

要である．これまでの多くの研究では，加振機を用いこれを測定することが行なわれてき

た．一方本研究ではできあがった機械については，加振機を用いなくとも，無負荷連転時

の徽勁を測定解折することにより，これを知ることができることを明らかにした．さらに

この方法をもとに工作梢度との関連，この点からみた合理的な設計方法などについて総合

的に研究をすすめている．

2・46 工作機械の動的特性と精度の閃係に関する研究（継続）

助教授佐蔚壽芳• 助手鈴木浩平・技官武麻敏昭

無負荷運転時のエ作機械各部の微小振勁をスペクト）レ解肝することにより，その固有振
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励数を求められることを明らかにし，切削時におけるその変化・回転諮度や表面粗さなど

との関係について研究をすすめている．

2・47 機械の地震応答に関する研究（継続）

助教授佐藤壽芳• 助手鈴木浩平

建築構造物系に非線型特趾が入ったときそれに付加されている歳械系の応答に閾する各

種頻度分布などの統計的特性などについて，応答計邸，統叶的計冥をおこない松代地露な

どの各種地震の記録およびその解折理論的，実験的立場から検討をすすめている．また新

たに入力が多数となった場合の多自由度系の応答について研究をすすめている．

2・48 旋削におけるバイトの販動に関する研究（継続）

助教授佐藤壽芳・ 助手鈴木浩平• 技官武藤敏昭

各種材料の切削中，バイトに生ずる振勁，とくにびびり振動を記録解析し，その搬械各

部におよほす彩鴨材料の表面仕上げに対する彩唇を実験的に研究している．

2・49 薄板構造物の振動の研究

助教授大野進ー・助手高橋伸晃•技宜荒井紀博

簿板構造物が振励外力と共振して騒音を発生することがあるため，その防止を目的とし

て，まづ補強材などを有する薄板の振動の研究を行っている．

2・50 研削における振動の研究

助教投大野辿一

研削においては微小な振励も防止する必要があり，そのため振動の性質を明かにしなけ

ればならない．幾分特殊な研削条件の下では自励振動が発生することが，本所を初めいく

つかの所で確められている． しかし通常の条件の下での自励振動の有無，砥石表面の目詰

りやうねりと振動の関係など，解明さるべき事柄は多い．現在これらについて研究をお

こなっている．

2・51 プルドン管圧力計に関する研究（継続）

教授小川正義・研究員古川 浩

プルドン管の加工は今日でも単に経験的技術に頻って行なわれており，素材パイプの引

き抜きや熱処理，その後の成形加工などがプルドン管の性能にいかに影轡するかの基本研

究が欠けている．これを明らかにして，ムラの少ないプルドン管の製法を見出すため，試
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作成形ローラにより，ひずみ硬化とその分布および低温焼能効果を研究している．

2・52 金属材料の塑性変形抵抗に関する研究（継続）

教授鈴木 弘・助手市原幸則

金屈材料の塑性変形抵抗は，加工速度と変形温度の両者の関数である．この現象は定性

的には知られているが，この関数関係の皿的内容がまだ明らかでないため，圧延• 押出・

引抜• 鍛造などの塑性加工作業の悲準を決定する合理的根拠が欠けている． このため落槌

型衝撃試険装四，カム・プラストメータなどの特殊試験搬を試作し，一般に広く用いられ

る実用金属材料の変形抵抗について実験的研究を進め，さらに熱間圧延実験も並行して行

ない変形抵抗と圧下力，圧延トルクなどの関係についても研究を行なっている．必要に応

じ常時測定を実施して本研究は継続しているが，本年度は従来の成果を一応まとめて“生

産技術研究所報告”を発行した．

2・53 連続圧延の塑性力学的研究（継続）

教授鈴木 弘

タンデム圧延罠による連続圧延問題を材料の肉厚と長さの変化を対象とする二次元問題

として取り上げて，各スタンドの圧延条件とモータの動特性とを組み合わせた総合問題と

して一般解を求める，さらにロールのたわみにもとずく材料の幅方向の肉厚変化をも考慮

に入れて，最適圧延条件を求める方法を確立することを目的としている，

2・54 圧延加工のシミュレーションに関する研究（継続）

教授鈴木 弘・ほか 1名

1)圧延加工における多数の圧延条件要素と圧延荷爪および圧延動力との閃係， 2)多ス

タンドのタンデム圧延拭における圧延作業の総合特性の両項目に関するアナログ型のシ

ミュレータを及叶製作して，圧延殷のコンビュータ・コントロールの数学モデルのは握を

行なうとともに，圧延作業の叶鍔センターを確立しようとするものである，

2・55 圧延板材の形状制御に関する研究（継続）

教授鈴木 弘• ほか 1名

圧延阪材特に障板材の圧延中に発生するしわを防止することは，圧延技術の最重要諜匹

の一つである． ロールに曲げモーメントを加わえることにより“しわ”を制御する方法に

関して，解折的手法と実険との両而からの研究を行なっている．
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2・56 ロー）レフォーミングに関する研究（継続）

教授鈴木 弘• 技官中島 総• 大学院学生木内 学

ロー）レフォーミング加工における圧延条件と板の応力および歪の分布との関係を求める

基礎的研究であって， 5スタンドの試験機による実険的研究と，解祈的研完とを平行して

行なっている．

2・57 連続造塊法の研究（継続）

教授千々岩建兄

合せ板の連続鋳造法について研究をおこなっている．現在小型の鋳造殿を試作し，訪造

時に問題点となる各種の条件の決定について調査研究中である．

2・58 鋳物の湯ロ・押湯計罫尺の試作（継続）

教授千々岩健児

鋳物の湯口ならびに押湯を計邸尺によって罪出する方法を研究し，現場的に容易に利用

できる計罫尺を試作した．押湯については現在これを実際作業に適用し，その効呆を確め

つつある．

2・59 金属およびその表面処理屈の超薄膜切片作製による研究（継続）

教授松永正久•助手萩生田善明

近時の電子顕微鏡および電子回折装四による研究の進展にともない，試料の超切片を作

製することが望まれてきたこの目的のためにライツ社製のウルトラ・ミクロトームを使

用し，無電解メッキ屈のメッキ機構・ 金属の切削機構などを研究している．

2・60 高真空中の摩擦．磨耗および潤滑の研究（継続）

教授松永正久

高真空中におけるI辛擦，岸耗および潤滑の搬構を研究するため，真空底擦波i匹を試作し

た．ボンプは 20l/minのイオンボンプを用い，真空度は試険時において 10-sTorrを目

椋にしている． これによってまず屈状固体潤滑剤の真空中の摩擦特性を検討している．

2・61 加工面の変質屈に閃する研究（継続）

教投松永正久

加工面（ラッビング面・霞解研磨面・放電加工面・バレル研摩面・摩耗面など）に生ず

38 



る物理的・化学的変質屈を徽小かたさ・霞子回折• 霞子顕徽鍛．接触霞気抵抗・クラーマ

効果などの面から実険的に検討し仕上機構・摩耗搬構などを研究している． さらに加工面

のみでなく，その他の表而処理面についても検討し，上の検査法以外の表面物性値の測定

法も研究している．

2・62 潤滑歳構の研究（継続）

教授松永正久・助手萩生田善明

各種の極圧添加剤・屈状固体などの潤滑性・ ・摩擦試

験機などによって，検討するとともに表而生成物と極圧性との関連を霞子顕倣磁・屯子回

折法などを用いて研究している．これによって各種条件における最適潤滑油・潤滑条件を

見いだそうとするものである．

2・63 各種材料およびその溶接部の強度に関する研究

教投安藤良夫

原子圧力容器用鋼，ロケット用超高張力鋼， ステンレス鋼， Al合金およびそれらの溶

接部について，低サイク）レ疲労強度を主に，一部高サイクル疲労，破壊じん性に関する研

究を行なった．

2・64 薄板の曲げ，振動，座屈に関する研究（継続）

助教授川井忠彦・助手吉村信敏

従来の研究によって確立されたエネルギ法による平板の境界値問題および固有値問題の

一般的解析を応用して，矩形，梯形，平行四辺形，三角形，桁円形，有孔矩形板など各種

形状の平板の問題を，各稲組合せ境界条件の下において，振励問屈を中心に解折し，既知

の研究結果や実験値との比校検討を行ない，本解折法の実用性を確かめた． この方法を用

いて設計資料を集積する一方，その非線形問題への拡張を研究中である．

2・65 薄肉開断面材の曲げ振り，振動および座屈に関する研究（継続）

助教授川井忠彦

真直で断而一様な薄肉開断面材の構造力学的挙励を任意の荷重条件，塙界条件下で求め

る一般的方法を確立し，多くの具体的な問題に応用してすでにいくつかの成果が得られて

いる．そこで設計の蒻礎となる資料を集積し，さらに空間的に予め曲りかつ捩れている薄

肉梁が任意の外荷重を受ける場合の雌礎方程式とその解法を研究中で，各阿スプリングな

らびにアーチ桐その他への工学的応用がそのねらいである．
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2・66 溶接構造物の残留応力分布ならびに変形に関する研究（継続）

助教授川井忠彦・助手吉村信敏

船舶，楕梁，圧力容器などの溶接構造物においては溶接作業などによって生ずる残留応

カの存在がしばしばその破壊強度や，疲労特性に重大な影唇をおよぽすことは周知のとお

りであり，またそれによって生ずる変形の問題も工作法の梢度を直接支配する重要な問題

である．そこでまず， 1枚の平板に溶接あるいは熱塑性加工を加えた場合に生ずる残留応

力場や変形の様子を実験的に観察し，一方平板の曲げ理論や“喰い違い理論”による理論

的研究との相関性を調べ，逐次複雑な構造物の場合に入っていく．また一方殻構造におけ

る“哄い迩い理論”の展開を試みる．

2・67 骨組構造の塑性解析ならびに最小直砿設計における軍子計罪機の

応用に関する研究（継続）

助教授川井忠彦

まず平面門形骨組構造について最終荷重計邸ならびに特にその最小重絨設計解を上界定

理によって求める組織的方法を考察し，大型の霞子計邸様による解祈の自動化にほぼ成功

し，現在実用的なプログラムを開発中である．また，さらにこの原理の空間骨組構造への

拡張を試みている．

2・68 複雑な立体構造物の応力解析に関する研究（継続）

助教授川井忠彦・助手吉村信敏

近年欧米において急速な進歩を遂げつつある有限要素解析法の鵡礎理論について，従来

のエネルギ法との比校検討を行ない独自の立均で応板あるいは殻構造応力解折の悲礎とな

る間性マトリックスおよび大型霞子計紅機による解折プログラムの閲発研究を行なってい

る．

2・69 転覆の檬構に閃する研究

教投田宮 真・ 助手渡辺弥幸（工学部）

横風と横波の匝々の組合せのもとで，船が転悶する限界を実険に求めた．同調周期の波

の場合，従来の理論による限界位はやや安全側（苛酷）にあるが，短周期の波のJ蒻合，小

さい横揺角から転四にいたる危険のあることがわかった． ビルジキールのない場合につい

ても実険し，解祈をすすめている．

2・70 造船用鋼材の高応力疲れ試験

教授高栂幸伯• 助手小畑和彦

弾性限を超えた高応力の繰返しによる，造船用各種鋼材の低サイク）レ疲労試険を行なっ
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ている．試験は板材の引張り片振り試険で，励クリープ現象，切欠効果，二つ以上の切欠

の相互干渉などについて検討している．（一部文部省総合研究， 日本造船研究協会研究喪）

2・71 実船航走中の波浪荷重頻度に閃する研究

教授高桐幸伯•技官能勢義昭

船珀が航走中に受ける波浪荷重の実船叶測およびその頻度解折，電子計邸搬による近似

計算結果との比校検討などを行なっている． （一部日本造船研究協会研究毀）

2・72 プラント内における不規則変動荷璽と搬械要索の信頓性の

閃辿についての研究（継続）

助教長柴田 碧

化学工学プラントなどの災古の原因の一つに，それを構成する槻械要索の破損がある．

これらには熟応力はじめ各種の変動応力が加わり，その結果として破損するのである． し

たがって全体の設叶にあたって系の信頓度を高めるには，どのように不規則荷直を扱い，

振動応答を求め，許容応力を定めるか，という一連の作業を均衡をとって考えることが必

要となる．本研究でこの点を採り上げて，述本的考え方を検討するものである．

2・73 鉄道車両の高速集軍に関する力学面の蒻礎的研究（継続）

助教授柴田 碧

新幹線など高速集霞用パンタグラフ架線系の振動学的研究を分布定数系と集中定数系の

結合系という観点から行なっている．

2・74 多自由度系および連続系の不規則振勁に関する研究（継続）

助敦授柴田 碧・助手菫田逹也・大学院学生宮本昌幸

大学院学生消水信行・大学院学生中島松喜

多自由度系および分布定数系の不規則外乱に対する応答についての研究を行なってい

る．このため悛雑な系（流体の関与する系を合む）の振勁解折法，各自由度応答の合成・

加重法などの詳細について理論・校型実験およびアナログ計算の各面から検討している．

また韮腐となる実系の過渡応答などの例についても調査を行なっている．なおここで多自

由度系というのは，おおむね 5自由度以上，あるいば流体系を合むものである．本研究は

次項の研究の悲費となるものでもある． （一部科学技術庁原子力平和利用研究経費）

2・75 地震時における配管系の振動性状に関する研究（継続）

助教授柴田 碧・助教授・佐藤壽芳• 助手直田逹也

助手鈴木浩平• 技官・大槻 茂・受託研究旦岡田曼

地震時における配管の挙動を推定するため，配管系の振動特性の解折法，応答推定計邸
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法，減衰要素効果の推定法などについて研究している．とくに原子力発電所その他プラン

ト設計に際し必要な計冥コードの開発およびそれの実証に重点を四いている．

2・76 配管および殻体の振動に関する実験的研究

助教授柴田 碧・助手直田逹也

技官大槻 茂•技官斉藤敏雄

中程度のサイズの配管および殻体（原子炉格納容器など）の模型を使用して，共振時の

応力分布を測定する方法について研究し，あわせて在来の数値計算結果と比校するための

データを得ることを目的としている． （一部科学技術庁原子力平和利用研究経費）

2・77 不規則分布定数系の振動特性の統計的取り扱い法に関する

研究（継続）

助教授柴田 碧• 大学院学生宮本昌幸

係数が不規則に場所によって変動する媒体中の波動の伝播および振動特性を研究してい

る．係数の分布状況が統計的にのみ知られている場合，その系の応答，振動特性は統計的

iこのみ予測できる．本研究は地震波の特性を予測すること，および構造物の振勁特性が設

計時において求めた値から，施工誤差によってどの程度偏俺するか検討することなどに関

連して行なわれている．

2・78 転換用原子炉の中性子線束分布からみた最適設計法に関す

る研究（継続）

助教授柴田 碧・大学院学生原 文雄

動力用原子炉でウラニウムからプルトニウムを生産する場合，両方の目的を最も満足す

るよう設計する方法について研究している．炉内の中性子線東が平坦であることが，その

一条件であることを明らかにし，板状一群炉での結論が円筒多群炉へ拡張でき，具体的に

設計に応用できることを知った．現在，熱的原因による燃料破損事故など，信頼度評価を

考屈した而に拡張することを検討している．

2・79 配管の最適配置の自動設計に閃する研究

助教授柴田 碧・技官大槻 茂

受託研究員岡田 曼• 大学院学生笹間 宏

化学工学などにおける記管群の配置を設計する際に必要な諸条件を検討し，経済を含め

た最適配四を電子計罫機により自勁的に決定し表示することを研究している．これらの条

件中，固有振動数などそれだけで大容紐のプログラムとなるものについては，あらかじめ

数値計罪を行ない，多項近似の形で収容する方法をとっている． これは配管形状のモジュ

ール化につらなるものである． （一部文部省機関研究）
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第 3 部

3・1 交流電化回路における異常雷圧と絶縁協間（継続）

教授故 Ji罰高周平・助手田代文之助

わが国の鉄道では東海道新幹線をはじめ， 20-30kVの交流電化が広く取り入れられて

きたが，一般の雷力系統と異なり， レール接地の単相回路であること，頻繁な開閉，制御

が行なわれること，付随的に波形歪の生ずることなどを考応し，いろいろの異常現象の究

明を行なうとともに機関車や電車の空間的制約からくる高電圧回路絶緑設計の合狸化につ

き検討を行ない，避，J;'罪の適用を合め仝般的な絶縁協調の研究を進めた．

3・2 紹詞圧送電線の雷害に閃する研究（継続）

教授故 li暴高周平・助教授河村迂雄・助手田代文之助

超高圧線路はわが国の電力系統の根幹であって，その事故が影密する笥囲は大きい．~

来からこのような送霊系統の絶緑協調にOOする諮問題，落国による□電圧の進入と伝播，

発変電所の避田賂，鉄塔のアースなどについて検討を進めている．本年度は超高圧鉄塔で

の落雷現象をほ握する目的で下記の実測を行なったが雷撃の発生は見られなかった．

期間：昭和 42年7月-9月

場所：栃木県屯力中央研究所塩原 600kV試験送電線

測定器： (1) Jレープを使用する鉄塔□電流しゅん度測定用クリドノグラフ

(2) 鉄塔雷電流積符記録計器

3・3 汚狙碍子而のせん絡現象および監祝の研究（継続）

教授故藤詞周平・助教授河村逹雄・助手藤田良雄

高電圧設備の外部絶緑の塩塵埃による汚損せん絡危険度の一検定法として間欺的課電の｀

際の罰れ電流による汚損監祝方式の開発を行ない，人工および自然汚損碍子についてその｀

実用性の験証を行なったまたモデルを利用して汚損而の吸湿，罰れ電崖せん絡電圧の

相関，さらにその結果と実碍子との関連をもとめる等汚損而せん絡現象の悲礎的研究もす・

すめた．

3・4 雷放電カウンタの研究（継続）

［教技故胚高周平・助教授河村逹雄・助手田代文之助

送電線における耐雷設計の砧本的資料を得る目的で雷放電カウンタによる測定を各国で・

行ない，従来の統計資料の百検討を行なうことが国際電力技術会議 (CIGRE)で提案され
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ている．当研究室では昭和 42年夏期に本所千葉実験所，栃木県の塩原および股田の 3カ

所で実測を行なった．わが国としては電気試験所，電力会社などの協力で全国 102カ所に

カウンクを設四し，結呆を取りまとめて CIGREの閃係国際会議に報告の予定である．

3・5 超高圧系統におけるサージせん絡現象に閃する研究（継続）

敦授故藤高周平・助敦授河村逹雄

助手北条準ー・助手輝波克明

詔高圧送屯線における異常せん絡事故の原因として急しゅん波頭叩サージあるいは開閉

サージなどが批界的に間題となっており，その早急な解決が要望されている．このため従

来実系統ならびに実験室においで這力系統のサージ現象に閃する研究を推進してきたが，

さらにこのような異常せん絡の様相を把握する一つの方法として実験鉄塔の舒i尺モデルを

作り，その高周波特性，サージ特性ならびに鉄塔部材の電流分流比などの解明を行なって

いる．

3・6 超高気圧ガス絶縁に閃する研究（継続）

助教授河村逹雄

高屯圧ガス絶縁の韮靡資料を得るためにすでに試作した超高気圧ガス放電試験装四を利

用してガス中における放電現象の研究を行なっている本年度は 50気圧までのガス中に

おける各種電極の放霞々圧，せん絡までの時間などについて詳細な実険を行ない，これら

の様構について研究を行なった．

3・7 ナノ秒パルス測定のレスボンス時間

助教授河村遠雄

ナノ秒の立ち上り時間を有するパルス測定に際しては測定回路のレスポンス時間をあら

かじめもとめておき，恨測波形の補正を行なう必要がある．伝送線路中に測定装四を設げ

た数種類の回路構成による結果から装四の真のレスポンス時間を計邸する珪論式をもと

め，実険によりその妥当性の検証を行なった．

3・8 イオン・サイクロトロン周波数を持つ電圧によるプラズマの

電子温度の上昇

助孜授河村達雄

磁界中に閲じ込められたプラズマにイオン・サイクロトロン周波数を持つ減衰電圧波を

印加することによりプラズマの温度上昇が期待される．実険の結果約6倍の富子温度上昇

が得らた． この懐構解明のために組絨的な実験を行ないかつその迎論的検討も行なった．
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3・9 2相サーボモータ並びに駆動回路の動作特性に閃する研究（継続）

教授沢井薔三郎・助教扱原島文雄・技官内田克己

2相サーボモータの制徊特性は，それを駆動する電力増術諮に大きく依存する．本研究

ではサーボモータと雷力増輻罪との桐互干渉に詳細な考察を加え，その拮果にもとづいて

スイッチ素子を用いた高性能高効率の駆勁用培伯罪の開発を行い，好結果を得ている．

3・10 インバータ誘導忍勁長系の解析

助敦授原島文雄

誘遅電動板をサイリスタインバータにより駆動する場合，モークの動作は，インバータ

の行なうスイッチ作用に対する過渡哀象の連続となる．本研究では，インバータ誘迎電勁

搬系を，状態推移法により解析し，釉出力における振勁特性の解明を行なっている．

3・11 可変周波数雷源駆動の誘祁電動様の勁特性

助教授原島文雄・技官内田克己

静止変換器の発逹により，誘等電動機の可変速駆動が可能になったが，その動特性は赤：

知の部分が多い．本研究では，近似モデルの作成により誘醇電動概が制御系の中に含まれ、

る場合の解折を筒単化し，また，新方式の速度制御方式の開発を行なっている．

3・12 電磁ポンプの応用に関する研究（継続）

教授沢井善三郎・助手稲葉 博

電磁誘報の原理により，溶融液体金屈を可動部分を用いず駆動する電砧ボンプの応用に

ついて研究している．本研究室ではさしあたり進行茫界発生装置を用いた電磁誘等樋を設：

計試作し，これについて検討を行なっている．

3・13 カラー写真焼付の最適露光（継続）

教授沢井善三郎・研究瞑託大川明治・助手横田和丸

カラー写真焼付の際の最適露光を決定する方法ならびにその自動化に閃し，引続き研究：

を行なっている．

3・14 沿鉱炉の送風鼠の自動制御（継続）

教授沢井善三郎・助手稲葉 l専•技官里 和武

試験溶鉱炉の採業中における送風屈の自動制御に関する研究で，風紐はオリフィスで検：

45 



出し，差圧変換器，記録調節計，電気的制御装置をへて， vsモータでJレーツ送風機で駆
動し，その回転速度を操作足としている．すでに何回も実険操業に実用しているが，なお

各前のノイズにつき対策を研究している

3・15 精製糖エ包の計郷制御の研究（継続）

助教授山口楠雄・教授沢井善三郎

籾製朗工程を総合!'Iく］に制御するため，結晶および消浄の多数の工程に指令を与え，工程

中の多利類の材料の流れを最適に管理する方法についてソフトウエアおよびハードウエア

システムの開発を行なった．現在はおもにリフトウエアの改善について研究を行なってい

る．

3・16 溶液色価の自動計測装四の開発（継続）

助教授山口楠雄・技官桜井正郎

糖液あるいは油I屑亨の溶液あるいは液体の着色の大きさすなわち色価は特定波長の透過

光の減衰率で表示することができる．光源として擬似単色光を用いた楊合の出力補正回路

および単色光を用いた場合の検出回路について解析と実験を行ない工業計器としての開発

を行なった．

3・17 ハイブリッド方式によるエレクトロニク・タイマの開発の

研究（継続）

助教授山口楠雄・技官鈴木俊光

設定値を電気信号により与えることができる高緒度・広範囲の工業用タイマとしてデイ

ジタル・アナログ併用方式について研究を用い，精度 0.4%,温度範囲ー10℃-60℃ の

実用化モデルの開発を行なった． （一部受託研究費）

3・18 アナログ霞子計卵機の研究（継続）

教授野村民也

昭和 27• 30両年度の中間試験研究により実用規校の繰返し型を完成し，設計蒻準や誤

差の問迎を解明し，その後，各社で実用機を製品化する端紹を開いた．昭和 32・36年度

には中規模の低辿度型コンピュータを設四し，その性能向上の研究を巡めるとともに，さ

らに，ハイブリッド計算システムに関する開発研究を行なっている．

3・19 無線 PCMテレメータのフレーム同期に関する研究（継続）

教授野村民也・助教授安田靖彦・技官村田悠紀夫

PCM通話のフレーム同期に関する研究はすでにわが国でも二，三の研究が行なわれて
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いるが，これらは比校的回線の安定した電話伝送を目的とする有線伝送を目的としたもの

である．無線テレメータにおいてほ回線状態が極めて悪い楊合を考慮する必要があり，

ビット誤り率0.1以下という悪条件でも安定な同期がとれることが望ましい．

筆者などはグループ同期方式を採用し，最適な同期パターンを計冥により求め，多フ

レーム監視により，同間回復時間をそれほど増さずに全体のデータ損失を著しく少なく

できる方式を開発，その解折および実際の装置の組立による実険を合わせ行なって良好な

結果を得た．

3・20 ディジタル・アナグロ・ハイブリッド通信方式に閃する研究（継続）

教授野村民也・助教授安田靖彦・技官村田悠紀夫

ディジタル四信およびアナログ通信は一長一短がある．両者を適当に結合すればそれぞ

れの長所を生かし欠点を相補なう通話方式が可能になる．このような方式の一つとして著

者が提案した PCM-PAMハイプリッド通信の理論的，実験的研究が続けられ，これを無

線テレメータに応用した実険装置が完成した．

3・21 符号化位相同位通信方式に関する研究

助教授安田靖彦

惑星間通信のごとく膨大な距離を介して通信を行なうためには信号を符号化し又信側で

はプロックごとに最大検出法を用いて信号検出を行なうことによりビット毎の検出を行な

う通常の PCM-PSK方式より 10dB近い SNR改善が得られることが知られている．本

研究は符号を二進符号より広い多相符号から構成することにより SNR改善の度合が大き

くなり，またl'.I己同期特性が得やすくなることなどを示したものである．

3・22 宇宙飛しょう体用遠距離コマンド方式に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・技官村田悠紀夫

宇宙飛しょう体に地上から電波指令を送って塔戟機器の制御を行なうコマンド方式は，

距離がきわめて大きいことと消買電力の制限がきびしいことなどから，特殊な考廊が必要

になる．筆者などは擬似雑音符号をサイクリックに検出する手法により通信能率がきわめ

てよく．同時に装四も比較的箇単な方式を提案し，理論的検討を行ない，さらに実験装匹

を組み立ててその実現可能性を確かめた．

3・23 テレメータデータの帯域圧縮伝送方式に関する研究

助教授安田靖彦・技官村田悠紀夫

人工術足，観測ロケットなどの電源は限られたものであるからできるだけ有効に使用す一
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ることが必要である．テレメータの信号は一般に冗長度が大きいからこれを取除いて送信

すれば，伝送帯域幅が小さくなりしたがって送信宮力が節約できる．帯域圧縮の方法は信

号の各サンプルをそれより以前のサンプル値から一定の予測公式によって作った予測値と

比較しあらかじめ定めた許容値内にあれば拾て許容値を越えるサンプルのみを有意義なも

のとして伝送する方式を用いる． この際伝送すべきサンプルをバッファメモリに入れて待

合せ行列を順次一定の繰返し周波数で読み出して伝送する．本年は零次予測によるデータ

圧縮装四を試作し装置構成上の問題を追及した．

3・24 広帯域ファクシミリ信号の高速度伝送方式に関する研究

教授野村民也・助教授安田靖彦

技官村田悠紀夫•技官野辺田繁

現在新間用広帯域ファクシミリ信号は， 48kHzの群帯域を VSB方式でぎりぎりいっ

ぱいまで用いて伝送している． この回線はきわめて高価であるので伝送速度の一屈の向上

が要求されている．筆者等は時間的に拡子化を行なわないアナログ多値方式を新たに考案

し，同期検波の採用，伝送路に入っているチャンネル炉波器の群遅延歪み特性の改善等を

合せて従来と同品質で伝送速度を 1.5倍に高めた送受信方式の実験装置の開発に成功し，

実用化のめどを得た．

3・25 ディジタル信号の三相位相変調による搬送波伝送方式に関する研究

助教授安田靖彦

従来ディジタル信号の搬送波伝送方式としては，二相 PSK方式が他方式に比し誤り率

が最も小さく伝送できる方式として用いられている．筆者はこれに対し三相 PSK方式を

提案し，誤り率，情報伝送速度，帯域利用率等の点で二相 PSKより俊れていることを示

した （文部省各個研究）

3・26 並列情報処理システムに関する研究

教授渡辺 勝・大学院学生野村邦彦

遣子計冥機の演罪処理速度を飛躍的に向上させる手段として，近年注目されている並列

処理方式の技術に関する研究を進めている．そのうち，とくに従来の問四向き言語 (Algol.

Fortran等）で書かれたプログラムを並列処理向き様械語に変換するコンパイラの作成を

行なった．

3・27 観測ロケットの飛しょう性能計卵（継続）

教授野村民也，教授渡辺 勝

観測ロケットの設計に際し，適正な staging計画を行ない，また実険データとの照合を
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行なうことによって，計築の甚礎賓料を確立することを目的としている．現在は本所のア

ナログ電子計鍔愕や OKITAC5090を利用して実際の計雰を行なっており， またハイプ

リッド叶籾ジステムによる計邸も進められていろ．

3・28 システムの故障診断の甚礎研究

教授渡辺 勝・大学院学生杉本正膀

電子叶罫機の故閤の際迅速な修復が連営上，および高価な計邸時間の損失を少なくすろ

点で，きわめて喧要であるが，従来の保守方式では，故障点の発見が系統的に行なわれて

いるとはいい難い．ある機能同路の一素子が故障した揚合， これを発見するには，いくつ

かのパターンを加えてやればよいが，そのパターンを作る方法を系統的に研究し，計罫披

で作成するプログラムを開発したこれを計罫搬の自動段計との閃連において，いかに診

断システムを取扱うかの構想につき研究を進めている．

3・29 苅膜記憶装置の試作研究

教授渡辺 勝・技官荒木 宏

電子計邸搬の高速化のために集積回路や苅膜装置が応用されつつあるが，とくに記憶装

置に用いられる薄膜織成メモリはエ法の容易さと高速性のゆえに将来性のある素子であ

る．本試作ではこの点を考慮し，とくに周辺回路の設計，読出増幅器の改良などにつき研

究し，非破壊読出し方式の装四の試作を完成した．

また連想記伯装府との関連についても検討し，その論理設計の研究を進めている．

3・30 電子計算機むきの数値解法に閃する研究

教授渡辺 勝・講師藤田長子

電子計邸機による数値解法は，計邸機の普及にともない，緒度，速度の点から改良が行＾

なわれている．常微分方程式の場合， Runge-Kutta法の改良である Gillの方法や Blum

の方法につき，その紡度上の差迩を比較検討した また誤差制御を巧妙に行なう Merson

の方法について，具体例および適用法につき研究を行なった．

3・31 開閉回路網の構成に関する研究（継続）

教授森脇義雄・大学院学生河田 汎

与えられた開閉特性を有する接点回路網を最小接点数で実現する最も経済的な接続を求こ

めるのにグラフ理論を応用することにより，従来経験に頼って行なわれていた設計法に代

わって，直接最小接点数の回路を求めることができるようになったこれに電子計冥機を

利用することも研究中である．また順序回路により擬似ランダムパルスを発生する方式に
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ついても調査および研究を行なっている．

3・32 論理回路の最適設計法に関する研究（継続）

教授森脇義雄・大学院学生渡辺 貞

2変数万能セルを2次元に排列した細胞状論迎回路について，所要の機能を得るために

必要なセルの数をできるだけ少なくするような構成法を考案した．また冗長なセルを付加

することにより，故障修頸を容易に行なうことができるので，回路の新解析法を開発し，

これを用いて回路の故閏診断入力を求める手順を明らかにし，また回路の信頼度と冗長な

セルとの関係を定泣的に求めた．

3・33 放高分析界に閃する研究（継続）

教授森腑義雄・助教授高羽禎雄・助手生沼徳二

助手久保卓蔵• 技官木下英実

多チャネル波高分析罪の；，十数率の増大，計数損の減少につき，ひき続き各狂方式に関す

る研究・試作を行なった．パルス分配式設高分析器については，定振幅ランダムパルス源

を用いた特性測定を行ない， A-D変換器数の増大に伴なう計数損の減少などが理論植と

一致することを確かめた．多段遅廷線記筐式波高分折器については，実用化の際に有用な

各前の演邸機能，同期制御• 読出し表示搬能等について方式的・実験的検討を行なった．

（一部受託研究費）

3・34 パ｝レス回路とその計測への応用に関する研究（継続）

教授森脇義雄・助教授高羽禎雄・助手生沼徳二

助手木下英実・技官山崎尚一

ツエナーダイオードのマイクロプラズマ効果を用いた疑似ランダムバルス発生器につい

て，パルス頻度の時間的変動，温度依存性， ランダム度等の測定を続行した．また，ディ

ジタル集砧回路の利用法，とくに個別索子の附加による新しい機能の開発についても実験

的検討を行なった．一方，砧気ひずみ遅延線路記岱装附の実用化研究の一悶として NRZ

形式で動作させる楊合の記号間干渉の邸出法，周辺回路の集砧化等の検討をすすめた．

3・35 電界効果トランジスタを用いた高速度パ）レス回路に閃する

研究（継続）

教授森脇義雄・助教授高羽禎雄・技官西森武弘

電界効呆トランジスタの高抵抗，低電力，低雑音などの諸特性に珀目し，おもにアナロ

グ回路への応用について研究している. MOS-FET対をスイッチとして用いた局部復号
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回路を閲発し， これを応用して全 MOS-FET化された A-D変換監を試作したほか，相

補形 MOS-FETを用いた綬衝増帽回路を考案し，良好な特性を得ている．

3・36 A-D変換器に閃する研究（継続）

助教授高羽禎雄・助手久保卓蔵・ 技官四森武弘

逐次比佼形 A-D変換器について，その構成要素となる部分回路の特性と総合特性との

関連性を検討し，一例として試作した霞界効果トランジスクを用いた A-D変換器につい

て，総合特性の測定結呆から変換誤差の要因を分折してその改滋を行ない，良好な結果を

得た．一方，回路の搬能的解折を試み，その集飢回路化の検吋をすすめている．

3・37 レーザを用いた這力線 CT(継続）

教授斎藤成文・助教長籐井 l楊ー・助手横山幸嗣

500 kVのような超高圧送軍霞流における電流の計測は絶緑協謁の点で，非常に困誰で

ある． レーザ光と，電流によるファラデー回転を利用すれば，電気的に無接触なので絶緑

の困難がない．このようなレーザCTシステムを閲発している．たとえば，光学的に最適

の設計をした．広幣域の小型レーザ CT,回転補伯型の直流用 CT,さらには， レーザ PT

の拡腐研究も行なっている．

3・38 レーザ冨磁光学系索子（継続）

教授斎藤成文・教授浜綺裏ニ・助教長脳井 l岱一

助手横山幸嗣・大学院学生小閃 健

前年度にひきつづき， レーザ霞磁回路素子として， CO2レーザ (10.6 pm)用のいろい

ろな回路素子，たとえば，減衰器，移相席，伯波閤等を試作している．

3・39 半尊体レーザの超高速度変調（継続）

助教授応井陽ー・技官西本博信

GaAs半尊体レーザを，約 2GHzで直接変謁し，その特性をと絞べる．さらに， 10GHz

までの変調特性を謁べる．

3・40 ガス・レーザの回路的特性（継続）

助教扱藤井 l楊ー・技官白石 敏

ガス・レーザ発振器について，その特性を，電気的等価回路で近似的に表現する方法が

ガス・レーザの実際の応用に使利であることを示し，その等価回路のパラメータを測定し
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た．特に，偏光を考えたパラメータを測定した．

3・41 周波数と出力の安定なガス・レーザ（継続）

助教授藤井陽ー・技官白石 敏

ガス・レーザ発振器の周波数および出力が，安定していることは，応用上きわめて望まし

いことなので， ガス・レーザの出力安定度を測定し，密閉かつ真空にすることにより，

10-4の安定度がえられることがわかった． また， 熱膨脹を補供することにより，長時間

一定の周波数で発振するレーザの周波数安定度を測定した

3・42 レーザ共振器（継続）

助教授藤井陽ー・技官白石 敏

レーザ共振器を含む光学系において従来の幾何光学を拡張した“幾何”光学の筒単な関

係が成立することがわかったまた，これについで遥気の等価回路を用いて，その動作を

箇明にあらわすことができることをあきらかにした．また，チャートによる箇単な計抑法

を示す．

3・43 レーザビーム伝送

助教授藤井 l楊ー・技官白石 敏

レーザビームを追くまで，広がらずに，伝えるための装訊として， くり返えし， レンズ

を配置する方法の延礎実験を行なった．また，伝送損失を少くするために，プリュスタ角

に， レンズを配四した伝送の実験を行ない非常に低い，損失の伝送線路を得た． これらの

線路について， レンズのずれ，傾むきの効呆を謁べた．本実験は千葉実験所のレーザ・ミ

リ波実験設備で行なった．

3・44 レーザ・レーダ（継続）

教授斎藤成文・助教授藤井腸ー・技官中嶋那宏

Qスイッチ・レーザを利用した）レビーレーザにより，毎1-5秒に 1回の繰返しで， 10

MWのヒ°ーク出力を得， これにより， レーザ光を利用したレーダとしての基本的特性の

解明を行なっている．

3・45 高速積型光電子増倍管の研究

教授斎藤成文・大学院学生小川 宏

マイクロ波で変謁されたレーザ光を能率よく検波を行なうために，横磁界を印加した階
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段状の光電子増倍管の開発研究を行なっている．印加磁界と各電極間電圧による増倍電子

の時間および空間的バラッキについて理論計算を行なうと共に，試作管について実測を行

なった．さらに後段に横型進行波増幅管部を附加する新型検波増幅管を試作し，その特性

を検討している．

3・46 電子ビーム雑音（継続）

教授斎藤成文・助教授藤井陽ー・大学院学生岩本明人

マイクロ波周波数帯における，電位最小面のショット雑音の軽減効果をモードロックし

たJレピー・レーザを光源として使用し，陰極面からの光電子放出によるにプローブ法で実

測した． その結果，雑音パラメータ Sおよびnとの関係があきらかになると共に，特に
ウェーネルト電圧と軽減効果の関係を解明することができた．

3・47 結晶体を基盤とした高性能マイクロ波電磁回路の研究（継続）

教授浜崎迎ニ・助手岡田三男・助手赤尾宗一

前年度に引き続き超急峻遮断炉波器の検討，水晶拡盤回路の安定性の検討を進めると共：

に，超伝遅金屈壁面を利用した超高Q空胴共振器の安定性の向上をはかり，また超伝尊金

属墜面の呈する非直線特性の解明を行なっている．

3・48 レーザ光用非可逆性素子の研究

教授浜崎裏ニ・大学院学生流野孝則

レーザ光用ファラデ旋波子の必要茫界の低減を目的とし，直方体鉛ガラス中の全反射に

よる多菫屈曲光路の研究を行なった．その結果，ガラス中のファラデー回転が有効に働く

条件が明らかとなり， その一例として，枠状ガラスの楊合の 1/3の磁界で十分働く 45°フ

アラデ旋波子を実現した．

3・49 ガンダイオードのマイクロ波特性の研究（継続）

教授浜綺襄ニ・大学院学生塚田俊久

ガンダイオードの微小信号マイクロ波インビーダンスの実険的・理論的検討を行ない，

発振に到らないバイアス条件におけるダイオード内部の電界分布の影苦を明らかにした．

また，発振しているダイオードに発振周波数と異なった周波数の微小交流電圧を加えた

際，ダイオードは主として走行ダイボールの容鼠で表わされることを見出し，その際に現

れる負性抵抗の原因を明らかにした．
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3・50 円偏波放射器に関する研究（継続）

諮師長谷部望

ロケットおよび衛生追尾用の VHF・UHF帯における円偏波放射器として， スロット

アンテナによる十文字型放射器を考案し，理論計冥を行なって設計是準を明らかにした．

このアンテナを大型パラボラアンテナの一次放射器として用いることと，アレイアンテ

ナとして用いて，目椋物検知に役立てることを検討中である．

またプリント板による双枝アンテナの韮本的特性を実険により求め， こ礼を組合せて円

偏波放射アイレアンテナとするための翡本プロックについての特比を求めた．現在実用化

の設計に入っている．

3・51 ロケットアンテナ（継続）

請師長谷部望

大型ロケット搭載用の UHF・SHF帯用アンテナ系を使用条件を考応してこれに適した

特性を得るべく検討を行なっている．

3・52 MOS形電界効果トランジスタの雑音特性（継続）

教授安逹芳夫• 技宜上村幸守

MOS形電界効呆トランジスタの低周波領域における雑音特性， および雑音と Si-Si02

界面にある表面紐子状態との関係を究明するために， MOS形トランジスタの発生する雑

音電力および雑音指数の周波数依存性 (25Hz-25 kHz), 信号源抵抗依存性 (500-10

MO), ゲートおよびバルクバイアス電圧依存性， 温度依存性， およびトランジスタの材

質・ 寸法がおよぼす影讐を調べている．その結呆， 1/f雑音電力はチャネJレ長の 3乗に逆

比例することや， nチャネル MOS トランジスタは 7TK-l80°Iくにおいて 1/f特性以

外の而白い特性をもつ雑音を発生することなどを知った． （一部豆託研究費）

3・53 トランジスタ用半迎体の表面現象（継続）

教授安逹芳夫•技官栗原由紀子・技官上村幸守

トランジスタに用いる半迎体の表面証子状態の性質を知るために，成長形接合 l、ランジ

スタを用いて雰囲気を真空• 水蒸気・アルコールと変化したり， MOS形電界効呆トラン

ジスタやダイオードを用いて半迎体表面の軍界強度・温度などを変化して， slowstatesや

fast statesがトランジスタやダイオードの電気的性質（例：チャネル伝甜，動霞容鼠，雑

音）におよぽす影密を調べている．
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3・54 トランジスタの超高周波特性（継続）

教授安逹芳夫•技官栗原由紀子

0.5Mcから 1.5 Geまでの周波数域について各種トランジラスタの高周波四端子定数

を測定し，その動作搬構や等価回路などの解折を行なっている．現在は主としてエビタキ

シャルプレーナトランジスタと MOS形霞界効呆トランジスタを対象としている．また寄

生素子の影苔を知るために各稲トランジスタヘッダの等価回路定数を測定より求め，電子

計算搬用プログラムを作製して寄生素子の除去計冥の箇便化をはかった

3・55 トランジスタおよびダイオードのパ｝レス特性（継続）

教授安達芳夫•技官市川勝男

各種接合トランジスタに適用できるスイッチ時間（立上り時間，少数キャリア密紐時間、

減衰時間）の一般理論式を迎出し実険と比校した．現在は MOS形トランジスタに重点を

おいている．

3・56 小型軍子回路の屈礎研究（継読）

教授高木 昇・教授安逹芳夫・研究担当後川昭雄

技官市川勝男・技官栗原由紀子

わが国の超小型電子回路の開発に寄与するため所外の協力も得て文献調査を行ないつつ

あるが，半等体集積回路については回路素子間の分離方法や寄生素子の彩曹軽減法を研究

中である．また薄膜回路素子 (Al-AbOrM系）を試作し，その霞気的特性を調べつつあ

る．

3・57 エレクトロ・メカニカルフィルタおよびジャイレータ（継続）

教長尾上守夫

3個の圧霞および磁わい変換子を組み合せる新しい型のジャイレータを考案した．また

多重モード共振子を使用した新しいメカニカル・フィルタおよび機械系内部で分岐を行な

う分波器を研究中である． （一部科学研究費）

3・58 圧重セラミック振勁子の研究（継続）

教授尾上守夫

最近，軍気機械結合係数の非常に大きいセラミック材料が出現した．このような材料で

つくった振動子の振励は，純弾性体の振動といちじるしく異なるのでその実体を明らかに

しつつある．また，測定法についても検討を加えつつある． （一部科学研究費）
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3・59 エネルギとじこめ形振動子およびフィルタ（継続）

教授尾上守夫・助手十文字弘道

エネルギとじこめという新しい原理に基づく水晶およびセラミック振動子およびフィル

タの研究を行なっている．一枚の圧電板で多区間のフィルタが構成できるのが特長であ

る．基本波を利用するものはほぼ開発が終り，現在オーバートンを利用した VHF帯のフ

ィルタに重点をおいている． （一部科学研究喪）

3・60 多重モード圧電振動子（継続）

教授尾上守夫

従来の圧電振動子はただ一箇の固有振励を利用するのみであったが，複数箇の固有振動

を利用することによって，フィルタに必要な振動子数をいちじるしくへらすことができる．

たて一屈曲，および屈曲一屈曲多重モードの利用を研究している． （一部科学研究費）

3・61 電圧制御温度補償水晶発振器（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄

水晶発振器の周波数温度特性を電子的に補徴する方法について研究を進めている．とく

に感熱素子を直流回路に合む間接補債法をとりあげ合理的な設計法を検討した．

3・62 圧霞振勁理論

教授尾上守夫

厚味の大きい円板の屈曲振動，曲率がある厚みすべり振励などの解折を行ない，実険と

比絞してよい一致をえた．

3・63 超音波遅延回路の研究（継続）

教授尾上守夫・大学院学生望月雄蔵

人工水晶などの結晶を媒質とする遅延回路について研究をすすめ，零温度係数が得られ

る方位，形状を求めている．また CdS蒸普膜変換子の研究も進めている．

3・64 レーザ光と超音波との相互作用

教授尾上守夫

ガラスおよびプラスチックを媒質とする光弾性超音波遅延回路を閲発した．また高周波

におけるプラッグ反射を利用した光スイッチおよび光による音場の蜆測の研究を進めてい

る． （一部科学研究費）
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3・65 音声周波超音波遅延回路の研究

教授尾上守夫・大学院学生砂山益輝

特殊な機械的遅波回路の使用により音声周波帯で長時間の遅延が得られる遅延回路の研

究を進めている． （一部科学研究費）

3・66 超音波探傷法の研究（継続）

教授尾上守夫・助手山田博章

ラム波その他の特稲な設を使った詔音波探偽法を開発中である．また探触子の絶対絞正

法を研究している．

3・67 雷磁的非破壊検査の研究（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄・技官市川初男

渦流を利用した金屈管および線材の検査法を研究している．とくに自動探偽に関連して

コイル系．検出系の設計を検討している．

3・68 広栂域移相器

教授尾上守夫・助教技高木幹雄・ 助手市川初男

広い周波数にわたって無調整で使用できる可変移相器を考案した．アナログ型，ディジ

タル型の2租を製作した．

3・69 有限長ソレノイド・コイルの諮牙炸性

教投尾上守夫

渦流検査，霞磁検査，高周波加熱，底気記録などの砧悦資料として，板に相対するコイ

Jレおよび管と同心のコイルのインピーダンス，底界分布などを解祈している・

3・70 たて一屈仙多重モード振励子の解析

助手十文字弘迎

辺比の大きい方形板および平行四辺形板の振励の解析を行い，多重モード振動子の設計

に必要なたておよび屈曲振動の縮退，結合の状況を明かにした．

3・71 高性能無線テレメータ技術の開発に関する研究（継続）

主任教授高木 昇・教扱斎藤成文・教授野村民也

教授宮永五郎・ 助教授安田靖彦・所外 17名

宇宙観測の内容が高度化するにつれて，無線テレメータの技術はますます重要なものに
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なりつつある．本研究は宇宙空間物理学の関係者と協同で，高度の内容をもった銀測の実

施に寄与することを目的としたものである．宇宙物理学の各分野の将来の観測の内容とそ

れに必要な技術的問題を検討するとともに，宇宙線観測用のパルス波高分折器，観測用テ

レビジョン装置，符号変調テレメータ装置の開発を進めつつある．

3・72 恰報伝送におけるフレーム同期方式の研究（継続）

助教授高木幹雄

時分割多重ディジタル遥信方式では送信側と受信側でフレーム同期をとることが必要で

あるが，フレーム同期をとるための方式としてフレーム相関による同期方式を開発した．

この方式に関し符号誤り率をパラメータとして最適な方式を求める研究を行なっている．

第 4 部

4・1 イオン交換樹脂の基礎的性質の研究

教授山辺武郎・技官高井信治

技官山県和子・大学院学生鈴木喬

イオン交換樹脂の基礎的性買を，示差熱分折，交換熱の測定，吸許等温線の測定などに

より検討し，圧を含むイオン交換の分離係数が示差熱分析により筒単に測定できること

を確かめた．

4・2 混合イオン交換カラムによるイオン交換分離の研究

教授山辺武郎・技官山県和子

陽イオン交換樹脂と陰イオン交換樹脂を混合したカラムを用いる各種物質の分離法を，

とくに中性，酸性および塩翡性アミノ酸の群分隣に適用して好結呆を得た．

4.3 リン酸およびリン酸塩に閃する研完（継続）

教長山辺武郎・技官高井信治・大学院学生飯田貴也

縮合リン酸坦の悶屈クロマトグラフィ，示差熱分析を行ない，この分析法を用い，イオ

ン交換膜における各種縮合リン酸塩の透過性，イオン交換膜を用いる投分解によるリン酸

およびリン酸塩の製造，および茄合リン酸イオンのイオン交換平衡の研究を行なった．

4・4 ゼオライトの研究

教授山辺武郎・助手（特別研究旦）久保 靖

カオリンと炭酸ナトリウムを用いるゼオライトの合成法を検討し， H形ゼオライトに対
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するアンモニアの吸舒からその物性とくに触媒としての恨能について研究した．

4・5 ガラス化箇囲の研究（継続）

教授今岡 稔・技官山崎敏子

新罷ガラス開発の砧礎研究として，珪酸塩，硼酸塩ゲルマネート，テルライト系など，

広くガラス範囲を調べ，同時にガラス化条件，ガラス構造との関係を追求するものである．

4・6 ガラスの検度の研究

教授今岡 稔・助手長谷川洋

ガラスの糾成と検度の関係を調べ，ガラスの強度の向上とガラスの構造とのつながりを

追求するものである.,

4・7 カルコゲナイドガラスの研究（継続）

教授今岡 稔

硫化ゲルマニウムを中心としたカルコゲナイドガラスについて，そのガラス化範囲，性

質を調べ，最近注目を集めているこの系統のガラスの用途，ならびに構造を明らかにしよ

うとするものである．

4・8 光学ガラスの研究（継続）

教授今岡 稔

低屈折率のフッ化物ガラス，低屈折高分散のチタン系ガラス，高屈折率の鉛・ビスマス

系など，従来の光学ガラスの領域の拡大を目椋に各種ガラスの光学的性質の測定ならび

にその組成との閃係を調べている．

4・9 感光性樹脂の研究（継続）

教授菊池飼ー・大学院学生中村賢市郎

ポリケイ皮酸ビニルを主休とした感光性樹脂の感光機構を ESR,IRにより調べた．ま

たその感光母休であるケイ皮酸の光異性化や増感異性化機構をその電子状態の計邸などか

ら明らかにし，感光性樹脂の増感機構と結びつけた．

4・10 ハロゲン銀乳剤の理論的慇度の研究（継続）

教授菊池飼ー・研究員浜野裕司

臭化銀の単屈乳剤をつくり，これに既知の光足を照射することにより，潜像の形成に必｀
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要な最小光量子数を求めんとする研究である．

4・11 写真の分光増感作用の研究（継続）

教授菊池員ー・助敦授本多健一・大学院学生谷 忠昭

いろいろの写真用色素のハロゲン化銀への吸着現象を分光学的手段を用いて調べ，同時

に色素の冗電子エネルギ準位を，分子軌道法，電子計鍔機，ポーラログラフ法で求め，分

光増感作用の模構を考察した．

4・12 霊クロム酸塩の感光に閃する研究（継続）

敦授菊池買ー・技官佐々木政子

水溶液中での重クロム酸塩の光分解搬椙を霞子吸収スペクトル， 酸化→塁元電位の測定

により追求し，光分解活性イオン莉は酸性クロム酸イオンであり，光分解反応はクロム 6

価から 3価への遠元反応であることを明らかにした．

4・13 電子写真および酸化亜鉛光霞均体に閃する研究（継続）

教授菊池鰐ー．研究旦坂田俊文

新しい感光材料を用いた応用に関する研究で，特に酸化亜鮒光電郡体の光電現象を解明

することを目的としている．

4・14 大気汚染の光化学の研究

敦技菊池買ー・研究員鈴木 伸

大気汚染の対策の目的として S03,N02ガスの気相光化学反応の研究を行った．

4・15 光電極反応の研究

助敦授本多健一

固有吸収波長域の光を吸収して生成した電子的励起分子の電極反応を究明する数前の

有様色素は光照射下において正規の這元電位より相当正の電位で遠元が巡行するこれ等

のことより光エネルギの新しい利用方式が期待される．

4・16 光界而現象の研究（継続）

助教授本多健一• 助手（特別研究員）鋤柄光則

金属および半迎体の固ー液界而現象の光応答について研究した．すなはち界面を通る電
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荷移行現象は一稲の酸化還元反応であり，この前の反応が半迎体の光励起により増感され

ることを見出した．

4・17 酸化チタンの物性ならびにその応用に閃する研究（継続）

教授野崎 弘・大学院学生飯田武醤

酸化チタンを霞子写真用感光材として用いる研究をなした．従来酸化韮鉛がこの方面の

用途に供せられているが，これよりも酸化チタンが感光材としてまた圃像形成体としてす

ぐれた物性を保有している．たとえば同一条件では解像力とか写真霊度は後者が優れてい

る．誘電率が高く，高速記録に応用する可能性の見とおしを得た．

4・18 液状ガスケットの耐圧機構の研究（継続）

教授野崎 弘• 助手（特別研究員）盟畠喜則

液状ガスケットは車輌，此搬具，化学搬械などのパッキング剤として用途が拡大してい

る． ところが液状物質がなぜ耐圧作用をおよぼすかという問題となると全くかっていな

ぃ．これを研究した結果細隙を通じて物質の透過性および力の変換の問四として興味ある

結果を得た．また面幅と耐圧との関係を明にした． （受託研究毀）

4・19 結品の気相成長と気相研磨に関する研究（継続）

教授野崎 弘・大学院学生岡崎菫光

気相から析出して得られる結晶には他の方法では見られない特異な性買が付与されるこ

とをある．また遥常法では不可能とされる結品をうることがある．メタンやエタンの熱分

解でダイヤモンドの気相成長が可能とされているのもこの例である．本研究は四塩化チタ

ンを原料として Ti02を気相から生成せしめ，これによって得られた粉体にすぐれた顛料

的性質を付与せしめ，これとはまた別に半蔚体シリコンの表而を HCl気相で研磨する研

究行をない，研摩槻構を求めた．ア）レゴンガスと HClでは鏡面研麿が得にくいことを認

めた．

4・20 水溶性樹脂の霊気泳動雷着に炭する研究

教授野崎 弘・大学院学生中村好男

最近塗装界で樹脂の電気泳動塗装法が広まりつつある．この方法は操作面で連続自動安

全紐産などの特徴がある． しかし塗装面の改良とか霞解浴の管理などで十分でないものが

ある．本研究では有機物の泳動屯舒は如何にして起るかの電着機構を究明した．電着の初

期過程がほぼ明となった．

61 



4・21 膜の選択透過性に関する研究

教授野崎 弘・助手（特別研究員）翌島喜則

海水の脱塩，淡水化に膜を用い，圧力だけでこの目的を逹しようとする．膜が荷霞をも

つときの物質の透過性，輸送現象を詳細にしらべた．以上の目的の理論的根拠をみちびい

た．

4・22 電気泳動塗装の研究

教授浅原照三・助教授妹尾 学・研究員為広重雄

電気泳勁塗装について翡礎的な知見を深めるために分散顔料の励電電位を糀々の分散

媒，添加剤の存在の下で，流動電位の測定から求め，また顕微鋭下で直接電気泳動速度の

測定を行なった．さらに電気泳勁塗装に与える種々の要因について，不可逆過程熱力学の

立場から統一的な検討を加えている．

4・23 シクロプロパン誘均体の反応性（継続）

教授浅原照三・大学院学生小野勝道

シクロプロパン環は，脂環式化合物でありながら，特異な結合角のため，比較的大きな

反応性が期待される． シクロヘキセン，スチレン，シクロヘキサジエンなどの不飽和化合

物にジクロルカルベンを付加させジクロルシクロプロパン類を合成し，求電子試薬との反

応性を検討した． その結果ジクロルシクロプロパン類は環開裂をおこし低戸合体を与え

た．現在，開環による高重合体合成の可能性およびシクロプロパン環をもつボリマの合成

について検討中である．

4・24 テロメリゼーションに関する研究（継続）

教授浅原照三・研究員高木行雄・研究嘱託平野二郎

技官佐藤硝•大学院学生呉澄清• 大学院学生周明吉

アミンまたはアミンと金屈塩が四塩化炭索と反応してトリクロルメチルラジカルを生成

することを利用して，これを閲始剤とするエチレンおよび酢酸ビニルと四坦化炭索のテロ

メリゼーション行なわせ，テロマの組成と収絨におよぽすアミンの構造，金属塩の種類の

効果を研究している．また，プチルリチウムー3級アミン系，有機アルミニウムを含む多

元系触媒，および過酸化物を開始剤とした芳香族炭化水素とエチレンとのテロメリゼーシ

ョンを行なっている． このほか塩化ビニルをタキソーゲンとするテロメリゼーションにつ

いても研究中である．

62 



4・25 ジエン化合物のカチオンテロメリゼーション（継続）

教授浅原照三・大学院学生木瀬秀夫

イソプレンやプタジエンなどのジエン化合物はある種の酸触媒で菫合し高分子物質を与

えるが，菫合を適当な連鎖移勁剤（テローゲン）の存在下で行ない，低璽合体（テロマ）

を得る反応について，その二，三鼠体から十数紐体を得る目的で研究を行なっている．触

媒にJレイス酸を，テローゲンにはアリル型のハロゲン化合物，水素酸，およびカルボン酸，

無水物等を用いている．生成するテロマの璽合度および構造に影密を与える因子として触

媒の莉訊テローゲンの阿類，モノマ（タキソーゲン）とテローゲンの濃度比，反応率，

反応温度などの効果について，また生成テロマの分隠，用途について研究を行なっている．

4・26 金屈表面処理に関する研究（継続）

教授浅原照三・助教授西川籾一

金屈表而上における化成被膜生成過程を電子回折， X線マイクロアナライザなどにて追

跡しその生成機構について研究したまた樹脂鋼板に関する研究を進め，メラミン系，ァ

クリル酸系樹脂の結畠状態におよぼす化成被刑の影唇を検討し，有機皮膜屈の機械的性質

との関連性を研究している．さらに界而活性剤の併用による薄鉄板の電解研摩の迅速化に

つき研究を進めている．

4・27 耐熱性高分子合成に関する研究（継続）

教授浅原照三・研究員三栂啓了・助手（特別研究員）白石振作

大学院学生福井基雄・大学院学生手代木琢麿

いろいろの脂肪族テトラカルボン酸二無水物といろいろの芳香族および脂肪族ジアミン

よりポリイミドを合成し，その耐熱性を検討した．ジハロゲノベンゾキノン，ジアルコキ

シベンゾキノンなどの稲々のベンゾキノン誘遅体とアミン類，アルコーJレ類との反応を行

ない，その生成物を明らかにし，その反応機構を考察した．以上の結果にもとづいて，キ

ノン骨格を有する璽縮合，重付加系の酸化遠元樹脂の開発ならびに耐熱性高分子化合物の

合成研究を行なっている．

4・28 アニオンテロメリゼーションに関する研究（継続）

教授浅原照三・大学院学生田中貞良

スチレン，アクリロニトリルなどのビニ｝レ化合物およびブタジエンなどの共役二重結合

をもつ化合物のアニオン重合について研究し，アニオンテロメル化反応のおこる条件を明

らかにする．この目的で，アニオン重合，とくにアニオンテロメル化反応を統一的に解釈

できる理論またはモデルを設定し，これと実験結果とを比較する．
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4・29 脂肪族過酸化物の研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尾 学・助手（特別研究員）雑賀大弐

研究員石黒鉄郎・大学院学生下里康之

有機過酸とプタジエンなどのジエン化合物との反応によるエポキシドの合成研究および

この反応の速度論的研究を行っている．得られたプタジエンモノオキシドについて，開環

重合反応を検討したまた不飽和脂防酸と過酸との反応によって得られるエボキシドとア

ンモニアおよび各種アミンとの反応についても研究している．

4・30 金属配位高分子に関する研究（継続）

教授浅原照三・助教授妹尾 学

研究員三栂啓了・大学院学生市川洋祐

有機退移金属化合物として，鉄原子を含むフエロセン核などを主鎖にもつ高分子の合成

を行ない，半導性などその電気的および磁気的性質を検討した．

4・31 重合反応機構に関する研究（継続）

教授浅原照三・助教授早野茂夫・助教授妹尾 学

大学院学生土屋満・大学院学生伊吹忠之・大学院学生矢次茂

アクリロニトリ Jレ，メタクリルニトクルの電極における重合反応機構を，ボーラログラ

フィ，クーロメトリ，電子スビン共鳴吸収および速度論的手法を用いて解折した．またい

ろいろのビニJレ化合物の電極における反応性を分子軌道法を用いて検討した．さらに水素

移動重合の反応機構について研究し，プロヒ°レンの水素移動璽合による匝鎖四謎体の合成

を試みている．二成分系または三成分系の共直合体の熱分解生成物のマススペクトルから

共重合体中のモノマ配列について研究している．

4・32 有機リン化合物の反応に関する研究

教授浅原照三・助教授妹尾 学・ 助手（特別研究員）白石振作

環状ホスホリ Jレエチレンイミート類を合成し，その異性化ないし開蝶重合に関して，酸

触媒，塩拡触媒などを用いて研究を行ない， その反応機構が他の Nー四換エチレンイミン

誘達体の反応とどのように異なるかについて比絞検討を加えた．さらに詳細な研究を継続

中である．

4・33 不可逆過程の熱力学による化学反応の研究（継続）

助教授妹尾 学

活性化支配の化学反応は緩和現象として，拡散支配の化学反応は遅延現象として，また
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準安定状態は内部力学変数の綬和として，不可逆過程の熟力学の立燭から狸解できること

を示した．さらに化学反応の現象論的な解肝を企てていろ．

4・34 応における溶媒効果の研究

助教校妹尼 学

比絞的箇皐な有搬液!El反応における溶媒の役割について，理論的な検吋を加え，また溶

媒和エネJレギの測定，核磁気共嗚法などを用いて実験的検討を迎め，さらに求核四投反応

における溶媒の寄与を吸収スペクトルにより追跡した．

4・35 成瞬付加反応の反応機構に閃する研究

助教授妹尾 学，助手（特別研究員） 白石振作

1, 3—双極成環付加反応は， 一応イオン的協奏反応で説明されているが， それでは説明

しきれない点が非常に多い．その点を明らかにする為に，その反応を統一的に解釈出来る

理論またはモデルを設定し，それと実験結果とを比較検討する．主としてニトリルオキジ

ドとオレフィンとの反応を取り上げて研究を行なっている．

4・36 多環芳香族化合物の合成に関する研究（継続）

助教授後藤信行・研究員西 久夫・研究揺託~ 金川

大学院学生小川昭二郎・大学院学生時田 澄男

アセナフテン， ビレン， ヒ°ラゾールアントロン，キナクリドンなど多牒芳香族化合物の

ハロゲン化，アミノ化などの反応に関する研究を継続すると共に，新たにジベンゾアント

ロニ｝レの合成とその化学について研究を行なっている．ジベンゾアントロニ）レについては

従来 3,31ーニール化合物のみがよく知られているが， 9,9'-, 5, 5'ーニー）レ化合物の合成

についても再検討を行ない，これらを経由してさらに多数の環を有するジビオラントロニ

Jレの合成について研究中である．

4・37 芳香族イミンに関す研究

助教授後藤信行・助手（特別研究員） 中島利誠

大学院学生国部 寛

われわれはさきにナフチJレアミン系化合物のァ線照射により常温で 1080・cmの比抵抗

を有し有機半恐体と見なされる物質を得たが， 同様な物買は pーアミノジフェニJレアミン

塩のr線照射でも得られ，いろいろの解折結呆より芳香族イミン型化合物ないしはその酸
化生成物と見なされる．

このような性質はアニリン塩の酸化により得られるエメラルジンなど比絞的珠数の少な
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い芳香族イミン型化合物にむしろ明瞭に認められ，上記ナフチ｝レアミン系半尋体も，ナフ

タリン環がせいぜい・s-4個縮合した化合物と認められるので，テトラフェニ｝レイミン，
トリナフチ｝レイミンなど縮合度の低い芳香族ポリイミンの段階的合成について研究を行な

い， N,N'ージ(aーナフチル）ー1,4ーナフチレンジアミン（トリナフチ｝レイミン）を新たに合

成した．

4・38 ポリナフチレン系化合物に閃する研究

助教授後藤信行・技官高坂 忠

ポニフェニ｝レイミン系化合物についてはすでにかなりの郡屯性が認められ，等電性塗料

への利用研究も行なわれているが，ポリナフチレン系化合物についてはあまり研究は行な

われていない しかし東京大学物性研究所，井口洋夫教授らの研究によればすでにナフタ

リン単位4個のカテリレンにおいて 10-50-1cm-1の郡電性を有することが認められてい

る．われわれはペリレン C20H12を出発原料としその2個縮合したカテリレン， ないしは

3個縮合した新らしいポリナフチレン系化合物の合成研究を開始し，中間物のモノハロゲ

ン化合物， ジペリレニルなど新物買の合成に成功した．

4・39 糊料のレオロジ（継続）

教授中村亦夫・助手甘利武司

糊料にはデンプン糊をはじめとして，海草糊，セルロース誘迎体そして合成高分子糊な

ど種類が多く，またその用途も食用，洗た＜仕上用，接許用，製紙用および捺染用など非

常に広い，そしてその物性はレオロジ的にみて種類ごとにいちじるしく異なるとともに，

その用途もまた特異なものを要求する． こうしたことから糊料の分子構造とそのレオロジ

の閃係を追求することは，用途に応じた新しい糊料の開発に誠に大切である．

こうした研究のために，改良B型枯度計，ストーマ粘度計，定常流弾性測定機，電磁変

換型レオメータおよび回転振動型レオメータオールマイテを購入または試作することで整

備し，既存および新合成の糊料についてレオロジ的物性を徹底的に究明している．

4・40 特種糊料の製造研究（継続）

教授中村亦夫・研究口渡辺鋼市郎

水溶性の糊料は洗剤，洗濯仕上剤，石油井戸の泥水用，掠染および食品用などと広い用

途があり，その用途に応じてその要求するレオロジ的性質はおのおの異なっている．カル

ボキシ・メチルセルローズ(CMC)は原価でしかも屈敗せず，熊祝性であるなど極めて良

い糊料ではあるが， しかし捺染などに使用するとアルギン酸にくらべて，はなはだしく劣

る点がある． さて CMCのような繊維索誘迎体をとってみると， その原料の重合度， そ

の尊入抵の証および腫類によっていちじるしくその性質を異にするので，まずこの点につ
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いて系統的に研究を進め，用途に応じた特種糊料の作製研完を行なっている．最近は新し

い溶媒法による CMC製造法によって，ア）レギン酸と同じ弾性性を示す CMCゃ， エー

テル化度3に近い CMCを製造することに成功した．

4・41 接沿に厨する研究

数狡中付亦夫・助手甘利武司

接芯現象はいわゆる炭酋剤関係の外，塗料や印闊インキなど多方面に深い［月連をもつも

のであり，多くの研完もあるが，末だに解決されてない点が多い．研究虫ては［直々の紙や

プラスチックスの接臼剖の阻J題について，素材と液体の接触fりを中心として晶混的に研究

を進めている．

4・42 多孔性触媒の有効係数にlxlする研究（継続）

助教投河添邦太朗・ 助手杉山衣批子

活性炭などの多孔買体の有効拡散係数を隔膜法における定常拡散と勁的吸着における非

定常拡散において測定し，両者が一致することを認めた．

また活性炭のごときマクロ孔とミクロ孔を有する bidisperseの細孔分布を持つ触媒にお

いては全体の吸許あるいは反応速度がミクロ孔拡散辿度によって支配される場合のあるこ

と，ならびにミクロ孔の吸着辿度の有効係数への寄与の考察も行なった．

Gillilandの抵抗係数を用いる関係が適用できることを認めた．

4・43 触媒の反応選択性に関する研究

助教授河添邦太朗・助手杉山衣m子

X閏ならびにA型合成ゼオライトによる n-,iso-, tert-butanolの脱水反応に閲し，これ

ら触媒の選択作用を定常流通法，パルス法の二法によって検討した．その結果合成ゼオラ

イトは反応系に対しても分子節作用を示し，脱水反応活性，オレフィン異性化活性を有す

ることがわがったまた，活性化エネルギおよび触媒の有効係数の測定も行なった．

4・44 表面拡散に閾する研究（継続）

助教授河添邦太朗・大学院学生本木 稔・大学院学生呉 建極

固体表而の吸許分子の 2 次元拡散に関して，活性炭—CO2, CH.1, ベンゼン蒸氣などの系

について隔膜法装四を用い研究を行なっている． 吸芯凪の比佼的多いこれらの系では，

Gillilandらの抵抗係数を用いる関係が適用であることを認めたまたプロピレンの担体付

白金触媒による水添反応，活性炭触媒による沃化水素合成反応等の系における反応原料の

表而拡散と触媒有効係数との関連について実験的に検討した．
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4・45 逆移動屈型固液接触装置に関する研究（継続）

助教授河添邦太朗

固体粒子を塔内で通常と逆方向に上方に移動させる移動屈装置を試作し，粒状活性炭に

よって糖液の脱色を行ない，活性炭の循環凪 (burningratio)と脱色率の関係を求めた．

また粒子の移動時におけるスラリ供給紐，供給圧，粒子の混合などについて検討し，実装

置設計方式を確立した． ついで MR型イオン交換樹脂による純水製造に関して述提的研

究を実施中である． （一部試験研究費）

4・46 RI利用によるイオン交換採作の研究（継続）

助教授河添邦太朗・助教授竹内 瀕

22Na, 24Naを含む NaCl水溶液を Na型陽イオン交換樹脂屈に通して同位体交換を行

なわせ，流出液の放射能強度の変化（破過曲線）を液浸型 GM管によって測定した． ま

た zzNaで椋識した Na型樹脂粒1個を空塔またはガラス球充漿屈において NaClを通

し，放射能強度の低下をシンチレーションカウンタにより測定した．これらの結果から液

境膜物質移動係数，粒内拡散係数などを求めた．

4・47 吸着法による放射性廃棄物処理

助教授河添邦太朗・助教授竹内 瀕・研究揺託川井利長

原子力施設などよりの放出ガス中の放射性ガス（主として ssKr, および放射性ヨウ索）

の吸泊除去について検討し， 吸泊平衡，物買移動係数の測定を行なった. S5Krについて

はさらに活性炭を用いて高圧下の吸着平衡を測定し， pressureswing cycleによる除去お

よび濃縮のプロセスを検討した．

4・48 充損屈における流体の軸方向混合

助教授竹内 瀕

立方格子状の規則充炭屈および不規則充炭屈について， KC!をトレーサとする水溶液系

で，周波数応答により軸方向混合を検討した．

4・49 新しい有檄試菜による工業分析法（継続）

教技武藤義ー・助手和田芳裕

従来から新しい有機試薬を工業分折法に応用する研究を行なっているが，その一環とし

てス）レホナゾ皿が長鎖の第4アンモニウムと鉛体作り，それが溶媒抽出できることを利用

して陽イオン活性剤の光度滴定を行なった．またキレート試薬の一種であるジエチレント
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リアミンペンタ酢酸 (DTPA)の水銀錯体を用い，電解反応によって各種の金属イオンと

附換して定屈する方法についても研究した． （一部科学研究費）

4・50 クーロメトリに関する研究

教授武藤義ー・大学院学生高田芳矩

前年度に試作した巳籾密電凪計（アナログ計邸搬の積分回路を利用し，ディジタル電圧

計でクーロン数を直証まるもの）を用いて，ダプルセルクーロメトリの検討を行ない，亜

鉛イオンなどの分折に成功したまた回転ベリウム霞極および特殊フッ素イオン活性電極

を指示桓として用いる定電流クーロメトリ法の研究を行なって， フッ索の分析を行なっ

た．

4・51 液体クロマトグラフィにlflする研究

教授武藤義一

液体クロマトグラフィにおいてガスクロマトグラフの検出器のような汎用型検出器の開

発の茄礎研究を行ない，定霞位法によるフロークーロメトリ方式による霞解セルを試作し

て，イオン交換カラムと組合せて，十数種の陰イオン，若干のアミノ酸および各稲の希土

類元菜イオンについて検討を行なった． （一部旭硝子工業技糊奨励会助成金）

4・52 可溶化分散染料のボーラログラフ的研究

助教授早野茂夫・助手（特別研究員） 篠塚則子

分散染料の非イオン界面活性剤溶液への可溶化をポーラログラフによって険討し，可溶

化搬構の解明を試みた． （一部総合研究費）

4・53 薄尼クロマトグラブ法の改良に関する研究（継続）

助教授早野茂夫• 技宮佐藤和子

薄門クロマトグラフ法の再現性を向上し，定凪化を行なうために，試料の自動塗布装置

を試作し，濃度計によって定鼠を行なった本法の応用の一例としてア）レキJレフェノーJレ

系非イオン界而活比剤の分折を行なった．

4・54 有槻化合物のポーラログラフ的研究（継続）

助教授早野茂夫・助手（特別研究員） 篠塚則子

直流ならびに交流ポーラログラフなどを用い，芳香族ニトロ化合物，テトラクロルア）レ

カン類，アルキJレヒドロパーオキシド，アミノアントラキノン系化合物の電気化学的性質

を調べ，電解機構を検討した．
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4・55 400℃ -900℃ における鉄鉱石の還元に関する研究（継続）

教授故雀部高雄・技官江本房利

鉄鉱石の遠元速度は， 700℃ 付近の異常点で還元速度が遅くなり，低温直接還元法の妨

げになっている．異常点において遠元率が 80%をこえると還元速度が遅くなる．その際

の未退元物について研究し，この異常現象を回避するための科学的根拠を追究した．

4・56 1000℃ -1300℃ におけるペレットの遠元に園する研究（継続）

教授故雀部高雄・技宮江本房利

銃鉱石ペレットを 1000-1300℃ で 80%以上遠元すると，遠元速度が不辿続的にしか

も急激に低下する異常点の存在することを認めた．この異常点の生ずる原因を究明する研

究を行なっている．

4・57 ラテライト鉱石からの高ニッケル鉄の製造についての研究

教授故雀部高雄・技官江本房利

ラテライト鉱石を遠元すると，含有Ni酸化物はほとんど遠元される． この点に着目し，

ラテライト鉱石中の Ni酸化物と， 酸化鉄を撰択的に遠元して， 酸化鉄を分離すれば高

Ni-Feが得られる． これらの製錬方法と， Ni-Fe製造の拡礎研究をおこなっている．

4・58 固体遠元剤配合ペレットの遠元に関する研究

教授故雀部高雄・ 助手（特別研究員）大蔵明光

粉鉄鉱石に固体遠元剤（コークス，石炭，木炭）を混入し，ふん囲気を酸化性，還元性

の両者において加熱し，混入遠元剤により粉鉄鉱石が遥元される機構を研究し，酸化性ふ

ん囲気でも混入剤の選択と加熱条件の選択により極めて高い遠元率を得ることが出来た．

またこれらの結呆により，新しい直接遠元法の基嚢が確立されつつある．

4・59 固液共存温度付近における銑鉄中の黒鉛の析出についての

研究（継続）

教授故雀部高雄・助手（特別研究員）大蔵明光

融点よりあまり高くない温度範囲における溶融金属の構造は，固体結品構造に近い準結

晶構造をもっている．本研究においては，銑鉄の固液共存温度付近の溶融鉄の構造が固体

結晶に近い準結晶構造をもつものと考え， この準結晶構造と固体結晶との間の相の変態の

際に銑鉄中の黒鉛はどのような挙動を示しうるかを研究している．
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4・60 鋳鉄の塩基性鉱滓処理による球状黒鉛の晶出に関する研究

教授竺雀部高雄・助手（特別研究員）大蔵明光

大学院 ダルリス・テネク

鋳鉄中の黒鉛の形態は含酸索，硫黄凪によって変化する．そこで塩凸性スラグの霞気化

学的性質を利用して，鋳鉄中の珪素による自己脱酸と，黒鉛の形態変化を研究し，球状黒

鉛の晶出殿桐に関して一定の成呆を得た．

4・61 鉄 Whiskerの製辿に関する研究（継続）

教授故雀部高雄・助手（特別研究旦） 大蔵明光

結品構造的に欠陥のない鉄の「せんい状徴小単結晶」すなわち Whiskerは理論的最大

強度に近く，しかも高温に強く，耐蝕性がよく， 疲労にも強い. FeCl, ・Fe203系原料か

ら各種の大きさの鉄 Whiskerを歩留りよくつくることを研究し，それらの超強力無欠陥

鉄の悲本的性質．，特に Whiskerの成長機構を Whiskerの諸性買との関係を解明し， 工

業的応用の可能性を拡大するための研究を行なっている．

4・62 辿続ガス分析による高炉の特性の研究（継続）

講師中根千宮・技宮桑野芳ー・技官鈴木吉哉

試険高炉と大型高炉の炉頂ガス組成および温度の連続測定による両者の典型的な特徴の

は握，さらに連続測定可能鼠のみをもちいたガスの利用率と直接遠元領域における直接，

間接遠元率の連続的叶冥，ならびに第 16次，第 17次，第 18次試験において高送風段

階における炉頂ガスの異常変動の原因などを調べた．

4・63 製鉄用シャフト炉におけるコークスの燃焼特性に関する研究（継続）

講師中根千宮・技官鈴木吉哉

製鉄用シャフト炉におけるコークスの燃焼は送風の酸素によって行なわれるという点で

共通性を持つが，高炉とキュボラとではその燃焼特性に品本的な相迩がある． このような

燃焼特性の相迩を規定する法則性を確かめるために，小型モデル炉によりコークスの燃焼

実験を行なっている．

4・64 製鉄過程におけるケイ索の遥元に関する研究（継続）

詞師中根千宮・技官金 鉄祐• 技術補佐員上田一滑

高炉の原燃料中にある Si02が遠元されてメタル中に吸収されて行く過程を詞べるため，

霞解鉄と黒鉛を用いて 1200-1500℃における遠元実険を実施し， Siの遠元搬構と律速要

因などを研究した．
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4・65 高炉の送風限界に関する研究（継続）

教授故雀部高雄・教授餡 充

講師中根千富・ほか 17名

試験高炉の第 18次操業のさい，装入原料の粒度を細かくして試険を行なった． この結

果，低送風段陪より部分的流動ないしは吹き抜きが認められ， 8.5 Nm3/min近くの送風で

はスラッギング状態となった． この間に炉内各部のガス組成，温度および炉内圧の徽圧変

動を測定し，送風限界を規定する主要因が荷の運動状態であって，かつ熱的要因と物理的

要因がほとんど同時に視われたことを確認した．この結果を大型高炉にスケー）レ・アップ

することを試みた．

4・66 鉄の科学と技術の相互作用の歴史的研究（継続）

技官中沢設人

金属の科学は冶金技術との深い相互作用のもとに発展してきた． この相互作用は歴史的

にきわめて複雑である. 18批紀以来，金屈材料学，金屈組織学および金属物理と金属の科

学が発展してきた跡を明らかにすることによって，冶金技術の発展との内的連関を解明

し，鉄鋼技術の将来の発展を支配する諸契機を検討している．

4・67 高炉炉内圧の変動に閲する研究

講師中根千宮・技官桑野芳一

技官大谷啓ー・技術補佐員松崎幹康

試験高炉とモデルの各々について，シャフト部の炉内圧を連続測定記録し，送風絨の増

大に伴って，装入物の連動状態が変化し，炉内圧の徽圧変動部分にこれらの状態が反映す

ることを確めた． これによって炉況の判定，最適粒度の選定などを知ることができる．

4・68 直接遠元幣に閃する研究

講師中根千宮・技官桑野芳一

技官本田紘ー・技術補佐員岡本 賢

試験高炉による送風限界試険より，送風紐が増大する過程で分級効果が生じ，鉱石荷が

未遠元のまま直接還元帯に突入することが推定された．ここにおいて，これらの条件下に

おける遠元反応搬梢を解明し，炉頭ガス組成の異常変動との関連を追求した．
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4・69 酸化物・炭素陽極ならびに炭化物陽極を用いる溶隠塩電解

製練法に関する研究（継続）

教授江上一郎・ 助教授明石和夫

助手大畠忠男・技官鈴木鉄也

金属酸化物と炭索あるいは金属炭化物から成る特殊阻極を成形焼成し，これを用いて溶

面塩化物浴，フッ化物浴を電解し，陰極で目的金属を採取すると同時に，励極中の金屈成

分を浴中に溶出させるか，塩化物，フッ化物として回収する電解製錬方式の砧靡的研究を

行なっている．

4・70 の製錬に関する研究（継続）

教授江上一郎・助教授明石和夫

技官鈴木鉄也・大学院学生黄 仁砧

新金属，希金屈に属する一群の金属の採取法，籾製法の砧靡的研究を，乾式製錬の立坦

から行なっている．とくにジルコニウム，クンタル，ボロンなどの溶漁塩霞解採取に関連

のあるフッ化物錯塩，酸化物，塩化物を含む混合浴の特性を電気化学的測定手段を利用し

て検討している．またハロゲン化物の水素氾元による金屈生成過程の解折を顕徽鋭観察と

熱天秤実験結果に悲づき行なっている．

4・71 半均体金屈へのメッキに田する研究

教授江上一郎・助教授明石和夫

研究嘱託三宅重信・ 助手大島忠男

ゲルマニウム，シリコンなどの半蔚休金屈に特殊金屈をメッキする場合の特異現象の乳辛

析と，メッキ後の処理，性質の変化の検討を行なっている．

4・72 プラズマジエットの製錬への応用に閃する研完（継続）

教授江上一郎・助敦授明石和夫・助手石塚隆一

直流アーク方式によるアルゴンあるいはア Jレゴン• 水素プラズマジェット下の超高温を

利用する金屈酸化物の炭素氾元反応，金屈バロゲン化物の水素屈元反応，熱分解反応など

についての研完を行なっている．五酸化ニオプの迅速匹元により高純度の金屈ニオブを得

ている．

4・73 プラズマジエットによる金属の緒製に関する研究

助教授明石和夫・助手石塚隆一

プラズマジニットを利用する金屈の諮鈍法について検討している．純度 90%以下の無
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定形ホウ索より純度 99%以上の結晶ホウ索を得ることに成功し，梢製による諸性質の変

化を明らかにした．

4・74 プラズマ炉による超硬耐熱金属化合物の合成に関する研究（継続）

助教授明石和夫・助手石塚隆一

アークプラズマジニットを利用した反応炉による金属ホウ化物，炭化物，窒化物，ケイ

化物などの合成法と物性の検討を行なっている．本年度はチタン，ジルコニウム，ニオプ

の炭化物を中心に研究を進めた．

4・75 金属粉の熱間圧延（継続）

助教授原善四郎

金属粉の直接圧延における欠点を改良するには金属粉を熱間で直接圧延すればよいこと

に着目し， この蔽礎として高級金属粉を酸化を防止しつつ均ーに圧延ロールに供給する方

式の開発をすすめ，ガスバーナの燃焼でホッパから落下する粉末を加熱する方式の装置を

設計し， これを横型圧延機にとりつけて鉄粉の熱間圧延を行ない，圧延可能の粉末粒度，

圧延ロール周速を検討した．

4・76 瞬間抵抗焼結法の研究（継続）

助教授原善四郎・研究員坂井徹郎・技官板橋正雄

加圧方向に対して垂直の方向から通屯する方式の抵抗焼結法を開発し，この方法によっ

て鉄粉の焼結を試み，加圧力，通’這電力などの要因の焼結体の性質におよぼす影唇を検討

した．アルミナ微校子添加による分散強化型合金製造への瞬間抵抗法の応用の可能性を調

べるため，同法による Fe-Ah◎焼結体の高温引張り強さ，クリープ破断試険を行なった．

4・77 銅粉の直接折出の研究（継続）

助教授原善四郎・ 助手阿部照惰

有機遠元剤による硫酸銅水溶液の遠元で析出する銅粉の形状は，遠元温度，時間，冷

却，遠元剤添加の諸条件をおえてもなお再現性に乏しい この原因は，加熱にもとづく硫

酸銅水溶液自身の変化にあり，さらに実険装四と方法の如何がこの変化を一屈複雑にする

可能性のあることを確めた．また，各種形状の成長過程，遠元機構についても二三の新し

い知見を得た．
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4・78 合金の折出硬化現象に閃する研究（継続）

助教授西川桁ー・助手長田和雄

技官小林繁美・大学院学生円谷和雄

Cu-Fe合金の初期時効，復元現象，冷間加工に伴う析出相の変態および再固溶について

研究を行なっている．

Cu-Cd合金の性能改苫の目的で Cr,Sn, Beの微鼠添加の影曹を，様械的性買，霊気伝

等性，耐熟性の而より樅討した．

Pb-Sb(l-2%)合金の折出速度，析出形式，析出物の動的安定性におよぼす微鼠添加元

素 As,Te, Snの影轡を検討中である．

Al-0. 3% Zr合金の析出硬化および再紘間特性におよぼす微益の Fe,Siの影轡を検討

した．

4・79 金屈材料の水索ぜい性に閃する研究（継続）

助教授西川鞘ー・技官小林繁美

湿式電解により水素宮化した SK-5高炭素鋼のベーキングによる回復過程を研究した．

裸のまま，ラッカ塗布，カドミウムメッキと表面被膜を変化させても，その回復のための

活性化エネルギはほぼひとしく，鋼中水素の拡散のための活性化過程よりかなり大きい工

ネルギを必要とすることが判明した．

4・80 合金の状態図に関する研究（継続）

助数長西川桁ー・助手長田和雄・大学院学生王 啓一

主として断熱型比熱測定装四により，高純度金属を使用して，低融点合金の状態図の研

究を行なっている．現在は Sn-Cd系のB相を中心として，合金の冷却凝固速度と状態図

の平衡値よりのづれかたを調査している．

4・81 金屈の拡散に1臭lする研究

助教授西川粒ー・助手長田和雄・技官小林繁美

Al中えの Znの拡散を研究した． アルミ線の表面に湿式電解で亜鉛メッキを施し，ガ

ラスカプセル中にアルゴンガスと共に封入，加熱に伴う Znの濃度分布をX線マイクロア

ナライザでしらべ，線材の電気抵抗変化，機械的性質変化を調査した．現在実験データの

解析を行なっている．
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4・82 鉄鉱石の還元檄構に関する研究（継続）

教授加藤正夫・助手佐藤乙丸・大学院学生杉江逹也

酸化鉄の遠元過程における炭索折出および硫炭の炭素析出抑制効果を， "'Cで原識した

coおよび 353で椋識した圧S*を用いて， トレーサ法とオートラジオグラム法により潤
らべ，還元生成鉄中の格子欠陥などによって炭索析出が促進されること，また H2Sによっ

て炭素の祈出，セメンタイトの生成がいちぢるしく抑制されることが定鼠的に明らかにさ

れた．

4・83 耐食性高カアルミニウム合金の研究

教授加Ji蒻正夫・研究嘱託島 宏・大学院生劉 勝利

高耐食性 Al-Mg合金に Znを添加した展伸材について，引版強度，硬度，耐食性，組

織変化の実験を行なっている．今年は， Mgと Znの成分比を変えて，たとえば， Zn絨

が 2Wt%になると耐食性が急激にわるくなり伸びもさがること， Mgが 9Wt%になる

と加工性がわるくなり脆くなるなどがわかった．

4・84 新強力鋳物用ア）レミニウム合金に閃する研究

教授加藤正夫・研究生宮里英隆

Al-Si-Mg, Al-Si-Mg-Cu, Al-Cu-Mg, Al-Cu系合金の不純物として， 鉄を 0.1-

0.13%に下げ， Tiを少最添加することにより，強度と延性を高める研究を行なった．諸

試験の結果，全合金の最大強度と最大延性を得る熱処理条件と， Al-Si-Mg系合金が強度

が高いにもかかわらず耐食性に欠けることがわかった．疲れ強さについては， A356系合

金を除き 107回の繰返しでは 8kg/mm2に耐えた．実体強度は適切な鋳造法を行なえば別

鋳込試険片以上の位を示した．

4・85 アルミニウムおよびその合金の動水腐食に関する研究（継続）

教授加藤正夫・助手井上 健・研究嘱託島 宏

アルミニウム合金が水との環境のもとに用いられる場合が非常に多い． しかもそれが流

動水に接して用いられる場合が多く，このときの腐食ば流速，温度，成分イオンによって

静水時とは非常に異なる．かつ苛酷な挙動を示してくる．そこで本年度は一般の水道水を

用いて励水腐食試険を行ない，腐食因子としての流速および温度の影密を明らかにした．

4・86 放射化トレーサ法ないしは放射化分析法による金属腐食の

研究（継続）

教授加藤正夫・研究員小林昌敏・助手共上 健

金属の腐食機構を RI利用によって解明する研究であり，一般のトレーサ利用によって
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試料を椋識する方法をさけて，直接試料を放射化し (n,r), (n, p), (n, a), (d, n)などの反

応で生ずる多重標識成分をマルチチャネル波高分析器によって追跡するものである．本年

度は，おもに Cu,Mn,Gaなどを含有するア）レミニウム合金を作成し，これら合金の初期

腐食挙動を放射化トレーサ法によって調べた．その結果， Cu, Gaなどの元素はアルミニ

ウム合金の初期尉食に著しい影菩を与えていることが明らかになった．

4・87 塩化力）レシウムおよび塩化ナトリウム溶液中での大型構造

材用アルミニウム合金の耐食性に関する研究

教投加障正夫・ 助手井上 健

塩化カルシウムは冬期積雪地方において道路などの除雪のために使用されるが，陸橋・

ガードレールなど 5083,6061アルミニウム合金の構造物に対して，低温での塩化力）レジ

ウム溶液の腐食性が問題となる．また海岸地方でこれら合金を使用する楊合には塩化ナト

リウム溶液による腐食が問題となるが，さらに塩化力）レシウムとの比較を考屈して耐食性

を調べる必要がある．本年度は腐食液の濃度 0.01-3. 0%, 温度 0-30℃の範囲でこれら

合金の腐食挙動を調べ多くの有意義な結果を得た．

4・88 各種水溶液によるア）レミニウムのピッティングに関する研究

教授加藤正夫・助手井上 健

各種イオン添加の純水溶液中での純ア）レミニウムの腐食挙勁およびヒ゜ットの発生につい

ては未解決の多くのことがらが残されている．これらに関して溶液中のイオンがいかなる

影唇を与えるかを調べる実険を行なった．その結果，腐食を促進するイオンおよび抑制す

るイオンの組合せによってはア）レミニウムの腐食およびヒ°ットの発生に著しい彩唇を与え

ることがわかった．

4・89 金屈クリープ変形搬構の転位論的研究

助教授石田洋一

クリープ強度の由来を転位網に求める研究の一瞬として，このモデルの弱点たる熱活性：

の起源をつきとめるため Fe-Mn合金の定常クリープ中応力を微小鼠減らして，その際の

クリープ辿度変化と対応する転位密度の変化を測定したところ，クリープ回複は二段階で

起っており，転位密度は第二次のゆっくりした回復にのみ関係することが判明した．

（一部科学研究費）

4・90 金屈結晶粒界の徽細構造

助教授石田洋ー・委託研究生長谷川隆

超高圧電子顕微鍛 (IMV)で金属法膜を透過観察することによって金屈結晶粒界のもつ
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規則的な下部構造を直接分析できることを見出した．分析の結果，金属結晶粒界はその多

くが Coincidence関係に韮づいた規則的な領域を含み， このまわりに粒界転位列および

粒界階段が配四することによって方位関係のずれをうめあわせた構造になっていると考え

られる．

4・91 クリープ泣界すべりの機構

助教授石田洋一

耐クリープ材は通常のクリープ変形に対する強度を向上させた結果，別種のクリープ搬

構が無視できなくなっている傾向がある．そのひとつとして粒界すべりや拡散クリープが

支配的な揚合につき，弦界クリープの理論的上限を計算し，粒界すべりを粒界転位の粒界

拡散に伴った動きとして説明するモデルを提出した． （一部科学研究喪）

第 5 部

5・1 原位置土の性質の試験法（継続）

助教授三木五三郎

原位置土の性質を各煎のサウンディング方法その他で試験する方法を比較研究するた

め，千葉実験所に設四した原地盤状態再現モールドを用いたり，新しい埋立地の均ーな軟

弱地盤などで基本的および応用的実験を行なった．

5・2 工学的土性図作製に関する研究（継続）

助教授三木五三郎・研究嘱託成瀬 洋

工学的土性図の作業地域として京葉工業地帯を選び，チュウ積低地とその下に伏在する

洪積屈の土府について，地盤としての工学的な性買とそこに構築される蒻礎構造との関連

性について研究し，これらの結果を図示する縮尺 1/25,000の新しい工学的土性図を作製出

版した． （受託研究喪）

5・3 チュウ禎土へのグラウチングに関する韮礎的研究（継続）

助教授三木五三郎

チュウ積地盤の性質の改善をはかるために開発され実用されている各穂のケミカルグラ

ウトについて，その浸透性と注入地盤土の強さおよび止水性の改良効呆との比絞実験を，

小型モールド，地盤状態再現モールドおよび大型ヒ゜ットを用いて実施した．

（科学研究費，受託研究費）
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5・4 アスファルト混合物のくりかえし荷重による安定性

教授星埜 和・助手板本歳勝

配合の異なるアスファルト混合物についてくりかえし圧裂試験を行ない，安定性試険と

しての適性を検討した．

骨材粒度の異なる 3前のアスファルト混合物について圧裂試験とコヒジョメータ試験を

行なって比較し，安定性試験としての適性を検討した．

5・5 道路線形の研究（継続）

教授星埜 和

クロソイド曲線を線形要素として用いるときの道路線形設計法につき研究した．

5・6 道路交通制御の研究

助教授越 正毅

交通信号の而制御手法について研究し，プログラム形式を韮調とする新しい制御アルゴ

リズムを開発したまた，これについての実験に許手した． （受託研究喪）

5・7 河床変動の特性に関する（継続）

教授井口昌平・助手吉野文雄

改修区間の河川のように，河床が可勁な河川では，流れと河床物質との間の相互作用の

結果，河床の形が砂れきたいの発逹によって特徴づけられることに注目して，その相互作

用を明らかにすることを目的としてこの研究が行なわれている．そのために実険室内の直

線開水路の中に砂を敷き，流によって砂れきたいを発生させ，その流れの水狸要素と河床

形状とを求め，それによって上記の相互作用の解明につとめる． （一部総合研究費）

5・8 水文学の研究の発展経過に関する調査（継続）

教授井口昌平・助手臼井茂信

水文学の研究の完展の経過を，国際的および国内的な段階において，文献的に調査す

る．これによって水文学の自然科学上および産業上の意義の明確化に寄与しようとする．

（一部総合研究費）

5・9 浩湾の外郭および内部の諸施設の配置に関する水理学的研究

教授井口昌平・助手臼井茂信

特定の池湾の外郭および内部の諸施設の配置が造内の水理状態に及ぽす影密を明らかに
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すること，およびそれらの施設の配置に対する特定の計圃を水理学的に検討することを目

的とする実険的研究． （受託研究喪）

5・10 実体写真測最を利用した精密測定（継続）

教授丸安隆和・助手大島太市

実体写真測砿の方法を用いて桁密な三次元的測定を行なう方法を開発し，自動車の車体

の線図化，構造物の偏位皇測定などに広く応用することを研究している．なお，本年度は

動く物体の測定を試みた．

5・11 航空写真による雪の研究（継続）

教授丸安隆和・助教授中村英夫・助手大恥太市

航空写真を用いて，雪崩れの研究，および紐雪絨測定を行なっている．こ汎は生産施設

の雪害防止におよび水力発電用の包蔵水力を知る上に重要な怠味を持っている・

5・12 土木工学における自動設計

教授丸安隆和・助教授中村英夫・助手村井俊治

道路，鉄道などの路線設計および橋梁などの土木構造物の設計問題に，航空写真測最，

電子計鉱自勁製図などをとり入れその最適解を求める合迎的かつ迅速な設計法の確立を

目論んでいる．

5・13 高炉セメントを用いたコンクリートの研究（継続）

教授丸安隆和・助教授小林一,1哺・研究嘱託阪本好史

高炉セメントを用いたコンクリートの性質およびその使用方法についての研究を行なっ

ている．

5・14 構造用軽量コンクリートに関する研究（継続）

助教授小林一輔・助手伊藤利治

工場生産による軽箪 PC部材を対象とした高強度軽班コンクリートに関する研究を行な

っている．現在はでき得る限り短期間に，高強度（圧縮強度で 400kg/km2以上）が得ら

れるような軽盈コンクリートの製迦条件について検討を進めている．

5・15 土木構造物の耐震性に関する研究（継続）

教授久保皮三郎

発電所サージタンク，高い橋脚の大スパン桐梁などの地震による動的応答について計罫
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し，地震時の挙動を明らかにした．軟弱地盤上の構造物基礎の耐震設計を研究するため，

土のモデル化による振動解折を行なっている． （一部科学研究聾）

5・16 大型授動台による構造物の振動試験

教授

大型振勁台を用いて杭甚恐をもつ構造の振励試険を行ない，杭同辺の土の杭におよぼす

形告を研究し，杭を支持する条件と，杭を押すときの条件を明らかにした．椙近物前而の

土の構造物の安定におよぼす作用についても研究した．

5・17 煎々の燒界条件を有する る研完

闘師吉田 裕

令有限要索法と差分法との接点となる平板曲げの解折法を独自の立畠から開発し，種々の

形状および境界条件を有する平板構辿の解折を行い，同時に溝つき板や I桁を埋め込んだ

コンクリート床阪の曲げ試険を行なって変厚板の解折に閃しても諮良の高い解折を行なう

ことができることを確認した．

5・18 二次元および三次元応力の解析（継続）

教授坪井善勝・助教授川股璽也•技官塩屋簗松

Finite Element Methodによる連続体の釣合方程式に MatrixIterationを適用し， 任

意境界をもつ二次元，三次元弾性体を解析するプログラムを開発している． これを用いて

壁式ラーメンにおける二次元問題および回転体の軸対称問題（二次元）・非対称問題と三次

元問題を追及している．

5・19 PCPV (プレストレスト コンクリート 圧力容器）に関す

る研究（継続）

教扱坪井恙}1分・助教授川股重也・ 技官塩屋繁松

原子炉容器としで注目されている PCPVについて，応力解折，設計法，終局耐力など

について総合的に研究を進めている．弾性応力に関しては，厚肉シェル，厚板の性状，；｛反

シェル接合部ならびに開口部周辺の応力集中などを璽点的に追及している．

5・20 立体骨組の応力解析（紬続）

教授坪井善勝・助敦授川股菫也

マトリクス変位法による任邸形状立体骨組の応力解板法の研究で，計邸過程における1系
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数行列作成の合理化と，大規模構造の Iteration解法に新しい方法を採用した.FRANな

どに対して，プログラミングの容易化と，記脳容紐の縮小化を狙いとして，開発を進めて

しヽる．

5・21 変位，ひずみ測定におけるモワレ法の研究（継続）

教授坪井善勝・助教授川股重也

2次元的な変位，ひずみの測定に威力をもつモワレ法について，基本格子の作成，実験

法，モワレ縞の解折法などの茄礎的な実験技術を開発している．また紹写真の自動走査装

閻を試作し，好結果を得た．

5・22 仙面板構遥に関する研究（継続）

教授坪井善肪• 助教技川股重也・助手名須川良平

曲而板（シェル）構辿の弾性理論，破壊性状に関し，次の各項の研究を行なっている．

1) 円筒シェルの特解としての膜理論解の適用性に関する研究．

2) 開口部をもつ円筒殻の研究

3) H.P. シェルの弾性解析

4) つり屋根に関する理論的および実険的研究

5) 立体骨組による円筒曲而構造の解析

6) 容器類の振動解折

5・23 柱，はり接合部の極限解析（継続）

助教授田中 尚

H形断而材による柱，はり接合部が曲げを受けるとき，接合部のウェプの形状，フラン

ジとウェプの断而紐の比によって柱，はりの曲げモーメントの伝述される割合の変化を調

ベ，さらに接合部ウェブ厚を補強したときの，伝逹される曲げモーメントの企塑性モーメ

ントに対する低下率を図表によって示し，設計方法に有益な示唆を与えた．

5・24 鋼板の塑性座屈に関する研究（継続）

助教授田中 尚•講師高梨晃一

鋼板の塑性域における座屈現象を理論的に解明し，従来の実験データと合わせて，塑性

ヒンジにおける鋼板に必要な板輻板厚比の設計｛直を求める．

5・25 地下発霞所の換気方式に関する研究

教授勝田高司・助手寺沢逹ニ・大学院生塘 直樹

地下発電所に換気トンネルを通じて外気を送り込む場合のトンネルによる温湿度の調整
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作用と室内の熱瞬坑とを検討する．

5・26 室内空気分布の相似性に関する研究（継続）

敦授肪田高司・助手寺沢辻ニ・大学院主土呈喬雄

空気晶祖およご吋臭気に伴なう玉内空気の温度および気流追度について戻閏実険を行なっ

て，とくに居住以に閃する祖似則を］璽直ならび実険的に明らか：こする．

5・27 サッシおよぴ外璧扱合部の気密• 水密（継続）

敦長勝田訂司・助手寺沢逹ニ・大学院主片山忠久

サッシおよびカーテンウォール構成材の接合部につき，気密• 水密性詣と風!:E変勁との

閃係を明らかにするための隣腐実険，および性能判定のための試険方法［こついて研究を行

なっている．

5・28 地域冷暖房計画と大気汚染に囚する研究

教授勝田高司• 技官金国正太郎・大学院生石井昭夫

都市計圃および部市再開発の要索として考えられる熱エネルギの集約の面から地域冷暖

房計圃を，災古防除の面から大気汚染間題をとりあげ，その筏l連性と可能性について解明

することを目椋とする．

5・29 住宅設価に閃する研究

教授勝田高司・助手寺沢述ニ・大学院主村上周三

住宅における暖冷房，換気，結露防止等の設備性能の向上を，その怪済的可能性と関連

させながら検甘する．

5・30 窒素を媒質とする音曹模型実験の研究

助教授石井聖光・助手平野開彦

1/nの模型実険では相似則を満たすため！こn倍の周設政の音を用いるので超音波閤域の

音になる場合が多く，空気の音唇吸収が問題となろ．そこで窒素を媒買として相似則を満

たす研究を行ない，常温で特に湿度に注意しなくとも相似則を満たしうることが附化った．

5・31 音轡材料の残苦室法吸音率の測定法に関する研究

助教授石井誓光・技官朝生周二

残唇室内に実際の建策現場と同様な方法で試料を取り付けて嵐l]定する茂唇室法吸音率測
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定の方法について試料の面談，残菩室内の音の拡散状況などと測定結果の関係について調

ベ本年度は特に指向性マイクロホン，相関計などを利用して研究を行なった．

5・32 都市の交通騒音の特性に関する研究

助教授石井聖光・助手平野興彦・研究生山口道征

交通騒音の解析を行なっているが，本年度は特に騒音レベルの変化を統計的に処理する

ためのレベル統計器の試作を行なった．

5・33 軽鼠不燃構造の実用化試作（継続）

教授星野昌ー・助手田村 直

鋼板折曲材を枠とするパネル構造により，住宅，事務所，車庫，アパート，病院，船室

などを試作し， その居住性，温湿度，耐侯性，経済性，防火性などの研究を璽ねてきた

が，公営住宅，公庫住宅などの不燃化の線に沿い，経済的に実用化する設計を進め，試作

をつづけている. 41年度は特にアルミニウム， 石こうなどを利用した間仕切パネルの実

用化研究をとりまとめ軽証不燃化の実用的な工法を試作試験している．

5・34 建築材料の防火力増強に関する研究（継続）

教授星野昌ー・助手田村 直

各種の新材料に対して一定の火災条件に該当する焔および輻射を加えて，その防火処理

方法，被毅厚，取付方法，使用可能の限界などを明らかにし，建築基準法実施に伴ういろ

いろの建築材料と工法の可否の判定を下すべき資料をつくっている．

42年度は特にプラスチック製品，石腎製品，石綿製品，などの防火性能の向上につい

て試験研究を行なった．

5・35 廷築部品の軽誡不燃化に関する研究（継続）

教授星野昌ー・助手田村 直

建築の高屈化に伴って軽且で耐火性のよい材料・エ法の確立が要諮されているので，ス

テンレス，アルミ，ホーロ鉄板，泊色鉄板，石綿板などを外装とし，吹付石綿，岩綿板，

石こう耐火板，珪カル耐火板，気泡コンクリート，軽紐コンクリートなどを裏打材とする

カーテンウォー）レ，間仕切壁などを設計，試作し，その強度，耐火性能，断熱性，遮音性

経済性などを比較研究し，また床の軽鼠化をはかるためデッキププレート，打込みコンク

リート床，中空柿強コンクリート床，気泡コンクリート床などについて，その耐火性を試

験している．
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5・36 高屈建築の排煙機構に関する研究（継続）

教授星野昌一

建築の高屈化と大規扱化に伴っつ火災に伴う煙による死者が増加しているので，スモー

クタワ，給気筒などによる排煙薇構の研究を行なっている．

5・37 住居設計是礎理論（継続）

教授池辺 陽

従来の日本の住居は生活様式，生産方法その他の面に欠陥があり，その解決は重要な課

題である． この研究はその一部として，住居デザインの理論化を目椋として進められてい

るものである．方法として資料分析，実験，実験住宅の設計実施などを併用し，現在まで

に組縦理論をほぼ終了し，現在励的組織，スペースユニットの試作分折を行なっている・

これによって住居の優良度の測定が可能となる．

5・38 建築椋準化の研究（継続）

教授池辺 陽

建築の工業化の巡展は建築各部品の椋準化を必要としている．椋準化の前提条件ともい

うべきモデュー）レ（砧準尺度）について理論および実験研究を行なってきたが， 年＝

2"+2年 I)p+2<n-2) q +2紐ー3>r (pqrは0または 1)によってあらわされる数列を完成し，

その展開を行なっている． このモデュールは建築部材断面より，部屋の大きさ，建築ブ

ロックから都市』十圃にまで適用されるものである．

3・39 居住環度の設計方法（継続）

教授池辺 囮・研究嘱託茂木信明

居住環境をシステムエンジニャリング的には握し，工学的生産組織による瞬境造成を行

なうことを目的として行なう研究であり，現在人口 10万を基本単位とする環境について

検討し，モデル設計を人口 2,000人のユニットを中心として行なったこの研究に関連し

て建築の工業生産の定旦的計圃を進めている．

5・40 建築部品の工業化に関する実験研究（継続）

教授池辺 囮・助手岩井一幸

廷築を部品化し，そのおのおのを工業化することは現在必然的な動向である．これに対

してあらかじめモデュールを利用し，部品化を行ない各部品の性能，翡用などをチェック

することにより，建築部品工業化の前提条件を設定するものであり，現在主として，壁，
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構造体，構造体などの部分についてその実験を進めている．なお金属材料を主とする建築

について宇宙観測研究所への実施を対象として各腫試験，材料，試作を行なった．

5・41 宇宙研究のための建築施設の設計研究（継続）

教技池辺 因・教授坪井善勝・数扱勝田高司

助教授田中 尚・ 助手渡辺足ー（宇宙研）

宇宙研究用建築施設による研究は数年間にわたって行なっており，その結呆を設計に応

用し，鹿児島スペースセンター，能代実険場の設計を行なってきた．研究は設計一般を池

辺，構造を坪井，田中，環境を勝田が分坦した．研究の中心課屈は，鑽構造を中心とした

工業生産的方法，建築空間のフレキシビリティなどを主として進めている．

5・42 設計基礎理論（継続）

教授池辺 隕• 助手岩井一幸

現在の工業設計は，習慎的な方法で行なわれており，今後の展I姐のためには，新しい方

法の確立が必要である．この研究は， その一部として主として家具， TV, 住宅の設計を

通して工業製品の設計の理論化を行なっている．現在基礎資料の分折を行なっている．

5・43 建築の発達の技術史的研究（継続）

教授関野 克• 助教長村松貞次郎

建築も一般技術と同様に原始手工業の段陪から現代の機械生脱の段階への発展をたどっ

てきた．この過程を技術史的に分折し，建築技術の本質と発逹の法則を明らかにすること

は，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を全体的には握するためには不可欠のも

のである．従来の建築史は例外なく芸術史であって，現代の建築技術者の要求にほとんど

無力であった．本研究は建築技術者に対して有用かつ禎極的な示唆を与えるような建築史

の体系を新しく作りあげることを目的としているものである．

5・44 日本近代建築成立過程の技術史的研究（継続）

助教授村松貞次郎・助手本田昭一

器末・ 維新初期において遅入された西欧建築技術の摂取の過桓と，明治時代における発

展の事情とを，工場建築その他において検討し，木追建築技術の近代化の実情・煉瓦造建

築の技法の実際，鉄骨や鉄筋コンクリート建築技術尊入に伴う二三の問題点などを研究し

た．その成呆は「生産技術研究所報告」第 10巻第7号として刊行され，さらに具体的事

例の調査研究および資料の収集を行なっている．
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5・45 日本における建築設計組織の歴史的研究（継読）

助敦授 村松貞次郎

日本における建築設計組織を主要なグ）レープに別け，民間建築家，官公庁営繕，建設業

設計部などとし，その歴史と組織の特質を究明するものである． これによってわが国にお

ける廷築生膨の特買の一半が明らかになり，将来に資するところが大きいと考えられる．

5・46 建築生産工業化過程の総合的研究（継続）

助敦授村松貞次郎・助手本多昭一

建築生産技術は，作業の工場への移行・殿械による大鼠生痘化により最近飛耀的に発展

している． この変化は現在末だ初期の段階にあると考えられるが， これを技術史的観点か

ら総合的にとらえることによって，将来の紐も効呆的な技術開発方法を究明する．
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D. 受託研究

本所の受託研究は，昭和 24年度から開始し， 42年度においては次のような数字を示し

ている．

受理件数 62件

歳入額 2,935万円

委託者は主として工業生産に関係ある事業機関と官公庁などの研究機関である. 42年

度中に受理した分につき，題目などを挙げれば次のとおりである．

番 1号 II 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

88 

受託 題 目

圧延材料の形状制御に閃する悲礎的研究

油脂の迅速分折法

原子燃料要素の安全解折に閃する研究

カラー屯子写真に閃する研究

粋屯記録に関する調査

計邸制御応用面の研究

アルコー）レ系溶剤の合成に関する研究

超高周波雷気槻械炉波器の研究

光高周波技術の研究

油）炭中の物質移勁に関する研究

簿板圧延の塑性力学的研究

軸受腿食の研究

糖酸塩類のコンクリート混和剤としての開発研究

水溶性有機高分子化合物に関する調査

コールドフォーミングの悲礎的研究

自動車用石油化学製品の試作

水処理に関する研究

LNGタンクの韮礎構造の耐震性に関する研究

高炉セメントコンクリートに関する研究

自動車の動力性能に関する研究

自動車用原動機の性能向上の研究

自動車に閃する力学的研究

自動車の流体力学に関する研究

制御用タイマの高性能化に関する研究

リグニン系グラウトの没透性に関する研完

嗚門海峡における地震波の解折

酸化アルミニウムに関する研究

道路交通制御の研究

高速度写真によるガラスの安全性に関する研究

鋼板表面の反応性研究

製版用感光材料の研究

無機有槻混体漑青物の合成並びに物性の研究

イオン交換膜によるアミノ酸の脱塩

弘

三

義

―

一

雄

三

夫

文

弘

弘

久

舗

三

弘

三
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三
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収

生

厚

男

雄

郎

三

一

毅

義

三

一

弘

郎

三

者究

照

恒

鍔

鯰

楠

照

守

成

正

一

照

照

武

舜

一

長

智

楠

舜

買

正

恒

照

箕

武

研

五

任

木

原

村

池

池

口

原

上

藤

崎

木

永

林

原

木

原

辺

本

林
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町

理

原

口

K
本

池

村

原

池

崎

辺

主

鈴

浅

植

菊

菊

山

浅

尾

斎

野

鈴

松

小

浅

鈴

浅

山

岡

小

平

水

亘

石

山

三

岡

菊

越

植

浅

菊

野

山
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番号l
＇ 34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

受託

自勁京試験法に関する研究

光を用いた計測，図形認識の研究

電芯塗装の降礎的研究

自勁車の性能向上の研究

立体骨組構造物の解折

レーザ光繰を利用したシールド軸方向測絨装匠の研究

パイルハンマーバンバーの打込効率1こ閃する研究

流体培幅居に閃する研究

不規則変動荷直下の疲れき裂特性の研究

菊鉗板の成形性の研究

サッシ用気密材の性能向上に閃する研究

熱間加工用ガラスに閃する研究

自勁車の性能向上に閃する研究

土木構造物の自動設計および自動製図

段辿いラーメンの耐震設計に関する研究

工楊騒音除古方法の設査研究

論哩素子数最低化設計の研究

鋼管の引抜き加工にl児する研究

特殊金属のメッキに関する研究

ダム地点地震特性の観測とその解析的研究

雷子写真感光屈の研究

MOS形霞界効呆トランジスタの低周波雑音特性の研究

製阪用感光材料の研究

河川水に関する研究

消火塔の除朕性能に関する研究

イオン交換II災によるアミノ酸の脱塩
京葉浩社画の水理学的検討

矢作ダム振勁枚型実験

防設堤の配屈に関する研究

題 目 I 主任研究者
I 

平 尾収

藤井阻―

浅原照三

平尾収

川股重也

斎藤成文

山田嘉昭

大島康次郎

北川英夫

山田茄昭

肪田窃司

今岡 稔

亘理厚

丸安隆和

岡田恒男

石井聖光

森脇義雄

鈴木 弘

江上一郎

岡本舜三

菊池買—

安辻芳夫

菊池買一

山辺武郎

勝田高司

山辺武郎

井口日平

岡本舜三

井口昌平
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3. 主要な研究施設

A. 特殊研究施設

1. 材料実験室

材料実験室は， 面禎 354m汽主な共通設(ii;fは容証 300kg, 2 t, 5 t, 10 t, 20 t, 100 t 

の万能試験機のほか，ねじり，衝撃，かたさ，圧力計試険機などである．設備は木所の共

通施設の一つとして，所内各部の研究に広く利用されており，特別な試験として，長柱の

座屈試験，圧力容器の試険，落下衝撃試験，クリープ試険なども行なわれている．設備の

更新・近代化および計測装四の充実は不断の課題であり，とくに励的な負荷に対する材料

強度の研究を課題として，各種の実険と設備充実の計圃が進められている．本年度におい

ては，定ひずみ速度の高速引張り試険関係の機器が整備された．

2. 微小部X線分析装置

本装置はHITACHIXMA-M 1型を主体とするもので，分散型分光器によって 12Mg以

上の諸元素，および非分散型エネルギ分析器によって sC-sOの分析ができる．付属装置

として，プラウン管による 2次元像観察ユニット，試料加熱炉を備えている．この装置に

よって化学および金属学への応用研究が行なわれているほか，本所の共通設俯として所内

外からも利用されている．

3. 電子顕微鏡室

本所における電子顕微鐙は JEM5Y型を主体とするものである． この型の電子顕徽鏡

は分解能 sA,直接倍率 soo-200,000倍（写真引伸 1,000,000倍）の性能を有するもの

であり，アタッチメント， ミクロトームなども完備した．その外に表而放出型金相霞子頸

微裟がある． これらの電子顕徽鐙は広く所内外の要求に応じて徽粉体または化学反応生成

物，金属組織金屈表而，薄膜，写真材料，軍気材料，潤滑機構などの研究に利用されて

しヽる．

4. 高速度写真撮影装置

主要な装置としては 16mm Fastax高速度カメラ（米国 vVollensak Optical Co製，

回転プリズム式，最高扱影速度毎秒 7,000コマ，付屈レンズ7種）， 16mm日立高速度カ

メラ（日立工機製，最高毎秒 1万コマ）， MLD-3型カメラ（最高毎秒 50万コマ， 200コ

マ連続， 1コマの露出時間 0.1μ秒）， MLD-7型カメラ（最高毎秒 600万コマ， 連続撮

影コマ数 1,800コマ，明るさ f:10. 5, 圃面寸法 4.5 x8 mm) SP-1型超高速度流し写真

搬影装四（最高掃引速度毎秒 5,000m, 8而体反射鍛を使用し，現象との同期を必要とし
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ない），瞬間写真撮影用霞気的詔高速度シャッタ装置 (Faraday効果利用，露出時間 1-5

マイクロ秒），各阿閃光放忍管式瞬間写真扱影装四（閃光継続時間 1,10, 100, 200, 1, 000 

マイクロ秒の敗阿類）がある．またこれらの装四用各祠照明設俯，解析用装四など完備し，

普通程度の高速度現象から超高速度の現象に至るまで振影解析が可能である． これらの装

置は，本所写真委員会ならびに第2部植村研究室により管理巡営されており，所外からの

委託研究にも応じられるようになっている．

5. 高圧空気源装置

特に小型ガスタービン研究用の高圧空気源装置であって，実険用タービンの駆動，ガス

タービン用圧縮機の実験，亜音速および超音速におけるタービンおよび圧紹搬の流体力学

的研究，燃焼器や熱交換器などの研究に必要な多拡の高圧空気を供給する装四である．吐

出圧力 3.1 kg/cm2abs, 吸込容鼠 1kg/sec, 駆動馬力 180kWの2段ターボ圧縮機を主体

とするものである．小型ガスタービン研究用として，わが国唯一のもので，圧力比が高い

にもかかわらず駆動馬力が少なく，またサージング防止装四，各利の安全装四，自動起勁

および停止装四などをもち，実験の粕度および能率の増進をはかったものである．

6. 風路付水槽

本水糟は長さ 20.84 m, 幅 1.8m,深さ 1.35 m の極めて小型の鋼板製水槽であるが，

一端に造波装四を有し，周期 0.6 sec以上の波を発生することができ，他端には効率のよ

い消波装四を備えている． この水柏上部に高さ 1.10m, 幅 2.40mの風路が設けられ，

2台の送風機により最高 15m/secの風速がえられる． 波と風速との組合わせを変えるこ

とにより，種々の悔而状態における船の横安定性を知ることができる．また若干の付帯設

備をおぎなうことによって，縦安定性，海水打込現象など船体迎動学上重要な問題の実験

研究にも大いに役立つものである． 本設備は，昭和 38年度特別研究費によって設骰され

たものである．

7. 高速データ処理装置

本装四は，サイクル時間 30μs, 符号＋純2進10ビットの A-D変換装四を中核とす

る高速データ処理装四である．アナログ入力は， 3回路の同時入力回路および 30回路の

逐次掃引回路の 2利類を有している．またデジタル入力としては，直列9ビットの信号を

受け入れ上述の信号と同じ純2進 10ビットとする．これらの入力信号は， 256語の磁心

メモリ 2組を経て，磁気テープに苫き込まれる．データ総鼠は2,400,000語まで可能であ

り，これを256語程度のプロックに分割し記岱する．

データの出力装四としては，カード・パンチ装置，高速紙テープ穿孔装四および FAC-

OM-270/30データ・チャンネル・ユニット用伝送装四を有している． アナログ入力は磁

気テープを経ないで直接 FACOMへ伝送することもできる．内部同期での最高サンプ）レ
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速度 6kHz,外部同期で 33kHzの高速処理が可能である反面， タイマにより 60s iこ1

掃引とすることもできる． したがって様械系においては，振動問題，燃焼問題のようなかな

り高速な現象から，プロセス系の応答などのような低速の問題まで広く使用することがで

きる．出カコードが自由に設定できることと出力方式の多様性と相侯って，対象計冥搬も

きわめて広く，入出力両面からみた汎用性について十分留翠して設計されている．この他

補助手段として，祇テープなどによって読み込まれた｛直をアナログ鼠に変換する様能，紙

テープから紙カードヘの変換，紙テープより FACOMへのデータ伝送なども可能となっ

ている．本装置は昭和 42年度特別研究費によって製作された．なお主要性能について補

足すると次の通りである．入力霞圧：土2V, 土200mV(同時入力回路のみ），給合変換桁

度： 0.1%, 紙テープ穿孔速度 60字/s.

8. デジタル X-Yプロッタ

本装四は昭和 42年度搬閃研究により設四されたもので，叶邸制御部および作図装置よ

りなる．計鍔制御部は光霞式紙テープ・リーダおよび FACOM-270/30のデータ・チャン

ネル・ユニットより 8迎数に変換された座標値を受け，各座屈間を直線で結ぶよう作図装

置を制御する． したがって，オン・ラインで使用中であっても計邸楓の占有時間をかなり

短縮でき，いわゆる時分割的な使用が可能であるよう設叶されている．作図装置は現在ド

ラムタイプのものが装備されているが，制向部を変更することなく，ベットタイプの大型

作図装四に接続することも可能である． 主要性能は次の通りである． 有効記録箇囲： 300 

mm X 40, 000 mm, 最小設定単位： 0.1 mm/パルス， 記録速度： 40 mm/s, 誠取速度： 200 

字/s,使用コード：オキタイパおよびファコム・ライター・コード．

9. 電子計算機

本研究所の各研究分野の技術叶邸やデータ処理のために共同利用することを目的に設備

されたものであるが，大学院学生などに対する計邸楓の実施教育の役割も果している．

設備されている歳粧は OKITAC 5090 C型で，記筐容鼠は 4,000語，浮勁小数点演罪装

置が付加されている． 入出力殷揺は光霞リーダ 1, ラインプリンタ 1, 『旦気テープ装置

(A 2型） 2, 電動タイプライタ 5(オンライン 1, オフライン 4)となっている．

10 .. 碍子汚損せん絡試験室

各種の温度，湿度において，汚損状態の碍子類のせん絡屯圧低下現象を究明するための

試験室である．塩分その他の汚損を人工的に付与した坦合，あるいは自然唱露により汚損

されたものについて氾度，湿度を自由に澗節して高電圧でのせん絡試検を実施できる．

温度範囲 4℃-so℃，湿度範囲 20%-95%,試険電源 60kV-300 kV A 
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11. レーザ・ミリ波実験設備

安定な哀境のもとで， レーザ光，およびミリ波の伝送の実咳をおこなうための設備であ

る．温度を一定にし，空気の流勁を近けるために，約 100rnの長さの地下洞道となってお

り，一端に付屈している実険室には現在）レビ・レーザおよび He-Neガス・レーザ光源が

千葉実険所に設置されている．

12. 試験高炉および付帯設備

製銃技術に閃する基詑的理論的詔問題を研究するためのもので，次の各設備から成る．

炉本体（内容砧約 0.5m汽全訣皮式）および炉頂金物 (2璽鐙式：旋回ホッパ），送風楓

（｝レーツ式： 1. 2 kg/cm叫 10Nm3/min, 回転数制御），送凰加熱装四（復熱式熟風炉： 1次

および2次雷熟器）， 自勁秤足装入装置（貯檜およびスケールホッパ， RI検尺計，スキッ

プ捲揚搬，横送ベルトコンベヤ）， ガス処理設備（除塵器：オリクロンスクラッバ， 圧力

調節弁および均圧弁）， 半自励原料処理・貯蔵設備（粉砕搬，振勁筒，貯鉱糟ー30m3 6 

韮ーならびに付幣コンベヤ系），中性子水分計， 赤外線ガス分折叶など議叶器， 出銑口開

閉機，ガス試料自動採取ゾンデ，炉内圧連続測定記録装置．

13. 150kV高周波誘導電気炉

溶銑，溶鋼などの処四に関する研究のため設四したもので，高周波発霞搬を有し，周波

数は 1000サイクルである．続鉄の場合には 100kgを 35分で溶解することができ，出

力を自由に加減できるので温度識節も自由である．

14. 高周波誘導加熱装置

出力 15kW

周波数 30kcおよび 2Mc

溶解凪 3kg真空溶解および大気沿解

鉄・非鉄金屈を問わず金属材料の性能はあらゆる製造条件に左右されるが， そのなかで

溶解条件は最も大切なものの一つである．本溶解設価により特に粕度の高い高真空溶解，

および帯岐溶解において溶解条件を自由に変化させて，溶解条件の影曹を述腐的に研究す

る．さらに溶融金属中における各種元素の拡散および固液共存状態における金屈の晶出~

応を研究する．また金屈材料研究に必要な各刊試料の作成を行なう．

15. 大型高性能真空焼鈍炉

この炉は文部省からの別途予窮の配付により設佃されたものであって，本所の共通設備

として利用されるものである．現在本所内だけではなく，本郷工学部よりの利用者も増力I]

している．その性能および特長は下記のとおりである最高使用温度は1400℃，真空度は
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最高 10-5mmHg, 炉内有効内容茄 25cmゅX30cm, 炉の下部に真空の冷却室があり，空

冷程度の急冷も可指である．

16. 放射性同位元素実験室

本所の共同利用施設として， 設四以来 10余年を経過した千葉実験所 RI実験室 (92.4 

mりおよびr線ラジオグラフィー室 (13.2 mりのほか，放射性同位元素実験室 (179.7 
mりが麻布庁舎敷地内に新営された．麻布実験室は事務室・汚染検査室・測定室・暗室・

低レベル放射化学実験室・高レベル放射化学実験室・化学実験室• 物理実験室・r線ラジ
オグラフィ室・貯蔵室・機械室 (2階）とからなり，フード 4基グロープボックス 1翡を

とりつけて化学操作が安全に行なえるほか， ビニール製カーテン壁によって局部的に仕切

り，その内部で摩耗実験その他汚染の拡がりやすい実験ができるよう＜ふうしてある．測

定器としては，シンチレーションカウンタ 1台，ウニ）レ型シンチレーションカウンタ 1台，

GMカウンタ 3台， レートメータレコーダ3台の一般的なものおよびマルチ 400チャネル

波高分析器・シングルチャネル波高分折器'.2冗および4冗計数ヘッド・低バックグランド

放射能測定器・振励容紐型雷離箱・ローリツェン検電器も使用できる状態にある．サーベ

イメータとしては GM管式のもの 3台・シンチレーション式のもの 1台・電離箱式のも

の1台がありレントゲンメータも 3台備えてある．このほか防護用品として遠隔操作把手

3本遠隔操作ヒ°ペッター 1台をはじめとして含鉛コ｀ム手袋・防談眼鏡・しゃへい用プロッ

クなどを備えてある．

17. 分析機器室

この分析機器室は，各前の機器類を備えているが主なものを下記に示す．

1) 質賊分折計＿日立製 RMU-6D型質最分析計は， 高性能で安定に作動する装置

として，一般の気体だけでなく，液体や一部の固体試料の分折を対象として設計されてお

り，操作が容易で各前の研究に有用である．本装四は 40年度文部省科学研究費の機関研

究によって設けられた．

2) 核磁気共嗚装置 日本電子製 JNM-3H-60型装四は， 60Mc, 14, 000 gaussの

高分解能型であり，ケミカルシフト，スピンースビンデカップリングの測定により分子構

造の決定の上に有用な知見をあたえ，また特定原子団の検出や定鼠が可能で，有機光化学

反応における不安定中間体の構造決定，反応機構の決定などの研究を行なっている．

3) パーキンエルマ赤外分光光度叶ーードイツ・パーキンエルマ社の 125型赤外分光

光度計は回折格子型の二重分光方式で，分解能がとくに高く，波数桁度も高く，各種の有

機化合物の研究に利用されている．本装四は昭和 38年度研究用機器臨時更新費で購入さ

れたもので，恒温恒湿装四は昭和 39年度選定研究（設備）によって設けられた．

4) 示差熱分析装置＿理学電機製の自動記録式の装置で示差熱分析と同時に重紐変化

および重凪変化率の測定もできる．カンタル線使用の椋準型の他に白金線使用の高温型も
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備えている．鉱物の熱分折，高分子物質の熱分析などにより物性の韮礎的研究を行なって

いる．本装置は昭和 41年度文部省科学研究費の機関研究費によって設けられた．

18. 土およびアスファルト混合物の三軸圧縮試験

土の圧織変形，破壊の経過を試険し，体積変化と間隙圧の影曹を調べるため数前の三

軸圧縮試験搬を試作し実用化したまた鋪装用アスファルト混合物の三軸圧縮試険搬は混

合物の枯碧力と摩擦角を測定し，舗装設計および施工の悲準値を求める研究に使用さ礼て

いる．

19. 床版試験機

この試険搬は桐の床組，舗装版および建築構造物などの強さの実験を行なう目的で設置

されたものである．従来の試険槻では平而的な拡がりをもっている供試険の強度試験は不

可能であったが，本試験機では 5.5mxl0mの床版の試険が可能になり， しかも試験機

の最大荷璽が 1台で 100tであるので， 2台の床版試験搬で 200tまでの荷重を構造物に

作用させることができる． このため従来弾性範囲，徴小変位でしかわからなかった床版な

どの強度が破壊付近まで究明できるようになったまた荷菫を任意の位置でかけられろの

で，捩り，曲げをうける構造物の強度，変形の研究が可能になった．

20. 大型振動台

構造物基礎，土が主体となる構造物，等の耐震計に関する韮礎的研究を行なうために，

千葉実験所に設四された．土の振励性状，すべり面の形成，フィルタイプダムの安定など

の研究においては璽力が大きく影唇をもっているので，従来の規模の振動台では相似律が

ほぼ満足されない実険が行なわれていた．大規校の振励台の設四によりこの問煩はほぼfl皐

決された．振動台は油圧浮上式で台と拡礎との間の磨擦を最小にした．台上の箱は長さ

lOmx幅 2mx高 4m,電重が油圧式の加振器の出力は 20tで， 出力を補うために正弦

波の振勁の坦合はバネの共振を利用している．振動台の周期は 0.1-1. 0秒，最大振幅

（全振幅）は 10cmである．

21. 多目的音響実験室

この実験室は2つの残轡室，無管室，無音送風装置，測定室からなっている．無菩室は

壁，床，天井ともすべて吸音用クラビが取り付けてあり，音密機器の餃正，校型実験など

に用いられる． 残告室の 1つは建築材料の吸音率測定用のもので 25cm厚のコンクリー

卜墜に囲まれ，内部は総タイル張りで室容積は約 200m叫 500c/sで約 16秒の残苦時間

を持っている． もう一つの残密室は無音送風装置からダクトを経てこの残密宝に送風した

とき，ダクト内，吹出口などのダクト系で発生する崖音を測定する室で空気の給排気孔を

有している．送風楓は 600X600mm角ダクトに 20m/sの風辿を出せる能力を持ち，送
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風機の音を 80dB消音する消音器が取り付けてある．

22. 室内空気分布実験室

本実険室は，約 5.5 m X 7. 8 m X 2. 7 m の測定室， 5.5 m X 1. 4 m X 2. 7 mの冷却加熟室

および様械室よりなる．測定室および冷却加熱室は屋外の影唇を少なくするため，外壁か

ら隔離して二重間仕切によって構成されている．また，測定室と冷却加熱室の間は，各種

の外壁に相当した材料に取換えられる． 測定室は室温 20-27℃， 冷却加熱室は暖房実験

時ー5℃，冷房実験時 40-50℃ に保たれるよう，プロワ・コイルおよび這熱コイルを備

え，サーモスタットにより制御される．搬械室には， これらの冷暖厨連転のできる能力の

5庄・ヒートポンプ・ユニットおよび送風披，循瞬水ボンプ，＇這熱ボイラなどが設四され，

給気温度を一定に保つ制御装四を有している． この実験室を使用して，空気吹出口の特

性，室内気流分布および屋外負荷の室内への伝揺問題などについて実険研究を行なってい

る．

23. 気密水密および風圧強度試験装置

実物大サッシ， カーテン・ウォー）レ部品などをとりつけうる (2.5X3. 0 mり圧力室に

加圧および送風装置，スプレー装置，空気流梵測定装四を付属せしめたもので，圧力は最

大 400kg/記程度である．流紐測定は，一般にヒ°ート管および熟線風速計を用いるが，と

くに微凪の場合にはトレーサー (CO2)ガス法による． スプレーと同時に加圧をして水密

性を検討する．また，風圧に相当する圧力をかけ，ひずみおよび撓みを測定する．

24. 海岸工学実験用平面水そう

千葉実験所内に設けたもので， 幅約 40m,長さ約 70m,深さ約 20cmの長方形水槽

である．そこに周期0.6秒以上，波高数 cm以下の彼を発生させるような， 幅40mの造

波機および付屈装四が備えてある．波による海浜流に関する研究，港や川口の形状と波と

の関係に関する研究などがこの装置によって行なわれる．

25. 津波高潮実験水槽

幅 25m,長さ 40m,深さ 60cm (ただし造波部分は 90cm)の平面水槽は上屋内に納

められ， 長周期波ならびに短周期波の造波装置が設四されている． 長周期波の発生装置

は，プログラム設定自動制御方式を採用した空気式（プロワ 201-P)であり，発生波の周期

は lminから 30minまである．また短周期波造波槻は 201-Pフラップ型，延長 20mで

あり，発生しうる波の周期は 0.6 secから 9.6 secまでである．

（千葉実験所内に設けられている）
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26. 風洞付二次元造波動水槽

幅 60cm, 高さ 90cm, 廷良 36m (近い将来 54m)のガラス張り二次元水柏であり，

風浪発生装置 (7.51-P, 最大風追 25m/sec)ならびに規則波発生装置 (2.01P,発生し得る

波の周期は 0.8 secから 2.8 sec)が取りつけてあり，独立に迎転することも， また同時

迎転も可能である． （千葉実険所内に設けられている）

27. 写真測量精密図化機 AutographA 7 

実体写真を用いて測定する方法は非常に広い利用範囲をもっている． しかし， この場合

高桁度の結果を得ようとすれば，カメラの性能，す最影の諸元，図化殷の搬能などが重要な

要素となる．

本所は地上写真測鼠用カメラとして Zeiss製 C][Bおよび RMK40,Wild製 P20を，

図化搬として Wild製 AutographA 7を備え，地図作製ばかりでなく各前の三次元測定

に利用している. A7は現在実体写真図化機としては最高の諮度を有するもので， これに

座椋印字装置，テープ穿孔機，断面図作成装四などが付属している．

さらに新しく小型図化搬を俯え近距離物体の測定，図化に供している．
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B. 試作工場

所内各研究室の研究活動や大学院学生の教育上必要な実険用機械・器具・試駿材料など

の工作を担当する．当研究所の使命が産業界と直結した研究の推進にあることを反映して

本工楊の工作内容もまた最新の生産技術と密接な関係を持つ斬新な装四の試作が多く，設

計および工作技術の良否が研究成果におよぼす影密も大きい点がこのエ楊の特色であろ．

昭和 40年5月竣工した 660記の新工場の他，本庁舎内に 5室総計891記の面積に広

範囲の作業能力を持つ金工工場を主力として設計室• 木工室・ガラス工作完・諮密工作室

が付屈し，さらに昭和 41年 1月から電子機器工作室， 4月から共同利用工作室を開設し

て研究者の便利を図っている．現在の人員は工場長以下 32名で，金工工場の主な設備機

械は次のとおりである．

旋盤 10, フライス盤 6,平削鍬 1,立て削錦 1,形削盤 5, 研削盤 5, ボール聾 3,

歯切盤 2, シャー 2,折曲搬 1, 3本ロール 1,電弧溶接搬 1, 霞気炉 1, 鋸聾 3,超音

設加工機 1,放電加工機 1,木工板械各謹 7,工具顕徽鉛 1,卓上様械類 10.

なお，電子機器工作室はエレクトロニクス関係の設叶• 製作・修理・改造・校正および

技術的資料の提供などを主要業務とし所内の利用度が高いので年々拡充を図りつつある．

C. 写真室

写真室は，普通写真室 '.2m汽写真作業室（主に映画関係からなり，各研究室・事務室

の依頼により，一般写真作業としては，文献の写真複写およびゼロックス複写，振影，現

像， 引伸， 白焼， スライド作製などを行ない， 映画関係作業としては， 16mm振影機

Arriflex, Cine Kodak, Bell & Howell, 高速度カメラ Fastaxを設備し，一般扱影，高

辿度撮影のほか，編集，録音（磁気），映写などを一貫して行なっている．

連営は本所写真委員会の管理のもとに行なわれ，作業件数は月平均485件になっている．
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D. 図 書 室

本所開設以来千葉においては中央囚占室および 5部の分室に別れていたが，麻布移転に

当たりこれを一i叩所にまとめることになった．すなわち本館2陪に下記のごとく

618. 21 m2における号所を書庫ならびに閲豆定にあてている．

っていることを反映してこの広い

部門に亘る図苫を有し， ことに外囚粒誌とそのバックナンバー完u;;1に力をそそいだ．また

研究者の希望に応じてコピーを得るのに使利なようにしてある．図苫の分頬は U.D.C.の

分類法などを参照した本所の研完に四宜な分類法によって統一されている．

1) 廷物延面禎（昭和 43年 3刀 31日裏在）

祖：闘I 413. 25 m2 

数官 I迅虹室 16. 53 m2 

洋雑誌閲豆室 72. 73 m2 
和雑誌閲豆室 56. 20 m2 

一般閲豆室 19. 83 m2 

事務室 39. 67 m2 

i十 618.21 m2 
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A 

1 Acta Crystallographica 

*(I) 20(1966)-23(1967) 

2 Acta Metallurgica 

*(IV) 4(1956)-15(1967) 
(C) 1(1953)-3(1955) 

3 Acustica 

*(I) 7(1957)-18(1967) 〔7,1-4〕
*(K) 3(1953)-18(1967) 〔7,1-2, 6〕

4 Advances in Physics 

*(C) 1(1952)-16(1967) 

5 A E G-Mitteilungen 

*(C) 1930-'38, 
41(1951)-57 (1967) 

6 A E G Progress 

(C) 1(1925)-14(1938) 

7 Aero Digest 

(I) 69(1954)-72(1956) 〔69,1(1954)〕

8 Aeroplane and Commercial 
Aviation News 

(formerly: Aeroplane and Aeronautics) 
(I) 94(1958)-108(1964) 

9 A F I P S Conference 

(formerly: Joint Computer Conference) 
*(C) 12(1957)-30(1967) 

10 A I A A Journal 

*(C) 1(1963)-5(1967) 

11 A.I.Ch.E. Journal 
*(JI) 5(1959)-13(1967) 
*(IV) 1(1955)-13(1967) 

12 Air Conditioning, Heating and 
Ventilating 

*(K) 55(1958)-64(1967) 

13 Aircraft Engineering 

*(C) 31(1959)-39(1967) 

14 All the Worlds Fighting Ships 

(C) 1901,'03-'08,'17,'19-'22,'26 

15 Allgemeine Vermessungs-Nachri-

chten 

*(C) 1950-1967 

16 Allgemeine Warmetechnik 

*(JI) 2(1951)-14(1967) 〔6,3(1955)〕

17 Aluminium 

*(IV) 43(1967) 

18 American City 

(C) 40(1929)-52(1937) 

19 American Dyestuff Reporter 
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(IV) 43(1954)-56(1967) 

20 American Gas Journal 

(IV) 119(1923)-133(1930) 〔121-122,126-131〕

21 American Institute of Chemical 
Engineers 

(IV) 7(1914)-33(1937) 〔12-32(1919
-1936)〕

22 American Journal of Physics 

(I) 22(1954) 

23 American Journal of Science 

(C) 41 (1916)-46(1918) 

24 American Machinist 

*(JI) 94(1950)-111(1967) 〔94,1-17(1950)〕
〔97,2(1953)〕

(C) 56(1922),89(1945) 
-94(1950) 〔56apr. -dee. 

('22)〕
25 Analyst 

*(IV) 79(1954)-92(1967) 
(C) 66(1941)-78(1953) 
analytical abstracts 
*(IV) 1(1954)-14(1967) 

26 Analytica Chimica Acta 

*(C) 11(1954 july)-39(1967) 

27 Analytical Chemistry 

*(IV) 21(1949)-39(1967) 
(C) 20(1948) 

28 Angewandte Chemie 

(IV) 1(1888)-41(1931) 
*(C) 45(1932)-46(1933) 
62(1950)-79(1967) 

29 Annalen der Chemie 

〔12,5(1955)〕
(25(1961)〕

(see: Liebigs annalen der chemie) 
(IV) 169(1873)-474(1929) 〔183,190-267, 

320, 327-420, 430 
-435, 44 7-450〕

30 Annales de l'Institut d'Hydro-
logie et de Climatologie 

(D) 21(1950) 

31 Annales de Physique 

(I) 9(1954)-10(1955) 
(C) 11(1956) 

32 Annalen of C I R P 

*(JI) 13(1965)-15(1967) 

33 Annual Review of Nuclear 

Science 

(I) 2(1952)-6(1956) 

34 Annual Review of Physical 
Chemistry 

(IV) 4(1953)-7(1956) 



35 Annual Survey of American 
Chemistry 
(IV) 3(1927)-10(1935) 〔6-9(1931-1934)〕

36 Applications and Industry 
(see: IEEE transactions) 
(TI) 13(1954)-70(1964) 〔29(1957)〕
(IIT) 4(1953)-70(1964) 

37 Applied Chemistry Reports 
(IV) 1(1916)-24(1939) 〔5-22(1920-1937)〕

38 Applied Materials Research 
(C) 3(1964)-5(1966) 

39 Applied Mechanics Reviews 
*(I) 20(1967) 
*(C) 5(1952)-20(1967) 〔5,1, 6(1952)〕

40 Applied Optics 
*(C) 4(1965)-6(1967) 

41 Applied Physics Letters 
*(C) 1(1962)-11(1967) 

42 Applied Scientific Research 
section A 
(C) 4(1954)-14(1965) 
section B 
(C) 4(1955)-12(1965) 

43 Apotheker-Zeitung 
(C) 1 (1886)-50(1935) 〔9,14, 32-44〕

44 Architects Journal 
*(K) 137(1963)-146(1967) 

45 Architectural Design 
*(C) 

46 Architectural Forum 
(Iく） 92(1950)-121 (1964) 〔93,2-6 (1950)〕

〔97,1, 6(1952)〕
〔98,1, 2(1953)〕
〔100,6(1954)〕

(C) 76(1942)-89(1948) 

47 Architectural Record 
*(lく） 106(1949)-
126(1959) 

48 Architectural Review 

〔101,1-6(1954)〕

〔107,6(1950)〕
〔109(1951)〕
〔112,1-3, 6 
(1952)〕
〔113,1 (1953)〕
〔115,2-6(1954)〕
〔118,1, 4-5 
(1955)〕
〔123,5, 6(1958)〕
〔124,7, 8, 10-12 
('58)〕

*(Kl 114(1952)-142(1967) 〔118,707 (1955)〕

,,g Architecture d'Aujourd'hui 
*(Iく） 1950-1967 

50 Archiv fiir das Eisenhiittenwesen 
*(C) 21(1950)-38(1967) 

51 Archiv der Elektrischen Ubertra-
gung 
*(C) 1(1947)ー21(1967)

52 Archiv fiir Elektrotechnik 
(1IT) 2(1914)-27(1933) 
(C) 11 (1922)-23(1930) 〔12-16,18,20,22〕

53 Archiv fiir Experimentalle 
Pathologie und Pharmakologie 
(C) 1 (1873)-34(1894) 

54 Archive for Rational Mechanics 
and Analysis 
*(I) 24(1967) 

55 Archives Internationales d'Histoire 
des Sciences 
*(K) 1(1947)-9(1956) 
11(1958)-20(1967) 

56 Arms and Explosives 
(C) 2(1893)ー26(1918)

57 AR  S Journal 

(formerly: Jet Propulsion) 
(merged into AIAA Journal) 
(I) 29(1959)-32(1962) 
(II) 31 (1961)-32(1962) 
(C) 29(1959)-32(1962) 

58 Artilleristische Monatshefte 
(C) 1911-1913 

59 Artilleristische Rundschau 
(C) 1936-1939 

60 Arts and Architecture 
*(K) 69(1952), 72(1955) 
-84(1967) 

61 ASE A Journal 
(C) 6(1929)-16(1939) 

62 ASHRAE Journal (American Society 
of Heating, Refrigerating and 
Air-Conditioning Engineers) 
*(K) 1(1959)-9(1967) 

63 ASL E Transactions (American 

Society of Lubrication Engineers) 
*(II) 2(1960)-10(1967) 〔2,1 (1960), 3, 

2(1960)〕

64 ATM (Archiv for Technisches 

Messen) 
(C) 1945-1965 

65 Atomic Energy Newsletter 
(I) 1956-1958 

66 Atomics 
(see: Chemical and process engineering) 
(C) 7(1956)-10(1959 june) 

101 



67 Atomics and Atomic Technology 
(I) 6(1955)-7(1956) 

68 A T Z (Automobiltechnische 

Zei tschrif t) 
*(II) 57(1955)-69(1967) 
(C) 44(1941)-50(1948) 

69 Audio 
*(C) 35(1951)-51(1967) 

70 Automation and Remote Control 
-Avtomatika i Telemekhanika-USSR 
English Translation 
*(II) 25(1964)-27(1967) 

71 Automobile Engineer 
*(C) 42(1952)-57(1967) 〔45,1(1955)〕

72 Aviation Week 
＊（皿） 68(1958)-87(1967) 〔68,2-3, 9, 23〕

B 

73 Bau en+ W ohnen 
*(K) 15(1961)-21(1967) 

7 4 Bauingenieur 
(D) 17(1936)-32(1957) 〔18,20ー25(1937-

1950)〕
*(Iく） 25(1950)-42(1967) 
(C) 11(1930)-25(1950) 〔11,43(1930)〕

〔13,49-50(1932)〕
〔14,15-16(1933)〕
〔19-23(1938-
1942)〕

75 Bauplannung und Bautechnik 
*(D) 8(1954)-21(1967) 

76 Bautechnik-Archiv 
(D) 1947-1954 

77 Bautechnik 
*(D) 27(1950)-44(1967) (28(1951)〕
(K) 29(1952)-35(1958) 
(C) 1(1923)-9(1931) 
24(1947)-29(1952) 〔24,4-12(1947)〕

78 Bauwelt 
*(Iく） 1962-1967 

79 B.B C Mitteilungen 
(C) 12(1925)-15(1928) 

80 Bell Laboratories Record 
*(lll) 19(1940)-45(1967) [20-21(1942—

1943)〕
〔23(1944)〕
〔26-28(1948-
1950)〕

81 Bell System Technical Journal 
*(lll) 10(1931)-40(1961) 〔21-27(1942-

1948)〕
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43(1964)-46(1967) 
(C) 20(1941)-25(1946) 〔21(1942)〕

82 Berg-und Hiittenmannische Zeitung 
(C) 39(1880)-60(1901) 〔40-41(1881-

1882)〕
(57(1898)〕

Berichte der Deutschen Chemischen 
Gesellschaft 
(see: Chemische Berichte) 

83 Berichte der Deutschen Keramischen 
Gesellschaft 
(IV) 29(1896), 48(1915), 
50(1917), 54(1921)-
59(1926), 63(1932) 

84 Beton 
*(C) 17(1967) 

85 Beton und Eisen 
(D) 21(1922)-38(1939) 
(C) 39(1940)-41(1942) 

86 Beton-und Stahlbetonbau 
*(D) 46(1951)-62(1967) 〔47(1952)〕
(K) 46(1951)-60(1965) 

87 Betonstein Zeitung 
*(D) 30(1964)-33(1967) 

88 Bildmessung und Lufthildmesoung 
*(C) 

89 Biochemische Zeitschrift 
(IV) 130(1922)-275(1935) 〔131,142-143, 

150-151, 157, 166-
167, 169, 185, 202, 
239,257ー266〕

90 Blast Furnace and Steel Plant 
(IV) 7(1919)-24(1939) 〔13-20(1925-

1932)〕
*(C) 38(1950)-55(1967) 〔38,3(1950)〕

91 Brassey's Naval and Shipping 
Annual 
(C) 1923, 1926-1939 

92 Brennstoff-Chemie 
(IV) 6(1925)-12(1931) (11(1930)〕
37(1956)-47(1966) 

(C) 23(1942)-24(1943) not pub. 〔25-29〕
30(1949)-(1954) 

93 B WK  (Brennstoff-Wame-Kraft) 
(II) 4(1952) 
(C) 1(1949) 
3(1951)-17 (1965) (1, 10-12(1949)〕

94 British Chemical Abstracts 
(IV) 1927-1938 

95 British Chemical Engineering 
*(IV) 9(1964)-12(1967) 〔9,1-4(1964)〕

96 British Journal of Applied Physics 



*(C) 1(1950)-18(1967) 

97 British Journal of Photographic 
Almanac 
(IV) 1915-1937 

98 British Journal of Photography 
(IV) 73(1926)-84(1937) 〔76-77(1929-

1930)〕

99 British Welding Journal 
*(C) 1(1954)-14(1967) 

100 Brown Boveri Review 
*(C) 12(1925)-54(1967) 〔15(1928)〕

〔21(193,1)〕
〔24-34(1937-
1947)〕
〔37,7〕

101 Bulletin of the American Institute 
of Mining and Metallurgical 
Engineers 
(IV) 1914-1919 肛917-1918〕

102 Bulletin of the American Railway 
Engineering Association 
(D) 13(1912)-33(1932) 

103 Bulletin de !'Association des Gaziers 
Belges 
(C) 61(1939) 

104 Bulletin de l'Association Inter-
nationale d'Hydrologie Scientifique 
*(D) 7(1962)-12(1967) 

105 Bulletin de l'Association Suisse des 
Electriciens 
*(JII) 45(1954)-58(1967) 

106 Bulletin de l'Association Technique 
Maritime et Aeronautique 
*(C) 3(1892)-42(1938) 〔13(1902)〕
64(196'1)-67(1967) 〔30(1926)〕

107 Bulletin of A S T lVI 

〔33-34(1929-
1930)〕
〔38(1934)〕
〔40(1936)〕

(see: Materials research and standards) 
(I) 1953-1961 
(D) 1949-1961 

108 Bulletin of the Atomic Scientists 
(I) 10(1954)-11(1955) 
*(C) 12(1956)-23(1967) 

109 Bulletin of the Chemical Society 
of Japan 
(exch. pub.) 
*(C) 1(1926)-40(1967) 

110 Bulletin of the International 
Institute of Refrigeration 

(IV) 1934-1936 

111 Bulletin of the Seismological 
Society of America 
*(I) 46(1956)-57(1967) 
*(II) 55(1965)-57(1967) 
*(Iく） 50(1960)-57 (1967) 
(C) 31(1941)-40(1950) 〔31,1-2(1941)〕

〔36,4(1946)〕
〔37,2(1947)〕
(38, 1-2(1948)〕

112 Bulletin de la Societe Chimique de 
Belgique 
(IV) 44(1935)-44(1939) 〔44,7〕

113 Bulletin de la Societe Chirnique de 
France 
(1¥り 1929-1939
114 Bus Transportation 
(D) 29(1950) 

C 

115 Canadian Journal of Chemical 
Engineering 
*(N) 42(1964)-45(1967) 

116 Canadian Journal of Physics 
(I) 44(1966) 

117 Carnalls Berg-, Hiitten-und 
Salinenwesen 
(C) 1(1854)-12(1864) 

118 Casabella 
*(K) 1961-1967 

119 Cement and Cement Manufacture 
(C) 5(1932)-11(1938) 

120 Cereal Chemistry 
(C) 29(1952)-41(1964) 

121 Chartered Mechanical Engineers 
*(C) 1 (1954)-14(1967) 

122 Chemical Abstracts 
*(N) 1(1907)-67(1967) 〔10-11(1916-

(C) 20(1926)-27(1933) 
32(1938)-35(1941) 

123 Chemical Engineering 
*(C) 56(19,19)-74(1967) 

1917)〕

124 Chemical Engineering News 
*(C) 29(1951)-45(1967) 

125 Chemical Engineering Progress 
*(II) 47(1951) 
49(1953)-63(1967) 〔47,2, 11-12 

(1951)〕
〔51,5(1955)〕
〔52(1956)〕
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(IV) 44(1948)-51(1955) 

*(C) 43(1947)-48(1952) 
52(1956)-62(1967) 

〔47-48(1951-
1952)〕
〔51,6(1955)〕
〔47(1951)〕

126 Chemical Engineering Science 

*(C) 1(1951)-22(1967) 

127 Chemical Geology 
*(C) 1(1966) 

128 Chemical Markets 
(IV) 1929-1932 

129 Chemical and Metallurgical 
Engineering 

(IV) 19(1918)-39(1932) 〔37〕
(C) 19(1918)-27(1922) 〔19Pt. I〕
30 (1924) Pt. I ⑫ 7 Pt. II〕

130 Chemical News 

(IV) 1(1860)-88(1904) 〔6-7,35, 65-75, 
80-84〕

(C) 29(1874), 34(1876) 
38(1878)-48(1881) 
85(1902), 87(1903) 

131 Chemical and Process Engineering 

*(IV) 36(1955)-48(1967) 

132 Chemical Reviews 
*(C) 28(1941)-45(1949) 〔44(1949)〕

〔56(1956)Pt.IT〕
48(1951)-67 (1967) 〔57Pt. IT (1957)〕

133 Chemical Society Annual Reports 
(IV) 1904-1937 ('05-'13,'23-'25, 

134 Chemical Titles 

*(N) 1961-1967 

'27,'31ー'32,'34-
'36〕

135 Chemical Trade Journal and 
Chemical Engineers 

(N) 76(1925)-87 (1930) 
98(1936)-106(1940) 

136 Chemie et Industrie 
(N) 12(1924)-14(1925) 〔12,1〕
17-18(1927) 〔13,6〕
20(1928)-30(1933) 〔14,6〕

137 Chemie-Ingenieur-Technik 
*(C) 14(1941)-39(1967) 

138 Chemiker-Zeitung 
(N) 2(1878)-65(1941) 
(C) 22(1898)-38(1914) 

139 Chemische Berichte 
(formerly: Berichte der Deutschen 
Chemischen Gesellschaft) 
(N) 8(1875)-73(1940) (29, 44, 48-59, 65〕
*(C) 40(1907) Pt. I¥り
46(1913) Pt. I -ill, 
47(1914) Pt. I -II, 
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61 (1928) Pt. I -II, 
62(1929) Pt. I-II, 
63(1930) Pt. I -II, 
68(1935) Pt. I, 
83(1950)-100(1967) 

140 Chemische Industrie 

(IV) 1880-1939 (1883-1920, 
'25-'38〕

141 Chemisch-Technisches Repertorium 
(IV) 1911-1914 

142 Chemisches Zentralblatt 

(IV) 1830-1941 (1897-1898〕
127(1956)-
136(1965) 

(C) 1907 Pt. II (2) 
1914 Pt. I (2) 
123(1952)- 〔126,51, 52 
126(1955) (1955)〕

143 Chemistry and Industry 

(IV) 1952 
*(C) 1950, 1952-1967 

144 Chimica e l'Industria 

(IV) 17(1935), 21(1939) 

145 Civil Engineering 

*(D) 1(1931)-11(1941) 
19(1949)-37(1967) 

(C) 1(1931)-4(1934) 
11 (1941)-19(1949) 
Pt. 1 

146 Civil Engineering and Public Works 
Review 

*(D) 44(1949)-62(1967) 〔45,526-7('50)〕
〔45,529-30('50)) 
〔46,543,546('51))

147 Coal Age 

(IV) 1 (1911)-43(1928) 〔2-4,11-16, 
23-37〕

148 Coal Merchant and Shipper 

(C) 46(1923) 〔46,jan. -apr. 
('23)〕

48(1924)-77(1938) 

149 Collection Czechoslovak Chemical 
Communication 
*(IV) 32(1967) 

150 Colliery Engineering 

(C) 36(1915) 

151 Colliery Guardian 
(IV) 1930-1941 
(C) 115(1918)-118(1919), 
143(1931), 148(1934)-155(1937), 
156(1938) Pt. I, 157(1938) Pt. II. 
158(1939) Pt. I 

152 Communication of the Association 
for Computing Machinery 



*(I) 8(1965)-10(1967) 
*(llI) 1(1958)-10(1967) 

153 Communication and Electronics 
(see : IEEE transactions) 
(TI) 1959-1960 
(llI) 1954-1964 

154 Communication News 
(see: Philips telecommunication review) 
(llI) 15(1955)-16(1956) no. 4 

155 Comptes Rendus Hebdomadaires des 

Seances de l'Academie des Sciences 
*(C) 234(1952)-
265(1967) 
Ser. A & B; Sciences Mathematiques & 

Sciences Physiques 
C : Sciences Chimiques 
D: Sciences Naiurelles 

156 Computer Design 
*(llI) 3(1964)-6(1967) 

157 Computer Journal 
*(llI) 1 (1958)-10(1967) 

158 Computers and Automation 
*(C) 4(1955)-16(1967) 

159 Concrete 
*(I) 
(N) 1918-1938 国 19-1928〕
(C) 38(1931)-46(1938) 

160 Concrete and Constructional 
Engineering 
(C) 26(1931)-33(1938) 
35(1940) 

161 Construction Methods and Equipment 
*(D) 43(1961)-49(1967) 

162 Contractor 
*(C) 1962-1967 

163 Control Engineering 
*(TI) 1(1954)-14(1967) 
*(lll) 3(1956)-14(1967) 

164 Corrosion 
*(N) 10(1954)-23(1967) 

165 Cybernetica (A) 
*(C) 

D
 

166 Datamation 
*(C) 12(1966)-13(1967) 
(][) 5(1959)-13(1967) 

167 Design Quarterly 
*(C) 

168 Deutsche Bauzeitschrift 

*CK) 10(1962)-15(1967) 

169 Deutscher Ferein von Gas-und 
Wasserfachmlinnern 

(IV) 1907-1910 

170 Dingler's Politechnisches Journal 
(C) 119-293(1894) 〔174,235-245, 

247,267,269,280, 
282, 284, 286, 288, 
290,292〕

171 Direct Current 
(ill) 2(1955)-12(1967) 〔2,1-3(1955)〕

172 Discussions of the Faraday Society 
*(C) 9(1950)-43(1967) 

173 District Heating 
*(C) 

174 Dock and Harbour Authority 
*(D) 4(1924)-20(1940) 
30(1949)-48(1967) 

175 Domus 
*(C) 

176 Draht-W elt 
(II) 47(1961) 

177 Dyer 
(I¥「) 1932-1934 

E 

178 Earth Science Reviews 
*(C) 1(1966) 

179 Electric Journal 
(C) 3(1906)-35(1938) 

180 Electric Light and Power 
*(]I) 33(1955)-45(1967) 

181 Electrical Communication 
*(]I) 4(1925)-42(1907) 〔12-19(1933-

1941)〕

182 Electrical Engineering 
(ill) 50(1931)-82(1963) 〔60-68(1941-

1948)〕
(C) 50(1931)-82(1963) 〔56(1937)〕

(68 Pt. II (1949)〕
〔69-70(1950-
1951)〕
(79, 7(1960)〕

Electrical Engineering Abstracts 
(see: Science abstracts; section B) 

183 Electrical Review 
(C) 62 Pt. I (1908) 

184 Electrical World 
*(]I) 132(1949)-
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168(1967) 
(C) 51(1908)-101(1933) 〔51Pt. TI (1908)-

58(1912)〕
〔70(1917)〕
〔85(1925)〕
〔101Pt. TI (1933)〕

185 Electrician 
(C) 67(1911)-99(1927) 〔75(1915)〕

186 Electrochemical Society Preprint 
(IV) 1922-1939 

187 Electrochemical Technology 
*(IV) 5(1967) 

188 Electrochimica Acta 
*(C) 12(1967) 

189 Electronic Design 
*(JII) 14(1966)-15(1967) 

190 Electronic Engineering 
*(C) 23(1951)-39(1967) 

191 Electronic and Radio Engineer 
(see: Electronic technology) 
(JII) 36(1959) 

192 Electronic Technology 
(formerly: Electronic & Radio Engineer 
Incorporating Wireless Engineer) 
(see: Industrial electronics) 
(JII) 37(1960)-39(1962) Sept. 

193 Electronics 
*(JII) 1(1930)-40(1967) 〔10-11(1937-

1938)〕
〔14-21(1941-
1948)〕

*(C) 13(1940)-40(1967) 〔23(1950)〕

194 Electronics & Power 
(formerly: Journal of Institution of 
Electrical Engineers) 

*(C) 1(1955)-13(1967) 

Electronics Reliability & 
Microminiaturization 
(see: Microelec;ronics and reliability) 

195 Electroplating and Metal Finishing 
*(C) 16(1963)-20(1967) 

196 Elektrische Bahnen 
*(C) 34(1963)-38(1967) 

197 Elektronische Rechenanlagen 
(JII) 3(1961)-6(1964) 

198 Elektro-Technische Zeitschrift 
(C) 34(1913)-65(1944) 〔36-43(1915-

1922)〕

ausg. A 
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〔46(1925)〕
〔60-62(1939-
1941)〕

*(ill) 34(1913)-88(1967) 

ausg. B 
＊（皿） 6(1954)-19(1967) 

〔36-41(1915-
1920)〕
〔63-68(1942-
1947)〕

199 Engine Design and Application 
(JI) 1(1964)-4(1967) 
200 Engineer 
*(C) 56(1883)-224(1967) 

201 Engineering 
(N) 109(1920)-154(1937) 
(D) 79(1905)-81(1906) 
85(1908)-98(1914) 

〔57-62(1884-
1886)〕
〔64-66(1887-
1888)〕
〔68(1889)〕
〔73-75(1892-
1893)〕
〔79-80(1895)〕
〔87(1899)〕
〔103(1903)〕
〔119-121(1914-
1916)〕
〔131(1921)〕
〔139(1925)〕
〔142(1926)〕
〔148(1929)〕
〔159-160(1936)〕
〔165-192(1938-
1951)〕

*(C) 34(1882)-204(1967) 〔35-37(1883-
1884)〕

202 Engineering Geologie 
*(C) 1(1965)-2(1967) 

203 Engineering Index 
*(C) 1962-1967 

204 Engineering滋agazine
(IIり 1910-1917

〔39-41(1885-
1886)〕
〔43追 (1887)〕
〔47(1889)〕
〔52(1891)〕
〔56(1893)〕
〔71(1901)〕
〔147(1939)〕
〔152-170(1941-
1950)〕
〔185,4799〕

205 Engineering and Mining Journal 
(C) 50(1890)-134(1933) 〔129-132(1930-

1931)〕
206 Engineering and Mining World 
(N) 1930-1931 



207 Engineering News 

(D) 41(1899)-77(1917) 〔66(1911)
208 Engineering News Record 

*(D) 78(1917)-127(1941) 〔128-142(1941-
1948)〕

143(1949)-
179(1967) 

(Iく） 148(1952)-157(1956) 
(C) 45(1901)-143(1949) 〔49-50(1903)〕

〔57(1907)〕
〔111-126(1933-
1941)〕
〔128(1942)〕
〔132(1944)〕

209 Engineering Practice 

(C) 1-4 

210 Engineering Progress 

(C) 2(1921)-4(1923) 

211 Engineering World 

(C) 13(1918)-18(1921) 

212 Ergonomics 
*(C) 

213 Escher-wyss News 

(C) 3(1930)-5(1932) 

214 ET  M (Electrotechnik und Maschinen-
bau) 

(C) 38(1920)-42(1924) 

215 Experimental Mechanics 

*(II) 3(1963)-7(1967) 

F 

216 Factory: The Magazine of Management 

(C) 37(1926)-39(1927) 

217 Factory and Industrial Management 

(C) 75(1928)-83(1932) 

218 Factory Management and 
Maintenance 

(IV) 1936-1939 

219 Felsmechanik und Iugenieurgeologie 
*(I) 1(1963)-5(1967) 

220 Fette und Seifen 

*(IV) 54(1952)-69(1967) 

221 Flight 

(I) 65(1954)-66(1954) 

222 Fonderie 

(II) 1954ー1955

223 Food Engineering 

(IV) 30(1958) 

224 Food Industories 

(I¥り 1936-1940

225 Food Technology 

(IV) 13(1959)-17(1963) 

226 Forschung 

*(C) 11 (1940)-33(1967) 〔15(1944)〕

-forschungsheft 

*(C) 11(1940)-33(1967) 〔15(1944)〕

227 Foundry 

*(C) 78(1950)-95(1967) 〔78,1(1950)〕

228 Foundry Trade Journal 

(C) 40(1929)-119(1965) 〔42-91(1930-
1951)〕

229 Frequenz 

*(C) 1(1947)-21(1967) 〔4,2-3(1950)〕
〔5,1(1951)〕

FTZ (see: NTZ) 

230 Fuel: Journal of Fuel Science with 
Combustion & Flame 
(I¥う 35(1956)-45(1966)

G
 

231 Gas Age 

(IV) 81(1939)-84(1939) 
(C) 85(1940) 

232 Gas Industry 

(IV) 9(1928)-18(1937) 〔14-17(1933-
1936)〕

233 Gas Journal 
(IV) 1930-1931 

234 Gas and Oil Power 

(IV) 1937-1938 

235 Gas Salesman 

(IV) 13(1934)-18(1939) 

236 Gas-Teknikeren 

(IV) 1936-1940 

237 Gas Times 

(IV) 1938-1939 

238 Gas Turbine 

*(JI) 4(1963)-8(1967) 

239 Gas-und W asserfach 

(IV) 1924-19紅〔1929-1930〕
97(1956)-107(1966) 

(C) 80(1937)-81(1938) 

240 Gas World 

(IV) 1915-1919 

241 Gaz 

(IV) 1935-1938 

242 General Electric Review 

(IIT) 44(1941)-60(1957) 〔56may, july, 
sept., nov.(1953)〕
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(C) 13(1910)-41(1938) 

243 Genie Civil 
*(D) 76(1920)-97(1930) 

〔57may(1954)〕
〔58may(1955)〕
〔60may(1957)〕

127(1950)- 〔137,11〕
144(1967) 

(C) 1(1880)-128(1951) 〔62(1912-1913)〕
〔76-91(1920-
1927)〕
〔96-97〕
〔99-111(1931-
1937)〕
〔115-117〕
〔122,123, 125〕

244 Geologie und Bauwesen 
(now: Felsmechanik und 
Ingenieurgeologie) 

(I) 25(1960)-28(1962) 〔25,1〕

245 Geophysical Tufagazine 
(C) 1 (1926)-12(1939) 〔11(1937)〕

246 Geotechnique 
*(I) 11(1961)-17(1967) 
*(D) 3(1953)-17(1967) 
(C) 1(1948)-3(1953) 

247 Gesundheits-Ingenieur 
(IT) 73(1952)-76(1955) 
*(C) 77(1956)-88(1967) 

248 Get Gas 

(N) 1937-1939 

249 Giesserei 

(IT) 37(1950)-42(1955) 
(C) 25(1938)-36(1949) 〔29,25(1942)〕

250 Glass Technology 
(formerly: Journal of Society of Glass 

Technology) 
*(I¥り 1(1960)-8(1967) 

251 Glastechnische Berichte 
*(N) 40(1967) 

252 Gliickauf 

(IV) 1905-1941 〔1915-1923〕

253 Gliickauf Berg-und Hiittenmannische 

Zeitschrift 

(C) 41 (1905)-46(1910) 〔43(1907)〕

254 Grinding and Finishing 

*(II) 4(1959)-13(1967) 

255 Gummizeitung 

(C) 19(1904)-27(1913) 〔23-26(1908-
1912)〕
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256 Heating, Piping and Airconditioning 

*(K) 24(1952)-39(1967) 
(C) 3(1931)-25(1953) 〔14-16(1942-

1944)〕
〔7,1, 4(1935)〕
〔23,2(1951)〕

257 Heating and Ventilating 

(see: Air conditioning. heatmg 
and ventilating) 

(K) 47(1950)-54(1957) 〔47jan.-june 
('51)〕
〔51mar. (1954)〕

(C) 22(1925)-27(1930) 〔46,J-6(1949)〕
46(1949)-47(1950) 〔,17,7-12(1950)〕

258 Heating and Ventilating Engineer 

(C) 23(1949)-24(1950) 〔23jan.-july 
('49)〕
〔24aug. -dee. 
('50)〕

259 Heating and Ventilating Engineer 
and Journal of Air Conditioning 

*(C) 

260 Heizung, Liiftung, Haustechnik 

*(C) 1(1950)-18(1967) 

261 Helvetica Chimica Acta 

(IV) 1928-1938 〔田35-1936〕
*(C) 25(1942)-50(1967) 〔38,8(1955)〕

262 Highway Research Abstracts 

*(D) 33(1963)-37(1967) 

263 Highway Research News 

*(D) 1963-1967 

264 Highway Research Record 

*(D) 1963-1967 

265 Highways and Bridges and 
Engineering Works 

*(D) 1956-35(1967) 

266 Horological Journal 

(JI) 95(1953)-106(1965) 

267 Houille Blanche 

*(D) 7(1952)-22(1967) 

268 House and Home 

(K) 3(1953)-8(1957) 

269 H.T.E.A.(Hochfrequenztechnik und 
Elektroakustik) 

*(C) 72(1963)-76(1967) 

270 Human Factors 

*(C) 

271 Hydata 



*(C) 3(1967) 

272 Hydraulic Pneumatic Power 

(formerly : Hrydraulic Pneumatic 
Power & Control) 

*(IT) 9(1963)-13(1967) 

273 Hydraulics and Pneumatics 

*(IT) 15(1962)-20(1967) 

274 Hydraulics Research 
*(C) 

275 Hydrocarbon Processing 

*(N) 41(1962)-46(1967) 

276 Hydrotechnical Construction 
-Gidrotekhnicheskoe Stroitelvsto一
USSR English Translation 

*(C) 

I 

277 IBM Journal of Research and 
Development 

*(C) 1(1957)-11(1967) 〔1,2, 4, (1957)〕
〔2,1(1958)〕

278 IEEE International Convention 
Record 

*(][) 1955-1957 〔団.7-10(1956)〕
6(1958)-15(1967) 

(C) Pt. 1-6, 9, 10(1953) 

279 I E E E Spectrum 
*(C) 2(1965)-4(1967) 

280 I E EE  Transactions 
(formerly: Transactions IRE) 
*(C) 1953-1967 (1953-'63 

uncomp.〕
——on Aerospace 
――on Aerospace and Electronic Systems 
――on Aerospace and Navigational 

Electronics ―on Antennas and Propagation ―on Audio and Electroacoustics ―on Automatic Control ―on Bio-Medical Engineering ―on Broadcast and Television 
Receivers ―on Broadcasting ―on Circuit Theory ―on Communication Technology ―on Component Parts ―on Education 

――on Electrical Insulation 
--on Electromagnetic Compatibility 
-on Electron Devices 
――on Electronic Computers 
--on Engineering Management ―on Engineering Writing and Speech ―on Geoscience Electronics 

―on Human Factors in Electronics ―on Industrial Electronics and 
Control Instrumentation 

―on Industry and General Applications ―on Information Theory ―on Instrumentation and Measurement ―on Magnetics ―on Microwave Theory and Techniques 
—• n Nuclear Science ―on Parts, Materials and Packaging 
―on Power Apparatus and Systems ―on Product Engineering and 
―on Quantum Electronic 
-on Reliability 
―on Solid-State Circuits ―on Sonics and Ultrasonics 

Production 

―on Systems Science and Cybernetics ―on Vehicular Communications 
281 I EE  E W escon Convention Record 

*(C) 3(1959)-11 (1967) 

282 Illuminating Engineering 

(K) 45(1950)-57(1962) 〔45,1, 7(1950)〕
〔46,7-10(1951)〕

*(C) 47(1952)-62(1967) 

283 India-Rubber Journal 

(IV) 1929-1936 且930-1933〕

284 Indian Rubber World 

(IV) 1922-1926 

285 Industrial Chemist 

(IV) 1937-19,10 

286 Industrial Design 

*(C) 

287 Industrial Electronics 

(Incorporating Electronic Technology) 
*(C) 1 (1962, oct.)-5(1967) 

288 Industrial and Engineering 
Chemistry 

*(JI) 45(1953)-59(1967) 
*(IV) 9(1917)-59(1967) 〔29(1937)〕

〔32-39(1940-
1947)〕
〔47,11 (1955)〕

(C) 8(1916)-44(1952) 〔16(1924)〕

289 I & E C-Funclamentals 
*(JI) 1 (1962)-6(1967) 
*(IV) 1(1962)-6(1967) 

〔22-32(1939-
1940)〕
〔39Pt. 1(1947)〕
〔41-43(1949-
1951)〕

290 I & EC-Process Design and 
Development 

*(JI) 1 (1962)-6(1967) 
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*(IV) 1(1962)-6(1967) 

291 I & EC-Product Research and 
Development 
*(II) 1(1962)-6(1967) 
*(IV) 1(1962)-6(1967) 
analytical edition 
(IV) 1(1929) 
10(1938)-11 (1939) 

(C) 1(1929)-19(1947) 〔5-11(1933-
1939)〕

news edition 
(C) 1(1923)-7(1929) 〔2-3(1924-1925)〕

292 Industrial Finishing 
*(C) 15(1963)ー19(1967)

293 Industrial Heating Engineer 

(C) 11(1949)-12(1950) 〔11ian. -june 
(1949)〕
〔12feb. mar. 
aug.-dec. 
(1950)〕

294 Industrial Laboratories 
(C) 6(1955)-7(1956) 

295 Industrial Lubrication 

(formerly: Scientific Lubrication) 
*(II) 13(1961)-19(1967) 

296 Industrial Management 

(C) 58(1919)-61(1921) 

297 Industrie Anzeiger 

*(II) 88(1966)-89(1967) 

298 Industries Thermiques et 
Aerauliques 
*(C) 

299 Information and Control 

*(C) 

300 Ingenieur-Archiv 
*(II) 35(1966)-36(1967) 
(D) 18(1950)-19(1951) 
(K) 27(1959)-33(1964) 
*(C) 12(1941)-36(1967) 

301 Institution of Engineers and Ship 
Builders in Scotland 

(C) 64(1920)-83(1940) 〔67-68(1923-
1924)〕
〔73-74(1930-
1931)〕

302 Instrumentation Technology 

(formerly: ISA Journal) 
*(I) 14(1967) 

303 Instruments and Automation 
(see: Instruments and control systems) 
(C) 6(1933)-22(1949) 
27(1954)110. 7-11 
28(1955)-32(1959)no. 1 
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304 Instruments and Control Systems 
*(C) 32(1959)no. 2-40 
(1967) 

305 Instrument Practice 

*(C) 6(1952)-21(1967) 〔7(]953)〕

306 Interavia 
(C) 1 (1946)-19(1964) 

307 International Association for 
Testing Materials 
(C) 1912 

308 International Civil Engineer and 
Contractor 

(now: Contracter) 
(D) 13(1961)-41(1962) mar. 

309 International Journal of Applied 

Radiation and Isotops 

*(IV) 2(1957)-18(1967) 

310 International Journal of Control 
*(C) 1(196.5)-6(1967) 

311 International Journal of Fracture 
Mechanics 

*(C) 1(1965)-3(1967) 

312 International Journal of Heat & 
Mass Transfer 
*(C) 10(1967) 

313 International Journal of Mechanical 
Science 

*(I) 1(1960)-9(1967) 

314 International Journal of Powder 
Metallurgy 

*(I¥「) 1 (1965)-3(1967) 

315 International Journal of Production 
Research 

*(JI) 3(1964)-6(1967) 

316 International Shipbuilding Progress 

(JI) 1 (1954)-6(1959) 
*(C) 14(1967) 

317 International Solid State Circuit 

Conference 

*(C) 2(1959)-10(1967) 

318 Iron Age 
(IV) 93(1914)-140(1938) 〔109-131,133-

138〕
*(C) 165(1950)-200(1967) 

319 Iron and Coal Tr印deReview 

(C) 84(1912)-130(1935) 〔122Pt. JI 
(1931)〕
〔104-121(1922-
1930)〕
〔123-127Pt. I 
(1931-1933)〕



320 Iron and Steel 

(I¥') 25(1952)-36(1963) 〔28,7(1955)〕

321 Iron and Steel Engineer 

*(TI) 37(1960)-4,!(1967) 
*(I¥') 41 (1964)-44(1967) 

*(I) 22(1950)-42(1967) 
*(JI) 37(1965)-42(1967) 
(][) 22(1950)-35(1964) 
(Iく） 24(1952)-34(1962) 
(C) 11(1940)-21(1949) 

〔22,1-3(1950)〕

333 Journal of the Aero-space Science 
322 Iron and Steel Industry 

I 
(fomerly: Journal of the Aeronautical 

(IV) 1931-1933 ! Science) (merged into AIAA Journal) 
323 Iron Trade Review I (C) 7(1940)-24(1957) 
(C) 54(1914)-60(1921) I 25(1958)-29(1962) 
IS A Journal 334 Journal of Agricultural and Food 

(see: Instrumentation technology) Chemistry 

324 I S I S: An International Review devoted (IV) 4(1956)-11 (1963) 

to the History of Science and its 335 Journal of American Ceramic 

Cultural Influence I Society 
*(Iく） 48(1957)-58(1967) *(IV) 17(193,1)-23(1940) 

24(1941) no. 2-7 
37(1954)-50(1967) 

bulletin 
*(I¥り 12(1933)-20(1941)
33(1954)-46(1967) 

J
 

325 Jahr-Berichte der Chemishen 
Technologie 

(N) 1870-19印〔1874-1877〕

326 Jahrbuch der Schiffbautechnischen 
Gesellschaft 

(JI) 6(1905)-50(1956) 

*(C) l (1900)-42(1941) 
51 (1957)-61 (1967) 

〔22-28(1921-
1927)〕
〔31-36(1930-
1935)〕
〔38(1937)〕
〔22-26(1921-
1925)〕
〔36(1935)〕

〔38(1937)〕

327 Japanese Journal of Applied 
Physics 

*(C) 3(1964)-6(1967) 

328 Japanese Journal of Geology and 
Geography 

(C) 1 (1922)-18(1941) 

329 Japanese Journal of Mathematics 
(C) 1(1924)-17(1940) 

330 Japanese Journal of Physics 

(C) 1(1922)-14(1941) 

331 Jet Propulsion 

(see: ARS journal) 
(I) 25(1955)-28(1958) 
(JII) 28(1958) 
(C) 1 (1930)-22(1952) 

Joint Computer Conference 

(see: AFIPS Conference) 

332 Journal of the Acoustical Society 
of America 

〔12-20many 
lacks〕
〔34,10-11 (1955)〕

336 Journal of the American Chemical 
Society 

*(I¥り 1(1879)-89(1967) 〔14(1892)〕
〔60Pt. I (1938)〕
〔62,3(1940)〕
〔64-71(1942-
1949)〕

(C) 33 Pt. I (1911), 
48(1926)-52(1930) 
61 Pt. JI (1939), 
63(1941)-71(1949) 

337 Journal of the American Concrete 
Institute 
*(D) 1949-1967 
(K) 1954-1964 

Journal of American Institute of 
Chemical Engineers 

(see: A. I. Ch. E. journal) 

338 Journal of American Institute of 
Electrical Engineers 

(C) 39(1920)-49(1930) 

339 Journal of American Oil Chemists 
Society 

*(I¥「) 31(1954)-44(1967) 

340 Journal of the American Rocket 
Society 

(I) 1943 feb.-1952 〔1946,68-69〕
〔1947,75-76〕

341 Journal of the American Society 
of Mechanical Engineers 
(C) 38(1931) 
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342 Journal of the American Society 
of Naval Engineers 

(C) 26(1914)-67(1955) 〔33(1921)〕

〔36-38(1924-
1926)〕
〔40-41(1928-
1929)〕
[45-48(1933—
1936)〕
〔51-61(1939-
1949)〕

343 Journal of American Water Works 
Association 
*(N) 46(1954)-59(1967) 

344 Journal of the American Welding 
Society 

(see: Welding journal) 
(IV) 10(1931)-11(1932) 
(C) 3(1924)一10(1931)
345 Journal of Applied Chemistry 
(IV) 1(1951)-2(1952) 
*(C) 2(1952)-17(1967) 

346 Journal of Applied Mathematics 
and Mechanics 

*(C) 22(1958)-30(1967) 〔26(1962)〕

347 Journal of Applied Mechanics 

(now: Trans. ASME, ser. E) 
*(I) 17(1950)-34(1967) 
*(TI) 17(1950)-22(1955) 
25(1958)-34(1967) 

(D) 16(1949)-24(1957) 
(K) 21(1954)-29(1962) 
*(C) 1(1933)-24(1957) 

26(1959)-34(1967) 

〔16,1-2(1949)〕
〔27,1-2〕
〔15-17(1948-
1952)〕
〔18,2〕
〔19(1952)〕

348 Journal of Applied Physics 

(I) 21(1950)-33(1962) 
(JI) 25(1954)-26(1955) 
*(ill) 20(1949)-38(1967) 〔20Pt. I (1949)〕

〔21Pt. JI (1950)〕
(IV) 1939-1941 
*(C) 13(1942)-38(1967) 〔21-22(1950-

1951)〕
〔20Pt. JI (1949)〕

349 Journal of Applied Polymer Science 

*(IV) 1(1959)-11(1967) 〔3,1-6〕

350 Journal of Association for 
Computing Machinery 

*(I) 12(1965)-14(1967) 
*(J[) 14(1967) 

351 Journal of Astronautical Science 

(I) 7(1960)-11(1964) 
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Journal of Basic Engineering 

(see: Trans. of ASME; ser. D) 

352 Journal of Biological Chemistry 
229(1957) 

Journal of the British Institution 
of Radio Engineers 

(see: Radio and electronic engineer) 

353 Journal of British Nuclear Energy 
Conference 

(II) 3(1958)-6(1961) 

354 Journal of British Nuclear Energy 

Society 

*(II) 1(1962)-6(1967) 

355 Journal of Catalysis 

*(N) 7-9(1967) 
(C) 4(1965)-6(1966) 

356 Journal of Chemical Education 

*(N) 1930-1938 
41(1964)-44(1967) 

357 Journal of Chemical and Engineer・ 
ing Data 

*(N) 4(1959)-12(1967) 

358 Journal of Chemical Physics 
*(C) 8(1940) 
18(1950)-47(1967) 〔8Pt. I (1940)〕

〔27,1 (1957) l 

359 Journal of Chemical Society 

Pt. A; Inorganic Physical Theoreticai 
B; Physical Organic 
C; Organic 

(N) 1914-1925 『15-'21,'23-'241
*(C) 1932-1967 じ936-1945〕
360 Journal of Chromatography 
*(N) 26(1967) 

361 Journal of the College of Science 

(Tokyo Imperial Univ.) 
(C) 11 (1898)-45(1925) 

362 Journal of Colloid & Interface 
Science 

*(N) 23(1967) 

363 Journal of Electroanalytical 
Chemistry 

*(N) 1(1959/60)-15(1967) 

364 Journal of the Electrochemical 
Society 

*(C) 93(1948)-114(1967) 〔98(1951)〕

365 Journal of Electronics and Control 

(lIT) 1(1955) july・ 
2(1955) 
4(1958)-17(196,!) 

Journal of Engineering for Industry 



(see: Trans. of ASME; ser. B) 

Journal of Engineering for Power 

(see: Trans. of ASME; ser. A) 

366 Journal of Fluid Mechanics 
*(I) 21(1965)-30(1967) 
*(IT) 1(1956)-30(1967) 

367 Journal de Four Electrique et des 
Industries Electrochimiques 

*(IV) 1956-1967 

368 Journal of the Franklin Institute 
(IV) (1938) 
*(C) 233(1942)-
284(1967) 

369 Journal of General Chemistry of 
the USSR 

*(IV) 32(1963)-36(1967) 

370 Journal of Geophysical Research 
*(D) 64(1959)-72(1967) 

Journal of Heat Transfer 

(see: Trans. of ASME; ser. C) 

371 Journal of Industrial Hygiene and 
Toxicology 
*(C) 

372 Journal of Inorganic and Nuclear 
Chemistry 

*(IV) 13(1960)-29(1967) 

373 Journal of the Institute of Metals 

*(IV) 14(1915)-95(1967) 〔44,48, 51-53, 
56-61, 66-70, 
72-75〕

(C) 38(1927)-76(1950) 〔38Pt.I (1927)〕
〔39Pt.IT (1928)〕
〔40-65(1929-
1939)〕
〔75(1949)〕

374 Journal of Institute of Navigation 
(IT) 14(1961) 

375 Journal of the Institute of 
Petroleum 

*(IV) 41(1955)-53(1967) 
(C) 32(1946)-40(1954) 

376 Journal:of the Institution of Civil 
竺二Engineers

(C)~13(1939)-36(1951) 〔15,3(1941)〕
〔18,18(1942)〕
〔19,4(1943)〕
〔20,7(19,13)〕
〔23,1(1944)〕
〔24,6-8(1945)〕
〔25,2(1945)〕
〔26,5-7(1946)〕
〔27,3(1947)〕

(IV) 35(1918)-95(1932) 〔36-49,55-84, 
89-94〕

218(1956)-

〔28,7-8(1947)〕
〔31,2-3(1948-9)) 
〔32,7(1949)〕
〔34,7(1950)〕
〔36,6(1950)〕

377 Journal of Institution of Electrical 
Engineers 

(C) 1(1913)-4(1958) 

378 Journal of the Institution of 
Heating and Ventilating Engineers 
*(C) 1955-1957 
25(1958)-35(1967) 

379 Journal of the Iron and Steel 
Institute 

*(JI) 197(1961)-205(1967) 
*(I¥り 63(1903)-205(1967) 〔64-75,77-78, 94 

-96,98-101,103-
124,126-127,129 
-135,137-169〕

(C) 141 (1940)-
169(1951) 

380 Journal of Mathematics and 
Physics 

*(C) 38(1959)-46(1967) 

381 Journal of Mechanical Engineering 
Science 

*(C) 9(1967) 

382 Journal of the Mechanics and 
Physics of Solids 
*(I) 1(1952)-15(1967) 
*(TI) 1(1952)-2(1954), 
11(1963)-15(1967) 

*(K) 7(1958)-15(1967) 
*(C) 10(1962)-15(1967) 

383 Journal of Metals 

*(IV) 3(1952)-19(1967) 

384 Journal of Nuclear Energy, Pt. "A 
& B". Reactor Science and 
Technology 
*(C) 1(1954)-21(1967) 

385 Journal of Nuclear Materials 

*(IV) 2(1960)-24(1967) 

386 Journal of the Optical Society of 
America 
*(I) 14(1927)-57(1967) 〔25,4(1938)〕

〔26,4(1939)〕
〔31,8-12(1944)〕

(Ivり） 20(1930)-24(1934) 
(C) 11(1925)-39(1949) 〔17-19(1928-

1929)〕
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〔26-30(1936-
1940)〕

387 Journal of Organic Chemistry 

*(C) 13(1948)-32(1967) 〔15(1950)〕

388 Journal of Organometallic 
Chemistry 
*(IV) 7(1967) 
389 Journal of Photographic Science 
*(IV) 1(1953)-15(1967) 

390 Journal of Physical Chemistry 

*(C) 45(19,11)-71(1967) 〔5ふ54,1-2 
(19>19-1950)〕

391 Journal of the Physical Society of 
Japan 
*(C) 19(196,1)-22(1967) 

392 Journal de Physique 

(C) 1(1911)-4(1914) 〔3(1913)〕

393 Journal de Physique et le Radium 

(I) 15(1954)-16(1955) 

394 Journal of Polymer Science 
*(IV) 8(1952)-56(1962) 〔8,3(1952)〕
Pt. A-1; General Paper 

1(1963)-5(1967) 
A-2; Polymer Physics 
4(1966)-5(1967) 

Pt. B; Polymer Letter 
1(1963)-5(1967) 

Pt. C; Polymer Symposia 
1(1963)-17 (1967) 

(C) 1(1946)-7(1951) 

395 Journal fiir Praktische Chemie 

(IV) 31(1885)-123(1929) 〔35-36,97-120〕

396 Journal of Prestressed Concrete 
Institute 
*(D) 8(1963)-12(1967) 

397 Journal of Research of the 
National Bureau of Standards 

Section A; Physics and Chemistry 
B; Mathematics and Mathematical 
Physics 

C; Engineering and Instrumentation 
D; Radio Propagation (see: Radio 

science) 
*(C) 28(1942)-71(1967) 

398 Journal of the Royal Aeronautical 
Society 

(T) 58(1954)-59(1955) 
(C) 45(1941)-54(1950) 
60(1956)-69(1965) 

Journal of the Royal Institute of 
British Architects 

(see: RIBA journal) 

399 Journal of Royal Society of Arts 
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(C) 74(1926)-81(1933) 

400 Journal of Scientific Instruments 

*(C) 18(1941)-44(1967) 

401 Journal of Ship Research 

*(II) 4(1960)-11(1967) 

402 Journal of the Society of Archi-
tectural Historians 

*(K) 18(1959)-26(1967) 

403 Journal of the Society of Dyers 
and Colourists 

*(IV) 39(1923)-83(1967) 〔40(1924)〕
〔49-68(1933-
1952)〕
〔69Pt. I (1953)〕

404 Journal of Society of Glass 
Technology 

(see: Phys1cs and chemistry of glasses; 
Glass technology) 

(IV) 38(1954)-43(1959) 

405 Journal of the Society of Motiou 
Picture 

(C) 37(1941)-53(1949) 〔37jan.-oct.〕
〔43july-dec. 
(1944)〕

406 Journal of the Society of Motion 
Picture and Television Engineer 
*(II) 58(1952)-76(1967) 

Journal of Society for Non-
Destructive Testing 
(see: Non-destructive testing) 

407 Journal of Sound and Vibration 

*(C) 1(1964)-6(1967) 

408 Journal of Strain Analysis 
*(C) 1(1965)-2(1967) 

409 Journal of the United States 
Artillery 

(II) 50(1919)-56(1922) 
(C) 38(1912)-40(1913) 

K 

410 Kolloid Zeitschrift mit Kolloid 

chem. Beiheft 

*(IV) 145(1956)-221(1967) 
(C) 96(1941)-124(1951) 

L 

411 Laboratory Practice 

(I¥り 11(1962)-16(1967) 

412 Liebigs Annalen der Chemie (Justus). 



*(N) 671-708(1967) 

413 Light Metals 

(C) 13(1950)-27(1964) 〔20,1-3, 6 (1957)〕
414 Light Metals & Metal Industry 
(incorporating: Light metal, 入!eta!
industry now: Metals) 

(C) 28(1965)-29(1966) 

415 Lubrication Engineering 

*(C) 13(192>7)-23(1967) 

416 Liiftfahrt-forschung 

(C) 11(193-1)-18(1941) 

M 

417 Machinery (A) 

(TI) 56(1949) no. 3-1゚ 〔58,9(1952)〕
58(1952) no. 6-10 

*(C) 65(1959)-73(1967) 

418 Machinery (E) 

*(TI) 79(1959)-111(1967) 

419 Magazine of Concrete Research 

*(K) 6(1954)-19(1967) 

420 Makromolekulare Chemie 

*(N) 1(1945)-109(1967) 

421 Marconi Review 

*CC) 8(1945)-30(1967) 〔12(1949)〕

422 Marine Engineer 

(C) 12(1907)-13(1908), 
36(1913-1914) 
aug.-july 
41 (1917)-49(1927) 〔'27june-dec.〕

423 Marine Engineering 

(C) 8(1903)-27(1922) 〔11-13(1906-
1908)〕

424 Marine Engineering and Shipping 
Age 

(C) 27(1922)-38(1933) 

425 Marine Engineering and Shipping 
Review 

(C) 56(1951)-57(1952) 

426 li'Iaterialpriifung 

*(C) 3(1961)-9(1967) 

427 Materials Evaluation 

(formerly: Non-destructive Testing; 
*(I) 22(1964)-25(1967) 
*(lll) 22(1964)-25(1967) 

428 Materials Protection 

*(N) 1(1962)-6(1967) 

429 Materials Research & Standards 
(superseded Bulletin of ASTM) 
(I) 1 (1961)-5(1965) 

*(D) 1 (1961)-7 (1967) 

430 Mathematical Tables and other 
Aids to Computation 

(see: Mathematics of computation) 
(C) 1(1943)-13(1959) 

431 Mathematics of Computation 

*(C) 1'1(1960)-21(1967) 

432 l¥fathematische Zeitschrift 

(C) 35(1932)-41(1936) 

433 McGraw-Hill Digest 
(C) 8(1953) 

434 Measures et Control Industriel 

(JI) 17(1952)-21(1956) 〔19,211(195,1)〕

435 Mechanical Engineer 

(C) 30(1912)-37(1916) 〔30-I (1912)〕
〔37-JI (1916)〕

436 Mechanical Engineering 

*(C) 44(1922) no.1-11 
mar.-nov. 
45 no. 3-4 mar. 
apr. (1922) 
46(1923)-47(192-1) 
49(1927)-51(1929) 
53(1931)-59(1937) 
63(1941)-66(1944) 
71(1949)-no. 7-72 
(1950) no. 5 
74 no.14(1952)-
89(1967) 

437 Mechanical Handling 
*(JI) 54(1967) 

438 Mechanical World 

(JI) 77(1925)-84(1928) 
june 

(C) 61 (1917)-84(1928) 

439 Mechanization 
(C) 1949-1950 国anylack〕

440 Melliand Textileberichte 

(N) 37(1956)-48(1967) 

441 Memoirs of the Institute of 
Scientific and Industrial Research 

(Osaka Univ.) 
*(C) 8(1951)-17(1960), 
19(1962)-24(1967) 

442 Memoirs of the Ryojun College 
of Engineering 

(C) 1(1927)-9(1936), 11(1938) 

443 Memoires Scientifiques de la 
Revue de Metallurgie 

*(N) 56(1959)-6'1(1967) 〔57(1960)〕

444 Messteclmik 

(C) 6(1930)-9(1933) 
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445 Metal Finishing 

*(C) 49(1951)-65(1967) 〔49feb. (1951)〕
〔68,1-3, 5-6 

(1960)〕

446 Metal Finishing Abstracts 

*(II) 6(1964)-9(1967) 

447 Metal Finishing Journal 

*(C) 9(1963)-13(1967) 

44.8 Metal Industry 

(see: Light metal & metal industry) 
(C) 76(1950)-105(1964) 

449 Metal Progress 

*(C) 57(1950)-92(1967) 〔77,5〕

450 Metal Technology 

(IV) 6(1939) 

451 Metall 
*(IV) 10(1956)-21(1967) 

452 Metall und Erz. 

(I¥「) 24(1927)-34(1937) 〔26(1929),

453 MetaUober餌 che

*(JI) 8(1954), 12(1958)-
21(1967) 

33(1936)〕

(IV) 6(1952)-11(1957) 〔9,8(1955)〕

454 Metallurgia 

(IV) 4(1907)-8(1911) 

*(C) 41 (1949)-76(1967) 〔4.1jan. -nov. 
(1949)〕
〔42july-dec. 
(1950)〕
〔53apr. (1956)〕

455 Metallurgical Abstracts 
*(IV) 1(1966)-2(1967) 

456 Metallurgical and Chemical 
Engineering 

(IV) 9(1911)-18(1918) 〔1914〕
(C) 13(1915)-18(1918) 
Pt. I 

457 Metallurgical Reviews 

(JI) 3(1958) 〔1-8〕

458 Metals 
*(C) 1(1966)-2(1967) 

459 Metropolitan Vickers Gazette 
(C) 9(1925)-11(1929) 
14(1933)-17(1938) 

460 Microelectronics & Reliability 
(formerly: E:ectronics Reliability & 
Microminiaturization) 

(lli) 1(1962)-3(1964) 

*(C) 3(1964)-6(1967) 

461 Microteclmic 

*(JI) 12(1958)-21(1967) 
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462 Mining Engineering 

c n) 5(1953) 〔1-3(1953汀

463 Mining and Metallurgy 

(IV) 1 (1920)ー15(1934) 〔6(1925)}
(C) 1920-1921 

464 Mining Press 
(C) 110(1915) 

465 Mining and Scientific Press 

(C) 100(1910)-

123(1921) 〔104(1912)〕

466 Minutes of Proceedings of the 

Institution of Civil Engineers 

(D) 47(1876)-223(1927) 〔75(1883-4)〕

(C) 119(1894)-
170(1907) (subject 
index) 
153(1902)-
198(1914) 
154 supplement 

〔126(1895-6)〕
〔147(1901-2)〕
〔153(1902-3)〕
(158(1903-4)〕
〔170(1906-7)〕
〔177(1908-9)〕
〔181(1909-10)〕
〔182(1909-10)〕
〔187(1911-2)〕
〔197(1913-4)〕
〔218(1923-4)〕

467 Modern Materials Handling 
* (IT) 22(1967) 

468 Modern Plastics 

(C) 31(1954)-45(1967) 

469 Modular Quarterly 
*(1く） 1960-1967 

470 Motor Ship 

(IT) 1 (1921)-18(1938) 
32(1951) no. 378, 
380-383 

33(1952) no. 385, 
387べ 389

(C) 1(1920)-21(19'11) 
35(1950)-36(1951) 

〔manylack〕

〔2-4(1922-24)〕
〔6(1926)〕
〔8-17(1928-
1937)〕
〔32,379(1951)〕
〔33,384(1952)〕
〔'50jan.-june〕

471 111 T Z (Motortechnische Zeitschrift) 

*(C) 14(1953)-28(1967) 

N 

472 Nachrichtentechnik 

*CC) 14(1964)-17(1967) 

473 NASA  Annual Report 

(formerly: NACA Annual Report) 



(C) 1930-1934, 1936-
1937, 1939-19印〔1944〕
1953-19認〔1959-'62〕

474 NASA Technical Report 

(C) 1952, 1954-1962 

475 NASA's Scientific and Technical 
Aerospace Reports 

(I) 1(1963)-2(1964) 
*(C) 1(1963)-5(1967) 

476 National Geographic Magazine 

(C) 41 (1922)-73(1938) 〔62july-dec. 

477 Nations Business 

(C) 16(1928)-17(1929) 

478 Nature (F) 

(IV) 1922-1929 

479 Nature (E) 

('32)〕
〔73july-dec. 
('38)〕

(I¥') 31(1885)-164(1949) 〔41,57-60, 76-
124, 129-134, 
137-162〕

*(C) 147(1941)-
216(1967) 〔151-154(1943-

1945)〕
〔163(1949)〕

4S0 Naturwissenschaften 

*(C) 19(1931)-54(1967) 〔21-32(1933-
1945)〕

4S1 Naval Annual by Lord Brassey's 

(C) 1886-1902, 1904, 
1909-1916, 1919 

4S2 Naval and Military Record 

(II) lG(lSOl)-5-1(1936) 〔18-35(1902-
1918)〕

4S3 N E L A Bulletin 

(C) 13(1931) 

〔38-44(1920-
1926)〕
〔50(1932)〕
〔53(1935)〕

4S4 Nippon Sugaln日虹turigakkai Kiji 

(C) 6(19211)-17(1935) 

485 Noise Control 

(see: Sound-its uses and control) 
(K) 1957 july-7(1962) 
(C) 1(1955)-2(1956) 

4S6 Non-Destructive Testing 

(now: Materials Evaluation) 
(I) 15(1957)-21(1963) 
(II) 10(1962)-21 (1963) 

4S7 NT  Z (Nachrichtentechnische Zeit-

schrift) 

*(C) 1(1948)-20(1967) 
488 Nuclear Data Sheet 
(I) 1958-1965 

489 Nuclear Engineering 

(ll) 4(1959)-11(1966) 
(IV) 8(1963) 
*(C) 9(1964)-12(1967) 

490 Nuclear Instruments and Methods 

(IV) 4(1959) 
*(C) 4(1959)-57(1967) 

491 Nuclear Physics 

*(I) 1(1956)-106(1967) 

492 Nuclear Science Abstracts 

(I) 1(1948)-8(1954) 
12(1958)-16(1962) 

*(C) 1(1948)-8(1954) 〔1949uncomp.〕
12(1958)-21(1967) 〔12,1-2〕

493 Nuclear Science and Engineering 

(I) 1(1956)-2(1957) 
*(rr) 3(1958)-30(1967) 
(IV) 15(1963) 

494 Nucleonics 

(I) 1(1947)-9(1951) 
(ll) 17(1959)-25 June(1967) 
(C) 10(1952)-25(1967) 〔13,9(1955)〕
(IV) 21(1963) 

495 Numerische Mathematik 

*(I) 1(1959)-3(1961) 
7(1965)-10(1967) 

*(JlI) 4(1962)-10(1967) 

496 Nuovo Cimento 

*(I) 3(1956)-46(1966) 
(C) 1 (1955)-2(1955) 〔1,1(1955)〕

゜497 Oelhydraulik und Pneumatik 

*(IT) 6(1962)-11(1967) 

498 Oesterreichische Wasserwirtschaft 

*(D) 11(1959)-19(1967) 

499 Oesterreichische Zeitschrift f如
Berg-und I韮ttenwessen

(C) 4(1856)-62(1914) 〔9-26(]861-
1878)〕
〔46-52(1898-
1904)〕
〔60-61(1912-
1913)〕

500 Oesterreichisches Berg-und Hutten-
mannisches Jahrbuch 

(C) 16(1867)-59(1911) 〔17(1868)〕
〔20-27(1871-
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1879)〕
〔45-52(1897-
1904)〕
〔55(1907)〕

501 Oil and Colour Trade Journal 

(IV) 75(1929)-91(1937) 〔79-90(1931-
1936)〕

502 Oil Engine and Gas Turbine 
(JI) 17(1949) no. 196-
19(1950) no. 207 
21 (1954)-32(1964) 

503 Oil and Gas Journal 

(IV) 53(1955)-65(1967) 〔55,10(1957)〕

504 Onde Electrique 

*(][) 34(1954)-47(1967) 〔35,337(1955)〕

505 Operations Research 

*(K) 7(1959)-15(1967) 

506 Optica Acta 

*(I) 1(1954) 
3(1956)-14(1967) 〔3,4(1956)〕

(C) 1-2(1955) 

507 Optics and Spectroscopy 

*(I) 6(1956)-23(1967) 

p
 

508 Paper Trade Journal 

(C) 103(1936)-
105(1937) 

509 Papier-Fabrikant 

(IV) 25(1927)-38(1940) 〔26-35(1928-
1937)〕

510 Petroleum 

(IV) 1(1905)-35(1939) 

511 Petroleum Refiner 

(see: Hydrocarbon processing) 
(IV) 35(1956)-40(1961) 

512 Philips Research Reports 

*(TII) 8(1953)-22(1967) 
(C) 1(1946)-7(1952) 

513 Philips Technical Review 

*(C) 13(1952)-28(1967) 

514 Philips Telecommunication Review 

(formerly: Communication News) 
*(TII) 17(1965) no. 1-
25(1964)-27(1967) 

515 Philosophical Magazine 

(C) 31(1941)-46(1955) 〔42(1951)〕
eighth series 
*(C) 1(1956)-16(1967) 

516 Photogrammetria 
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*(D) 14(1957)-22(1967) 

517 Photogrammetric Engineering 

*(D) 12(1946) 

14-19(1948-1953) 〔15,1〕
20(1954)-33(1967) (16, 2〕

〔18,2〕

518 Photogrammetric Record 

*(D) 1961 apr.-1967 

519 Photographic Engineering 

(C) 1(1950)-7(1956) (7, 3(1956)) 

520 Photographic Journal 

*(IV) 92(1952)-107(1967) 
(C) 81(1941)-90(19SO) 

521 Photographic Science and 
Engineering 

*(IV) 1(1957)-11(1967) 

522 Phototechnik und Wirtschaft 

*SYASHIN 
5(1954)-18(1967) 

523 Physica 

*(C) 10(1943)-14(1948) 
27(1961)-32(1966) 

524 Physical Review 

*(I) 22(1923)-60(1941) 〔75,ian. -June 
76(1949)-164(1967) (1948)〕

(IV) 13(1919)-59(1941) 〔17(1921)〕
〔21-22(1923)〕
〔51(1937)〕
〔58(1940)〕

(C) 17(1921)-75(1949) (18-21(1921-
1923)〕
[27(1926)〕
(28 pt I (1926)〕

525 Physical Review Letter 

*(I) 1(1958)-19(1967) 

Physics Abstracts 

(see: Science abstracts; section A) 

526 Physics and Chemistry of Glasses 

(formerly: Journal of Society of Glass 
Techn.) 

*(IV) 1(1960)-8(1967) 

527 Physics of Fluids 

*(I) 3(1960)-10(19137) 

528 Physics Letters 

*(C) 19(1965)-26(1967) 

529 Physics of Metals and Metallography 

*(IV) 6(1958)-22(1967) 

530 Physikalische Zeitschrift 

(C) 25(1924)-31(1930) 

531 Physiological Abstracts 

(IV) 7(1922)-12(1927) 



532 Planseelberichte fiir Pulvermetal-
lurgie 

*(IV) 7(1959)-15(1967) 

533 POE E Journal 
*(IIT) 3,1(1941)-60(1967) 〔42(1949)〕

国 (1951)〕

534 Popular Mechanics Magazine 

(C) 26(1916)-72(1939) 〔28-30(1917-
1918)〕
〔32(1919)〕
〔65(1936)〕

535 Popular Science Monthly 

(IV) 1925-19認〔1931,'36-'37〕

536 Power 

(C) 51 (1920)-85(1941) 〔51jan. (1920)〕
〔55-56apr. -dee. 
(1922)〕

537 Power Apparatus and Systems 

(see : IEEE transactions) 
(IIT) 1954-1965 

538 Power Engineering 

*(C) 

539 Power Plant Engineering 

(C) 39(1935)-36(1936) 

540 Power and Work Engineer 
(C) 32(1937)-33(1938) 

541 Principia Mathematics 

(C) 1-3 

542 Proceedings of the American 
Concrete Institute 

(C) 19(1923)-45(1949) 〔20-22(1924-
1926)〕
〔24-35(1928-
1939)〕

543 Proceedings of the American Rail-
way Engineering Association 

(D) 14(1913)-37(1936) 〔31(1930)〕
〔36(1935)〕

5L14 Proceedings of the American Rail-
way Engineering and Maintena-
nce of Way Association 
(C) 1(1900)-12(1911) 
Pt. I 

545 Proceedings of the American 
Society of Civil Engineers 

Journal of the Aero-Space Transport 
Journal of the Construction 
Journal of the Engineering Mechanics 
Journal of the Highway 
Journal of the Hydraulics 
Journal of the Irrigaition and Drainage 

Journal of the Pipeline 
Journal of the Power 
Journal of Professional Activities 
Journal of the Sanitary Engineering 
Journal of the Soil Mechanics 

and Foundations 
Journal of the Structural 
Journal of the Sun・eying and Mapping 
Journal of the Urbanplanning 

and Development 
Journal of the・waterways and Harbors 
*(I) 78(1952)-81 (1955) 
87(1961)-93(1967) 

*(K) 77(1951)-93(1967) 〔78(1952)〕
(D) 36(1910)-66(19,10) 〔64(1938)〕
75(1949)-83(1957) 

(C) 65(1941)-75(1949) 〔65,1-6(1941)〕
81(1955) 〔75,6-12(1949)〕

546 Proceedings of the American 
Society for Testing Materials 

(IV) 16(1916)-26(1926) 
*(C) 10(1910)-18(1918) 〔15(1915)pt. I〕
20(1920)-67(1967) 〔18(1918)pt. II〕

〔19(1919)〕
〔33(1933)〕
〔34pt. TI (1934)〕
〔35(1935)〕
〔37(1937)pt. II〕

547 Proceedings of the Association of 
Asphalt Paving Technologists 
*(C) 16(1947)-36(1967) 

548 Proceedings of Blast Furnace and 
Coke Oven 

(see: Proceedings of ironrnaking) 
(IV) 13(1954) 
16(1957)-21(1962) 

549 Proceedings of the Cambridge 
Philosophical Society 

*(C) 48(1952)-63(1967) 

550 Proceedings of the Chemical Society 

(C) 1959-1964 

551 Proceedings of Electric Furnace 

*(IV) 15(1957)-25(1967) 

552 Proceedings of the Highway 
Research Board 

(see: Highway research abstract$; 
Highway research news; Highway 
research record) 

(C) 24(1944)-41(1962) 〔25-26〕

553 Proceedings of the Imperial 
Academy 

(C) 2(1926)-46(1940) 

554 Proceedings of the Institute of 
Electrical and Electronics 
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Engineers 

(formerly: Proceedings of the IRE) 
*(][) 18(1930)-23(1935) 〔23(1935)pt. I〕

26(1938)-55(1967) 〔37,7-12(1949)〕
〔27-36(1939-
1948)〕

(C) 27(1939)-38(1949) 〔38(1949)pt. TI〕

555 Proceedings of the Institute of 
Municipal and County Engineers 

(C) 37(1910)-54(1928) 〔47-50(1920-
1924)〕
〔53(1926-1927)〕

556 Proceedings of the Institution of 
Civil Engineers 

(D) 2(1953)-6(1957) 
*(K) 5(1956)-38(1967) 
(C) 1(1952) 〔1pt. 1[, 1('52)〕

〔1pt.][, 2('52)〕

557 Proceedings of the Institution of 
Electrical Engineers 

(][) 98(1951)-109(1962) 
*(C) 88(1941)-114(1967) 
supplement 
Pt. A no. 1, 2, 3 
(1956, 1959, 1962) 
Pt. B no.1-18 
(1956-1959) 
Pt. C no. 1(1958) 

558 Proceedings of the Institution of 
Mechanical Engineers 
(C) 145(1941)-181(1967) 
WEP'S 

〔153(1945)2, 4-8, 12〕
〔155(1946)14, 18-24〕
〔157(1947)28-34, 36〕
〔J50(1948) 37, 40 

43-45〕
〔161(19,19)51, 52, 54〕
〔163(1950)59-61〕

559 Proceedings of Ironmaking・ 

(formerly: Proceedings of Blast Furnace 
and Coke Oven) 

*(IV) 22(1963)-26(1967) 

560 Proceeding of Japan Congress 
on Testing Materials 

(C) 1 (1958)-3(1960), 5(1962)-8(1965) 

561 Proceeding of Japan National 
Congress for Applied虹echanics

(C) 1 (1951)-8(1958), 13(1963) 

562 Proceedings of the N D H A 

*(C) 

563 Proceedings of Open Hearth 
*(IV) 40(1957)-50(1967) 

564 Proceedings of the Physical Society 
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*(C) 49(1937)-70(1957) 
sect. A & B 
71 (1958)-92(1967) 

Proceedings of the Physico-Mathe-
matical Sociaty of Japan 

(see :Nippon Si1gaku-Bulurigakkai Ki.ii) 

565 Proceedings of the Royal Society 
of London, series A 

*(I) 114(1927)-
177(1941) 
205(1951)-
302(1967) 

(C) 177(1940)-
192(1948) 

566 Proceedings of the Society for 
Experimental Stress Analysis 

(I) 7(1949)-19(1962) 
*(II) 13(1956)-2,1(1967) 
(C) 1 (1943)-6(1948) 

567 Product Engineering 

(I) 24(1953)-35(1964) 
(JI) 22(1951)-23(1952) 〔22,1-6(l95liJ 

〔23,7(」952)〕
*(C) 29(1958)-38(1967) (24 mar. (1953)〕

568 Product Finishing (A) 

*(JI) 28(1964)-32(1967) 

569 Product Finishing (E) 

*(JI) 12(1959)-20(1967) 

570 Progressive Architecture 

*(K) 1955 sept.-1956 
aug. 1957-1958 
1961-1967 

571 Public Roads 

*(D) 1952-34(1967) 

572 Public Works 

(D) 80(1949)-83(1952) 

573 Pulp and Paper Magazine of Canada 

(I¥') 29(1930), 31(1931) 〔29(1930)many

Q 

574 QS T 

(C) 21 (1937), 35(1951) 

Ind:〕

575 Quarterly of Applied諏 thematics

*(K) 13(1955)-20(1962) 
23(1965)-25(1967) 

*(C) 1(1943)-25(1967) 

576 Quarterly Journal of Mechanics 
and Applied Mathematics 

*(C) 1(1948)-20(1967) 



R 

577 Radio and Efoctronic Engineer 
(formerly: Journal of the British 
Inst. of Radio Engineer) 

*(C) 3(1942)-34(1967) 〔10(1950)〕
578 Radio Export 

(C) 3(1926)-5(1928) 

579 Radio Science (new Ser. 〉
*(C) 1(1966)-2(1967) 

580 Radio Television News 

(lli〕 43(1950)-52(1954) 
-Radio Electronic Engineering ed. 

(]I) 23(1954)-24(1955) 
no.5 〔23,J-2(1954)〕

581 Railway Age 

(D) 70(]921)-136(1954) 〔74,75, 80, 86-
129) 

582 Railway Engineering and l¥fai.nte-
nance 

(D) 47(1951) 
(C) 21 (1925)-23(1929) 

583 Railway Engineering Review 

(D) 43(1903)-15(1905) 

584 Railway Gazette 

(C) 1915-1916 〔4゚-I (1924刃
41(1924)-46(1927) 〔47-II (1927)〕
49(1928) 〔48-I (1928)〕

585 Railway l¥'!:ecbanical and Electrical 
Engineer 

(D) 126(1951) 

586 Railway Track and Structures 

(D) 48(1952)-50(1954) 

587 Rayon 

(I¥') 8(1929)-14(1933) 〔11-13(1931-
1932)〕

588 Rayon a叫 IlfolliandTextile 
閏onthly

(IV) 17(193G)-1S(1938) 

589 Rayon Textile Monthly 

(C) 18(1937) 

590 R C A Review 

*(C) 1(1936)-28(1967) 

Reactor Science and Technology 

(see: Journal of nuclear energy) 

591 Refrigerating Engineering 

(JI) 61(1953)-6G(]958) 
(C) 57(1949)-60(1952) 〔59(1951)〕

592 Regelungsteclmik 

*(JI) 1 (1953)-15(1967) 

(C) 1(1953) 

593 Reports of the Aeronational 
Research Institute 

(Tokyo Imperial Univ.) 
(C) 1(1925)-14(1939), 
16(1941)-17(1942) 

594 Review of Scientific Instruments 

(I) 1(1930)-35(1964) 〔13-20(1942-
1949)〕

(ill) 3(1932)-3~(1962) 〔8-9(1937-1938)〕
〔11-20(1940-
1949)〕

*(C) l (1930)-38(1967) 〔8-12(1937-
1941)〕

595 Reviews of Modern Physics 

*(I) 22(1950)-39(1967) 
(C) 1(1929)-21 (1949) 〔11-12(1939-

1940)〕
〔18(1946)〕

596 Revue de Aluminium 

*(IV) 349-259(1967) 

597 Revue de Artillerie 

(C) 117(1936)-
129(1937) 

598 Revue Generale des Chemins de Fer 

(D) 69(1950) 
73(1954)-79(1960) 

599 Revue Gen紐alede l'Electricite 

*(ill) 63(1954)-76(1967) 

600 Revue Generale de l'Hydraulique 

(D) 73(1956)-78(1957) 

601 Revue Maritime 

(C) 1928,'33-'35, 
'38-'39 

602 Revue de Metallurgie 

*(IV) 27(1930)-64(1967) 〔29-48(1932-

603 Revue Nautique 

(C) 1951 

604 Revue d'Optique 

*(C) 32(1953)-46(1967) 

605 RIB A Journal 

1951)〕

(formerly: Journal of the royal 
institute of british archilecls) 

*(Iく） 58(1951)-7 4(1967) 

606 Road International 
*(D) 56(1965)-67(1967) 

607 Road and Road Construction 
*(D) 28(1949)-45(1967) 

608 Roads and Streets 
*(D) 92(1929)-110(1967) 〔98,8(1955)〕

609 Rock Products 
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(IV) 29(1926)-32(1929) 〔32,1(1929)〕
(D) 55(1952)-57(1954) 
(C) 30(1927)-35(1932) 
610 Rudder 
(II) 11 (1900)-57(1941) 〔13(1902)〕

s 

〔18(1907)〕
〔24(1910)〕
〔33-51(1918-
1935)〕

611 Siichsisches Jahrbuch fiir das 
Berg-und Hiittemvessen 

(C) 1879-1880, 1882, 
1911 

612 SAE Journal 

(II) 69(1961)-73(1965) 
*(C) 60(1952)-75(1967) 

613 S A E Transactions 

*(C) 1(1947)-6(1952) 
61(1953)-75(1967) 

614 Schiff und Hafen 

(II) 2(1950)-7(1955) 〔3(1951)〕
*(C) 8(1956)-19(1967) 

615 Schiffbau 

(C) 5(1903)-32(1931) 〔7-9,12-15, 17 
21〕

616 Schiffstechnik 

*(II) 2(1955)-14(1967) 

617 Schrifttumkartei Bauwesen 

*(K) 4(1957)-14(1967) 

618 Schweizerische Bauzeitung 

*(C) 70(1952)-85(1967) 

619 Schweiz. Elektrotechnische V erein 
Bulletin 

(C) 16(1925)-27(1936) 

620 Schweizerische Zeitshrift fiir 

V ermessung, Kulturteclmik und 
Photogrammetrie 

*(C) 60(1962)-65(1967) 

621 Science 

*(C) 111 (1950)-
158(1967) 

622 Science Abstracts, sect. A; Physics 
Abstracts 

(I) 1 (1898)-41 (1939) 
(llI) 56(1953)-65(1962) 〔60,7, 10(1957)〕
(I¥り 24(1921)-38(1935)
*(C) 26(1923)-70(1967) [27-28(1924—

1925)〕
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〔41-43(1938-
1940)〕

〔56(1953)〕

623 Science Abstracts, sect. B; 
Electrical Engineerin宮 Abstracts

＊（皿） 54(1951)-70(1967) 〔60,7, 10(1957)〕
(N) 27 (1924)-40(1937) 〔30(1927)〕

〔38(1935)〕
(C) 23(1920)-53(1950) 〔24,29, 34-43〕

624 Science Progress 

(C) 2(1907)-27(1932) 

625 Science Reports of the Research 
Institute (Tohoku Univ.) 
(exch. pub.) 
series A: Physics, Chemistry and 
Metallurgy 

*(C) 1(1949), 3(1951)-6(195,1), 
8(1956)-19(1967) 

series B: Technology 
Reports of the Institute of High 
Speed Mechanics 

*(C) 9(1958)-16(1965), 18(1967) 

Reports of the Research Institute 

of Electrical Communication 

*(C) 5(1953), 7(1955)-19(1967) 

626 Scientific American 

*(IV) 210(1964)-217(1967) 
*(C) 137(1927)-
157(1937) 〔142(1930)〕

〔147-155(1932-
1936)〕

Scientific Lubrication 

(see: Industrial lubrication) 

627 Scientific Papers of the Institute 
of Physical & Chemical Research 
(N) 1(1922)-38(1941) 
*(C) 1(1922)-45(1951), 

55(1961)-61(1967) 

628 Seifensieder-Zeitung 

(N) 56(1929) 

629 Semiconductor Products 

(ill) 6(1963) june-7(1964) 
*(C) 2(1959)-10(1967) 〔2,2-4〕

630 Sheet Metal Industries 

*(JI) 26(1949)-44(1967) 〔26jan. 寸uly
(1949)〕

*(C) 32(1955)-M(1967) 

631 Shipbuilder 

(JI) 1905-1930 
(C) 4(1911)-47(1940) 

〔27aug. -sept. 
('50)〕

〔14-19(1916-
1918)〕
〔24(1921)〕



632 Shipbuilder and Marine Engine 
Builder 
(II) 3(1907)-47(1940) 

(C) 59(1952)-62(1955) 

〔5-9(1911-1913)〕
〔15-17(1916-
1917)〕
〔19(1918)〕
〔21(1919)〕
〔28(1923)〕
〔31-32(1925)〕
〔36(1929)〕

633 Shipbuilding and Shipping Record 
(II) l (1913)-63(1944) 〔jan.-feb. (1913)〕

〔63may-dee. 
(1944)〕

(C) 3(1914)-55(1940) 〔43II -45(1934-
1935)〕

634 Siemens Review 
(IV) 6(1930)-7(1931) 
(C) 7(1931)-15(1950) 

635 Siemens Zeitschrift 
(IV) 17(1937)-19(1938) 
*(C) 2(1924)-41(1967) 

〔51-52(1938))

〔3(1924)〕
〔20ー24(1940-
1950)〕

636 Soap and Chemical Specialties 
*(I¥') 31(1955)-43(1967) 〔36,5〕

637 Soil Conservation 
*(D) 16(1951)-33(1967) 

638 Soil Science 
*(D) 69(1950)-104(1967) 

639 Solid State Electronics 
*(TII) 1 (1960)-10(1967) 

640 Sound-Its Uses and Control 
(Superseded Noise Control) 
(C) 1 (1962)-2(1963) 

641 Soviet Physics-Acoustics 
*(I) 5(1959)-12(1967) 
*(C) 9(1964)-12(1967) 

642 Soviet Physics-JETP 
*(C) 1(1955)-25(1967) 〔2,5-6〕

643 Space Science Review 
(TII) 1(1962)-3(1964) 

644 Stahlbau (see: Bautechnik) 
*(D) 22(1953)-36(1967) 
(K) 21(1952)-27(1958) 
(C) 21 (1952) 

645 Stal 
*(JI) 1959-1967 
*(I¥り 1962-1967
646 Stahl und Eisen 
*(I¥う 1898-87(1967) 〔35-40(1915-

(C) 24(1904)-69(1949) 

647 Starke 

1920) J 
〔47(1927))
〔53(1933))
〔55-58(1936-
1938)) 
〔60-69(1940-
1949)) 
〔32JI (1912)) 
〔33(1913)〕
〔34JI (1914)〕
〔35-60(1915-
1940)〕
〔65(1945)〕

*(IV) 9(1958)-19(1967) 〔9,1-9〕

648 Steam Engineer 
(C) l (1931)-10(1940) 

649 Steel 
(JI) 146(1960) 
(IV) 1951 

650 Strassen Ver kehrs Technik 
*(D) 10(1966)-11(1967) 

651 Street Railway Journal 
(C) 23(1904)-25(1905) 

652 Structural Concrete 
(D) 2(1964)-3(1966) 

653 Structural Engineers 
(JI) 36(1958)-40(1962) 
*(D) 37(1959)-45(1967) 

654 Surface Science 
*(I) 1(1964)-8(1967) 
*(IV) 1(1964)-8(1967) 

655 Surveyor 
(C) 69(1926)-76(1929) 

T 

656 Talanta 
*(l¥り 1(1958)-14(1967) 
657 Technical Bulletin 
(I¥り 3(1923)-18(1938)

658 Telefunken-Zeitung 
*(C) 24(1941)-40(1967) 

659 Tele-Tech 
(C) 1(1942)-15(1956) 〔1feb. (1942)〕

〔13,5, 8, 12 

660 Tenside 
*(IV) 1(1964)-4(1967) 

661 Tetrahedron 
*(IV) 23(1967) 

662 Textile Colorist 

(1954)〕
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(N) 1907-1934 

663 Textile Manufacture 
(N) 1932-1938 

664 Textile Mercury 
(IIり 1937-1940

〔1910,'11,'15-
'31 

665 Textile Research Journal 
*(C) 20(1950)-37(1967) 

666 Textile World 
(N) 66(1924)-90(1940) 〔80-83(1932-

1934)〕
(C) 84(1934)-88(1938) 

667 Textileberichte 
(IIり 1921-19祁〔1923〕

668 Thin Solid Films 
*(C) 

669 Tiefbau 
*(D) 3(1961)-9(1967) 

670 Tool Engineer 
*(C) 8(1940)-58(1967) (24(1950)〕

671 Toshiba Review 
(exch. pub.) 

*(C) 1(1960) 
5(1961)-29(1967) 

672 Traffic Engineering 
(C) 22(1952)-30(1960) 
*(D) 33(1963)-38(1967) 〔33,1-3〕

673 Traffic Engineering and Control 
*(D) 6(1965)-9(1967) 

674 Traffic Quarterly 
*(D) 19(1965)-21(1967) 

675 Traffic Safety 
*(D) 65(1965)-67(1967) 

676 Transactions of the American 
Electrochemical Society 
(N) 8(1905)-79(1941) 〔10ー28(1907-

1915)〕
(C) 25(1914)-7°1(1938) 〔29(1914)〕

〔34(1918)〕
〔40(1921)〕
〔43-44(1923)〕
〔47(1925)〕
〔61-71(1932-
1937)〕

677 Transactions of the American 
Geophysical Union 
(D) 31(1950)-39(1960) 
(C) 21 (1940)-30(1949) 〔1942-1943〕

678 Transactions of the American 
Institute of Chemical Engineers 
(C) 37(1941)-42(1946) 

679 Transactions of the American 
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Institute of Electrical Engineers 
(JI[) 10(1893)-72(1953) 〔60-70(1941-

1951)〕
(C) 10(1893)-72(1953) 〔17-18(1900-

'01)〕
〔20-21(1902)〕
〔41pt. JI-42 
(1922-'23)〕
〔47-59(1924-
1940)) 
〔61-63(1942-
'44)〕
〔65-67(1946-
'118)〕
〔69(1950)〕

680 Transactions of the American 
Institute of Mining Engineer 
(C) 1(1871)-59(1918) 〔31(1901-2)〕

〔58(1917-8)〕

681 Transactions of the American 
Institute of Mining and Metal-
lurgical Engineers 
(N) 58(1918)-76(1928) 
1929-1950 

(C) 60(1919)-138(1940) 

〔59(1918)〕
〔100-101(1932)〕
〔103(1933)〕
〔105(1933)〕
〔107-109(1933-
'34)〕
〔111-120(1934-
'35)〕
〔122-123(1936)〕
〔126-128(1937)〕
〔130-133(1938-
'39)〕
〔135(1939))
〔137(1940)〕
〔139-148(1941-
'42)〕
〔150-162(1942-
'45)〕
〔165-175(1945-
'47)〕
〔179(1948))
〔184-187(1949)〕
〔61-63(1919)〕
〔65(1921)〕
〔77-95(1929-
'30)〕
〔98-101(1931-
'33)〕
〔103-137(1933-
'39)〕

682 Transactions of the American 
Society of Civil Engineers 
(D) 51(1903)-118(1953) 

〔116(1951)〕
〔117(1952)〕



*(K) 120(1955)-
132(1967) 

(C) 66(1910)-99(1934) 〔95-96(1931-
'32)) 

106(19'11)-
114(1949) 
116(1951)-
117(1952) 

683 Transactions of American Society 
of Heating, Refrigerating and 
Air-Conditioning Engineer 

(formerly: Transactions of American 
Society of Heating and Ventilating 
Engineers) 

~,. K) 39(1933) 
44(1938)-45(1939) 
47(1941) 
61 (1955)-73(1967) 

(C) 48(1942)-60(1954) 〔59(1953)〕

li84 Transactions of the American 
Society of Mechanical Engineers 

~eries A; Journal of Engineering for Power 
,, B; Journal of Engineering for 

Industry 
" C; Journal of Heat Transfer 
" D; Journal of Basic Engineering 
" E ; Journal of Applied Mechanics 
*(II) 80(1958)-89(1967) 
*(C) 62(1940)-89(1967) 〔70june-sept. 

(1948)〕
〔71,1-2(1949)〕

685 Transactions of American Society 
for Metals 

*(IV) 48(1956)-60(1967) 
(C) 32(1944)-47(1955) 

f.i86 Transactions of the Faraday 
Society 

*(C) 16(1921)-63(1967) 〔38-42(1942-
1946)〕

Transactions I R E 

(see: IEEE transactions) 

n87 Transactions of the Institute of 
Metal Finishing 
*(C) 40(1963)-45(1967) 

/i88 Transactions of the Institution of 
Chemical Engineers 

(II) 31 (1953)-32(1954) 
*(C) 31(1953)-45(1967) 

怒9Transactions of the Institution of 
Mining Engineers 
(C) 1(1892)-39(1910) 

n90 Transactions of the Institution of 
Welding 

(C) 16(1953) 〔5〕

691 Transactions of the Japan Institute 
of Metals 

*(C) 3(1962)-8(1967) 

692 Transactions of Metallurgical 
Society of A I M E 

*(IV) 212(1958)-
239(1967) 

693 Transactions of the North-East 
Coast Institution of Engineers 
and Shipbuilders 

*(C) 35(1918)-56(1940) 〔36(1919-'20)〕
80(1964)-84(1967) 〔40-41(1923-

'25)〕
〔46-47(1928-
'31)〕

694 Transactions of the Royal 
Institution of Naval Architects 

(II) 1(1860)-97(1955) 〔10(1869)〕
〔15(1874)〕
〔30(1889)〕

*(C) 1(1860)-91(1949) 〔15(1874)〕
97(1956)-109(1967) 

695 Transactions of the Society of 
Instruments Technology 
(II) 5(1953)-8(1956) 

696 Transactions of the Society of Na-
val Architects and Marine 
Engineer 

(II) 26(1918)-65(1957) 〔30(1922)〕
〔32-33(1924-
'25)〕
〔36-57(1928-
'49)〕

*(C) 1(1893)-75(1967) 〔3-7(1896-1900)〕

697 Travaux 
*(D) 45(1961)-50(1967) 

u 

698 Ultrasonic News 

〔24(1916)〕
〔43(1935)〕
〔45-46(1937-
'38)〕

(I) 5(1961) no. 4-7(1963) 

699 Ultrasonics 
*(ill) 1(1963)-5(1967) 

700 Urbanisme 

*(K) 31(1962)-36(1967) 

701 US Naval Institute 

(C) 45(1919)-67(1941) 〔51(1925)〕
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〔55(1929)〕
〔58(1932)〕
〔61(1935)〕
〔66jan. -nov. 
('40)〕

V 

702 Vacuum 

*(I) 3(1953) no. 3-4-
14(1964)-17 (1967) 

703 Vakuum-Technik 

*(I) 4(1955)-16(1967) 

704 V D E-fachberichte 

(C) 31(1926) 

VD  I-Zeitschrift 

(see: Zeitschrift des verein cleustcher 
ingenieur) 

705 Veroffentlichungen aus dem 
Gebiete der Nachrichtentechnik 

(C) 1 (1931)-6(1936) 

706 Vide 

*(I) 15(1961)-22(1967) 

w 

707 Wiirme 
(C) 58(1935)-61(1938) 〔58I (1935)〕

〔61II (1938)〕

708 Wasser-und Energiewirtschaft 

(I) 52(1960) nr. 4-56(1964) 

709 Wasserwirtschaft 

(D) 40(1950)-52(1962) 〔40jan. (1950)〕

710 Water Power 

(I) 1955 may-dee. 
*(C) 1956-19(1967) 

711 Water and Water Engineering 

(C) 24(1922)-38(1936) 

712 Way Ahead with CI B bulletin 
(D) 7(1957)-9(1961) 
1962-1966 

713 Wear 

*(II) 1(1957)-10(1967) 

714 Welding Engineer 

*(C) 15(1930)-52(1967) [19-21(1934—
'36)〕
〔27-35(1942-
'50)〕

715 Welding Journal 

(formerly: Journal of American Welding 
Society) 
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(TI) 13(1934)-34(1955) 〔17(1938)〕
〔19(1940))
〔21-28(1942-
'49)〕

*(C) 13(1934)-46(1967) 〔14-16(1935-
1937)〕
〔18(1939)〕
〔20(1941)〕
〔25,10〕

716 Welding and Metal Fabrication 

(I) 30(1962)-32(1964) 〔30,1〕

717 Werk 

*(K) 49(1962)-54(1967) 

718 Werkstattstechnik 

*(C) 44(1954)-57(1967) 
719 W erkstoffe und Korrosion 

*(IV) 3(1952)-18(1967) 

720 Westinghouse Engineer 

*(I[) 1(1941)-27(1967) 〔11-12(1951-
'52)〕

(C) 12(1952)-14(1954) 〔manylacks〕

721 Wire Industry 

* (TI) 22 (1955)-34 (1967) 
722 Wire Production 

(see: Wire-world international) 
(TI) 5(1956)-7(1959) 

723 Wire and Wire Products 

*(TI) 27(1952)-42(1967) 〔'52jan.-may〕
(C) 20(1945)-26(1951) 〔'54jan.〕

724 Wire-World International 

*(TI) 1(1959)-9(1967) 〔1,1〕

725 Wireless Engineer 

(see: Electronic and radio engineer) 
(ill) 28(1951)-35(1958) 

726 World Petroleum 

(IV) 1933-1941 
(C) 8(1937)-10(1939) (9〕

727 World Power 

(C) 7(1927)-27(1937) 〔8〕

y 

728 Yacht 

(IT) 1897-1914, 
1927-1928, 
1930-1932, 
1937-IT, 1938 

z
 729 Zeitsch1・ift fiir Analytische Chemie 



*(IV) 19(1880)-29(1890) 〔30-129(1891-
130(1949)- 1948)〕
233(1967) 

Zeitschrift fiir Angewandte Chemie 

(see: Angewandte chemie) 

730 Zeitschrift fiir Angewandte 
Mathematik and Mechanik 

(I) 1(1921)-17(1937) 〔14-15(1934-
1935)) 

*(C) 10(1930)-47(1967) 〔11(1931))
〔13-17(1933-
1937)〕

731 Zeitschrift fiir Angewandte 
Mathematik und Physik 
*(C) 1(1950)-6(1955) 

8(1956)-18(1967) 

732 Zeitschrift fiir Angewandte Physik 

*(C) 1(1948)-23(1967) 

733 Zeitschrift fiir Anorganische und 
Allgemeine Chemie 
(I¥り） 121(1922)-
222(1935) 

〔128-172(1924-
'27)〕
〔176(1928)〕
〔181(1929)〕
〔183(1929)〕
〔186-216('30-
'31)〕
〔218-221('32-
'34)〕

734 Zeitschrift fiir Bauwesen 
(D) 57(1907) 

735 Zeitschrift fiir das Berg-Hiitten und 
Salinenwesen im Preussischen 
Staate 
(C) 13(1865)-59(1911) 〔15(1867)〕

〔45-52(1897-
1904)〕

736 Zeitschrift fiir Electrochemie 

(I¥り 1(1894)-47(1941) 
*(C) 5(1898)-71(1967) 〔6(1899-1900)〕

〔14-'o5(1908-
'29)〕
〔38-55(1932-
1951)〕

737 Zeitschrift fiir Kristallographie 

*(C) 110(1958)-
124(1967) 

738 Zeitschrift fiir Metallkunde 

*(IV) 17(1925)-58(1967) 〔20-21(1928-
1929)〕

(C) 34(1942) 
39(1948)-40(1949) 

〔34-40(1942-
〔1949)

739 Zeitschrift fiir Naturforschung 

ausg. A 
*(C) 16(1961)-22(1967) 

740 Zeitschrift fiir Physik 

(I) 47 (1928)-143(1955) 〔116-123(1941-
1946)〕

*(C) 144(1956)-
208(1967) 

741 Zeitschrift fiir Physikalische Chemie 

(IV) 33(1900)-65(1909) 〔51(1905)-
64(1909)〕

742 Zeitschrift fiir Physikalische 
Chemie, Neue Folge 

*(IV) 31(1962)-56(1967) 

743 Zeitschrift fiir Physiologische 
Chemie 

(IV) 1 (1877)-264(1940) 〔29(1900)〕
〔107-172('20-
'27)〕
〔178-263('29-
'39)〕

744 Zeitschrift fiir Technische Physik 

(I) 1(1920)-14(1933) 〔5(1924)〕
(C) 11(1930) 

745 Zeischrift des Verein Deutscher 
Ingenieur 

*(C) 44(1900)-109(1967) 〔45(1901)〕
〔49-50(1905-6))
〔77(1933)〕
〔68I (1924)〕

746 Zement 
(IV) 14(1925)-26(1937) 〔22-25(1933-

'36)〕
(C) 11 (1922)-28(1939) 〔19II(1930)〕
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-U.S.S.R. — 

1 Akusticheskii Zhurnal 
*(I) 7(1961)-13(1967) 〔7,1(1961)〕

〔8,3(1962)〕

2 Atomnaja Energija 
*(JI) 

3 A vtomatika i Telemekhanika 
(exch. pub.) 
*(C) 17(1957)-28(1967) 

4 Beton i Zhelezobeton 
* (K) 1958-1967 
5 Byulleten'Stroitel'noi Tekhniki 
*(K) 1958-1967 
6 Doklady Akademij nauk SSSR 
*(C) 94(1954)-177(1967) 
7 Izvestija Akademij nauk SSSR 
serija Fizicheskaja 
(I) 18(1954)-20(1956) 
*(C) 21(1957)-31(1967) 

8 Izvestija Akademij nauk SSSR 
serija Geologicheskaja 
*(C) (1967) 

9 Izvestija Akademij nauk SSSR, 

Otedelenie Tekhnicheskikh nauk 
(exch. pub.) 
*(C) 1954-1967 
10 Magnitnaja Gidrodinamika 
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*(I) (1967) 
11 Metallovedenie i Termicheskaja 
Obrabotka Metallov 
*(I¥り 1961-1967
12 Montazhnje Raboty v Stroitel'stve 
*(K) 20(1958)-27(1967) 〔1962〕
13 Prikladnaja Matematika i 
Mekhanika 
(exch. pub.) 
*(I) 30(1966)-31(1967) 
(K) 17(1953)-20(1956) 〔19,3(1955)〕
*(C) 18(1954)-31(1967) 〔19,3(1955)〕

〔20,3(1956)〕

14 Promyshlennoe Stroitel'stovo 
*(K) 1958 july.-1967 
15 Radiotekhnika i Elektronika 
*(C) 3(1958)-12(1967) 〔3,1-7〕

〔5,3〕

16 Steklo i Keramica 
*(N) 24(1967) 

〔7,9-11〕
〔8,3〕

17 Stroitel'naja Mekhanika i Raschet 
Sooruzhenii 
*(Iく） 1958-1967 
18 Stroitel'stvo i Architektura 
(Iく） 1961-1964 



III. 教育活動の概観

本所は研究活勁と共に教育活動にも重点をおいで活躍している．すなわち，本所は東京

大学大学院の工学系の教育の一部を担当し，ほとんどすべての敦官が本学の本冥キャンパ

スにおいて溝淡や演習を行なうほか，本所においては研究，実険などの実地敦育を行なっ

ていろ．現在本所教官の指忠を受けている大学院学生は42年度において修士諜程126名，

栂士諜程 72名であろ．これらのうち一部は後継者として本所に残り，一部は高級技術者

として社会に送り出される．

上記のように，高級技術者の認成も本所の使命の一つで，大学院制度によるもののほ

か留学研究口，受託研究員，研究生等の制度があって，これらの研究旦，研究生は各研究

室において一定期間ある事項について研究に従事したり，研究や実験を助けつつ技術を修

得し，社会に送り出されている．

そのほか敦育活勁の一環として高級技術者を対象とした講習会を本所の外郭団体生産技

術研究奨励会の主催，本所の協力で毎年開催している．

1. 大 学 院

本所の教官の閃係する大学院コースは工学系研究科中の土木工学，建築学，

産業檬械工学，珀用機械工学，緒密械械工学，船舶工学，電気工学，電子工学，物理工学，

冶金学，工業化学，合成化学，各専門課程であり，次表のような謁汲および演習を担当し

ている，

工 学 系

•‘
.L~ ,0, f
 
＇ 
t

―,t"
”
 

義 題 目 戦 名 氏 名

A. 土木工学

応用力学特論(TI)' 同演習

耐四構造特論，同演習

交通路工学特論(I)

写真測屈

水文学，河川工学特論

土木桐逃特崎耐震構造特論同演習 ” 
土木解折法，応用力学特論(TI)同演習，耐こ構造特論同演習助敦扱

土質工学特諭(ill) 土木解折法 I " 
交追路工学特論(I)

土木解折法

鉄骨コンクリート工学実険および演習

教 授

” 
” 
” 

” 
” 
” 

岡

星

丸

井

久

田

三

越

中

小

本

埜

安

口

保

村

木

村

林

舜

和

陥和

昌平

襄三郎

直四郎

五三郎

正毅

英夫

輔
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B. 

建築計圃学(ill)

環境調整学(ill),建築設計製図

建築学研究(I-V)

建築構造学(¥IJI)

建築叶圃学(IV),設計方法論

建築史学⑪I) 

建築梢造学(IX)

環境調整工学(N)

建築構造学(Vll)

建築史学(N)

建築椙造学（皿）

C. 

建

機 械

築

工

学

学

塑性学特論，炭械工学特別演習(I)(材料力学B)

材料弦度［箭（材料力学C),様械工学特別演習

流体力学特論A,機械工学特別演習(I)(流体力学） (I) 

搬械振励学B,i幾械工学特別演習(I)(搬械力学）
車輌工学特論A,機械工学特別演習(I), (熱機関B)

D. 産業機械工学

塑性加工学特論，検械工学特別演習(I)(エ作法A)

原子力椋械工学，機械工学特別演習(I)(機械力学）

目勁制御特論A,機械工学特別演習(I)(自動制御）

拠械工学特別演習(I)(エ作法B)

E. 

F. 

舶用機械工学

応力測定法A,機械工学特別演習（材料力学C)

応力測定法A

熱原動機，株械工学特別演習(I)(流体力学B)

伝熱工学，槻械工学特別演習(I)(熱B)

精密機械工学

制御工学

表面工学特論

高速度現象諭

G. 

応用測定法

粘性抵抗論

船舶工学演習(fil)' 船舶工学実験(fil)

船 舶 工 学

教授

” 

II 

I/ 

II (併）

助教授

II 

II 

II 

講 師

教授

II 

” 

” 

教授

助教授

I/ 

” 

教授

II 

” 
助教授

教授

II 

” 

教授

”（併）

助教授

星

勝

坪

池

関

田

石

川

村

岡

山

北

石

亘

平

鈴

柴

森

佐

大

北

水

棚

大

松

梢

高

田

川

野

田

井

辺

野

中

井

股

松

田

国

川

原

理

尾

木

田

沢ぶT""“
 

井

川

町

沢

島

永

村

栂

宮

井

昌

高 司

勝

陽

克

尚

光

也

郎

男次

聖

璽

貞

恒

善

嘉

英

智

政

寄

昭

夫

男

厚

収

弘

碧

弘

芳

光四郎

英夫

長生

郎

康次郎

正久

恒義

幸

忠
伯

真

彦
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H. 電 気

電力系統工学特論

開閉回路論

電気制御特論

超音波工学

高霞圧工学特論

電気制御特論(JI)

開閉回路論

I. 霞 子

工

マイクロ霞子管

電子演芥工学（皿）

半遅体物性工学特論

マイクロ設回路工学

追隔闊祠］論

電笠界解祈特論B

教授

” 
” 
II 

助教扱

II 

J. 物 エ田
ょ＝

設勁光学特扉合

高真空工学

光学阪械特論

物四音密学

真空工学特論

波動光学特論

K. 

I物理学特別演習
L. 

物 理

ム
口‘̀ 

工

工

金

学

学

学

学

学

非破壊検査法，応用X線工学実験

特殊金屈製錬特論

鉄鉱製錬特論

合金学実験(IT)

製鉄特論(IT), 鉄冶金学実験(IT)

冶金学特別実険，冶金学演習，応用X線工学実験

時効硬化性合金，合金学特論(IT)

粉末冶金学

特殊金属製錬特論

合金学実験(TI)

鉄冶金学実験(IT)

敦授

” 

／／ 

切教授

// 

敦

” 

II 

” 

’’ 
‘’ 

,, 

II 

授

” 
功教授

II 

教 授

“ 

II (併）

助教授

II 

” 
講師

故藤高周平

森脇義雄

沢井善三郎

尾上守夫

河村近雄

山口楠雄

冗ii :,j;」1叫j -Jiff: 

斎

渡

安

浜

安

此

ク＼保田

宣永

島髯

小瀬

恨岸

辻

小

l助教授 I成

崩§

辺

逹

綺

田

井

介

顧

成

芳

襄

靖

因

五

安

輝

勝

＂で
7

9

ぢ
4

文

文

勝

夫

二

彦

広

郎

生

次

雄

泰

夫

雄 I

一色貞文

江上一郎

故雀部高雄

加瓶正夫

館充

本間禎一

西川猜ー

原 善四郎

明石和夫

石田洋

中根千
一
窓

mi 



M. 工 業 化 学

天然色写真

工業化学特別実験

無機製造化学概論

有機製造化学特論(I)

工業分析化学特論(ill)

工業化学特論

工業分析化学特論Cn) 

工業化学特別実験

教授

II 

II 

II 

” 
助教授

” 
N. 

有機合成化学（皿）

合成化学特別演習(I,

合成化学特別実験(I,

有機合成化学（皿）

o. 

合

化

成

学

化

工

学

学

化学工学特論(V)

化学工学特別演習(I)

化学工学特別演習(I)

JI) 

TI) 

教授

助教授

// 

助教授

// 

池

崎

辺

村

藤

岡

野

多

菊

野

山

中

武

今

早

本

浪

後

妹

河

竹

原

藤

尾

恭

内

、}
i
,

．

員

武

亦

義

茂

健

照

信

一

弘

郎

夫

一

稔

夫

三

行

学

本所の教官に指蔚を受け本所において研究に従来している大学院学生のうち，

おいて課程を修了した者の氏名，研究屈目は次表のとおりである．

I課程 修博士の別 論文題目 I 
政則 I土木工学 I修士 I粘性土の動的強度に関する研究 1教授岡本舜三

教授星埜和
助教技越 正毅

II 

邦太朗

癖

本年度に

氏 名 指郡教官名

浜田

片倉

武田

北 JII 

坂下

森田

松本

前野

片山

石井

塘

柴田

正彦

宏夫

久

雅美

稔

徳久

阻治

忠久

昭夫

直樹

耕一

建

／／ 

” 

” 

” 

” 
II 

築

II 

” 

学

博士

修士

” 

” 

” 
II 

II 

博士

修士

” 

” 

道路交通流に関する悲礎的研究

道路交通容紐に関する研究

自動車保有台数予測の基礎的研
究
感応信号交差点における容証と
delayに関する研究
自然河道内の洪水の運動につい
て

曲線桁栂の動的解析

杭基礎の振動特性について

外壁接合部の水密に関する実験
的研究
暖房期の東京都心の大気汚染に
関する研究

二重ダクトシステムに関す研究

回転殻の固有周期に関する研究

教

教

教

‘’ 

II 

II 

授井口

授久保脱三郎

” 
授勝田

／／ 

” 
坪井

昌平

高司

善勝
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真柄 栄毅 建 築 学 修士 骨住究建円にめス組筒関法深築のす構境形の袢の造応設笏のスるペースフレームシェJレ 教 授坪井 善勝除 文良 II II 研解究析におけるマトリク ” 
用

増田貞明 ” ” システム化に関する研 ／／ 池 辺 陽

外山 知徳 " " 建築計技術と工生産法論の体系化のた ” 

塘賀美子 II II 住宅の設備に関する研究 教技池辺 陽

宇田川邦明 ” ” 薄に関肉開す断る面研材究の曲げ捩れ拡本式 助教授田中 尚

横内康人機械工学 II 薄板の軸対称変形に関する研究教技山田嘉昭

西山 晟人 ” ” 旦則罰変~ピ動荷重下の疲れき裂特 ” 北川 英夫
＝ 角 正明 ” きノ裂しの特性におよぼす残留
一 ” の影苦の研究 ” 
上原一男 ” ” 流体継手の軸推力に関する研究 ／／ 石原智男

牛島博＝宏 ” ” 自動変速機の喜速段切替時にお II 

一 けるトルク変

桑田佳明 II II 変断面板バネの振動 I ” 亘迎 厚
藤田 節男 ／／ ／／ 自＇ IIIIII{),-,: >’の曲げ懸孟ふレ喜,_,. ‘’ 自車の後 系の力 特性
阿部正人 ” ” が行安定 及ぼす につ I " 平尾収

いて

角谷 院一 搬械工学 ” 流の速測定と温度が変化するガス温度 ” 

郭 仁 波 博士
ボイラ・アキュムレータ系の最 助教+r,,. 森 政 弘

” 適設計に関する研究 立

旭飼康彦 ” 修士 人工の手の試作研究と解折 ” 

細 ） I 彰
IMICTRONを合むフィードバ

I II II ック制御系の研究 ” 
滸水 信行 ” ” 不の規振則解な多にC入力に対する配管系 II 柴田 碧

中島 松喜 ” ” 制浮振屋動根に型つ11貯い1棺て内の液体の運動と ” 

ロー）レフォーミングに関する砧
碇的研究

木内 学 I ,, I博士 Iロー）レフォーミングに関する実 I教授鈴木 弘
験的研究

岡戸 克I " 修士I 連続圧延作業の総合特性 I II 

河野 輝雄 ,圧,,,,延ゲm機における板クヒ~厚および形状 I 
II II 複叩雑1"1」に関a 計る研性九座 ” 

大坪 英臣 I船舶工学 ／， る一般な平解 弾および屈有孔問匙正適丈i方用にの対形低板す I助教授川井 忠彦

旦超音I の 屈問題への舶用機械工 を用いた背 い
川崎 禎男 I学 ” 闘苓滴重の計砂’焼の設に計関すにつる研い究て I 教 授大井光四郎
伊蔚忠温 I " " I の影隠について 教授水町長生

ラジアルタービン用ノズ）レの研

松谷 敏史 I " ,, 究古膨脹比におけるノズル特性 I " 

栗山 幸造 I精;,cv手密機械工 II 空r関,ai気すサる研ー究ボ方式浮上テープルに I教 授大島康次郎

133 



内藤 農 梢沖子， 密機械工 修士機械的加工に伴なう電子放出 教授松永正久

吉沢 徹 ” 博士超高速回転体に関する研究 ／／ 植 村恒義

渡辺 貞電気工学修士細胞状論理回路に関する研究 教授森脇義雄

宮崎 文夫 II II 自動送錘式計璽機の研究 II 沢井善三郎

伊坂勝生 ” ” がい子汚損面せん絡現象に関す 助敦授河村逹雄
る研究

小 川 宏霞子工学博士 レーザ>マイクロ波帯検波器に教技斎罪成文関する究 ぷ

岩本明人 II 修士 レーザによる軍子ビーム雑音 ” 
測定
バルクガリウム砒索ダイオード

塚田 俊久 I II I博士 I全並のいデる微研反列たー小究射光茄多信号アドミタンスに関す II 浜綺 襄二
を利用した屈曲光路を用

滝野孝則 I 11 I修士 I サーキュレータ用ファラ I ,1 

波子に関する研究
並 重処理計邸機システムの

野村邦彦 I II I " Iコンパイラ・プログラムに関す I" 腹辺 勝

松下孟史 " " M るr,研Q究:iwで叫叩n・トランジスタ " 安逹芳夫のツ低u周J波じ只雑·~音~みのJ/研1ヽ究

住本 徹 応用物理 II リングレーザの光学系の研究 I 教 授小久保瀬・-田輝t:b.広生次

伊藤捷 II II プリコアン散乱の研究 鳥根詞·~ ム勝雄
＝ 島 良治 冶 金工 学 メスバワー効果による鉄アルミ 鴨教授授加序森正夫
ー ” 合金の状態の研究 助教授石田洋一
ハッサン・ 雀部舌雄
ダルリステ // // 鈍)鉄の凝固過程に関する研究 ” // 故誼 四I-充

ネク

谷 忠昭工業化学博士写真の分光増感作用の研究 教授菊池買一

中村賢一郎 ” II ポリケイ皮酸ビニJレの光化学的 ” 

藤島 昭 ／／ 修士 研化究合物半迎体の光霞極反応の研 I '' 

石田 裕 ‘’ II 究酸化亜鉛の光霊郡現象に関する II 

研究

高田芳矩 ” 博士 クロメトリーに関する研究 ／／ 武 藤義一

河口 敏雄 II 修士 如定屯位クロメトリーに関する研 II 

野綺 健 ” ” ブ定L、直"17,、(!本1しクロメトリーに関する研 ” 
究

鈴木 喬 ” 博士 イオ学ン交的研換樹究脂の利用に関する II 山田 武郎

飯田 武暢 エ化合成 ” 熱干允力Iレチタンの物性ならびに電子 ” 野崎 弘
写畝'真IL,材料への応用

影山光太郎 II II AS函ガラスの構造 ” 今岡 稔

飯田貰也 合成化学 ” 研リ究ン酸およびリン酸塩に関する 教授山辺武郎

木瀬 秀夫 ” ” 化ジ反エ応ン化合物のイオンテロメ｝レ II 浅原 照三

手代木琢磨 ” 修士 ベンゾキノン誘導体の反応 ” 
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周 明吉合成化学修士
テロメリゼーションの動力学的 ャ

研究
故授浅原照三

園部買 II II 
線型ポリナフチJレイミンに関す
る研究

助教授後藤信行

本木 稔化学工学， II 触媒反応における表面拡散 I助敦授河添邦太朗
I 

2. 受託研究員。研究生。留学生など

大学，官公署，会社または個人の申し出により，本所において研完に従事し，本所教官

の指蔚を受けることを希望する者には留学研究員，受託研究員，研究生の制度が適用され

る（その規定は店末 190ページにある）. 42年度においてこれらの制度のもとに研究指尊

を受けた者の数は研究嘱託 45名，受託研究旦 20名，研究生 32名である．

3. 研究発表会。講演会。講習会など

1. 生研講習会

工業技術に関する新しい学迎と技術，その応用などにつき広く脱業界の研究者・技術者

を対象としたもので，今回は第 5回で今後謡続して行なわれる．

1. 主 催：財団法人生産技術研究奨励会

2. 後 扱：東京大学生匹技術研究所

3. 場 所：所内大会議室

4. 日 時：昭和 42年 6月 28日-30日 10.00-16.30

5. 受話者： 130名

6. 講議内容：テーマ「開坦開発の技法」ー自然蝶境と人工環境のシステム化一題目

は下記のとおり．

講践 内 容

1. 環燒開発のための韮礎理論

2. システム工学の現状

3. 環燒開発における自然哀燒の意義 (1)土地

4. II (2)水

5. " (3)空気
6. 諜境開発技術の現状と可能g性~ 
7, II 空空間間構調造整技技術術

8. II 

2. シンポジウム

a) 

(3)空間組緻技術

1. 主 催：日本学術会議水特別委員会

詰 師 摘要

教 授池辺 陽（エ博） 第 1日

助教授森 政弘 (II)
” 

助教授三木五三郎 ” 
教 授井口昌平（エ博） 第2日

教 授勝田高司 (II) II 

教 授坪井善勝 (II) ” 
教 授勝田高周(,,) 第3日

教 授池辺 阻 (II)
’’ 
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2. 幹 事：井口昌平教授（第5部）

3. 場 所：東京大学生産技術研究所

4. 日 時：昭和 42年 11月 20日

5. 参加者：約 90名

6. 内 容：「水循環および水収支に関するシンボジウム」，語演題目は次表のとお

り

内 容

1. 人類の活動の水術蝶，流況，水質などに及ぽ
す影筈

2. IHDプログラムの中における「水循環に及ぽ
す人間の彩評」の問題

b) 

1. 主 催：日本学術会議水特別委員会

2. 幹 事：井口昌平教授（第5部）

3. 場 所：東京学士会館（ーツ梢）

4. 日 時：昭和 43年2月8日

5. 参加者：約 140名

講師

司会研究員高橋 裕
（工学部教授）

教 授井口昌平

I摘要
所外の方の
内容，氏名
は省略

6. 内 容：「降水，積雪および地表水に関するシンポジウム」，講演題目は次表の

とおり

内容

穂々な水文過程に及ぽす人間活動の影苦
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司会教 授井口昌平

I摘要
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内容，氏名
は省略



IV. 機構。職員。予算

1. 機構

A. 機構の概要

生産技術研究所は日常の業務遂行の面から，研究部と事務部とに大別される．

研究部は，連営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処迎に当たる．常務始員のうち 1名は，部主任として部を代表する．’常務

委員は，常務委旦会を組織し，所反の諮問檄関として範月 2回，必要によりそれ以上会議

を開催している．研究部は研究完から成り立っており，また，その部の専門を適当に分類

した専門分野表は 1ページ「沿革」の項に掲げたとおりである．

中間試験部は，却是部の砧礎研究として完成したもので，これを工業化へ移すための中

間規校の試験研完を行なうところで，毎年各部から 2名ずつ選出した委員の組織する特別

研究審談委員会で研究課題を審議選定し，特別の予邸をつぎこんで実施している．また受

託研究の一部には中間試験研究になるものがある．

本所の重要事項は教授総会で決議する．教授総会は教授• 助教授によって組織され，毎

月 1回定期に閲位している．ほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が毎月 1回なわれ

る．

協力楓図には宇由航空研• 生研辿絡会議がある．

そのほかに所旦がそれぞれの恵門的立場から組織する各種委旦会，巡岱関係を担当する

諸委旦会がある． これらは各部から選出する教授• 助教授または諮師が委旦となって構成

されるもので，委員長は教投総会で選出されるものと互選によるものとがある．その種類

は次ページ B.歳構図にあるとおりで，内容は巻末の委員会諸規定を参照されたい．

なお， 43年4月1日より事務部に部課制がひかれることが決定しているので，それに伴

い機構図も一部変更される予定である．
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B. 機 構 図

I部主任ー事務室ー事務主任
-—第 1 部ー（翡靡）一―――I 専門分野（各研究室） 1 

—研究班ー主任研究員
ーー第 2 部ー（機械•船舶）ー一同 上

部-1-第3部ー（電カ・通信）一ー同 上
—第4 部ー（化学· 冶金）ー一同 上
—第 5 部ー（土木・建築）ー~同 上

••…総合研究班一主任研究員

I—庶
ー―庶務主任-,―一人

-―厚

――司
-―用

—事務部ー事務長――|—~会計主任＿＿ー出
-―給
――管
-―出

•一業務主任――
—研
—写

|—図
所長—1-千葉実験所 ＇ 事務室ー事務掛長

I 
ー一事 務 室

ー一試作工場 工場長＿＿設 計 室
I —ーエ作室
ーー特別研究審議委員会
―エ作委員会
—出版委員会
—図書委員会
—写真委員会

—常置迎営関係委員会――I
—営繕委員会
―厚生委員会
—一千葉実験所管理連営委員会
—講習会委員会
—ー放射性同位元索委員会
-—試験溶鉱炉委員会
—計邸機委員会

――予冥委員会

会ー1-記念行事委員会
—発明特許制度審議委員会

（協力機関）＿宇宙航空研•生研連絡会議

教授総会

—常務委員会

—研 D
L
 

ク
j

—中間試験部 掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

掛

務

事

生

計

皮

納

与

迎

版

究

真

古

—臨 時 委 員
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員職9i 

A. 現員表 (43.4. 1現在）

a. 恥穂別政員数

区分数i二I助攻狡If;丘師 i助手 1技官 I*務官1教務員1技術員1事務員1技能員門亨合計

麟必(I*~~I 42 I 9'88'164 107 0 1 0 11~19 !~! 
＊印併任

b. 詰系統別恥旦数

区分 1 研完系統 事務系統 I技術系統技能労務系統その他 合

耽 I叫I叫!亨I国1助技教事I事技 1支技技用 日
罪= 認"'ン＼ )担匹L り厄 務 務務計 術計 能務計雇計

別 i受狡師当旦手官旦 官旦 官旦 官員員 者 計

＊印併任

B. 職員名簿

第 1 部

官職 1 氏 名 1卒学業学科部卒業年月日 学年位月取得日 学位

教授岡本舜三 東工， 土大木 昭 7.3.31 昭2s.2. rnlェ
” 久保田広 理，物理 II 9. 3. 31 ,, 18. 2. 261 ,, 

‘’ I一色貞文 工，冶金 "11. 3. 31 II 24, 2,141 II 

,1 I大井光四郎 I鯉，数学//14. 3. 31 // 37. 3. 34 1 // 

,, I飼銅安生 ”物団l,, 18. 9. ,, 30. 4. 理

" I宮永五郎 II II II 17. 9. II 40. 1. 111 II 

II 北川英夫ニエ物迎 II21. 9. II 37. 2. 31 II 

併教任授 熊谷宜夫理，物狸 II 9. 3. II 14. 7. 31理

” 玉木章夫 // // // 14. 3. // 26. 4. 11エ

,, I森大吉郎ニエ航搬 I//19. 9. // 36. 9, 51 // 
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助教授I小瀬輝次皇エ粘畜昭22.9,30I 昭36.7,271エ
II 成瀬文雄 II 航原 II20, 9, 25 II 37, 2, 20理

" I辻 泰 II 物理 II25. 3. 28 II 37. 3. 271 II 

;; ！根岸勝雄 II II I 11 26, 3, 281 II 37, 2, 20! II 

I/ I小倉磐夫 理，物理 II 29. 3. 31111 34. 3. 311 II 

// I田村重四郎 工，土木 II 29. 3. 31 

" I本間禎一 千璽葉工大 // 33. 3. 31 // 41. 1. 20[工

” 中柑 洛 工， 機夏械 II 37. 3. 28 II 42. 3. 311 II 

講師岡田恒男 工，建築 "34. 3. 31 I // 41. 9. 22i " 

第 2 部

教 授！I 小Ji[ 正義 東工，造ナ兵、昭13.3.31'I 昭25.10.25]:

” 鈴木 弘 9 機械，，15.3.31I ,,I ,26. 4.11,, 

II I平尾 収 II II II 14. 3. 31 II 29. 3, 171 II 

" I亘理 厚 II 航空 II16. 3. 31 // 27. 4. L!/ II 

" I水町長生 II 機械 II15. 3. 31 II 33. 8, t)'II 

N i松永正久

" I大島康次郎 II II II l 7. 9. II 32. 7. ぷ II

II I高桐幸伯 II 船舶 II21. 9. II 36. 12. II 

II 植村恒義 II 造兵 II19, 9, II 37, 1. II 

” 危斎 藤雄 II II II 11. 9, II 28. 1. II 

// i安蘇良夫ニエ船舶 II20, 3. II 35, 8. II 

“ 山宮 真工" "1612 ,,,,. 5. " 

助教授柴田 碧工，檬械,,28. 3. ,, 33. 3. // 

II 森 政弘予ノ-ー' II 25. 3. II 34. 4. II 

" I川井 心中芹ン亡 東ェ II 27. 3. II 37. 3. II 

" I佐蔚壽芳 II 搬械 II33, 3, II 38, 3, 29 II 
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II 棚沢一郎

” 大野進一 // 36. 3. // 41. 3. 29 // 

II 木内 学 II 38. 3. II 43. 3. 31I ! II 

睛 筒梅谷陽二 "31. 9. 

，， I 1I 荒 木似次 横楓浜国械大、 1133. 3. 

第 3 部

教授I森脇義雄功工，、， 8. 3.31 

” I沢井善三郎 ’’ ” "10. 3. 31 "25. 5. ell! " 
II I斎藤成文 ” 

II II 16, 12, 25 II 26, 8, 乙U. II 

II I渡辺 膀 理，物迎 II 16. 12. 25 
II 34, 12. 9o! 1班

fヽ I尾上守夫 ニエ霞気 II 22. 9. 30 II 30, 6. 3 エ

’’ I安逹芳夫 ” ” ,, 19. 9. 25 11 39, 3. lbi 11 

” 浜綺裏二 工 II II 28. 3. 28 "33. 9. 15; " 

併教 任授 高木 昇 工／／ II 6, 3. 31 II 17. 5. 151 II 

、/ 野村民也 ニエ II "20. 9. 25 11 34. 11. 201 11 

助教授 河村逹雄 エ” II 29, 3. 28 II 34, 3,301 II 

II 山口楠雄 II ’’ "32. 3. 28 II 37. 3. 291 II 

I/ i高羽禎雄 ” ” 11 33. 3. 28 11 38. 3. 291 11 

" I安三靖彦 II II II 33, 3. 28 II 38. 3. 2 II 

II I蘇井四― II II II 34, 3. 28 // 39. 3, 3 II 

,1 I高木幹雄 II II II 35. 3. 28 II 40. 3. 2 II 

" I原島文雄 II II II 37, 3, 28, II 42, 3. 3 II 

II 生胸俊明 II 電子 II28. 3. 28'II 43. 3. 2 // 

” 長谷部 望 工日, nL已C•大年メ¥ ,, 32. 3. 31, I I 

第 4 部

東大 1 ,見I I 
教技菊池鱈一 工，応化 昭 8.3.29昭23.6. エ
” 江上一郎 ／／冶金//10. 3. 31 // 24. 2. 1 " 
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教授浅原照三 東工応大化

II 加藤正夫 I/ 冶金 11 15. 3. 31 II 27, 7, fl II 

II I野崎 弘 II 応化 II 14, 3, 31 // 32. 11. fo1 // 

II I山辺武郎 II 応化 ,, 15. 3. 31 ,, 31. 12. 2v; ,, 

‘’ I中村亦夫 ” ん’ II 16. 12. 25 II 39. 1. l.:i1 II 

" I武蔚義― ” ” 

"'r'° 
" I今岡 稔 II II II 16, 12, II 36, 6, 3Ui II 

II 餡 完ニエ冶金 II 20. 9. II 36. 11. ll II 

併教任授 山本 買 II II II 13, 3. II 27, 4, 4¥ II 

助教授西川腑ーニエ冶金 11 19. 9. 1I ''36. 7. 311 // 

" I原善四郎 II II ,, 19. 9. 25,,, 37. 3. 191 ,, 

" I後藤信行 II 応化
I 

II 19. 9. 25 II 36. 10. 26 7 II 

II I河添邦太朗 ” ” " 19. 9. 25 " 41. 3. 1 " 
II I早野茂夫 ” " II 23, 3, 31 II 39, 1. 13 ” 
／／ I明石和夫 iニエ冶金 i11 26. 3. 31[ 

" I本多健一 II 応化 II24. 3. II 36. 10. 26 // 

II I竹内 痙工，応化 1129.3. 

" I石田洋ーエ，冶金 1134. 3. 11 38. 2. 8 Sc. D 

" I高橋 浩理，化学 "24.3. "33. 7. 16理

講剛中根千宮 Iニエ冶金 I1123. 3. 

第 5 部

東大 1 

II 星埜 和 II 土木 II 9, 3. 31 II 22, 8. II 

" I丸安隆和 II II II 14. 3. 31 II 26. 11. II 

" I勝田高司 II 建築 II15, 3, 31 II 27, 1. II 

" I久保貶三郎 ニエ土木 II20, 9. 25I I 'II 37, 2. II 

II I池辺 囮工，建築 II17, 9. 301I 1137. 3, II 
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” 井口昌平 l東 ナ I I 
工，土木
¥, II 16. 12. 25! II 40. 9, 22エ

併任 I 
教払
呈関野 克 iII建築 II 8, 3, 31 II 20, 9. 24 II 

" I高山英箪［ェ，建築 III 9, 3. 311 II 24. 7, 30'II 

I 
助敦長I三木五三郎 ニエ土木 II19. 9. 25! 

I 
II I田中 尚：”建築 II21. 9. 30 II 31. 12. 301 II 

I 
" I石井聖光 iII II II 22. 9, 301 II 35, 4. ,Ji II 

II I村松貞次郎! II II I II 23. 3. 31: II 36. 9.'1'II 

II I小林一判］！エ，土木 II29, 3, 3 
I 

I 

II I越 正殺 iII II 1132, 3. 2 

川股璽也 I東北大
［エ，建築

” 中村英夫 ii東大！エ，土木
II 33. 3. 281 II 41. 9. 26[ II 

踪師高梨晃一iエ，建築繹5.3. 28 
II I吉田 裕［エ，土木 II36. 3. 28 

I 

事務部

（事務系役付戦員）

事務部長 白方之次

管狸諜長 白石由博

業務課長 竹内 消

業務諜長補 黒田英亮

庶務主任 須藤諮義

会計主任 宦岡為彦

庶務掛長 浅見高春

人事掛長 佐藤 罪JL父

厚生掛長 福島重雄

司計掛長 小松正幸

用度掛長 飯塚岩雄

出納掛長 島村淳吉

管理掛長 石井三郎

出版掛長 水野防明

研究掛長 佐藤 似~A、

写真掛長 安田良平

図書掛長 林 良夫
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新屋

鈴木

石田菫太郎

吉永

ゴゴ,,
口ノh

試作1鈴木正吾
工場長！ （第2部講師）
（併任） l 

輝雄

昂

忠司

博文

，
 

京
工

試

昭14

I 

年

作

3.31 

' 
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工
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場

動

官 職
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助

教

助

講

教

”

教

敦

”

桐

畠

川

宮

部

肴

高

村

崎

倉

井

中

原

小

田

雀

高

蘇

植

浜

小

坪

~
~
 

授

授

授

師

授

氏

旧

名脊教授

元教授

日月年令色ヌ7
~
ー

滋

雄

義

真

雄

伯

平

義

二

夫

膀

文

正

高

幸

周

恒

裏

磐

善

名

42. 4. 1 

” 
42. 5. 14 

42. 6. 1 

42. 6. 19 

42.10. 1 

42. 11. 26 

43. 3. 1 

I/ 

43. 3. 31 

備
二,,._
芍

職 員

故井口常雄，

岡宗次郎，

福田義民

故森田三郎，故茂木

松本良一，故釘宮

汲岡膀彦， 石川

故増野 実， 谷

高桐安人，故宮津

平田森三， 松下

蔚

辺

瀬

渡

助教授に採用

””  
休職

工学部に配四換

死亡

教授に昇任

死亡

教授に外任

II'I  

助教授，I

停年

象二，故友田

要， 糧田

已→ご'/.

」」。子，

武雄，

クミロ

ず:r;で：
HIH  

安生，

武揺

星合

永井

正治

芳曰
Jフコ

武雄，故吉川間十， 菱川万三郎， 吉原英夫

磐，故岩崎宮久，故竹中二郎， 清水菊平

政吉， 山県昌夫， 福田節雄， 南波松太郎

一郎， 河付正弥， 沼田政矩，故小野 窯

純， 兼重買九郎， 金森九郎，故末岡消市

幸雄， 糸川英夫，故雀部高雄，古幻闘高周平
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坪井善膀

元助敦授 故原 正人， I:,吉村慶丸， 塀 茫ぷヽ国ノJ• 渡辺 3心,ゴ.i： ,, 佐蔚正彦

放内田祥文， 渡辺正雄， 高木 .J", 土". 9 沢田正二， 高月意男

門田利幸，;',!(青木 洋，故高尾一郎， 円中一彦， 元良減三

中西邦雄， 原田正氾，ぢ＜桑井涼禎， 小川岩椎， 江口帷彦

右井笈郎， 久松敦弘， 仁木栄次， 浜口隆一， 丹羽 ア上之土

黒川兼行

元元闊技官師
佐応敬夫， 叶c/寸康治， 屑慕森 栄二， 冒爪 仲， 宮成 z芍ヽ了

伯野元彦

元事務長 岩合武国， 伊！篤陀吉，故岡本律平， 玲木弥孝

3. 決算と予算

A. 昭和 41年度歳出決算額

金 額 百分率

.-,, 心,-入t 額 700,180,901 100. 00% 

職員給与 375,010,701 53.56 

校 叩~J_・. 276,902,000 39.55 100. 00% 

各研究部研究費 96,190,376 13. 74 34. 74 

辛『月IJ刊f')t11 25,900,000 3. 70 9.35 

大学院学生径四 6,433,000 0.92 2.32 

研究生径買 147,100 0.02 0.05 

胞設迎転径望？ 10,122,600 1. 45 3.66 

設 仙 J'"' :( 63,900,000 9. 13 23.08 

図書肋入費 7,377,654 1. 05 2.66 

I且上II 版 ,J.-l'. 11• 4,643,083 0.66 1. 68 

試作工場径費 4,687,000 0.67 1. 69 

墳旦厚生経翌 511,500 0.07 0. 18 

~t)直希予費 56,623,287 8.09 20.45 

受託研究買 24,300,000 3.47 

受託研究旦貴 3,100,000 0.44 

敦旦旅費 4,725,300 0.67 

受託研究旅費 2,000,000 0.29 

各所修籾 4,900,000 0. 70 

学校施設費 9,000,000 1. 29 

諸 謝 ノュに 242,900 0.03 
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B. 昭和 42年度歳出予算額

総額

職旦給与

校費

各研究部研究費

特別研究費

大学院学生経費

研究生経費

設仰費

施設迎転経災

図古購入費

出版翌

試作丁．場経費

職員肛生経費

共通経費

受託研究費

受託研究旦費

職員旅曹

受託研究旅費

各所修繕

諸謁i 金

金頷

783,045,775 

433,998,775 

301,522,000 

113,991,185 

27,790,000 

8,691,000 

151,800 

62,500,000 

16,290,000 

8,078,000 

5,730,000 

4,958,000 

512,000 

52,830,015 

27,150,000 

3,455,000 

4,972,000 

2,200,000 

9,511,000 

237,000 

百分率

100. 00% 

55.42 

38.51 

14.56 

3.55 

1. 11 

0.02 

7.98 

2. 08 

1. 03 

0. 73 

0.63 

0.07 

6. 75 

3.47 

0.44 

0.63 

0.28 

1. 21 

0.03 

100. 00% 

37.81 

9.22 

2.88 

0.05 

20. 73 

5.40 

2.68 

1. 90 

1. 64 

0.17 

17.52 

C. 文部省科学研究費関係（昭和 42年度）

公
3

も

mm

究

究

究

究

究

研

研

研

研

研

額

関

個

合

験

定

機

各

総

試

特

34,260,000円

13,610,000 

2,320,000 

8,430,000 

5,800,000 

4,100,000 
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D. エその他の研究費（昭和 42年度）

公‘]
玄
小 額

文部省科学研
究費分担金

奨学交付金

24,934,380円

2,185,000 

22,749,380 

(B+C+D) 842,240,155 

（千万円） I TiJf讐frf汀l科学胃究費［その他り研究＇費

＇山川 J昭和38年 昭和39年昭和40年昭和41年＇ II召矛廿42lfo（哄3年） (1964年） (1965年） (1966年） (1¢7年）

最近5ケ年間の諸経骰増減比較表

oo,'.•~j, 

〇

.
g
o
o
[
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V. 昭和42年度の研究成呆発表の状況

出 版 物

本所発行の研究元表，紹介の出阪物としては次の 3胚がある． そのほかには生研案内

（和文• 英文）と年次要豆（いずれも年刊）がある．

東京大学生産技術研究所報告（略杓：生研殴告）

所員のまとまった研究成果を兒表する．本文は和文または欧文とし，不定期発行で年閏

10種前後を刊行している．

生産研究

研究の解説的紹介と辿報的紹介とをかね，月刊で発行している．

以上は，本所の発行の分で，その他，随時に学会誌，協会誌，その他の学誌に研究を発表

している．

生研リーフレット

生研の研究成呆で，実用化への手引とするため，写真中心に箇略に編集したもので，現

在まで 100種を発行している．

A. 東京大学生産技術研究所報告（不定期刊・研究発表誌）

昭和 42年度 (42年4月-43年 3月）に発表したものを次の表に示す．

咎号 題 目

17・7 人間械械系として考えた均合の自動車の操舵特性の改
善（英文）

18・1 流体伝芍装区の非定常特性（英文）

18・2 写真および霞子写真の分光培感（英文）
18• 3 金属の塑出変形抵抗の研究（英文）

18• 4 3成分系ガラス化箱四(l)a一誤元素珪酸坦系

B. 生産研究

炉•ロ心芍

（発行年月）

19巻4号

(42年4月）

著 者 発行年月

平尾 収・ 菊地英一 42. 5 

山田尚之

石原

斎店

谷

鈴木

栂爪

市原

今岡

辺 目

所長に就任するに当たって（巻頭言）

材料の表面と疲れ(3)(研究解説）

高真空，超高真空における物理吸泊の測定（研究解説）
液状パッキンとその作川機構（研究解説）

智男・R.江守一郎 42. 10 

治彦

忠昭• 菊池鍔ー 43. 2 

弘• 矢吹 皇 43. 3 

伸•剣持娃治
幸則• 中島 聰

稔• 山崎敏子 43. 3 

著 者

菊池買一

北川英夫

辻泰

野崎 弘・ 古川

佐々木裕

勉
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オゾン分析試菜としての塩化クロムの検討（研究速報） 菊池箕ー・鈴木 伸
小柳宏一

ボイラ・アキュムレータ制御系の勁的解折（研究速報） 内田恒夫

19送5号 自勁車に閃する研究問題（研究解説） 平尾 収

(42年5月） 急しゅん波測定に閃する最近の諮問図（研究腎説） 河村追雄

人工径絨骨材コンクリートについて（研究解説） 小林一舗

ー現状と問題点ー

裟何光学によるホログラフィの結像（研究追報） 小紅輝次

多段バッチ・プロセスの最辺化（研究速報） 森 政弘・槌犀治紀

蒸芯i罠が厚い CdS圧霞変換子の試作（研究速報） 尾上守夫•渡辺誠一
超音設による高電圧がいしの汚拍藍視（研究速報） 応訂周平・応田良雄

鉄マンガン合金のクリープにおける回仮阪篇（研究速報） 石田洋一

19送6号 芳呑誤ジアゾニウム坦の霞子状態と光分解（研究買説） 菊池只ー• 本多位一
(42年6月） 臼り『j :)じ且lj

有に求核臼換反応における沿媒効呆（研完胃誂） 汲原照三・妹尼 泣-J-• 

ーラウリ Jレクロライドと水硫化ナトリウムの反応を中心 新井 健

として一

分子ふるいゼオライトの合成（研究靡譴） ーI,ぃ'r, Jl,.i,-,) . 浩

高膨張比におけるラジア）レクービン用ノズ）レの特性（研究 水町 二生・山下雄康

辻報）

テトラクロルアルカン (TCA) のボーラログラフィ（研究早野茂夫• 新井五郎

辿穀）

3, 3—ビス（ベンゾキシメモル）オキセタンの合成とその反 金 広正• 中島利誠
応（研究追報） 亀山宣男・後藤信行

3ーヨードペリレンの合成とその V!lmann反応（研究速穀） 後藤信行・古買悦之

19店7号 箱紐用其空結品缶の特性と制御の問屈点（研究評説） 梅谷四二

(42年7月） 東京都心の地域冷暖尻負荷（研究解説） 肪田高司• 野田耕臣
マサチニーセッツ工科大学における教育（海外事W) 石田洋一

光学にあらわれる相閃閃数のガウス曲線による近似法（研鈴木桓子・小泊輝次

究辿讃）

流体祗手の扱勁特性に閃する研究（研究迫報） 石原智男・斎藤治彦

圧力調立弁の紛特性に［月する研究（研究辿報） 石原智男・小的英一

水野 i蒻史
圧力訓立弁の勁特性に閃する研究（研究速戟） 石原特男・小的英一

不規則分布係数波勁方程式の肝折（研究速報） 宮本己幸• 柴田 班

一認I冴百惜の縦振励一

示芦熱分肝1こよるイオン交換樹脂の誌的挙勁の研究（研究 山辺武郎• 鈴木 呑

辿報） 高井伍治

空1月のぶ領妓と時間の最小単位（研究速報） 白Xふ邸行
19送8号 有限オートマトンの代数的性買（研究解説） 森招義雄• 河田 汎

(42年8月） ーデイジタル械械の数学的表現—

レーザを使用した巳高圧変流匹（研究f界揺D 斎応成文•浜崎襄二
蔚井四ー• 横山幸阿

大野 2d. J''t 

東京佑心の大気汚染と限房（研究解説） 肋田翡司• 野田耕臣
誘郡プリユアン散乱による液体の音辿の測定（研究迫報） 島飼安生・根岸肋雄

山崎正之

阪収霞子汎J定法によるジルコニムウヘの酸索侵入曲線の四本間禎一
察（研究辿毀）

金属一酸化物一半報体枯造 (MOS タイオード）の容絨— 掘内 重治・ 栗原由起子

霞圧特性曲線におよぼすバイアス・温度処理の影若（研安逹芳夫
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究速報）

副共振に起因する水晶発振器の二重発振の一例（研究速報） 高木 幹雄•藤本 洋

19巻9号 生体楓能をもつ情報処理系の研究 (1) (研究解説） 合田周平

(42年9月） 一神経細胞モデル IMICTRONの応用一

放射性ガスの吸許処理に関する研究の現状（研究解説） 河添邦太朗• 竹内 Vガば三

欧米の研究におけるいくつかの経験（謁査報告） 石田洋一

流体論理索子に関する韮礎研究（研究速報） 松本蕊雄・大島康次郎

二酸化モリプデンの潤滑機構について（研究速報） 凪本健一

ボイラ・アキュムレータ系の最適設計（研究速報） 郊 仁波

GeS, 系カルコゲナイドガラスについて（研究速報） 今閻 稔•山崎敬子
ーガラス化箆囲ー

有槻過酸によるプタジエンのエボキシ化反応（研究辿報） 浅原照三・雄買大弐

応乳稔 且こ禾1j

芳香族アルデヒドとケテンとのカチオン共重合反応（研究浅原点三• 有田 蕊—

速報）

NMRスペクトルによるテロマーの構造解折（研究迫報） 浅原屎三・呉 ぷ但7ふ1.. 1-,, J 

19送10号 雀部高雄君を悼む（巻頭言） 江上一郎

(42年10月） 将来の製鉄法のための研究について（研究解説） 中根千富• 大蔵明光

生体懐能をもつ情報処理系の研究(JI)(研究解説） 合田周平

一神経細胞モデル IMICTRONの応用一

自己同期符号について（研究解説） 安田靖彦

SCRを用いた交流サーボ培幅器（研究解説） 厭畠文雄・内田克己

設計方法のシステム化（研究解説） 池辺 陽

MOS形 FETを用いた A-D変換器用局部復号回路（研森胞義雄・高羽禎雄

究速報） 木下英実• 西森武弘

急しゅん波謁定における負レスポンス時間（研究速報） 河付泣雄

データ伝送におけるひずみ補訳の一方式（研究辿報） 高木幹雄

試験溶鉱炉研究グ）レープ（研究室紹介） 江上一郎・中根千富

19巻11号 徽分項を含んだ操舵系の研究（研究解謡~) 平尾 収

(42年11号） 放射性同位元索を利用した河川の流鼠測定（研究解泌） 佐藤乙丸

バナジコーム資源の諸問題とその生産法（研究解，品） 野崎 弘• 藤代光雄

ー砂鉄中よりバナジュウムの有機溶媒による捕集研究ー尾山 椛吉

生研式アーチダム振動椋型実験（研究速報） 岡本舜三• 田村重四郎

加蔚勝行

自動車用ガソリン機関の混合気分配におよぽす吸入通路の 金 栄吉・古谷国資

幾何学的条件の影密（研究速報）

梢密屯鼠計の試作とその徽盆分析への応用（研究速報） 武藤義ー・高田芳矩

河口敏雄

イオン交換反応の熱化学的研究（研究速報） 鈴木 喬•妹尾 学

山辺武郎

透過霞子顕微絞による金属結品粒界の観察（研究速報） 石田洋一•長谷川盗

永田文男

積雪地域における道路交通調査（研究速報） Jlliiil 迂,~9, 

自動車交通流の車頭時間間隔分布（研究速報） 越 正毅• 片倉正彦

藤高研究室（研究室紹介） 藤高周平

19巻12号 鉄鉱石の熱割れ機構（研究解説） 本閲禎ー・一色貞文

(42年12月） ーイタビライトにおける結晶学的アプローチー 槌谷賜男

生産工程無人化の韮本的手法（研究解説） ふオ木こ 政弘

Donau川の河床状態に関する Girardonの謁査報告につ 井口 昌平

いて（研究解説）

ひずみ増分理論による液圧バルジ試験の解折（研究速報） 山田嘉昭• 横内康人
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光学的自己相閃計（研究速報） 松本和也・小瀬輝次

軟弱屈内での管路の振勁実険について（研究速報） 岡本舜三• 田村重四郎
ガラス球充てん肝の熱伝等率測定（研究速報） 桐沢一郎• 永田真一
露光済写真乳剤中の臭化銀の Fermi準位分布の碍定（研箕野裕司・菊池箕一
究迫報）

坪井研究室（研究室紹介） 川及璽也

20造1号 年頭にあたって（迎頭言） 菊池箕一

(43年 1月） 現代の文明社会と自勁車（論泣） 平尾 収

自動車と自 自動車変速恨の変迫段切替時におけるトルク変勁1こついて 石原 智男

動交交に関 （特集）

する特集 自劫操縦の問題点（特集） 菊池英一

人間ー自動車系の研究のための自動操縦（特集） 平尾 収

ーサンプル値，多位四聞御による日勁操綬一

自動車の振勁荘音について（特集） 亘理 厚

追路からの交通騒音の伝搬に1月する研究（特集） 石井聖光•平野其彦
朝生周ニ・山口道征

自動車と部市（特集） 池辺 因

道路施設と施設叶画の問題点（特集） 兄腿 和

自動車の迎転動作におよぽす外乱の彩苦に閃する実検（そ 小口 泰平

の1)(研究速報）

一実険装i性の試作と二，三の測定一
迎転適性の判定法としての CyberneticalControllability 研菜正太郎
Number (C, C, No) (研究速報）

広域交通制御のひとつの可能な方法（研究速報） 越 正設

回転体の非対称問題に対する閾性行列（研究速報） 川股重也•塩屋繁松
岡本研究室（研究室紹介）

20店2号 公害対策の研究態度（論説） 武芸義一

(43年2月） 大気汚染の化学的諸問題（特集） 鈴木 伸• 菊池買一
公害対策特燃焼排ガスの脱硫プロセスについて（特集） 河添邦太朗

集 合成洗剤廃液の処理対策（特集） 浅厭照三

合成洗剤微鼠分折法の動向（特集） 早野茂夫

水の脱塩処理（特集） 山辺武郎

担体付白金触媒における Co酸化反応速度（研究追報） 河添邦太朗•深草道彦

イオン交換法による河川毒水処理の研究（研究速報） 山辺武郎・妹尾 学

翡井信治

核燃料再処理排ガス中の放射性希ガスの吸杵除去（研究速 河添邦太朗• 川井利長
報） 宝角 茂

金属のクリープ変形における粒界すべりの貢献度の上限｛直石田 洋一

（研究速報）

菊池研究室（研究室紹介） 菊池箕—

20詮3号 超音波による Al中への Al,O,の分散に閃する研究（研朴 鎮黙• 鳥飼安生
(43年3月） りビfj早翌il)

分散を考屈した近似多項式次数選定の一方法（研究解説） 浜崎裏二

プラズマジエットの冶金への応用（研究解説） 明石和夫•石塚隆一
江上一郎

励起状態の霞極反応（研究解説） 本多健一• 谷 忠昭

アメリカにおける固体力学研究の最近の励向（謁査報告） 川井忠彦

レーザで誘起される術撃音圧（研究速報） 根岸勝雄・山崎正之

超音波が金属の塑性変形におよぽす作用について（研究辿 山本 昌孝.j慕森聰雄

報） 島飼安生・山田嘉昭

デイジタル計邸機による滴状凝縮現象のシミューレーショ 棚沢一郎• 宮沢忠男
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ン（研究速報）

ポリケイ皮酸ビニルの培感械祁f(研完追報） 中村買市郎・菊池 具ー

広桐正房
金属結晶拉界の畝紅l柏造（研究速報） 石田 洋一• 長谷川 降

永田文男

広域交遥制御における信号オフセットのプログラム形成の越 正設

ひとつの方法（研究速報）

星野研究室（研究室紹介） 星野 昌一

C. 生研リーフレット

42年度は都合により発行しなかった．

D. 著書および所外の学術雑誌などに発表したもの

ー表四は原文表四一
ー各項目末尾の数字，文字は，填1こ咎（太字），号，ページ，
発行所名，年，月（匡屈）を示す．準のないものは，文字

でその呼称を示す一

第 1 部

教授岡本舜三 (ShunzoOKAMOTO) 

建設技術者のための振勁学，オーム社， 1967.5. 

Dams in Earthquake Zones or Other Unfavorable Situationsー TheTransactions of 

the 9th International Congress on Large Dams, p. 235-259, 1967. 9. 

Dynamic Behavior of Earth Dam during Earthquake (Coauthors: C. Tamura・K.Kato・

M. Otawa)—The Transactions of the Ninth International Congress on Large Dams, 

111-122, 1967. 9. 

軟弱地盤内における管道の励的挙励（田村菫四郎・加］［は勝行•森地重暉と共著）ー第 9 回

地震工学研究発表会清演概要， 45-46,1967. 10. 

岩盤地帯における地震図測（田村重四郎・加応膀行・ i慕原長司• 水越辻雄と共著）ー第2

回岩の力学国内シンボジウム謡演集， 87-90,1967. 11. 

アースダムの地震時挙動について（田村璽四郎・加応膀行と共著）一土木学会第 22回年

次学術詞演会闊演概要， 163-1-163-2,1967. 5. 

Earthquake Ground Motions Observed on Rock Foundations (Coauthor: T. Mizu-

koshi)—IAEA Panel Discussion Meeting on Aseismic Design and Testing of 

Nuclear Facilities, 1967. 6. 

教授一色貞文 (SadabumiISSIKI) 

放射線透過検査概論ー非破壊検査便買の一部， 日刊工業新聞社， 1967.5. 

教授大井光四郎 (KoshiroOi, Professor) 

ひずみ計を用いた背たけの低い圧縮型荷重計について一機械学会康京溝演会前別， 1967.
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10, 

ひずみの定義その他ー扱誡工学口只第4胴， 4, 日 1967. 8. 

数扱鳥飼安生 (Yasuo TORIKAI) 

防恐ブリユアン散乱による液体の音追の詞定（、｛旦岸屈磨• 山：寛正之と共著）一日

会；，り浪論文集， 193-194,1967. 5. 

Hypersonic Velocity Measurements in Ethanol-'vVater入fixture(coauthors: Katsuo 

Negishi・Masayuki Yamazaki)-Japan. J. Appl. Phys. 6, 8, 1016, 1967. 8. 

エタノール水詔泣の HypersonicVelocity (:j只岸勝謡・

請禎予屈集， 357,1967. 10. 

173-174, 1967. 11. 

超音設による光の回折の四論ー多豆回折法によるげ邸一（詣本乙彦と共著）一日

会訊謡灯論文集， 303-304, 1967. 11. 

おける近距雌音楊一日本音門学会詞且真論文虹， 305-306,1967. 11. 

訪均プリユアン放乱と HypersonicVelocity (板岸肪雄・山崎正之と共著）ー音波の物性

と化学討論会訥演論文集， 75-78,1967. 11. 

数授富永五郎 (GorohTOMINAGA) 

Mean Adsorption Time of Oil Molecules Used in Vacuum Techniques— Nuovo 

Cimento, Suppl. 5. 1967. 274-283. 

教扱山田嘉昭 (YoshiakiYAMADA) 

絞り成形加工に閃する最近の研究勁向ープレス技術， 5,6, 5-11, 1967. 6. 

製性変形の邸本的な宕え方一金屈材料， 7,5, 2-5, 1967. 5. 

7, 5, 159-164, 1967. 5. 

ら一紐性と加工， 8,76, 221-2, 1967. 5. 

モアレ法による塑仕ひずみ測定の可能性—i炭i政の研究， 19, 8, 1047-1054, 1967. 8. 

格子焼付け法とモアレ（恰竹千三郎• 四本房三と共著）一団性と加工， 8,83, 669-677, 

1967. 12. 

材料の高辿試検に閃する研究（輪竹千三郎・沢田学夫と共著）ー凱性と加工， 9,84, 55 

~63, 1968. 1. 

超音設の紐性加工への応用 • 山本昌孝と共著）一近代板絨， 2,2, 12-27, 

1968. 2. 

超音波が金屈の搬性変形におよぼす作用について（山本昌孝・応森記鮪・烏飼安生と共

著）ー第 18回塑性加工連合講演会論文集， 227-230,1967. 11. 

塑性域における応カーひずみマトリックスとその抑紐性閻題への応用（吉村信敏• 桜井

逹美と共著）ー第 18回糾性加工連合錆演会論文集， 231-234, 1967. 11. 
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モアレ法によるバ）レジ試験の曲率と伸びの測定（花井 諭• 西本勇三と共著）ー第 18回

塑性加工連合講演会論文集， 41-44,1967. 11. 

Analysis of the Bore Expanding Test by the Incremental Theory of Plasticity (Coau-

thor: M. koide)ー Int.J. mech. Sci., 10, 1-14, 1968. 1. 

平面応力楊の解折について（吉村信敏と共著）ーコンピュータ使用によるマトリックス構

造解折謡習会テキスト， 55-74,1968. 3. 

教授北川英夫 (HideoKITAGAWA) 

非対称X線回折図形のピークの位四決定について（松本年男と共著）一日本材料学会， X

線材料強度シンボジウム誨演前測， 1967.11. 

巨視的疲れき裂の進行特性の解折と応用について一日本学術振興会第 129委員会講演前

詞li,1968. 2. 

不規則変励荷直下の狡れき裂特性ー車庫庸の高周波焼入と疫労強度に関する研究，鉄道技

術協会， 1968.3. 

疲れき裂の特性におよぼす残留応力の影苦ー車軸の高周設焼入と疲労強度に関する研

究，鉄道術技漑会， 1968.3. 

教授森大吉郎 (DaikichiroMORI) 

M型ロケット発対装四（高木乙磨・中西大郎• 松本文友• 三上定夫と共著）一三菱技報，

4, 2, 80-85, 1967. 

鋼溶接チャンバの開発（安藤良夫・中野 旭と共著）一東京大学宇宙航究研究所報告， 3,

l(B), 201-205, 1967, 3. 

ミューロケットの発射装置（三石智・中野 旭と共著）一東京大学宇宙航究研究所報告，

3, 1 (B), 206-223, 1967, 3. 

わが国の宇宙工学の現状ーステンレス， 11, 1, 7-14, 1967. 

助教授小瀬輝次 (TerujiOSE) 

Photographic Optics-Review Progress of Photography in Japan 54, 日本写真学会

誌 1967.

ホログラフィの技術一再生一応用物理， 36,9, 718, 1967. 

1967年光学界の展望ー物理光学，干渉，薄膜一光学ニュース， No.95, 5, 1968. 

Holographic Auto-Correlator for Complex Functionー Applicationfor Optical Transfer 

Function: (Coauthors: Kazuya Matsumoto・Ichiro Yamaguchi)-Preprint of U. 

S-Japan Seminar on Holography, Tokyo and Osaka 1967. 

助教長成瀬文雄 (HumioNARUSE) 

円柱のまわりの非‘砧性流の Rmが小さいときの Hall効果一日本物理学会第 22会年会

請演予稿集・応用数学力学， 12,1967. 4. 

Magnetic Reynolds数が小さいときの球の連勁に対する Hall効呆一日本物理学会第 12
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回応用数学・ 力学請演会予稿集， 15-16,1967. 10. 

助教戸辻 泰 (YutakaTUZI) 

ガラス製小型真空装忙一日本物理学会誌 22,4, 229-240, 1967. 2. 

助教授根岸勝雄 (KatsuoNEGISHI) 

誘等ブリユアン散乱によろ液体の音速の測定（鳥飼安生・山綺正之と共著）一日

193-194, 1967. 5. 

Hypersonic Velocity Measurements in Ethanol-vVater Mixture (coauthors: Masayuki 

Yamazaki and Yasuo Torikai)-Japan. J. Appl. Phys. 6, 8, 1016, 1967. 8. 

レーザ光で誘起される衝撃音圧（山偉正之と共著）ー日本音告学会悶演論文集， 299-

300, 1967. 11. 

エタノール水溶液の HypersonicVelocity (鳥飼安生・山崎正之と共茫）一応用物四学会

357, 1967. 10. 

誘等プリユアン散乱と HypersonicVelocity (鳥飼安生・山綺正之と共著）ー音波の物性

と化学討諭会論文集， 75-78,1967. 11. 

助教授本閻禎ー (TeeichiHOMMA) 

金屈の高温酸化研究の方法論的検討 (1)吸収電子測定法の応用と問題点（一色貞文・

米岡俊明と共著）一日本金屈学会第 60回大会講演概要， 102,1967. 4. 

表而欠陥構造と反応性に閃する一考察一日本金屈学会第 61回大会シンボジウム請演予

困・:・定集， 181, 1967. 10. 

放射線回折分析ー非破壊検査便買分担， 360-379, 日刊工業新間社， 1967. 5. 

助教授小倉磐夫 (IwaoOGURA) 

ホログラフィの技術，光源一応用物理 36,9, 715, 1967. 

気体レーザー応用物狸 36,9, 739, 1967. 

ガスレーザの使い方，光学的調整法一応用物理 37,3, 255, 1968. 

助教授田村重四郎 (ChoshiroTAMURA) 

岩盤地帯における地広観測（岡本舜三・加藤勝行• 藤原長司• 水越逹雄と共著）ー第2回

岩の力学国内シンポジウム講演集， 87-90,1967. 11. 

軟弱地盤内における管道の動的挙動（岡本舜三・加麻膀行• 森地璽暉と共著）ー第9回地

震工学研究兒表会講演概要， 45-46,1967. 10. 

アースダムの地四時挙動について（岡本舜三・加藤勝行と共著）一土木学会第 22回学術

請演会講演概要， 163-1-163-2,1967. 5. 

助教授中桐 滋 (ShigeruNAKAGIRI) 

短形板の剪断挫屈後の挙励（鵜戸口英善と共著）一日

論文集， 273-276,1967. 4. 

44期追常総会闊演会
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矩形平板の剪祈挫屈後の挙砂（開戸口英善と共著）ー第 17回応用力学連合芯演会論文抄

録集， 73-74, 1967, 10. 

精師岡田恒男 (TuneoOKADA) 

水平狡返し前璽を受ける鉄筋コンクリート柱の変形性状IおよびTI(ぞビ［月賃行と共著）一

日本建菜学会閃東支部学術研冗兄表会梗員塁，第38回第 1部， 457-464, 1967. 6. 

鉄筋コンクリート柱の変形に閃する研完TI心よびlli(水平・旦逗し府直時の旧率分布その

1 および 2)(定田敏行と共苫）ー日本建気学会泊文恨告集;~-外， 328-329, 1967. 10. 

助手輪竹千三郎 (SenzaburoWA  TAKE) 

プレスの除的および勁的特性の研究（山田嘉昭と共著）一塑性と加工， 8,82, 639-645, 

1967. 11. 

助手森地重暉 (Sigeaki紅ORICHI)

Two-Dimensional Photoelastic Experiment Made by Gelatine Gel. (Coauthor: M. 

Yamamoto)-Transactions of The Japan Society of Civil Engineers No. 144, 39-

47, 1967. 8. 

教授鈴木 弘 (HiromuSUZUKI) 

Turks Headによる角線の引抜の研究（第 1恨，引抜応力孔祖斤）（流木怯一郎と共箸）一

第 18回塑性加工連合謁演会謁演論文集， 113, 1967. 11. 

Turks Headsによる角緑の引抜の研究（第2報，引抜条件を変えた場合の実験的研究）

（荒木怯一郎と共著）ー第 18回塑性加工連合請演会詞演論文集， 117, 1967, 11. 

隠阪圧廷における肌記方向1月肛分布に閃する一方察（本城 恒と共著）ー第 18回紐性加工

辿合請泊会記貨紅文集， 257, 1967. 11. 

タンデム圧江の芯合特比（第 1報，圧廷1炭の滑性が圧廷条件と製品の形状との閃係に及

ぼす彩告）（阿高松男と共著）ー第 18回塑性加工連合請禎会謁禎論文集， 261, 1967, 

11. 

タンデ （第2報，クンデム圧延の加汲辿度時の総合特止の解析）（阿高

松男と共著）ー第 18回塑性加工連合講演会；；.｝演膚文集， 265, 1967. 11. 

圧延シュミレータによる圧下力店祈（矢吹 塁・ 市原幸則と共著）ー第 18回塑性加工連

合畠狐会扇狐議文集， 277, 1967, 11. 

ロー）レフォーミングに閃する実咬的研究（第 1穀，砧本的i厨面形状に国する実険(1))

（木内 学・中畠 珀と共苔）ー第18回臼性加工辿合嘉演会嘉演論文集， 313, 1967. 

11. 諮密圧廷一望性と加工， 8,75, 163. 

タンデム圧延鼠のパススケジュー）レの新しい計冥法（第 1報）（鯰田正絨と共著）一塑性

と加工（日本塁性加工学会誌）， 5,80, 460 . 
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タンデム圧廷搬のパススケジュールの新しい計邸法（第:2賛）（算田正殴と

と加工， 9,85, 86. 

教狡平尾 収 (OsamuHIRAO) 

自勁車の安仝間四について一謄訃文学会誌 70,584. 

教投亘理 厚 (AtsushiWATARI) 

安定性に及ほす減哀の形野ー自勁車技術会給会訊演会前閲， 1967.5. 

Aseismic Design of Piping Systems in Power and Chemical Engineering Plants 

(Coauthors: Fujii・Shibata・lguchi・Sato)-JSME SEMI-INTERNATIONAL 

SYMPOSIUM, 1967. 9. 

教授水町長生 (NagaoMIZUMACHI) 

ラジアルガスタービンの研究(No.2ー2)(遠店敏彦・鉢図泊彦• 吉田蕊窪・北野正夫と

共著）一日本拭械学会ガスタービン研究分科会研究成果報告古， 日本披械学会， 1967.

4. 28. 

教授松永正久 (MasahisaMATSUNAGA) 

Theory and Experiments on Centrifugal Barrel Finishingー Int.Jour. Prod. Res. 5. 

4, 274, 1967. 4. 

徽小切削分科会活動の概要一籾機学会閃西地方定期学術請演会前別， 139, 1967. 7. j期

霞解メッキの霞子顕徽裟による観察（萩生田粧明• 他 1 名と共著）一金屈表而技術協会~

36 56, 1967. 11. 

Application of Electrical Contact Resistance Measurements on Studies of Friction 

and Wear-Bulletin of Japan Society of Precision Engineering 4, 3, 222 1967. 11. 

教授大島康次郎 (YasujiroOSHIMA) 

レーザ利用光学式変位検出僻（木村浩哉ほかと共著）一叶測自勁制卯学会学術謡演会予稿；

ti~6, 473, 1967. 10. 

壁付芯型泣体論罪素子の切換特性の改峠について（松本設雄と共著）一叶測自動制卿学会

6, 251, 1967. 10. 

監訳， トラクサル著， 臼勁制郷計回法，下匹ー近代科学社， 1968. L 

新版，油圧技術使豆一日刊工業， 384-406, 1967. 12. 

自勁定位装四の研究 (f玉井• 木村ほかと共著）一芍密搬枝， 33,12, 809 

-814, 1967. 12. 

教校石原智男 (Tomo-oISHIHARA) 

ターボ式流休伝勁装四の非定常特性，第3 日本炭械学会第768回

詞演会煎刷， 1967.5. 

圧力調墜究の静特性に関する研究（水野消史・外2名と共著）一日本搬械学会第768回訊磨
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演会前刷， 1967. 5. 

圧力調整弁の動特性に関する研究（小l「月英ーと共著）一日本機械学会第768回講演会前

屈IJ,1967. 5. 

流体継手の性能（古屋七郎• 森恒と共著）一檄械学会論文集 33, 254, 1640, 1967. 10, 

流体伝動装置の設計（高木 猛•石原貞男と共著）ーオーム社機械設計シリーズ， 1967. 12. 

Torque Converter as a Vibrator Damper and the Transient Characteristics (Coauthor: 

Richard I. Emori)-SAE Transactions Paper 75, 660368, 1967. 

教授高橋幸伯 (YukinoriTAKAHASHI) 

船舶の耐航性に閃する実船試験（田宮真ほかと共著）一日本造船研究協会報告，64,1968. 3. 

Report of I. S.S. C. Commit. 2b-II on "Wave Loads-Full Scale Statistical"(Coauthor: 

R. Bennet)-Proc. of the 3rd International Ship Structures Congress-Oslo 1967, 

1, 89-114, 1967. 9, 

Report of I. S.S. C. Commit. 6 on "Experimental Apparatus" (couathor: A. J. 

Johnson)- Ditto. IT, 337-361, 1967. 9. 

教授植村恒義 (TsuneyoshiUYEMURA) 

プリズム式高辿度カメラの光学系に関する研究（篠山伸弾と共著）ー第 14回応用物理学

閃係連合講演会予稿集， 138-139,1967. 4 

高速度写真によろ犬の咽喉部筋肉の運動解析（山本芳孝，東大医学部・切替一郎• 井上

鉄蔵と共著）一第 14回応用物理学関係連合講演会予稿集， 146-147, 1967. 4 

高速度写真による原子炉要素の安全性に関する研究（第 1 報）（山本芳孝•原子燃料公

社・中村康治・植松邦彦・熊岡祥雄と共著）ー第 14回応用物理学関係連合講演会予

稿集， 148-149, 1967. 4, 

レーザ加工と電子ビーム加工について（宮崎俊行と共著）ー第 14回応用物理学関係連合

講演会予稿集， 155-156, 1967, 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第 14 報）（金沢和夫• 田中勝也・喜久里般• 小西勇

栄楽正光と共著）ー第 14回応用物迎学関係連合講演会予稿集， 157-158, 1967. 7. 

プリズム式高速度カメラの光学系に関する研究（篠山仲弥と共著）一昭和 42年度精機学

会春季大会学府詞演会前刷， 91-92, 1967. 4. 

高速度写真による原子炉要素の安全性に関する研究（第 1報）（山本芳孝，原子燃料公

社・中村康治・梢松邦彦・熊岡祥餅と共著）一昭和42年度桁機学会在季大会学術講演

会前刷， 93-94.

ロケットの光学的追跡に関する研究（第 9 報）（伊藤党治• 田中勝也• 金沢和夫・喜久里

既・小西勇と共著）一昭和 42年度紡機学会春季大会学術請演会前刷， 95-96, 

1967. 4. 

レーザ加工と雷子ビーム加工について（宮崎俊行と共著）一昭和 42年度精機学会春季大

会学術講演会前刷， 121-122, 1967. 4. 
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高速度回任体の研究（吉沢徹と共著）一昭和42年山梨地方講演会前岡， 81-86, 1967. 

10. 

教授竹中規雄 (NorioTAKENAKA) 

A Study on the Grinding Resistance Force on Single Grit—Proceeding of Interna-

tional Conference on Manufacturing Technology, 617, ASTME, 1968. 9. 

教技田宮 (Shin TAMIYA) 

二璽壁ケーソンの控的安定性（矢村家利と共著）一遥船協会誌， 459,359, 造船協会，

1967. 9. 

船舶の耐航性に閃する実船試険（高管幸伯他と共著）一造船研究協会報告， 64, 日本造船

研究協会， 1968.3. 

助教長柴田 碧 (HekiSHIBATA) 

耐震設計 (i翌界・配管系）一機械の研究， 19, 173, 1. 1967. 1, 19, 2, 311, 1967. 2. 

原子炉とその配管系の耐震設計一日本材料学会耐震設計に関する講習会資料， 71, 1967. 

2. 

振動試険法（試険施設）一日本機械学会振動測定振勁診断法講習会狡料， 71, 1967. 2. 

転換炉の中性子分布からみた炉心構成の最適化（原 文雄と共著）一日本原子力学会年会

前刷， p.149, 1967. 4. 

機械系の耐四設叶のための地震工学一日本搬械学会誌， 70,579, 521, 1967. 4. 

連続体の振勁衝撃一搬械工学年鑑， 33, 1967. 7. 

機械系の耐こ設計一配管の振動解析と応答理論（佐藤甜芳と共著）一高圧力， 5,4, 1058, 

1967. 8. 

閉回路テレビジョンによる多チャンネル動変位測定装置についてー自動制御連合講演会

前刷， 335, 1967. 11. 

耐震設計と安全性（動力炉の安全性）一原子力学会誌， 10, 1, 23, 1968. 1. 

辺移行列法による構造物の振動解析一日本鋼構造協会誌， 3,24, 71, 1967. 12, 4, 26, 

48, 1968. 2. 

The Recent Experimental Works in Japan for Earthquake Resistant Piping Systems 

in Power Plants (Couthor: S. Fujii)ー IAEAPanel Meeting on Aseismic Design 

and Testing of Nuclear Facilities. 16. 

Theoretical Foundations for the Design of Earthquake Resistant Mechanical Struc-

tures (Couthor: S. Fujii)一同上， 19.

Aseismic Design of Piping Systems in Power and Chemical Engineering Plants 

(Couthor: A. Watari)-Japan Society of Mechanical Enginecring 1967 Semi-In-

ternational Symposium, 215, 1967. 9. 
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助教授森 政弘 (MasahiroMORI) 

精糖用真空結晶かんの特性と制御（梅谷陽二と共著）一計測と制御， 6,11, 771-781, 

1967. 11. 

制御システム設計のための韮本的 100項目の提案ー第6回計測自動制御学会学術講演会

予稿集， 285-286,1967. 10. 

生体機能をもつフィードバック制御系の一考察（合田周平•細川 彰と共著）一第10回自

動制御連合会講演会前刷， 69-70,1967. 11. 

マニヒ°ュレータ（村上公克と共著）一人間工学， 3,2, 131-135, 1967. 4. 

プロセスオートメージョンのシステム計圃（梅谷陽二と共著）―1歳械の研究， 20,1, 190 

-194, 1968. 1. 

バイオニスク（合田周平と共著）ー33, 10, 625-632, 摩訂機学会誌， 1967.

将来のオートメーションの考え方ープロセスオートメーション一電子工業月報， 10,1, 

37-58, 1968. 1. 

指• 手・足・運励（村上公克と共著）一数理科学， 57,28-31, 1968. 3. 

Dynamic Characteristics of Vacuum Pan and Control Systems of Boiling Process 

(Coauthor: Yoji Umetani)-Preprint of International Society of Sugar Cane 

Technologists 13th Congress, 1968. 3. 

システムの能力とシステム工学ー自然， 23,1, 33-44, 1968. 1. 

助教授川井忠彦 (TadahikoKAW A) 

マトリックス法による船体構造解析に関する研究 (JI)一造船協会論文集， 121, 150-

156, 1967. 6. 

有限要素法による連続体の固有振勁数の解折一日本機械学会講演論文集， 177,213-

216, 1967. 10. 

助教授佐藤壽芳 (HisayoshiSATO) 

An Experimental Study on the Effect of Machine Tool Vibration on Surface Finish 

(Coauthr: N. H. Cook)-M. I. T. Report, 1967. 6. 

助教授大野進ー (ShinichiOHNO) 

研削における振動（第2報）一日本機械学会請演論文集， 168,5, 1967. 4. 

講師梅谷陽二 (YojiUMETANI) 

梢糖用真空結晶かんの特性と制御ー計測と制御， 6,11, 1967. 

Dynamic Characteristics of Vacuum Pan and Control Systems of Boiling Process 

(Coauthor: M. Mori)-13th International Society of Sugar Cane Technologists, 

Congress, Preprint. 1968. 3. 
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請師荒木献次 (KenjiARAKI) 

高圧空気圧サーボ搬構の案内弁サーボモータ動特性一日本搬械学会創立 70周年記念北

海道地区講演会前刷， 173, 95-98, 1967. 8. 

高圧サーボ機構における案内弁の非線形性の及ぼす影菩ー第6回計測自動制御学術請演

会前刷， 339-340, 1967. 10. 

油圧サーボ用模器の現状と将来について一油圧技術， 6, 11, 33-41, 日本工業出版，

1967. 11, 

助手合田周平 (ShiyuheiAIDA) 

闘！直制御パ）レスによる編罪回路一昭和 42年度， 145, 1967. 

10. 

非線形累子 IMICTRONによる学習槻構一昭和 42年度， 自動制御連合講演会， 108,

1968. 11. 

生体股能をもつフィード・バック制御系の一考察ー（森• 細川と共著）ー：同上， 136.

バイオニクスー生体機能の自動制御への郡入について（森と共著）ー： 日本籾密機械学

会誌，籾密機械 33, 10, 1967. 10. 

神経系の搬能をもつ制御方，電子通信学会， 日本ME学会，医用霞子，生体工学研究会

資料 MEE67-2 b, 1967. 1. 

IMICTRON Modulated Learning Control Systems—Proceedings of Hawaii Inter-

national Conference on System Sciences, 1968. 1 (第 1回国際システム科学会議論

文集）．

ォートマン理論とシーケンス制御ー計測自動制御学会，新制御理論に閃係したトビック

ス講囲会テキスト， 1968.2. 

未来のコンビュータ，ロボット工学， 1968. 2. 

第 3 部

教授故藤高周平 (ShuheiFUJIT AKA) 

洞れ電流間欧測定によるがいしの汚拍監祝について（藤田良雄と共著）一昭和 42年電気；

学会連合大会論文集， 1044, 1967. 4. 

Report on the Lightning Flash Counter Measurement for the 1966 Lightning Season 

in Japan (Coauthrs: T. Kawamura, Y. Hirose, S. Tsurumi, K. Kinoshita)-CIGRE 

Study Committee No. 8, Lightning and Surges, Working Group: Lightning Flash 

Counter, 1967. 6. 

Thunderstorm Alarm System uring the Lightning Flash Counter developed by 
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Shikoku Electric Power Co. (Coauthr: T. Kawamura)-CIGRE Study Committee 

No. 8, Lightning and Surges, Working Group: Lightning Flash Counter, 1967. 6. 

Japanese Method of Artificial Pollution Test on Insulators(Coauthrs: T.Kawamura• S. 

Tsurumi, H. Kondo・T. Seta・M. Yamamoto)-1¥inter Power Meeting of the IEEE, 

31 TP 67-481, 1967. 7. 

モデルによる汚損而の吸湿， i罰れ屯流および閃絡霞圧の相関（伊坂勝生と共著）一昭和

42年霞気学会東京支部大会論文集， 250, 1967. 10. 

1967年 IEC会議出I帝報告ー霞気学会雑誌， 87, 11, 2098, 1967, 11. 

微小班鋼片による鉄塔分流比のモデル試験（河村逹雄・北条準ー・大平矩史と共著）一昭

和 43年霞気4学会連合大会論文集， 950,1968. 3. 

教授沢井善三郎 (ZenzaburoSA WAI) 

逆起霊力法による直流電勁機速度制御の一方式（稲葉 博・里和 武と共著）一昭和 42

年電気四学会連合大会講演論文集 526, 1967. 4. 

電砧高尊といの設計に関する悲礎的考察（川瀕太郎と共著）一霞気学会雑誌 87, 8, 1582 

-1590, 1968. 

オートメーションの考え方，進め方ー電気学会雑誌 87,7, 1200ー1272,1968. 

教授森脇義雄 (Yoshio MORIWAKI) 

並列構成を併用した多段遅延線路記鉛式波高分析閤（高羽禎雄・木下英実と共著）一昭和

42年屯気4学会連合大会講演論文集， 522, 1967. 4. 

パルス列発生器を用いた A-D 変換特性の直視測定（高羽禎雄• 久保卓蔵と共著）一昭和

42年霞気4学会連合大会講演論文集， 2683,1967. 4. 

MOS 形 FET を用いた電圧保持回路（高羽禎雄• 木下英実と共著）一霞子技術， 9,7, 

60, 1967. 7. 

有限オートマトンの状態遷移構造（河田 汎と共著）一電子通信学会創立 50周年記念全

国大会（昭和 42年度）論文集， 5,1967. 10. 

MOS形 FETを用いた A-D変換器（高羽禎雄・西森武弘と共著）一霞子通信学会創

立 50周年記念全国大会（昭和 42年度）論文集， 908, 1967. 10. 

カットボイント・アレーの合成（渡辺 貞と共著）ー電子通信学会創立 50周年記念全

国大会（昭和 42年度）論文集， 999,1967. 10. 

NRZ形磁気ひずみ遅延線記屈方式における記号間干渉の一表現法について（高羽禎雄・

木下英実と共著）一昭和 43年度電気四学会連合大会講演論文集， 1747,1968. 3. 

相補形 MOS-FETを用いた低出カインピーダンス増幅回路（高羽禎雄・西森武弘と共

著）一昭和 43年度霞気四学会連合大会講演論文集， 1768,1967. 10. 

パルス分配式多チャネル設高分折路の計数損率（高羽禎雄• 生沼徳二と共著）一昭和 43

年度電気四学会連合大会講演論文集， 1805,1968. 3. 
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敦長斎藤成文 (ShigebumiSAITO) 

GaAs Pockels定敗の分散について（小閃 位と共習）一霞気四学会連合大会， 1967.4. 

包高圧熊接鯰焦導佐変流器（浜膚襄ニ・ 1累井刀一・｛蒻山芯汀・大野三と共腎）ー心気四

学会連合大会， 1967.4. 

マイクロ設を利用し 芯.11:i原附次郎・立川泊・兵靡『と共著）一

1967. 4. 

京京大学におけるスペースエレクトロニクスの間元研究 c;::s~c 昇• 四付民也と共吝）一

霞子通信学会誌， 1967.6. 

Development of the Laser Current Transformer for Extra-High-Voltage Power 

Transmission Lines (Coauthrs: J. Hamasaki・Y・Fujii,K. Yokoyama・Y. Ohno)-

Presented Conference on Laser Engineering and Applications, 1967. 6. 

光変謁素子としての GaAs(小関 健と共著）ー霞子通信学会， 祉子エレクトロニクス

1967. 6. 

ロケット搭載アンテナおよびロケット追尼用アンテナ（長谷部望・市川 満と共著）ー通

信学会研究会，全国大会シンボジウム， 1967. 10. 

レーザおよび光エレクトロニクス OJ業井I楊ーと共著）一遥信学会誌， 1967彎 10. 

絨子エレクトロニクス技術の尊入 OJ溶井阻ーと共著）ー屯気学会誌， 1967. 6 

教授尾上守夫 (MorioONOE) 

メカニカル分波器（矢野健と共著）一昭和 42年屯気四学会連合大会， No.1224, 1967. 4. 

多重モード水品フィルター昭和 42年霞気四学会連合大会， s.6-6, 1967. 4. 
屈曲—たて—屈曲三重モード圧屯振勁子（高岡 禎と共著）—11{1,Tii 42~ 年心氣四学会連合大

会， No.1234, 1967. 4. 30. 

等価伝送線によるエネルギとじこめ形多直モード・フィルタの解肝 c+文字弘道と共
著）一昭和 42年氾気四学会連合大会， No.1233, 1967. 4. 

VHF 水品扱勁子の定数測定（熊谷雅と共著）—11{3 和 42 年霞気四学会連合大会， No.

1244, 1967. 4. 

結晶中の超音設による光のプラッグ反射 No. 

2ー 1ー 18,1967. 5. 14. 

非軸対称厚み滑り振動の解折（望月雄蔵 No. 1-1ー 3,

1967. 5. 14. 

高インピーダンス圧這セラミック振勁子（十文字弘道・村田栄一郎と共著）

演論文集， No.1—1—6, 1967. 5. 14. 

たて・屈曲多重モード振勁子の振勁解祈（十文字弘道と共著）ー音曹学会講演論文集，

No. lー1-7,1967. 5. 14. 

渦流検査用コイルの結合係数（市川初男と共著）一非破壊検査 16,2, ][ -2, 70, 1967. 

2. 
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渦流検査用回路に関する考察ー非破壊検査 16,2, I[ -3, 71, 1967. 2. 

光弾性超音波遅延回路（渡辺誠ーと共著）ー詔音波研究会資料， US-67—4 (1967-05), 

1967. 5. 14. 

エレクトロ・メカニカ）レ分波器（矢野健と共著）一回路とシステム迎論研究会資料CTST

67-5, 1967. 5. 23. 

高結合セラミック扱勁子の測定法（十文字弘道と共著）一霞気遥信学会誌 50,5, 908-

913, 1967. 5. 

超音波に関する 15, 11, 457~459. 1966. 

Useful Formulas for Piezoelectrie Ceramic Resonators and Their Application to 

Measurement of Parameters (Coauthor: Hiromichi, JUMONJI) -J. Acoust. Soc. 

Am. 41, 4 (pt. 2), 974-980, 1967. 4. 

円板の屈曲振動の解折（矢野 紀と共著）一趙音波研究会資料 us67-11, 1967. 9. 21. 
多重モードフィルター霞気閃係学会東北支部連合大会 Sー1, 1967. 10. 

円板厚み消り振動子の等価インダクタンス（望月雄蔵と共著）一昭和 42年霞子遥信学会

全国大会， No.200, 1967. 10. 21. 

エネルギとじこめ形 VHF多重モードフィルタ（熊谷 雅と共著）一昭和 42年霞子通

信学会全国大会， No.201, 1967. 10. 21. 

多通過域多重モードフィルタ（高岡 禎と共著）一昭和42年電子氾信学会全国大会， No.

202, 1967. 10. 21. 

副共振に関する二三の実験（高木幹雄・十文字弘道・熊谷雅• 藤本 洋と共著）一昭和

42年電子通信学会全国大会， No.205, 1967. 10. 21. 

郡体に近接した有限長コイルの解折一昭和 42年電子通信学会全国大会， No.352, 1967. 

10. 21. 

たて・屈曲多□モード振励子の振励解析（十文字弘道と共著）一超音波研究会資料， us
67-13, 1967. 10. 19. 

CdSー水晶複合振動子の解析（渡辺誠ーと共著）一日本音四学会講演論文集， No.1—1—7,

1967. 11. 

たて・ 屈曲多犯モード振励子の変位および霞荷分布（十文字弘道と共著）一日本音筈学会

罰演論文集， No.1ー1ー8,1967. 11. 

多霊モードフィルタの動向ーエレクトロニクス 12,13, 1378-1384, 1967. 12. 

曲率のある厚みすべり振励子の解折（岡田肋宏と共著）一超音設研究会， US67ー22,

1968. 2. 

Determination of Elastic and Piezoelechic Constants for Crytals in Class (3m) (Coau-

thors: A. W. Warner, G.A. Coquin)-J. Acoust. Soc. Am. 42, 1223-1231, 1967. 

12. 

超音波変挨索子ー電子通信ハンドブック， 430-434電子近信学会， 1967,

超音波探低の辿尻一日本非破壊検査協会超音波技術講習会テキスト， 1967.10. 

164 



結合係数の大きい材料の測定ー超音波技術使豆，改訂新版， 1501-1506(日刊工業新聞

社， 1966.

圧雷記号の対照一認音設技術便買室，改訂新版， 1495-1500(日刊工業新間社， 1966).

教授安達芳夫 (Yoshio ADACHI) 

MOS 形 FET の低周設雑音特性の温度依存性（松下孟史• 上村幸守と共著）ー電子通信

学会全田大会罰演論文集（昭和 42年度）， 758,1967. 10. 

MOS形霞界効呆トランジスタの低周波雑音について（松下孟史・上村幸守

気学会トランジスタ専門委員会賓料， 42—17, 1967. 10. 

MOSトランジスタの低周波紬音について（第二報）（松下孟史・上村幸守と共著）一霞気

学会トランジスタ恵門委員会資料， 42ー26,1968. 2. 

教授渡辺 勝 (MasaruWAT AN ABE) 

論理回路の故閤点指摘用テストパターンの作製プログラムシステム（松本正膀と共著）一

昭和 42年霞気四学会辿合大会論文集， 2890,1967. 4. 

連想記応の勁作とそのシミュレーション（荒木 宏と共著）一昭和 42年軍気四学会連合

大会論文集， 2894,1967. 4. 

論理回路の故障診祈用最遥ラスト・パターン抽出プログラム（杉本正勝• 野村邦彦と~

著）一昭和 42年霞気四学会連合大会論文集， 2748, 1967. 4. 

モデュール化された論旺回路の故閻診断用テスト・パターン作成法ーMTR法（杉本正

勝・小野寺 隆と共著）一霞子通信学会創立 50周年記念全国大会．

教授浜崎襄二 (JajiHAMASAKI) 

1000 Mcの開絨帳を有するトランジスタビデオ増幅器の試作（岡田三男と共著）一昭和

42年霞気四学会辿合大会講演論文集， 1392,1967. 2. 

広闊域 3db方向性結合罪における不辿続部漂遊リアクタンスの効呆（赤尾宗ーと共

著）一昭和 42年度四学会辿合大会講演論文集， 1460,1967. 4. 

プリント回路を応用した偏波姿態変換屑心力分配器（座間知之・市川満と共著）一昭和

42年霞気四学会連合大会講演論文集， 1459,1967. 4. 

フエライト茫心を用いた小型 VHF-UHF閤方向性結合器（岡田三男と共著）一昭和 43

年霞気四学会連合大会講演論文集， 1307,1968. 3. 

最平坦通過特怯の幣域遮断 1/4波長ストリップ線炉波器（赤尾宗ーと共著）一昭和 43年

電気4学会連合大会講演論文集， 1338,1968. 3. 

多菫光路を利用した低磁界の光サーキュレータ（滝野孝則と共著）一昭和 43年霞気四学

会連合大会講演論文集， 1407,1968. 3. 

ホログラムによる再生波面の信号対雑音比一昭和 43年軍気四学会連合大会会謡演論X
乳i,1365, 1968. 3. 

パラメトリック増培諮使瓢第2章，第3章の一部ー電気学会編オーム社，昭 42.
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助教投河村達雄 (TatsuoKAWAMURA) 

急峻設測定におけるレスボンス時間の解析一昭和 42

1014, 1967. 4. 

Report on the Lightning Flash Counter Measurement for the 1966 Lightning Season 

in Japan: (Coauthors: S. Fujitaka, Y. Hirose, S. Tsurumi, K. Kinoshita)-CIGRE 

Study Committee No. 8, Lightning and Surges, Vvorking Group: Lightning Flash 

Counter, 1967. 6. 

Thunderstorm Alarm System using the Ligtning Flash Counter developed by Shikoku 

Electric Power Co. (Coauthor: S. Fujitaka)―CIGRE Study Committee No. 8, Light-
ning and Surges, ・working Group: Lightning Flash Counter, 1967. 6. 

雷観測地図による襲雷日数邸定の一方法一田害事故調査委員会報告資料， 1967.6. 

Japanese Method of Artificial Pollution Test on Insulators (Coauthors: S. Fujitaka 

S. Tsurumi, H. Kondo, T. Seta, M. Yamamoto)-Summer Power Meeting of the 

IEEE, 1967. 7. 

急峻波測定系における不均一遅線の解析―昭和 42年軍気学会東京支部大会論文集，

247, 1967. 10. 

Step Response of Measuring Systems for High Impulse Voltages (Coauthors: F. C. 

Creed, G. Newi)—IEEE Transactions on Power Apparatus and Systems P AS-86, 

11, 1408, 1967. 11. 

Anomalous Electron Heating in an Adiabatic Compression Experiment (Coauthor: H. 

de Kluiver)-Physics of Fluids, 10, 12, 2715, 1967. 12. 

微小磁鋼片による鉄塔分流比のモダル試険（娯高周平• 北条準ー・大平矩又と共著）一

昭和 43年霞気四学会連合大会論文集， 950, 1968. 3. 

助教授山口楠雄 (KusuoYAMAGUCHI) 

ディジタル・アナログ方式によるハイプリッドタイマ（鈴木俊光と共著）一昭和 42年霞

気四学会連合大会諮演論文集， No.2672, 1967. 4. 

光束面訊変化方式による溶液色価連続測定装四（桜井正郎と共著）一昭和 42年氾気四学

会連合大会請演論文集， No.2531, 1967. 4. 

ディジタル・アナログ方式によるハイプリッドタイマ（第2報）（鈴木伎光・畠中俊郎と

共著）一昭和 43年霞気四学会連合大会講演論文集， No.2439, 1968. 3. 

光束面砧変化方式による溶液色価連続測定装四（第二報）（桜井正郎と共苫）一昭和 43年

電気四学会連合大会講演論文集， No.2277, 1968. 3. 

助教授高羽禎雄 (SadaoTAKABA) 

並列構成を併用した多段遅延線路記図式波高分析器（森脇義雄・木下英実と共著）一昭和

42年電気四学会連合大会講演論文集， 522, 1967. 4. 
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パルス列発苔翌生を用いた A-D （森磁義雄• 久保卓蔵と共著）一昭

和 42年霞気四学会追合大会議演論文集， 2683,1967. 4. 

MOS形 FETを用いた A-D変換界（森滋災雄・

50周年L已念全国大会（昭和 42年度）罰演論文集．

Multistage Delay Line Systems and Their Application to Multi-Channel Pulse Height 

Analyzer Featuring Short Dead Time-Nuclear Instruments and Iviethods, 58, 2, 

223, 1968. 1. 

NRZ形磁気ひずみ迂延線路記磁方式における記号間干沙の 1表現法について（森脇義

雄・木下英実と共著）ー昭和 43年霞気四学会追合大会講演論文集， 1747,1968. 3. 

相補形 MOS-FETを用いた低出カインピーダンス増屈回路（森屈義雄・西森武弘と共

43年屯気四学会連合大会講演論文集， 1767,1968. 3. 

パルス分配式多チャネル波高分折路の叶政担率（森脇義雄• 生沼倍二と共著）一昭和 43

年＇這気匹学会連合大会講演論文集， 1805,1968. 3. 

解析および関数方程式ー電子遥信ハンドブック，第 1編，数学・数表， 1・2, 1• 3を

分担執筆， 1967.8. 

パ｝レス回路およびデイジタル回路一＇這気工学年報昭和 42年度版， 4・2, 4, 3を分担執

竺在， 1968. 12. 

助教授安田靖彦 (YasuhikoYASUDA) 

符号化と符号理論講習会一符号理論のテレメータヘの応用， 1967.2, 3-4, 日刊工業

新聞社．

符号化位相同期通信方式における信号波形の構成について一霞気通信学会インホメー

ション旺論研究会資料， 1967.2. 24. 

符号化位相同期通信方式について一霞気四学会連合大会謡演論文集， 2298,1967. 4. 

PCM信号の位相同期三相 PSKによる搬送波伝送方式（野辺田繁と共著）一霞気四学会

辿合大会講演論文集， 2299,1967. 4. 

テレメータデータ圧縮伝送の一方式（村田悠紀夫• 野辺田繁• 関 膀彦と共著）一霞気四

学会連合大会講演論文集， 2393,1967. 4. 

二相変調渋の検設方式に閃する一考察（野辺田諮と共著）一霞気通信学会全国大会，

1274, 1967. 10. 

無線遥信における諮間題ー＇這子通信学会全田大会， S.12ー6,1967. 10. 

位相変謁に「月する二，三の考察（野辺田泌と共著）一霞子遥信学会遥信方式研究会資料，

1967. 10. 25. 

飛しょう体テレメータの現状と将来ー計装 10,10, 6, 1967. 10. 

助教長藤井陽一 (YoichiFUJII) 

レーザの情報処理への応用一軍子科学 17,12, 1967. 12. 

新しい測紐機械， 1レーザの利用一新しい測定技術， 1967.10. 
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レーザのトンネル測紐への応用ートンネル 1,2, 1967. 11. 

光検出器ー電子技術 10,2, 1968. 2. 

ガスレーザの雑音の雑音変調分について（白石 敏• 上原信吾と共著）一霞子通信学会創

立 50周年記念全国大会講演論文集， 1967.10. 

ガスレーザの偏光特性（白石敏と共著）一同上．

レーザを利用する変圧変流罪に関する蒻腐研究(I)(角 翠三・今田 買• 横山幸罰と

共著）一昭和 42年連合大会講演論文集 3, 1967. 4. 

光電子増倍管 C-70045A のマイクロ設におけるレーザ検波特性（魚谷裕士と共著）一昭

和 42年連合大会議演論文集 3,1967. 4. 

レーザダイオードのマイクロ波インピーダンス（西本博信と共著）一同上．

助数授高木幹雄 (MikioTAKAGI) 

データ伝送における歪補置の一方式一昭和 42年度言気四学会辿合大会請演論文集，

No. 2383, 1967. 5. 

フレーム相関によるデイジタル梢報伝送における同期方式の検討 (JI)(岡田桂治と共

著）一昭和 42年度這気四学会連合大会詞演論文集， No.2326, 1967. 5. 

温度補微水晶発扱器の設叶法（『哀本 洋と共著）一昭和 42年度霞気四学会連合大会講演

論文集， No.1954, 1967. 5. 

副共振に関する二三の実験（尾上守夫・十文字弘道・熊谷雅• 藤本 洋と共著）ー電子

通信学会創立 50周年記念全国大会講演論文集， No.205, 1967. 10. 

副共振に起因する水晶発振器の二重発振器の二重発振の一例（『贔本 洋と共著）一霞子追

信学会創立 50周年記念全国大会講演論文集， No.206, 1967. 10. 

データ伝送における歪補償方式のシミュレーション一電子通信学会創立 50周年記念全

国大会請旗論文集， No.1030, 1967. 10. 

データ伝送における歪補伯方式の最適化について（丸山 清と共著）一昭和 43年度電気

四学会連合大会請演論文集， No.2331, 1968. 3. 

データ伝送における歪補囮方式の演仰籾度について（丸山 清と共著）一昭和 43年度電

気四学会連合大会講演論文集， No.2057, 1968. 3. 

温度補償水品発振器の一考察（藤本 洋と共著）一昭和 43年度電気四学会追合大会請演

論文集， No.1773, 1968. 3. 

渦流検査用ディジタル移相器（尾上守夫・市川初男と共著）一非破壊検査 16.2]! -2, 70. 

1967.2 

助教授原島文雄 (FumioHARASHIMA) 

SCRィンバータ用直流安定化電源（内田克己と共著）一昭和 42年電気四学会連合大会

講演論文集， 766,1967. 4. 

サイリスタを用いた交流サーボ増幅器一昭和42年電気四学会東海支部大会講演論文集，

1967. 11. 
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インバーク誘甜霞励様系の解析ー昭和 43年電気四学会連合大会講演論文集， 1968.3. 

詞師長谷部望 (NozomuHASEBE) 

L-4S ロケット・ビーコンアンテナ（高木・斎胚他と共著）—-京大宇宙研報告， 3, 1, 

107, 1967. 3. 

ロケット搭載アンテナおよびロケット追尾用アンテナ（斎藤・市川と共著）一倍学会全国

大会シンボジウム， S.7ー4,11, 1967. 10. 

助手藤田良雄 (YoshioFUJITA) 

□れ電流間欧測定によるがいしの汚損監祝について（應［高同平と共著）一昭和 42年霞気

四学会連合大会讀文集， 1044,1967. 4. 

助手北条準ー (Jiyun-ichiHOJO) 

微小茫町片による鉄塔分流比のモデル試険（］／羞高周平• 河村近雄・大平矩史と共著）一昭

和 43年電気四学会連合大会論文集， 950,1968. 3. 

助手市川初男 (HatsuoICHIKAWA) 

渦流検査川コイルの結合係数（尾上守夫と共著）一非餃設検査 16,2, ][ -2, 70, 1967. 

2. 

助手十文字弘道 (HiromichiJUMONJI) 

等価伝送線によるエネルギとじこめ形多直モード・フィルクの解折（尾上守夫と共著）一

昭和 42年霞気四学会連合大会， No.1233, 1967. 4. 

瓦インピーダンス圧霞セラミック振動子（尾上守夫・村田栄一郎

論文集， No.lー1--6,1967. 5. 14. 

高結合セラミック振勁子の測定法（足上守夫と共著）一霞気通信学会誌 50,5, 908-

913, 1967. 5. 

圧霞セラミック共振子に閃する実用的叶邸式とそれを使った定数測定法（尾上守夫と共

著）ーJ.Acoust. Soc. Am. 41, 4, (Pt. 2) 974-980, 1967. 4. 

石lj共振に閃する二三の実験（尾上守夫• 高木幹雄・熊谷雅.Jiぷ本 洋と共著）一昭和42

年霞子団i言学会全国大会， No.205, 1967. 10. 21. 

たて・屈曲多団モード振勁子の振動解折（尾上守夫と共著），

ー 13,1967. 10. 19. 

たて・屈曲多璽モード振励子の変位および霞府分布（尾上守夫と共著）一日

演論文集， No.1ー1ー8,1967. 11. 

第 4部

数授菊池箕ー (Shin-ichiKIKUCHI) 

us 67 

写真の分光増感作用の研究（第5報），種々のハロゲン化銀に対するシアニン色索の吸舒

（谷忠昭，早水克行と共著）ーエ化誌， 70,1288, 1967. 
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写真の分光増感作用の研究（第 6報），可視吸収スプクトルによるシアニン色素のハロゲ

ン化銀に対する吸着の研究（谷 忠昭と共著）ーエ化誌， 70, 2203, 1967. 

写真の分光増忍作用の研究（第7報），、ンアニン色索の吸着に対するハロゲン化裏の格子

欠陥部分の彩讐（谷 忠昭• 早水克行と共著）ーエ化誌， 70,2210, 1967. 

写真の分光増忍作用の研究（第8報），写真用減虞色素の臭化銀への吸許（谷 忠昭• 野

瀬武博と共著）ーエ化誌， 70,2398, 1967. 

写真の分光増芯作用の研究（第9報），キサンテン系色索の酸化亜鉛への吸泊（谷 忠

昭・細谷一雄と共著）ーエ化誌， 70,2216, 1967. 

写真の分光増慮作用の研究（第10報），メロシアニン色索の臭化銀への吸芯（谷 忠昭・

野瀬武博と共著）ーエ化誌， 71, 180, 1968. 

写真の分光増感作用の研究（第11報），酸化亜鉛拉子に吸許した感光性色菜の霞子エネ

｝レギー準位の計邸と酸化亜鉛の光伝遅の分光増感作用の考察（谷 忠昭と共著）ーエ

化誌， 71,182, 1968. 

写真の分光増感作用の研究（第12報），ボーラログラフおよび分子軌道法による写真用

色索の霞子エネルギ準位図の作製（谷 忠昭• 本多健一• 河村恭子と共著）ーエ化誌，

71, 37, 1968. 

写真の分光増感作用の研究（第 13報），冗電子エネルギ準位，ボーラログラフ半波電位

および励起エネルギに悲ずく色素の分光増感作用の考察（谷 忠昭• 本多健ーと共著）

ーエ化誌， 71,42, 1968, 

写真の分光増感作用の研究（第 14報），分子軌道法とポーラグラフに韮ずくキサンテン

系色索の冗雷子エネルギ準位の計邸と写真作用の考察（谷 忠昭• 細谷一雄と共著）

ーエ化誌， 71,322, 1968, 

Studies of the Adsorption of Photographic Sensitizing and Desensitizing Dyes to 

Silver Bromide Grains on the Basis of their Visible and Infrared Spectra (Coauthor: 

Tadaaki T ANI)-Bull. Soc, Sci. Phot. Japan, 17, 1, 1967. 

Adsorption of Photosensitive Dyes to Zinc Oxide and Spectral Sensitization of Its 

Photoconcluctivity (Coauthor: Tadaaki TANI)-Bull. Soc. Sci. Phot, Japan, 17, 

24, 1967. 

Studies of the Photochemistry of Aromatic Diazo Compounds. ]I. The Electronic 

Structures of Some p-Substituted Benzendiazonium Cation (Coauthor: Mitsunori 

SUKIGARA)-Bull. Chem. Soc. Japan, 40, 1077, 1967. 

Studies of the Photochemistry of Aromatic Diazo Compounds. I[. The Electronic 

Structures of Some m-Substituted Benzendiazonium Cations (Coauthor: Mitsunori 

SUKIGARA)-Bull. Chem. Soc. Japan, 40, 1082, 1967. 

Calculation of the Electronic Structure of Cinnamic Acid by the Semi-empirical 

LCAO-SCF-MO Method (Coauthor: Kenichiro NAKAMURA)-Bull. Chem. Soc. 

Japan, 40, 1027, 1967. 
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Studies of Photosensitive Resins. n. The Electron Spin Resonance Spectra of Light・

irradiated Polyvinyl Cinnamatc. 

ボリビニJレアルコー）レおよびエチルアルコール混合水溶液中での菫クロム酸イオンの光

分解反応（佐々木政子と共著）ーエ化誌， 70,2107, 1967. 

教技江上一郎 (IchiroEGAMI) 

プラズマジエットの製錬への応用，炭菜這元法（第1報）（明石和夫・塚本 ji!J.. 小倉正

夫と共著）一日本鉱業会誌 83,947, 1405-1407, 1967. 

プラズマジエットの応用について（第1報），単体ボロンの溶融とその二，三の性質につ

いて（明石和夫・塚本 梼• 小介正夫と共著）一軍気化学協会北陸支部秋季大会講演要

旨集， p.10, 1967. 10. 

プラズマジエットの応用について（第2報），炭素這元による金屈ニオプの製造（明石和

夫• 石塚院ー・小倉正夫と共著）一p.11, 1967. 10. 

教授山辺武郎 (TakeoYAMABE) 

イオン交換膜霞気迅折におけるi農度分極現象について（皿）温度および溶媒組成の限界

電流密度に対する影愕（山県和子・篠田淳子・妹尾 学と共著）ー電気化学， 35,7, 

504, 1967. 7. 

イオン交換膜霞気透折における濃度分極現象について(IV)多室霞解ソウにおける濃度

分極現象（山名正一• 山県和子・高井信治・妹尾 学と共著）一電気化学， 35,8, 578, 

1967. 8. 

The Concentration Polarization Effect in Ion Exchange Membrane Electrodialysis 

(Coauthor: Manabu SeniS)-Desalination 2, 2, 148, 1967. (Elsevier Publishing 

Company, Amsterdam) 

巨大網状構造型イオン交換樹脂の性質（山形和子・妹尾 学と共著）一日化誌， 89, 2, 

151, 1968. 2. 

イオン交換樹脂によるリン鉱石の溶解．（高井信治・堀田勝之と共著）ーエ化誌， 70,8, 

1305, 1967. 8. 

巨大網状イオン交換樹脂による加水分解と加アルコー）レ分解（鈴木 呑• 妹尾学と共

著）一日化誌， 88, 11, 1141, 1967. 11. 

Linear Free-Energy Relations(LFER)の不可逆過程熱力学による取り扱い（鈴木喬．

妹尾学と共著）一日化誌， 89,2, 136, 1968. 2. 

DTA,TGAによるイオン交換分離係数の測定（鈴木 喬・高井信治と共著）ーエ化誌，

70, 10, 1839, 1967. 10. 

海水処刑に対するイオン交換法の応用について（総説）ー海水誌， 21,4, 127, 1967. 12. 

数技野崎 弘 (HiroshiNOZAKI,) 

酸化チタンの光霞導性にあたえる不純物ドープの影告（飯田武揚と共著）ーエ化誌， 70,

1285-1287. 1967. 
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酸化チタンの中の遷移金属イオン (Fe+3,Co+2)のエネルギ準位（飯田武揚と共著）ーエ

化誌 70, 1624-1627, 1967. 

On the Study of Ti02-Electrofax Behavior (Coauthor: T. Iida)-TI International 

Congress on Reprography. Kain, 1967. 

教授浅原照三 (TeruzoASAHARA) 

NMRスペクトルによるテロマの構造解析（呉澄消と共著）ーエ化誌， 70, 1197, 1967. 

The Ionic Telomerization of Conjugated Diene Compounds. TI. The Solvent Effects 

on the Cationic Telomerization of Butadiene with Its Hydrochloride (Coauthor: 

Hideo, KISE)-Bull. Chem. Soc. Japan, 40, 1941, 1967. 

The Ionic Telomerization of Conjugated Diene Compounds. J[. The Effects of the 

Actdition of Lewis Bases on the Cationic Telomerization of Butadiene with Its 

Hydrochlorides(Coauthor: Hideo, KISE'J-Bull. Chem. Soc. Japan, 40, 2664, 1967. 

金屈表面に被悶したメチルエーテル化， メチロールメラミンの挙勁（後麻勇太郎と共

著）一金屈表而技術， 18, 176, 1967. 

電気泳勁霞芯塗装法（後藤勇太郎と共著）ー表面， 5,502, 1967. 

電極反応を用いる重合（妹尾 学と共著）一有機合成化学， 25,719, 1967. 

塩化ラウリルと水硫化ナトリウムの反応における溶媒効呆（妹尾学・新井健と共

著）ー有機合成化学， 25,790, 1967. 

アクリロニトリルのポーラグラフィ（早野茂夫・妹尾 学・金子秀昭と共著）ー電気化

学， 35,882, 1967. 

プタンー1,2, 3, 4ーテトラカルボン酸二無水物からのボリイミドの生成（福井基雄と共

著）ーエ化誌， 70, 2388, 1967. 

a, a, a, wーテトラクロルアルカンの熟安定性（平野二郎と共著）一石油学会誌， 11,94, 

1968. 

教授加藤正夫 (MasaoKATO) 

Recent Status of Research and Application of Low-Energy X-and Gamma-Ray Sou-

rces in Japan, Proceedings of 2nd Symposium on Low-Energy X-and Gamma 

Sources and Applications, Austin, Texas, U.S. A 2, 723-745, 1967. 3. 

セシウム 137 ァ線の後方散乱について（佐藤• 田中・山本と共著）ー第4匝理工学にお

ける同位元索研究発表会要旨集， 18p-J[ -5, 35, 1967. 4. 

大虻トレーサの均一照射とその放射能の測定（佐応ほか 3名と共著）ー第4回迎工学に

おける同位元素研究発表会要旨集， 19a -J[ -4, 76, 1967. 4. 

アイソトープ発慮器ー第4回迎工学における同位元素研究兒表会要旨集，特別誨演I,

115-119, 1967. 4. 

Versetzetzebare Strabenbriicken aus vorgefertigten Aluminiumbauteilen in Japan 

(Coauthor: Fukuda, Inose)-Aluminium 43, 5, 304-305, 1967. 5. 
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放射線・放射性同位元素応用（佐広と共著）一電子通信ハンドプック， 28編， 6部門，

2, 1531-1537, 1967. 8. 

水道水中でのア）レミニウム合金の勁水腐食に関する研完（井上と共著）ー怪金属学会，

41, 1967. 11. 

ア）レミニウム合金の動水腐食に関する 2,3の観察（井上と共著）ー怪金屈学会パネル討

諭会， 1967.11. 

Present Status of Isotope Applications in Japanese Industryー第8回日本アイソトー

プ会議 C/E-1,187-189, 1967. 11. 

放射性トレーサを利用した電解工場内の霞解液の流れについて（佐店• 井上と共著）一

第8回日本アイソトープ会議 Bf③-7, 1967. 11. 

アイソトープのエネルギ利用ー第6回原子力総合シンボジウム予稿集， 84-87,1968, 

2. 

高カア）レミ合金の諸性買とその熱処迎ー最近の高カア）レミ合金の加工技術講習会， 日刊

工業新間社， 1968.3. 

軽合金鋳物試験・検査の実情一軽金屈通信， p.48-54, 1968. 2. 

教授故雀部高雄 (TakaoSASABE) 

ガス遥元による鉄 Whiskerの生成について（鉄 Whiskerの生脱に閃する研究I)(大

蔵明光と共著）ー鉄と鋼， 53,4, 1967. 4. 

鉄 Whiskerの性質について（鉄 Whiskerの生産に関する研究II)(大蔵明光と共著）一

鉄と鋼， 53, 10, 1967. 8. 

教授中村亦夫 (MataoNAKAMURA) 

非ニュートン流励停止後の応力綬和（第3報）（黒岩城雄と共著）一裔化誌， 24,441, 

1967. 7. 

粘弾性溶液体毛管流の末端補正項（黒岩城雄と共著）一高化誌， 24,529, 1967. 8. 

定常流下の動的粘性（黒岩城雄と共著）一高化誌， 24,807, 1967. 12. 

可聴周波用レオメータ（黒岩城雄と共著）ーエ化誌， 70,1264, 1967. 7. 

The Superposition of Viscoelastic Data for C. M. C (Coauthor: Siroo KURO!vVA) 

-Bull. Chem.Soc. Japan, 40, 2195. 9. 

教授武藤義ー (GiichiMUTO) 

定霞位クーロメトリによる銅仮上の薄膜金合金の分析（高田芳矩らと共著）一分析化学，

16, 3, 206, 1967. 3. 

混合溶媒によるハロゲンのイオン交換分乳伯（高田芳矩らと共著）一日化誌， 88,4, 432, 

1967. 4. 

液没型比色計の試作と応用（宮下春男らと共著）一分折化学， 16,9, 946, 1967. 9. 

回転ベリリウム霞極によるフッ素の霞紐滴定（野崎健と共著）一分析化学， 17,1, 32, 
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1968. 1. 

水銀 (TI)-DTPA錯体を用いる二次定電位クーロメトリ（河口敏雄と共著）一分折化学，

17, 1, 38, 1968. 1. 

海水科学の将来ー海水学会誌， 20,6, 301, 1967. 5. 

籾密電紐計の試作とクーロメトリヘの応用（高田芳矩らと共著）一日本化学会三支部合同

上田地方大会講演予稿集， 36,1967. 9. 

機器分析演習（某梵分折化学講座 12巻）一共立出版， 1967.8. 

実験装四の自勁化（続実験化学講座3巻）（罰集および 1,2章執筆）一丸善， 1967.11. 

助教授後藤信行 (NobuyukiGOTOH) 

ビラゾールアントロンの二，三の誘郡体の合成ならびにその環化（永井芳男・君島二郎

と共著）一有機合成化学協会誌， 25,1218, 1967. 

3, 31ージベンゾアントロニルの二，三の誘導体の合成について（永井芳男• 伊藤宣二と共

著）一日本化学会第 20年会予稿集皿， 429,1967. 

ボリナフチレン系化合物に関する研究（第 1報） 3-ヨードペリレンの合成（古賀悦之と

共著）ー日本化学会第 20年会予稿集lli,435, 1967. 

8-クロルおよび 11ークロ Jレベンゾアントロンの合成とその Vllmann反応（永井芳男・

小川昭二郎と共著）一日本化学会第 20年会予稿集IV,481, 1967. 

非対称型ジベンゾアントロニJレ誘諒体の合成（永井芳男・ 時田澄男と共著）一日本化学会

第 20年会予稿集IV,482, 1967. 

9, 91ージクロル・ジベンゾアントロニJレの合成（永井芳男・湯汲健夫と共著）．

9ープロムおよび 9,91ージプロムジベンゾアントロニJレの合成（永井芳男• 時田澄男と共

著）一工業化学雑誌， 71,383, 1968. 

6, 13ージクロルキナクリドンならびにそのジメチJレおよびジクロ Jレ誘郡体の合成（永井芳

男・西 久夫と共著）ー工業化学雑誌， 71,386, 1968. 

助教授西川精ー (SeiichiNISHIKAWA) 

Cu-Co合金の時効について（長田・小林と共著）一日本金屈学会誌， 32,4, 1968. 

Cu-0. 52% Fe合金の時効初期における比抵抗増加について（長田・小林と共著）一昭和

42年度春期日本金屈学会請演予稿集， p,193, 1968. 

Al-0. 3% Zr合金の折w硬化とその再結贔特性（小林と共著）一軽金屈学会第 33回秋
期 (42年）大会講演概要 p.25, 1968. 

助教授原善四郎 (ZenshiroHARA) 

金屈紛の瞬間抵抗焼結に関する研究（第2報）鉄扮の拡抗焼結について（坂井徹郎・板

橋正雄と共著）一粉体および粉末冶金， 14,164, 1967. 

助教投早野茂夫 (ShigeoHAYANO) 

薄尼クロマトグラフによるポリオキシエチレンノニJレフェノールエーテルの分析（二本
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木恒夫・浅原照三と共著）一日本学術捩輿会染色加工第 120委員会年次競告， 17,51 

-57, 1967. 

アクリ）レニトリ）レのボーラログラフィ（浅原照三・妹尾学・金子秀昭と共著）一電気

化学， 35,882-886, 1967. 12. 

アミノアントラキノン系分散染料のボーラログラフィ（篠塚則子・松尼四男美と共著）一

日本化学会第 20年会講演要旨集， 2£107,1967. 4. 

メチレンプ）レー水溶液の保存法（佐鰐和子・阿口門司と共著）一日本分析化学会第16年

会請演要旨集， B304, 1967. 10. 

助敦授明石和夫 (KazuoAKASHI) 

プラズマジェットの製錬への応用，炭素冠元法（第1報）（江上一郎・塚本 弘・小合正

夫と共著）一日本鉱業会誌， 83,947, 1405-1407, 1967. 

単体ボロンの電解採取，融解塩電解によるボロンの製造（第1報）（河村和孝と共著）一

金屈材料技術研究所報告， 10,2, 21-36, 1967. 

プラズマジェットの応用について（第1報）単体ボロンの溶融とその二，三の性質につ

いて（江上一郎・塚本弘•小倉正夫と共著）一電気化学協会北陸支部秋季大会講演要

旨集， 10,1967, 10. 

プラズマジエットの応用について（第2報）炭素屈元による金属ニオプの製造（江上一

郎•石塚隆ー・小介正夫と共著）一電気化学協会北陸支部秋季大会講演要旨集， p. 11, 

1967, 10. 

助教技本多健一 (Ken-ichiHONDA) 

Photodecomposition Rates of Substituted Benzenediazonium Salts by Photo-polarog-

raphic Method (Coauthors: Koichi TOKUDA, Shin-ichi KIKUCHI)-Review of 

Polarography, 14, 355, 1967. 

Studies on the Electronic Energy Levels of Various Photographic Dyes (Coauthors: 

Tadaaki TANI, Kyoko KAWAMURA, Shin-ichi KIKUCHI) - International 

Congress of Photographic Science. Tokyo, 207, 1967. 

固体ー液体界面インピーダンスの研究—NHK 技術研究， 19, 2, 130, 1967. 

最近の感光材料ー化学の領域， 21,11, 881, 1967. 

ポーラログラフおよび分子軌道法による写真用色索の冗電子エネルギ準位図の作製

（谷 忠昭• 河村恭子・菊池飼ーと共著）ーエ化誌， 71,37, 1968. 

冗電子エネルギ準位ボーラログラフ半波電位および励起エネルギに拡づく色素の分光増

感作用の考察（谷 忠昭•菊池飼ーと共著）ーエ化誌， 71, 42, 1968. 

ボーラログラフィ〔 I 〕—染料と薬品， 12, 447, 1967. 

ボーラログラフィ〔n〕―染料と薬品， 13,41, 1968. 
銀塩材料（白黒）ーマテリア）レスクールバー印写材料コース， 2, 日刊工業， 1-62,

1968. 
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助教授河添邦太朗 (KunitaroKAW AZOE) 

吸着における粒内拡散速度について一化学工学， 31,No. 4, 354-358, 1967. 4. 

触媒担持による多孔質体のミクロ孔拡散抵抗の増加について（杉山衣枇子と共著）一化学

工学協会，第 32年会，講演要旨集， 239-243,1967. 4. 

糖液脱色における逆移動刑吸首装四の開発研究（竹内・足野• 井出村らと共著）ー同上，

189-193, 1967. 4. 

モレキュラーシープによる加圧ガスの結製（川井・武口と共著）一同上， 186-188,1967. 4. 

吸着における物費移動係数と表而拡散係数（深草道彦と共著）一同上， 56-58,1967. 4. 

吸舒操作および吸舒装四ー化学機械技術， 19,255-275, 丸善， 1967.5. 

合成ゼオライト系触媒によるプタノールの脱水反応（吉田澄夫と共許）一化学工学協会

秋季大会講演要旨集， 5-6,1967. 10. 

多孔質体における細孔拡散と表面拡散（三神・渋谷• 河野と共著）一同上， 197-198,

1967. 10. 

On Effective Di恥 sivityin Porous Solids (Coauthor: Sugiyama, Fukuda)-KAGAKU 

KQGAKU (Abridged Ed.), 5, 1, 151-155, 1967. 12. 

プラント内の流れー第8回日本アイソトープ会議論文集， B/③-5, 1968. 2. 

イオン交換における物質移動の単粒子による研究（竹内・ i裔木と共著）一化学工学， 32,
175-181, 1968. 2. 

助教授竹内 薙 (Yasushi TAKEUCHI) 

Studies on Heat Transfer in the Kneading of Carbon Mixtures by Cylindncal 

Kneaders, KAGAKU KQGAKU, 5, 1, 33, 1967. 12. 

イオン交換における物質移動の単粒子による研究（河添・オ蒋本と共著）—-化学工学. 32. 

2, 175, 1968. 2. ・ 

助教授妹尾 学 (ManabuSENQ) 

電極反応を用いる重合（浅原照三と共著）一有合化誌， 25,9, 719-734, 1967. 9. 

不可逆過程熱力学の翡説と二，三の応用（梅谷陽二と共著）ー最近の化学工学， 25-43

丸善， 1967.

イオン交換膜雷気透折における濃度分極現象について, (ill)温度および溶媒組成の限界

這流密度に対する彩唇（山形和子・山辺武郎と共著）ー電化， 35,7, 504, 1967. 7. 

(IV)多室電解ソウにおける濃度分極現象（山辺武郎•高井信治・山形和子と共著）一軍~

ィt,35, 8, 578, 1967. 8. 

The Concentration Polarization Effect in Ion-Exchange Membrane Electrodialysis, 

(Coauthor: T. Yamabe)-Desolination,2, 148-153, 1967. 

塩化ラウリルと水硫化ナトリウムの反応における溶媒効果（浅原照三• 新井 健と共

著）一有合化誌， 25,. 9, 790, 1967. 9. 
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アクリロニトリルのポーラログラフィ（設原照三• 早野茂夫• 金子秀昭と共著）ー電化，

35, 12, 882-886, 1967. 12. 

巨大網状イオン交換樹脂による加水分解と加アルコー）レ分解（鈴木 呑• 山辺武郎と共

著）一日化， 88,11, 1141-1144, 1967. 11. 

Linear Free-Energy Relations(LFER)の不可逆過程熱力学による取り扱い（鈴木喬・

山辺武郎と共著）ー日化， 89,2, 136-138, 1968. 2. 

巨大網状構造型イオン交換樹脂の性質（山辺武郎• 山県祖子と共著）一日化， 89,2, 151 

-155, 1968. 2. 

助敦授石田洋一 (YoichiISHIDA) 

Dislocations in Grain Boundaries and Grain Boundary Sliding (:Coauthor M. Henderson-

Brown)-Acta Metallurgica V 15, 857, Pergamon Press, 1967. 5. 

The Formation and Growth of Cavities in Creep (Coauthor: D. McLean)-Metal 

Science Journal, V 1. 171, The Metals and Metallurgy Trust, London, 1967. 6. 

Dislocation Images on the Grain Boundary and their Behaviors at Elevated Tern-

peratures (長谷川隆• 永田文男と共著）一金団および合金の強度に閃する国際会議前

刷集， 331, 日本金屈学会， 1967.9. 

鉄マンガン合金のクリープにおける回復の二重構造一日本金属学会第60回大会前刷集，

76, 1967, 4. 

クリープ粒界すべりの上限値一日本金屈学会第 61回大会前別集， 228, 1967. 10. 

助手（特別研究員） 大蔵 明光 (AkimitsuOKURA) 

直接製鉄法について一金属 37,1, 1967. 1. 

ガス這元による鉄 Whiskerの生成について（鉄 Whiskerの生脱に閃する研究I)(雀

部高雄と共著）ー鉄と鋼， 53,4, 1967. 4. 

鉄と鋼（松村貞次他と共著）ー百科辞典（玉川），科学技術， 4,1967. 4. 

鉄 Whiskerの屈産について一金屈， 37,12, 1967. 6. 

鉄 vVhiskerの性質について（雀部高雄と共著）一鉄と銅， 53, 10, 1968. 8. 

助手佐藤乙丸 (OtomaruSATO) 

大紐トレーサの均一照射とその放射能の測定（加）j点ほか3名と共著）ー第4回理工学にお

ける同位元素研究発表会要旨集， 19a -]I -4, 76, 1967. 4. 

セシウム 1s7r 線の後方散乱について（加庇• 田中・山本と共著）ー第4回鯉工学にお

ける同位元素研究発表会要旨集， 18p -]I -5, 35, 1967. 4. 

放射線・放射性同位元素応用（加鮨と共著）一電子通信ハンドプック， 28編6部門2'

1531-1537, 1967. 8. 

放射線および放射性同位元素（大野と共著）ー電気工学年報 (42年度版）， 437-439,

1967. 12. 
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アイソトープによる流れの問題研究ー表而水の流れ，第8回日本アイソトープ会議，

B/③ -1, 1967. 11. 

アイソトープによる流れの問題研究ー放射性トレーサを利用した電解工場内の霞解液の

流れについて（加応• 井上と共著）一第8回日本アイソトープ会談， B/③-7, 1967. 11. 

助手井上 健 (KenINOUE) 

ア）レミニウムおよびア）レミニウム合金の化学菜品・食料品に対する耐食性試検結呆につ

いて（石田・叫寸・ ii『水と共著）一軽金屈， 17,5, 53-78, 1967. 5. 

水道水中でのア）レミニウム合金の勁水腐食に1llする研究（加藤と共著）一軽金屈学会，

41, 1967. 11. 

ア）レミニウム合金の励的腐食に閃する 2,3の観察（加蔚と共著）一11呈金屈学会パネル討

論会， 1967.11. 

助手石塚隆一 (RyuichiISHIZUKA) 

プラズマジエットの応用について（第2報）炭素遠元による金屈ニオプの製造（江上一

郎• 明石和夫・ 小倉正夫と共著）一電気化学協会北陸支部秋季大会購演要旨集， 11, 

1967, 10. 

第 5部

教授星野昌ー (ShoichiHOSHINO) 

高屈建築上の諮問題“防火および避熊”一日本建築学会， 1967.9. 

数授坪井善勝 (Yoshikatsu TSUBOI) 

砧礎グイの径，長さ比に関する研究，その 2' 統計的考察ーPCグイの傾斜角の測定結

果に対する統計的考察（福島善消・末永保美と共著）一日本建築学会論文報告集号外，

251, 1967. 10. 日本建築学会．

投索応力面数による二次元問題の解析（殴具 桓と共著）一同上， 273.

4点支持押性板の Fourier解析（角野晃ニ・中田捷夫と共著）一同上， 277.

円貸殻の特殊解としての膜理論解の籾度（川股囮也・末岡禎佑と共著）一同上， 281.

仙面板の乱埓訊型理諭 (Kirchhoffの仮定に甚づく）（角野晃ニ・登坂宣好と共著）一同上，

282. 

円筒殻の円孔仄辺の応力解析（川股重也・中村輝男と共著）一同上， 290.

2方向吊鼠恨構造の解折韮本式（大山 宏と共著）一同上， 292.

虻式プレキャスト鉄筋コンクリート 1翡辿に関する研究 (Scaleeffectに対する次元解析

について）（末永侃美と共著）一同上， 382.

マトリクス変位法による骨組の解析（川股叩也・半谷裕彦と共著）一同上， 295.

Finite Element Methodによる連続体の解析，その (1)剛性行列（川股重也・塩屋繁

松• 田中伸幸と共著）一同上， 303.

178 



同上，その (2)箇単な例躙こよる諮度の検討（同上と共著）一同上， 304.

同上，その (3)Matrix Iterationによる大規模な問四の胄斤（同上と共苫）一同上，

305. 

マトリックス変位法によるテンション構造の乃胴斤（大山 ごと共苔）ー第;17回応用力学

95, 1967. 10. 

殻体の応力閃政と適合条件式（角野兄ニ・登坂宣好と共著）一同上， 101.

殻体の解折的非悶豆鱗見方穏式（角野是ニ・登坂宣抒と共苔）一同上， 103.

周辺自由 4点支持の Hyperbolic-ParaboloidalShellの応力罫肝（中田掟夫と

14回厨梁・構造工学研究兄表会， 57, 1967. 12, 日

Application of Finite Element Method to Non-Symmetrical Problems of Solids of 

Revolution (Coauthor: S. Kawamata and S. Shioya)-Bulletin of Earthquake Re-

sistant Structure Research Center, 7, Dec. 1967, I. I. S. University of Tokyo. 

空間構造(SpaceStructure)と勁的建築(DynamicArchitecture)一建策靴誌， 11, 701, 

1967. 11. 

茄礎グイの径，長さ比に関する砧腐的研究，その 1ー1実険的考察（軸力と曲げモーメ

ントの組合せ応力を受けるクイの力学的挙動について）（末永保美・阻信恒雄と共著）

一日本建築学会澁文報告集， 141,37, 1967. 11. 

同上，その 1ー2(理論的検討・解折的考察）（同上と共著）一同上， 142,31, 1967. 12. 

教授星埜 和 (KanoHOSHINO) 

土のせん断抵拭ー1967.9. 

道路建設の将来と問題点ー道路建設， 241, 1968. 2. 

教授勝田高司 (TakashiSHODA) 

鋼管ダクト分岐部の損失圧力および発生翡蚤音について（！交本守正と共苫）一日本建築学会

論文報告集， 137,33-37, 1967. 7. 

暖房期の東京都心における大気汚染について（金国正太郎• 石井昭夫と共苦）一日本建策

学会論文報告集，号外， 510,1967. 10. 

市街地の気流に関する風洞校型実険（土屋喬雄・村上周三と共著）一日本建徊学会論文恨

告集，号外， 517,1967. 10. 

周期ステップ変勁する圧力差によるサッシの罰水について

著）一日本建築学会論文報告集，号外， 526, 1967. 10. 

ー．片山忠久と共

室内空気分布の校型実険法について（土屋喬雄と共苫）一日本建策学会冷文恨告集，号

タト， 527, 1967. 10. 

混合笥の気流および緊音特性の測定結呆について（寺沢達ニ・阪本守正・誼 直樹と共

著）一日本建築学会論文報告集，号外， 566, 1967. 10. 

A Study on the Performance of Box Plenums with Three Branch Ducts (寺沢達

ニ・板本守正・船桐 明・千葉孝男と共著）ーTransactionsSHASE Japan, 5, 22~ 
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29, 1967. 

教授池辺 陽 (KiyoshiIKEBE) 

多様化と椋準化（住屈デザインに対する一提案）一廷築文化， 253号， 1967, 10, 抜刷．

寸法調賂におけるチェックシステムー日本建策論文報告集， 1967. 10. 

Hup Report-Study on Heart Unit一1967.9. 

新建築技術に炭する市楊調査一日本カーテンウォール工業会毅告， 1967. 11. 

教授井口昌平 (SyoheiINOKUTI) 

川の水面の枇断形状に関する Baumgartenの観測について， 河川水迎学のために一土

木建設， 16,9, 12-16, 1967. 9. 

IHDに閃する国霰学衛連合会談の活勁の経過とその水研究学術委員会の第2回，第3回

会議の報告（その 1)ー文部省出版物 MEJ9963, ,<IHD~, 3, 13-32, 1967. 8. 

IHDに関する凹際学術述合会議の活動の経過とその水研究学術委凪会の第2回，第 3回

会議の報告（その 2)ー文部省出版物 MEJ9966, ~IHD~, 4, 29-39, 1967. 12. 

IHD調詔迎事会人的影聾作業部会第 1回会議に参加して， 文部省出版物 MEJ9966, 

~IHD~, 4, 5-28, 1967. 12. 

河道のなかの流れの特性について（第1報）（蝕川 登（工学部助手）• 吉野文雄）一土木

学会，第 12回水迎講演会， 1968.2. 10, 前刷り， 131-136.

教授久保慶三郎 (KeisaburoKUBO) 

構造力学演習一学献社， 1967. 5, 

架け迩い個所を有する辿続曲線橋の動的解析について（武肱隼彦他1名と共著）一土木学

会第9回地震工学研究発表会晶演集， 51-54, 1967, 10. 

Vibration Test of a Structure Supported by Pile-Foundation-Bulletin of Earthquake 

Resistant Structure Research Center, IIS, 1967. 12, 

原子炉と耐震設計ー康京霞力原子力I姐発研究所梨報， No.1, 1968. 3. 

教技丸安隆和 (TakakazoMARUYASU) 

Short Range Photogrammetry of Object in Motion Invited Paper of XIth Interna-

tional Congress of Photogrammetry (Coauthor: Taichi OSHIMA)-Jan. 1968. 

土木工学における自励設計（中村英夫・村井俊治• 若林芳夫と共著）一土木学会誌， 52-

8, 1967. 

助教授田中 尚 (HisashiTAN AKA) 

柱はり接合部の極限解析（福島院男• 林 永仝と共著）一日本建築学会論文報告集，号

タト， 419-420, 1967. 10. 

プラスチックヒンジにおけるウェプ幅フランジ幅の制限に関する研究(6), (7) (高梨

晃ーと共著）一日本建築学会論文報告集第 136号， 8-14, 1967. 6, および同上号
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タト， 416, 1967. 10. 

鉄骨構造物の柱，はり接合部の耐力，闘性に関する研究（福島暁男等と共著）一日本建築

学会論文報告集号外， 427,1967. 10. 

助教授石井聖光 (KiyoteruISHII) 

建築音密の校型実険における空気の音轡吸収の検討（第1報）一日本音轡学会講演論文

集， 133,1967. 5. 

窒素を媒買とする音曹模型実険の研究（平野興彦と共著）一日本建築学会論文報告集号

タl-,584, 1967. 10會

風船の破裂音による残曹時間の測定（平野輿彦・山本芳孝と共著）一日

論文集， 133,1967. 11. 

千葉県文化会館の音'/!『について（平野興彦・ f諭]111定久と共著）一日本音轡学会謡演論文

~~, 145, 1967. 11. 

助教扱三木五三郎 (GosaburoMIKI) 

地郷注入用各匝グラウトの注入特性一土木学会第 22回年次学術請演会講演概要， I[-

114, 1967. 5. 

京葉工業地闊における地盤条件と悲益構造との関連性について（八十島洋幸と共著）一

同上, ]I-147, 1967. 5. 

地盤謁査の実務（編著）ーオーム社， 1967.6. 

土地の開発と利用にはその質が問題だ，瞬境開発における自然環境としての土地一土木

建設， 16,7, 12-22, 1967. 7. 

地盤の遮水と強化を考える各種の注入工法と材料一綜合建築， 3,158-161, 1967. 9. 

土の工学的分類法に関する問題点，道路土工指針における分類法を中心として一道路，

11, 17-28, 1967. 11. 

土質調査と土の分類（改汀道路土工指針の解説）一建設の機械化， 11,67-72, 1967. 11. 

ケミカルグラウトの設·透性と固結性に関するフルスケール試険法（今村芳徳• 佐藤剛司

と共著）ー第2回土質工学研究発表会発表講演集，土質工学会， 161-164, 1967. 11. 

京葉浩の地郷（成瀬 洋他 1名と共著）一千菜県葛南開発工事々務所， 1967. 12・ 

助敦授小林一輔 (KazusukeKOBAYASHI) 

軽絨骨材コンコリートの圧縮，曲げおよび引張強度におよぼす乾燥の影露（伊藤利治と

共著）ー第 22回土木学会年次学術講演会講演概要， 1967.5. 

樹脂含浸によるコンクリートの耐水耐食処理について（村田・伊藤• 関川と共著）一同

上．

Durability and Watertightness of concrete impregnated with Epoxy Resins (Coaut-

hor: MURATA)-RILEM Symposium: Experimental Reserch on New Develo疇

pments brought by Synthetic Resins to Building Techniques. Paris 1967. 9. 
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プラスチック，土木分野におけるプラスチック応用の現状と将来一土木建設.1967. 11. 

助教授越 正毅 (MasakiKOSHI) 

交差点の導流化一土木建設， 17,2, 20, 1968. 2. 

広域信号制御の現状一土木学会， 52,9, 74, 1967. 9. 

交通信号の系統制御オフセットバタンの一解法一土木学会論文集， 147,40, 1967. 11. 

助教授川股重也 (ShigeyaKAW AMAT A) 

円筒殻の特殊解としての膜理論解の栢度（坪井善勝・末岡禎佑と共著）一日本建築学会論

文報告集，号外， 281,1967. 10. 

円筒殻の円孔周辺の応力解折（坪井恙勝・中村輝男と共著）一同上， 290.

マトリクス変位法による骨組の解折（坪井善勝・半谷裕彦と共著）一同上， 295.

Finite Element Methodによる連続体の解折，その (1)閾性行列（坪井善勝・塩屋繁

松•田中伸幸と共著）一同上， 303.

同上，その (2)箇単な例題による精度の検討（同上と共著）一同上， 304.

同上，その (3)Matrix Iterationによる大規模な問題の解析（同上と共著）一同上，

305. 

Application of Finite Element Method to Non-Symmetrical Problems of Solids of 

Revolution (Coauthors: Y. Tuboi, S. Shioya)-Bulletin of Earthquake Resistant 

Structure Research Center 1, 7, Dec. 1967, I. I. S. Univ. of Tokyo. 

ウリッキー，サマリョウトフ， リーフキン， ドウイハビチヌィ共著，構造設計データー

プック（原 尚• 杉補克治と共訳）ー1967.7, 宇野臼店．

助教授中村英夫 (HideoNAKAMURA) 

土木工学における自動設計（丸安隆和・村井俊治・若林芳夫と共著）一土木学会誌， 52-

8, 1967. • 
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付録

1. 国立学校設置法抜粋

国立学校設四法昭和24年5月31日公布法律第150号
第2章国立大学

第4条 国立大学に，左表（下）の通り研究所を付旦する．

大学の名称 I研究所の名称 1位置I 目

京京大学 1生産技術研究所 1東京都 I

（注） 国立学校没皿法一部改正案により昭和37年3月29日付の官穀1こ4月 1日をもって位旦の項が千菜
県より東京都に変夏が公布された．

り.nい

2. 生産技術研究所内の諸規程

目次

A) 宇宙航空研究所• 生産技術研究所辿絡会議内規••……………………………·184

B) 生産技術研究所連営OO係委旦会設匝規程…•…•………………………………·184
1) 常務委員会規程・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・184
2) 特別研究審議委員会規程抜粋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・185
3) 工作委員会規程抜粋・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・185
4) 図書委員会規程抜枠
5) 写真委員会規程抜粋:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::186

185 

悶:.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~:~
8) 屈生委員会規程抜粋・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・187
9) 謡習会委員会規程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・187
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A) 宇宙航空研究所•生産技術研究所連絡会議内規

第1条 宇宙航空研究所•生産技術研究所は，その事業を行なうにあたり，互いに緊密な連絡をとり，

事業の円滑な運営を目的として協同的に処理すべき問題について，連絡協議するため宇宙航空研究所

•生産技術研究所辿絡会談（以下会議と称する）を設ける．

第2条会談は，委員および幹事で組織する．

委員は，談事を協談決定し，幹事は庶務・会計の事務を行なう．

第3条委員は，次の通りとする．

1. 宇宙航空研究所長

2. 生産技術研究所長

3. 宇宙航空研究所所屈の教授• 助教授の中から選ばれた者5名以内

4. 生産技術研究所所属の教授•助教授の中から選ばれた者 5 名以内

所長でない委員の任期は， 2年とする．

幹事は宇宙航空研究所事務部長および生産技術研究所事務部長をこれに充てる．

第4条会議は，毎月 1回常例的に開催する．ただし必要があるときは，双方協議の上随時に会議を開

催することができる．

第5条 会議の議艮は，交互にいずれかの所長がこれに当たる．

第6条会議が必要と認めた場合は，委員以外のものを参加させ，その意見を聞くことができる．

付則

この内規は，昭和24年 12月15日から実施する．

B) 生産技術研究所運営関係委員会設置規程

第1条 生産技術研究所長は，所内の運営上の諸問題について必要ある楊合は．その目的別に委員会を

設けることができる．

第2条 前条の委旦会は，所長の諮問に答え，所内の連営の向上，合理化，処理方針等の審議を行なう

ものとする．

第3条所長が必要と認めたときは，委旦会の長に連営事務の一部を分掌させることができる．

第4条 各委旦会の目的，梢成，任務等については別に定める規程による．

1) 常務委員会規程

第1条 東京大学生産技術研究所に常務委員会（以下委員会とする）を四＜．

第2条 委員会は所長の諮問に応じ所の連営に関する重要事項を審議企圃し，かつ常務の打合せをなす

外，次の事項を行なう．

1. 教授給会から委託された事項を処理すること

2. 生研報告発行に関する審議をすること

3. 委託研究の受諮の可否に閃する審議をすること

4. その他所長が必要と認めた事項

第3条 常務委員は各研究部 2 名をもって組織し，その部の教授• 助教授の互遥による．

第4条 常務委員の任期は 1年とし，補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．引き続き 2期在任し

た常務委員は任欺満了後2年間は常務委員に選ばれることができない．ただし補欠委員として 1年1こ

満たない期間は在任期間と見なさない．

第5条所長は委員会を招集し，その議長となる．

第 6条 所長は委員会の議事を円滑にするため必要ある場合は常務委具を指名して事前調査または事前

審談等を行なわせることができる．
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第7条第3条により選出された常務委旦の中 1名を部主任としその部を表代する．

第8条委員会における各部2名の常務委員は全く同等の立楊に立つものとする．

第9条委員会には代理者の出席を認めないただしその部所属の常務委旦が2名ともに出席できない

楊合は，その部の敦授または助敦授の中から 1名を出席させなければならない．

第10条 常務委員が病気その他海外出張等で長期にわたり出席できないときは広「寺代理を四くものとす

る．

第11条所反が必痰と認めたときは，常務委員以外のものを委旦会に列席させ怠見をきくことができ

る．

付則

この規程は昭和33年6月18日から実施する．

2) 特別研究審議委員会規程抜粋

第2条委旦会は，所旦の諮問に答え，次の事項を審議する．

1. 特別研究四の配分に閃すること

2. 特別研究災の予邸要求資料の作成

3. 特別研究毀による事業の辻成に閃する事項

4. その他特別研究に閃し所長が必要と認めた事項

第3条 前条にいう特別研究賢とは，各部に径常的に配当される研究費以外で，研究所の使命江成のた

め，特別に配付された研究四，または生研内で特別に考見（された研究買等をいう．科学研究喪・受託

研究喪および常務委員会において特に除外したものは合まない．

ただし，科学研究殷の内，一般研究 (A,B)は，本委員会において取り扱うものとする．

第4条委貝会は，委且 10名で組織し，内 1名を委員長とする．委員長は委旦の互送とし，第 7条に

よる改選の都度これを行なう．

第5条委旦は．研究部の各部2名とし，その部の教授・ 助教授の互選による．

（以下細す）

3) 工作委員会規程抜粋

第2条委旦会は，試作工均の業務迎営を円沼にするため，次の事項について審淡する．

1. 試作工均の迎営に閃する煎要罪項の企両ならびに立案

2. f乍業/j招率向上に閃する事項

3. 業務実施1こ閃する連絡瀾整

4. その他必要な惰項

第3条 委旦会は，委旦長の他に委旦若干名をもって組緑する．

第4条 委旦長は，本教授の中から教授総会が送出する．委旦は次の通りとする．

1. 研究部の各部ごとに，その部の教授• 助教授またはこれに準ずるものの互選によるもの各1名

2. 所長が必要と認め，教授総会の承認を得た者若干名

（以下略す）

4) 図書委員会規程抜粋

第2条 委員会は，所内図書室の連腐について次の事項を行なう．

1. 図害室連営に関する事務監督

2. 図杏迎営に閃する企両ならびに立案

3. 図書迎営に閃する連絡調整

4. 購入図害の選択
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5. その他必要と認めた事項

第3条委員会は，委員長の外，委員 10名をもって組緻する．

第4条委員長は，本所教授中より教授総会において選出された者，また委員は，研究部ごとに 2名と

し，その部の教授• 助敦授またはこれに準ずる者の互還によったものがこれに当たる．

（以下略す）

5) 写哀委員会規程抜粋

第 2条 委員長は，写真室の業務連営を円滑にし，写真技術の向上を図るため下記の事項を行なう．

1. 写真室迎営に関する企両ならびに立案

2. 写真業務の予定計回ならびに実施報告に対する検討

3. 写真業務実施1こ図する追絡調蓋

4. 材料の入手使用ならびに業務技術に閃する助言

5. 一般写真および高速写真用設備・槻械・器材の蓋備充実に関する企画

6. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は，委員5名および専門委員若干名で組緻し，委員の中 1名を委員長に他の 1名を副委

員長とする．

委員長および副委員長は委員の互選による．

第4条 委員は，各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授•助教授ならびにこれに準ずるものの互選に

よる．

第5条専門委員は，委員長の委瞑による．

第6条委員長，副委員長および委員の任期は 1年とする．

ただし，重任をさまたげない．

6) 出版委員会規程

第1条東京大学生産技術研究所に出版委員会（以下委員会という）を四<.

第2条委員会は，下記出版物の出版に閃して必要な事項を処理する．

1. 生産研究

2. 東京大学生産技術研究所報告

3. 東大生研案内

4. 東京大学生産技術研究所年次要豆

5. 生研リフーット

6. その他必要な出版物

第3条委員会は，委員長 1名，委員 10名，専門委員若干名で組絨する．

第4条委員長は本所教授中から教授袷会で選出する．任期は 1年とし毎年4月1日に改める．雪任

をさまたげない．

委員は教授，助教授，謁師の中から，各研究部2名をそれぞれの部で選出する．任期は 1年とし，

毎年4月1日と 10月1日にその半数を改める．重任をさまたげない．

専門委員は委員長が委嘱する．

第5条委具長は，委旦会を招集してその議長とする．

第6条 委員長が必要と四めたときは，特定の事項につき小委員会を設けること，また委員以外の者を

委旦会に列席させて意見を間くことができる．

付則

この規定は昭和33年10月1日から実施する．

昭和 39年10月21日より一部改訂実施する．

昭和42年4月1日より一部再改訂実施する，
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7) 営箱委員会規程

第1条 東京大学生咲技岱研完所に営紐委旦会（以下委員会という）を置く．

第2条 委員会は本所の施設の塁伯改恙，合理的迎用および将来計町にmし次の亭項を行なう．
1. 土地，建物，工作物等の新営，ならびに絋持管理に閃する企酉および立案

2. 霞気，遥信，ガス，水道，販房等の合理的使用方法の桧討ならびに助言

3. 桐内已篇1こ閃する企回ならびに助言

4. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は委員長1名，幹事1名，委旦5名および専門委旦若干名で紅誤する．

第4条 委旦長は本所教授中から数技総会で迂出する．

幹事は委旦長の要靖に応じて数授•助教技中より所長が委嘱する

委員は各研完部ごとに 1 名とし，その部の数授•助敦授の互送による

専門委旦は委旦長の要諮に応じて所長が委嘱する

第5条 委旦長および委旦の任期は 2 年とし璽任はさまたげない•.

第6条 委旦旦は委旦会を招集しその議長となる．

第 7条 幹事は委旦長を補佐し委旦会の業務に必要な企画，辿絡，調賂に当たる．

第8条 委只こは必要と認めたときは特定の事項につき小委旦会を設けることができる．

第9条 委旦二が必要と認めたときは委旦以外の者を委旦会に列席させて意見をきくことができる．

付則

この親程は昭和33年6月18日から実施する．

8) 厚生委員会規程抜粋

第2条 委員会は本所の肛生幅祉に閃する施設ならびに事業の円滑な迎営を図るため，下記事項を行な

う．

1. 耽旦およびこれに準ずる者（以下織旦とよぶ）の保健，衛生，福祉ならびにレクリエーション等

に対する企画，迎営に関する事項

2. 厚生事業部の企圃，迎営に対する助言

3. その他必要と認めた事項

第3条 委旦会は委旦長および委旦で組織する．委員長は所長が委翡する．

第4条委員は下記に従い所長が委扇する．

1. 各研究部よりその部に属する教授•助教授ならびにこれに準ずる者より送出された者 1 名，およ

び教授・ 助教授ならびにこれに耶ずる者を除く職員より選出された者1名

2. 事務部は事務長および事務職員より透出された者1名

3. 試作工均および千葉実験均については，それぞれの所属職員より選出された者各1名

4. 所長が必要と芯めたもの4名以内

第5条 委貝会は委旦長の発議または委旦総数の蒻以上の要請によって招集される．

（以下略す）

9) 誼習会委員会規程

第1条本所に東京大学生産技術研究所請習委旦会を四＜．

第 2条 この委旦会は，財団法人生陀技術研究奨励会から委託された蒻習会の企回並びにその実施をつ

かさどる．

第3条 この委旦会の委旦は5名とし，各研究部から選出された教授または助数授で構成し，委員長は

委員の互送によって定める．

委員長は，必要と認めた坦合尊門委員を委瞑することができる．
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第4条委員の任期は 1年とし，毎年1月1日に更新する．

ただし，董任をさまたげない．

第5条 この委員会の事務は，庶務掛が担当し，財団法人生産技術研究奨励会市務局がt窃力するものと
する．

この規程は昭和 39年 1月1日から施行する．

10) 東京大学生産技術研究所千葉実験所規程

（設四）

第1条 東京大学生陀技術研究所（以下「本所」という）に国立学校設四法施行規則第 20条により付

属研究施設として，千菜実険所（以下「実険所」という）を四＜．

（目的）

第2条 実験所は，本所効窃の教授• 助敦授又は，これに準ずる者が主体となって，生窪に閃する技術

的諮問四の研究成呆を実用化するための大規模な実険研究を行なうとともに本所麻布庁舎ではできな

い研究を行なうことを目的とする．

（実験所の長）

第3条実験所に，長を四<.

2. 実険所の長は，本所の所長をもってあてる．

3. 実険所の長は，実険所を代表し，その所務をつかさどる

（管理迎営委旦会）

第4条 実験所の管理連営のため，所長の諮問槻閃として千葉実験所行理迎営委且会（以下「委員会」

という）を四<.

2. 委員会に閃する事項は，別に定める．

（事務室）

第5条 実険所に，実験所の事務を処理するため，事務室を骰<.

2. 事務室に関する罪項は，別に定める．

附則

この規程は，昭和42年7月19日より施行し，昭和42年6月1日より適用する

11) 生産技術研究所放射性同位元素委員会規程

第 1条 東京大学生墜技術研究所に放射性同位元素委員会（以下「委旦会」という）をおく．

第2条 委旦会は，本所における放射性同位元索の管理および閤害防止に関する事項を審議し，また所

内の連絡謁整にあたる．

第3条 委旦会は，委旦長および委旦若干名で組殺する．

2. 委員長は，本所敦授の中から所長が委嘱する．

3. 委員は，次のものに所長が委屈する．

(1) 各研究部ごとにその部の教授• 助教授またはこれに準ずるものの互選によるもの各1名

(2) 所長が必要と認めたもの

第4条 委旦長および委員の任期は 2年とする．ただし，菫任をさまたげない．

第5条 委旦長は委旦会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故あるときは，あらかじめ委旦長が指名する委員がその）巌務を代行する．

第6条 委員長が必要と認めたときは，委旦以外のものを委員会に列席させて怠見をきくことができる事

第 7条 委員会の庶務は，庶務掛が坦当する．

付則

この規肛は，昭和 36年6月7日より実施する．
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12) 生産技術研究所試験溶鉱炉委員会規程

第 1条東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に試険溶鉱炉委員会（以下「委員会」という）

をおく．

第2条 委旦会は，本所の試験溶鉱炉の研究と迎営に閃するつぎの事項を審議決定する．

(1) 試験溶鉱炉による研究の企画・立案に［月する事項

(2) 試験溶鉱炉の経毀に閃する事項

(3) 試験溶鉱炉設餅iにする事項

(4) その他必要と認めた事項

第 3条 委旦会は，委員長および委旦若干名で組紋する．

1. 委旦長は，本所教授の中から，所長が委揺する．

2. 委旦は，次のものに所艮が委虚する．

(1) 本所効務の教授•助教授またはこれに準ずるもの

(2) 所長が必要と認めたもの

第4条 委旦長および委員の任期は 2年とする．ただし．煎任をさまたげない．

第5条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる

2. 委員長に噌故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその嗽務を代行する．

第6条 委員会が必要と認めた事項を審議するために，恵門委員会を設けることができる．

2. 恵門委員会の委旦長および委旦は，委員会の磁を経て委員長が委訊する．

第7条委旦会に幹事をおくことができる．

2, 幹罪は，委旦の巾から委員長が委揺する．

第 8条 委旦長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて，意見をきくことができ

る．

付則

1. この規程は，昭和37年3月31日より実施する．

2. 初期の委員長および委員の任期は，昭和39年3月31日までとする．

13) 生産技術研究所雷子計算機委員会規程

第1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に霞子計仰懐委旦会（以下「委旦会」という）

をおく．

第 2条 委旦会は，本所における共通使用の霞子叶罫槻およびこれに準ずるものの管理連営，ならびに

将来計画にIYりする事項を審議する．

第3条 委旦会は，委員長 1名，委旦5名，および専門委旦若干名で組絨する

2 委員長は，本所教授の巾から所長が委I]属する．

3. 委員は，つぎのものに所長が委屈する．

(1) 研究部ごとに，その部の教授，助教授，またはこれ1ご焦ずるものの互透によるもの各1名

(2) 専門委員として，委員長より要請のあったもの若干名

第4条 委員長および委旦の任期は 2年とする．ただし，軍任をさまたげない

第5条委員艮は，委旦会を招集し，その議長となる．

2. 委員長1こ罪故あるときは，あらかじめ，委員長が指名する委員がその政筋を代行する．

第6条 委員長が必要と認めたときは，委旦以外のものを，委員会に列席させて窪見をきくことができ

る．

第7条 委旦会の庶務は研究掛が担当する．

付則

この規程は，昭和43年4月17日から実施する．
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C) 生産技術研究所報告発行内規

第1条京京大学生産技術研究所報告（以下生研報告と称する）の発行はこの内規によって行なう．

第2条 生研乾告は生産技術研究所（以下生研と称する）の研究菜績を学外に発表するを目的とする．

第3条 生研報告の発行1こ閃する審議は，この内規に従って出版委員会が行ない，発行の可否について

は常務委員会の承認を得るものとする．

第4条 生研穀告に拠哉する誇文は生研説旦の研究成呆または生研職員が中心となって行なった共同研

究成果でその部の揺門を径たものとする．

第5条 生研報告に拠設する跨文は新しく発表する研究報告とする．ただし，学会誌等に概要を発表し

た研究報告を詳細にまとめたもの，または分割掲戟した研究成果をまとめて発表する場合はこの限り

でない．

第6条 生研将告に褐杖する陪文は 1篇，または 2篇以上を1冊として発行する．

第7条前条については著者の希翌を勘案してこれを決定する．

第8条 生研報告に用いる文は，欧文または和文とし，和文の場合は本文の 10%以内で2ページを越

えない箆囲の欧文梗翌を付することを原則とする．

第9条生研詞告は不定期に発行し．およそ 300ページを単位として巻を改める．発行部数はその都度

定める．

付則

生研報告発行委員会の虞止によるこの改正は，昭和 33年6月18日から実施する

俯考

1) 第4条により万文を推防加する均合は原則としてその内容につき部を中心とする閃係者の間で十

分の討談を経ることを要する．

2) 大学院学生および研究生の研究論文を第4条に準じて取り扱うことができる．

D) 生産技術研究所研究担当，研究員取扱内規

第1条 生産技術研究所において一定期間特殊な事項の研究に対し，所外の者に研究の協力を委瞑する

必要ある場合，研究担当または研究員を四くことができる．

2. 前項による研究担当とは，本務が本学専任教官（教授•助教授・講師）であるものをいう．

第2条研究員は，大学卒業または同程度の学力を有し，研究事項について相当の経険を有するもので

なければならない．

第3条研究担当，研究員には予邸の範囲で手当を支給することができる．

第4条研究担当，研究員は本所職員に準じて取り扱う．

ただし，定められている事項についてはこの限りでない．

第5条 研究担当，研完員は，本所において研究した成果を発表するとき，または特許権等を申諮する

均合は予め所長に協議するものとする．

第6条 各部において研究担当，研究員を四こうとするときは，その部の主任は内申害を所長に提出し

なければならない．

第7条所長は，内申書が提出されたときは，＇『常任委旦会に諮り総長に上申する．

第8条 所長は研究委慮の必要性が消減した楊合，またはその他の理由により委I；貰の取消しを総長に上

申るすことができる．

付則

この内規は昭和26年10月1日より実臨する．

この内規は昭和37年4月1日より適用する．

E) 生産技術研究所留学研究員採用内規

第1条 生即技術に閃する事項につき一定期間研究に従事しようと希望する者があるときは，本所にお
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いて支防のない坦合に限り，留学研究員として入所を許可する．

第2条留学研究員として入所を許可する者は，大学卒業又は同程度以上の学力を有し，研究事項につ

いては相当の径緊を有する者でなければならない

第3条 留学研究貝を希望する者は願害（様式1)に屈歴書および研究業績調書を添え所長に提出する

ものとする．

第4条 留学研究員は，本所が指定した教官の指等のもとに研究に従事するものとする．

第5条 習学研究員は，本所において研究した成果を発表するときまたは特許権等を申諮する坦合は，

あらかじめ指等敦官1こ協議しなければならない．

第6条 留学研究旦の研究期間は， 1年以内とし，第1条の許可があった日の属する会計年度の末日を

もって終了するものとする．

2. 前項の期間満了後研究を継続しようとする坦合は，研究期間更新願（様式2)を所長に提出し，

許可を受けなければならない．

第7条 所長は，疾病その他の事由により，研究に従事することが不適当と認めたときは，その留学研

究員に対し，許可を取消すことがある．

第8条 留学研究旦が許可された期間の満了前に退所しようとするときは，退所願（様式3)を所長に

提出しなければならない．

付則

この内規は昭和31年4月1日より適用する．

F) 生産技術研究所研究生規程

第1条 生産技術に閃する事項につき研究を希望する者があるときは，本所において支間がない場合に

限り，研究生として入所することを許可することがある．

第2条 研究生として入所を許可する者は，大学学部を卒業した者もしくはこれと同等以上の学力を有

する者，または相当の径験を有する者で，本所において適当と認めた者とする．

第3条 研究生を希望する者は，所定の願害に履歴書を添えて所長に差し出さなければならない．

第4条 研究生は，所長の指抑監晋を受け，本所が指定した教官の指郡の下に研究に従事しなければな

らない．

第5条 研究生がその研究業絞を発表しようとするときは，必ず指等教官の承認を受けなければならな

い．

第6条 研究生は，入学金として金750円を納入しなければならない．

第7条研究生は，研究料として月額金800円を3月または 6月分前納しなければならないただし，

特に多額の四用を要する均合は，別に自弁させることがある．

2. 既納の研究料は，辺付しない．

第8条研究生の研究期間は， 1年以内とする．

2. 当初決定された研究期間を経てさらに研究を経続しようとするときは，その理由を具して所長に

願い出て許可を受けなければならない．

第9条 研究生は研究期間のおわりに，その研究状況および成果を記載した報告書を指迎教官を経て所し

長に提出しなければならない．

2. 研究生の研究期間が1年以上にわたるときは， 1 年の終わりにおいて，その研究状況の中間報告~

書を前項に準じて捉出しなければならない．

第10条 所長は，疾病その他の事由により，研究を継続することが不適当と認めたときは，その研究生．

に対し，退所を命ずることがある．

第11条研究生が期間満了前に退所しようとするときは，理由を具してその旨を所長に願い出なければ

ならない．
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その期間の始期が昭和38年4月1日以後のものを除く）が満了しない者の投業料の額および徴収

方法については，その期間が満了する日までは，なお従前の例による．
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官公署または会社より，依託研究生を入所させようとする坦合も，本規程により取り扱う．

付則

この規程は，昭和38年7月13日から施行し，同年4月1日から適用する．

昭和38年4月1日前から引き続き在所している者で， 研究期間（研究期間が延長された楊合，

生産技術研究所受託規程

第1条東京大学生産技術研究所（以下本所という）に対し，生陀技術に閃係がある学理的問題または

物品等の研究・試作・試験・検定・ 製作・調査等を委託しようとする者があるときは，本所で適当と

認めたときにこれを受託する．

第2条 前条の委託をしようとする者は，別紙様式 (1)に定する申込書を提出しなければならない．

受託を承諾したものに対しては，別紙様式 (2)の受託承諾書を交付する．

第3条受託の承諾を得た者は，第5条に定めた料金を，指定の期間内に，本所に前納しなければなら

ないただし，特別の事由があるときは，前項の料金の分納または後納を認めることがある．指定の

期間内に前項の料金を納付しないときは，委託を取り消したものとみなす．

第4条一旦納付した料金は，これを返遠しない．ただし，天災，その他やむを得ない事由によって委

託事項を遂行し得ないときは，その全部または一部を委託者に遠付することがある．

第5条第3条第 1項の料金は，委託事項に要する経費を邸定してその都度これを定める．

第6条本所は，受託事項実施中特に多額の費用を要し，納付された料金に不足を生じると認めたとき

は，改めて受託者と協談することができる．

第7条下記の各号の場合においては，委託者の受ける担害に対し，本所はその責を負わない．

1. 天災その他やむを得ない事由によって，受託事項を遂行し得ない楊合

2. 委託を受けた物品の試験・検定等の間に損害を生じた坦合

3. 受託者が，その宜務を完全に履行せずと本所が認めたときに執った処理に冦づく場合

第8条受託事項が完了したときは，その経過ならびに結果を委託者に報告する．ただし，受晶実施中

において，受託者の希望によって中間報告をすることができる．

第9条 受託事項に関する成果を公表するときは，本所がこれを行なう．
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様式 (1)

受託申込

昭和年月日

京京大学生庄技術研究所長 □ ロ□ 口殿
京京大学生崖技術研究所受託規定により下記内容

をもって研究・試作・検定• 製作・詞査を委託し

たくお四いします

坦住所

氏名

記（委託の内容）

I 5. 完成希望期限I
6. 公表狛予期限 I

7 発明特許のあっ i
•た均合の処置 I 
I 
8. その他希望事項

匝

様式 (2)

受託承諾書

昭和四年月日

殿

昭和年月 日付申込の委記事項は本所受託規

定に韮き下記の条侯によってこれを承諾します

京京大学生産技術研究所長 □ □ ロロ
記

I 1. 題 目

2. 担当者氏名 主任担当者分任担当者

3, 完了予定期日

4. 所要経毀

5. 所要経費納期

6 '提具供なをら要びすに衰る材器

7. 発明特許の処理

8. そ の 他

前項の公表が委託者の利益を古するおそれがあると認められたときは， 2年以内，その公表を猶予

することができる．

第10条 委託者は，本所が必要と認めたときは，補助貝を一定の期間派造することができる．

前項の補助者の勁務に閃しては，本所職旦に部じて取り扱うが，給料・手当•旅股等は，これを支

弁しない．

第11条受託唄項で本所耽員が発明したときにおける発明特許等に閃する規程は別にこれを定める．

付則

本規程は昭和25年3月11日から施行する．

H) 生産技術研究所勤務発明暫定規程

第1条東京大学生産技術研究所（以下本所という）に勁務する者（以下耽旦という）が，その勁務に

閃してなした発明（以下勁務発明という）の取り扱いについては，当分の間，この規程の定めるとこ

ろによる．

第2条 勁務発明のうち，その内容が本所の業務範囲に属し，またその発明をなすにいたった行為が，

その談旦の任務に屈するもの（以下任務発明という）については，その発明者が特許を受けたとき，

京京大学はその実施樅を受けるものとする．

第 3条 職旦は，自已の勁務発明の特許を受ける権利，または特許権，もしくは任務発明以外の効務発

明の実施権を，東京大学に移認することを願い出ることができる．

第4条本所所長は，東京大学学長の監野のもとに，前2条に規程した特許を受ける樅利，特許権また

は実施権に関する事務をつかさどる．

第5条本所受託規程に述づく受託事項について，本所職員が発明したときには，この規程に従う．

本所受託規程第10条に規定する補助者が，受託事項について発明した坦合には，この補助者を指苗［
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する本所職員と共同して発明したものとみなして，この規程を適用する．

第6条 この規程は，実用新案および意匠登録にもこれを準用する．

付則

本規程は昭和 24年9月22日から施行する．

付記：特許法が昭和35年4月 1日に改正施行され，研究所等における職務発明の取り扱いは第35条に規定されてい

る．この時期にかんがみ本所の現行暫定規臣はその後の研究所の状造にもそうよう目下委且会を組設して検討
中である．

I) 東京大学受託研究員規程

第 1条 この規租は，文部省受託研究員実施要項に基づき，民間会社等（以下「受託者」という）より

の委託に応じ，その現職技術者を受北研究員（以下「研究員」という）として本学に受け入れる楊合

における必要な事項について定める．

第2条研究員として許可するものは，大学を卒業した者または本学がこれと同等以上の学力を有する

と認めた者とする．

第3条 受託者の代表者または長は，所定の申告曹に推煎杏および本人の屈歴杏を添えて当該学部また

は研究所の長に願い出なければならない．

第4条学部または研究所の長は，当該部局において適当と認め，かつ，支間のない場合に限り，総長

の認可を得て研究員の受入れを許可する．

第5条 研究員は，指郡教官の指祁のもとに研究に従事しなければならない．

第6条 研究員の研究期間は， 1年以内とし，第4条の規程による認可があった日の属する年度の末日

をもって裕了するものとする．

第7条前条の期間満了後，研究を継続るす必要があるときは，受託者は，理由を付して当該学部また

は研究所の長に頴い出なければならない．

第8条学部または研究所の長は，前条による願出があったときは，総長の認可を得て， 1年以内に限

り研究期間の更新を許可することができる．

第9条第4条または第8条の規程による許可があったときは，委託者は，研究料として金12万円をた
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だちに納付しなければならない．

2. 既納の研究料は，逗付しない．

第10条 研究料は，研究期間が1年末満の楊合にも研究員1人につき 12万円とする．

第11条受託者が，第4条または第8条の規定による許可があった後，ただちに研究料を納付しないと

きは，許可を取り消す．

付則

こる規程は，昭和33年5月2日から遥用する．

この改正は，昭和34年4月1日から遥用する．

J) 生産技術研究所輪講会要項

1. 本会は生産技術研究恰講会と称する．

2. 本会は生産技術研究所内における知議の交換を目的とする．

3. 本会の事務を迎腐するため世話人を四<'世話人は各研究部より 1名ずつ遥出し内 1名を世話人

代表に互選する．

4. 本会は毎月第3水躍日午後1時30分から2時20分まで閲催するのを原則とする．ただし教授総

会その他の部合により日時を変更することがある．

5. 講演者は1回1名とし諮演時間は 1名45分（外に買議討論5分）以内を原則とする．

6. 請演の順序は原則として順次各部より遥当な講演者を送出し，請演の2週間以前までに庶務掛に

申出講演要旨を1週間前までに送付するものとする．

7. 庶務掛は当否部に謡演の日から 1カ月以前に通知するものとする．

8. 批話人会は謡演者の決定その他本所に閃する事項を処理するものとする．

9. 臨時聴講希望者は批話人に申し出て了解を得ることを要する．

10. 論講会を司会するため当番幹事を担当部より選出する．

K) 財団法人生産技術研究奨励会育英奨学生取扱規程

第1条東京大学生産技術研究所における高級技術者荘成を目的とする，財団法人生産技術研究奨励会

（以下生産技術研究奨励会という）育英奨学生の取扱いは，この規程により行なう．

第2条 育英奨学生は生産技術研究奨励会の規程に従い，東京大学生産技術研究所教授•助教授の指等

を受ける者で，当該指郡教官の所属する同研究部の推訊により同常務委員会の選考を経た者であって，

次に該当する者を生産技術研究奨励会に推賊する．ただし育英奨学規桓（以下規租という）第2条の

第2種の資金による事業の育英奨学生（以下第2種育英奨学生という）の選考については，上記常務

委員会に代り，当該指等教官の所属する研究部において，行なうことができる．

1. 東京大学修士または，博士課程大学院学生

2. 東京大学生産技術研究所研究生

3, その他棗京大学生産技術研究所教官の遥当と認める者

前項3号の推賊は，第2種育英奨学生に限る．

第3条 規程第2条の第1稲の資金により行なう事業の育英奨学生（以下第1種奨学生という）に対す

る育英奨学金は修士コース大学院に入学した者については， 1カ月 10,000円とし，毎年 4月より

1,000円を増額する．

第1腫育英奨学生のうち大学院在学中育英奨学生となった者の育英奨学金は，前記基準により邸定し

たものと同額とする．

第1種育英奨学生に対する育英奨学金のうち研究生に対する育英奨学金は，育英奨学生と決定された

時より 1カ年間， 1カ月 10,000円とし， 1カ年を超えるごとに月額 1,000円を増額する．ただし大

学院より引き続き研究生となった者の育英奨学金は，通邸した額とする．
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第2稲育英奨学生に対する育英奨学金は，育英奨学生と決定された時より月額を以て支給する．ただ

しその額については，その者の学歴，経験年数，その他の事梢を勘案してその都度決定する．

なお第2種育英奨学生と決定された時より 1カ年を超えるごとに月額1,000円を増額することができ

る．

育英奨学金は，第1稲育英奨学生に対しては1人月額 15,000円，第2稲育英奨学生には，同じく

20,000円を超えないものとする．

特別の事梢がある楊合は，育英奨学金の額を変更することができる．

第4条育英奨学生に対し育英奨学金を交付する期間は，育英奨学生選考のときに定めるが， 5年以内

とする．

第5条 この規定に定められていない事柄の取扱いは常務委員会において決定する．

付則

この取扱規程は，昭和40年6月16日より実施する．
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